
研究業績集録の刊行にあたって 

 

 

この度、令和 2 年度版の「研究業績集録」を発行することになりました。

この 1 年間に各研究者がまとめ上げた書籍、学術論文、学会等の研究業績

がこの中に掲載されています。世界主要国の科学技術活動を体系的

に分析した「科学技術指標」の 2021 年版が公表されました。

主な指標のうち、日本の 1 年当たりの論文数は世界第 4 位で昨

年と同位でした。しかし、注目度の高い論文数は昨年の 9 位か

ら 10 位に順位を落としています。日本の研究活動の国際的地

位向上が喫緊の重要課題であることを示しました。  

この研究業績集録には若手を指導しながら症例報告を書か

せた論文や大学院の 4 年間に苦労して仕上げた原著論文、世界

に初めて認められた英文論文等、大学人としての努力の結晶が集

約されています。1 年間あたりの論文数は中国が約 35 万本で第１位、米国

が 28 万本で第２位、ドイツの 6 万 8100 本が第 3 位、日本は 6 万 5700 本で

第 4 位となりました。この研究業績集録を眺めて気がつくことは毎日手術

や急患が多く、忙しい診療科でも多くの論文を輩出していることです。こ

れは指導者の努力の賜だと思います。本学は特定機能病院であり、医療が

日進月歩している恩恵を患者さんにフィードバックする義務があります。 

教育、臨床、研究業務で忙しい中、多くの業績を作られた先生方が 1 年

を振り返る資料になることを願っています。 

 

 

 

令和 4 年 3 月 

                      聖マリアンナ医科大学

学長 北 川 博 昭 





～本学の「研究成果・業績」の社会還元に向けて～ 

 

我が国の学校教育法第 83 条（第２項）ならびに９９条にあるように、

『大学は、その目的を実現するための教育研究を行い、その成果を広く社

会に提供することにより、社会の発展に寄与するもの』とされ、大学院に

は『学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥をきわめ、又は高度の専

門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い、文

化の進展に寄与すること』を目的とし、研究成果・業績の社会還元が求め

られております。加えて、本学の建学の精神と大学院のポリシーを今一度

確認し、新たな着眼点から研究を行い、その成果を学内外に発信して頂く

ことが必要です。 

本学では令和元年度より、URA(大学雇用の研究支援の専門家)による科研

費計画書の作成支援、財団法人等公募の各種助成金申請書の作成支援の制

度を構築しました。令和 3 年度からは、URA を増員しましたので、これま

でよりも更に充実した支援が出来るかと思います。今後は、これらの制度

を活用して、研究費の獲得や良質な研究成果の発表を期待します。 

また、近年の臨床研究の環境においては、「臨床研究法(平成 30 年 4 月 1

日施行)」や「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針(令

和 3 年 6 月 30 日施行)」が策定され、本邦で行われる医学研究においては、

世界標準での質の保障や管理が求められるようになりました。 

これらの研究実施に際して適用される関連指針や関連法規等による規

制を遵守し、学会発表、学術論文、書籍などの研究成果の創出に向け更に

精進していきましょう。 

令和 4 年 3 月 

                      聖マリアンナ医科大学 

大学院医学研究科長 遊道 和雄 
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解剖学(人体構造) 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 水嶋崇一郎, 平田和明. 胎生期から思春期にわたる縄文時代人と現代日本人の四肢分節間プロポー

ションの比較解析. Anthropological Science (Japanese Series), 2020;128(1):21-37. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Takashi Gakuhari, Shigeki Nakagome, Simon Rasmussen, Morten E. Allentoft, Takehiro Sato, 

Thorfinn Korneliussen, Blánaid Ní Chuinneagáin, Hiromi Matsumae, Kae Koganebuchi, Ryan 

Schmidt, Souichiro Mizushima, Osamu Kondo, Nobuo Shigehara, Minoru Yoneda, Ryosuke 

Kimura, Hajime Ishida, Tadayuki Masuyama, Yasuhiro Yamada, Atsushi Tajima, Hiroki Shibata, 

Atsushi Toyoda, Toshiyuki Tsurumoto, Tetsuaki Wakebe, Hiromi Shitara, Tsunehiko Hanihara, 

Eske Willerslev, Martin Sikora, Hiroki Oota. Ancient Jomon genome sequence analysis sheds 

light on migration patterns of early East Asian populations. Communications Biology, 2020;3(1)：

437. 

2) Masakazu Tazaki, Takaaki Hirano, Yui Akiyama, Hiroyuki Mitsui, Kazuaki Hirata, Hisateru Niki. 

Anatomical Study of the Cuboid and Its Ligamentous Attachments and Its Implications for a 

Cuboid Osteotomy. American Orthopaedic Foot and Ankle Society, 2020;5(4):1-8. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) 長岡朋人, 星野敬吾, 中村なな, 平田和明. 鎌倉由比ガ浜中世集団墓地遺跡（No.372）由比ガ浜二丁

目 1014 番 15 地点から出土した人骨の形態学的・古病理学的研究. 第 74 回日本人類学会大会(Web

開催）, 2020. 

 

    和文 英文 

 著  書     

 論  文  原著 1 2 

   解説又は総説   

   症例報告   

   その他   

 学会発表  国内学会 1  

   国際学会   

   その他   
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解剖学(機能組織) 

 

著書 

1) 池森敦子, 菅谷健, 木村健二郎. 尿中 L 型脂肪酸結合蛋白(L-FABP) 臨床検査データブック 2021-

2022 2021;(1):735-736. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Junko Igarashi-Migitaka, Azusa Seki, Mika Ikegame, Masato Honda, Toshio Sekiguchi, Hiroyuki 

Mishima, Nobuaki Shimizu, Hajime Matsubara, Ajai K Srivastav, Jun Hirayama, Yusuke 

Maruyama, Atsuko Kamijo-Ikemori, Kazuaki Hirata, Atsuhiko Hattori, Nobuo Suzuki. Oral 

administration of melatonin contained in drinking water increased bone strength in naturally 

aged mice. Acta histochemica., 2020;122(6):151596. 

2) Shu Ushimaru, Mitsumi Arito, Atsuhiro Tsutiya, Toshiyuki Sato, Kazuki Omoteyama, Masaaki 

Sato, Naoya Suematsu, Manae S. Kurokawa, Atsuko Kamijo-Ikemori, Yugo Shibagaki, and 

Tomohiro Kato. Roles of Layilin in Regulation of Low-Density Lipoprotein Receptor in Malignant 

Glioma Cells. Journal of St. Marianna University, 2020;11:53-59. 

3) Fujita Y, Ichikawa D, Sugaya T, Ohata K, Tanabe J, Inoue K, Hoshino S, Togo T, Watanabe M, 

Kimura K, Shibagaki Y, Kamijo-Ikemori A. Angiotensin II type 1a receptor loss ameliorates 

chronic tubulointerstitial damage after renal ischemia reperfusion. Scientific reports, 2021;11(1)：

982. 

4) Kawaguchi M, Okazawa Y, Imafuku A, Nakano Y, Shimizu R, Ishizuka R, Jiang T, Nagasawa T, 

Hiroi J, Yasumasu S. Pactacin is a novel digestive enzyme in teleosts. Scientific Reports, 2021;11：

7230. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) 竹下章, 右高潤子, 荻久保明香, 辰島啓太, 福原紀章, 岡田満夫, 西岡宏, 井下尚子, 山田正三, 竹内

靖博. クッシング病下垂体腺腫における CYP3A4 発現と POMC 発現の関連性. 第 93 回日本内分泌

学会学術総会, 2020. 

2) 藤田陽子, 菅谷健, 大畑敬一, 市川大介, 井上一歩, 星野誠子, 木村健二郎, 柴垣有吾, 池森敦子. 腎

L 型脂肪酸結合蛋白発現(L-FABP)および Ang II 受容体(AT1a)欠損は、腎虚血再灌流後の慢性腎障

害を抑制する. 第 63 回日本腎臓学会学術総会, 2020. 

3) 藤田陽子, 菅谷健, 大畑敬一, 市川大介, 井上一歩, 星野誠子, 木村健二郎, 柴垣有吾, 池森敦子. ア

ンジオテンシン II type 1a 受容体（AT1a）欠損は、腎虚血再灌流後の慢性腎障害を抑制する. 第 63

回日本腎臓学会学術総会, 2020. 

4) 田邉淳, 小野弓絵, 中林実輝絵, 菅谷健, 大畑敬一, 市川大介, 星野誠子, 木村健二郎, 柴垣有吾, 池

森敦子. 腎低酸素バイオマーカーとしての尿中L型脂肪酸結合タンパク(L-FABP)の可能性. 第 63回
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日本腎臓学会学術総会, 2020. 

5) 山田将平, 田邉淳, 小倉裕司, 菅谷健, 大畑敬一, 永井義夫, 市川大介, 星野誠子, 木村健二郎, 柴垣

有吾, 池森敦子. GLP-1 受容体作動薬による糖尿病性腎臓病の腎保護効果とサルコペニア抑制効果

の検討. 第 63 回日本腎臓学会学術総会, 2020. 

6) 山田将平, 田邉淳, 小倉裕司, 菅谷健, 永井義夫, 渡邉詩香, 市川大介, 木村健二郎, 柴垣有吾, 池森

敦子. 糖尿病性腎臓病を伴う 2 型糖尿病における GLP-1 受容体作動薬のサルコペニア抑制効果の検

討. 第 11 回日本腎臓リハビリテーション学会学術集会, 2021. 

7) 小竹徹, 山田将平, 小倉裕司, 渡邉詩香, 市川大介, 田邉淳, 永井義夫, 菅谷健, 木村健二郎, 柴垣有

吾, 池森敦子. 2 型糖尿病における習慣的走運動のサルコペニアおよび腎疾患抑制効果の検証. 第 11

回日本腎臓リハビリテーション学会学術集会, 2021. 

8) Inoue K, Yamada S, Hosino S, Shibagaki Y, Ikemori A. Effect of Glucagon-like peptide-1, receptor 

agonist, liraglutide, against diabetic retinal edema in spontaneously diabetic tori fatty rats. 第

126 回日本解剖学会総会･全国学術集会・第 98 回日本生理学会大会 合同大会, 2021. 

② 国際学会 

1) Fujita Y, Sugaya T, Ichikawa D, Tanabe J, Kimura K, Shibagaki Y, Ikemori A. Angiotensin II type 

1a receptor loss ameliorates chronic tubulointerstitial damage after renal ischemia reperfusion. 

ASN Kidney Week 2020, 2020. 

2) Yamada S, Tanabe J, Sugaya T, Ichikawa D, Kimura K, Shibagaki Y, Ikemori A. Renoprotective 

effect of GLP-1 receptor agonist, liraglutide, in early phase of diabetic kidney disease in 

spontaneously diabetic tori fatty rats. ASN Kidney Week 2020, 2020. 

3) Fujita Y, Sugaya T, Ichikawa D, Tanabe J, Kimura K, Shibagaki Y, Ikemori A. Renal expression 

of L-type fatty acid binding protein in addition to angiotensin II Type 1a receptor loss ameliorates 

chronic tubulointerstitial damage after renal ischemia reperfusion. ASN Kidney Week 2020, 2020. 

③ その他 

1) 池森敦子. 2 型糖尿病における SGLT2 阻害薬の有用性ー腎臓内科医の視点から. 第 34 回川崎多摩地

区腎臓高血圧セミナー, 2020. 

 

    和文 英文 

 著  書   1  

 論  文  原著  4 

   解説又は総説   

   症例報告   

   その他   

 学会発表  国内学会 7 1 

   国際学会  3 

   その他 1  
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解剖学(生物学) 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 望月篤, 田嶋ティナ宏子, 東郷建, 信岡祐彦, 伊野美幸. 聖マリアンナ医科大学における入学時宿泊

研修の初年次教育への導入効果. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 2020;48(1):31-36. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Fujita Y, Ichikawa D, Sugaya T, Ohata K, Tanabe J, Inoue K, Hoshino S, Togo T, Watanabe M, 

Kimura K, Shibagaki Y, Kamijo-Ikemori A. Angiotensin II type 1a receptor loss ameliorates 

chronic tubulointerstitial damage after renal ischemia reperfusion. Scientific reports, 2021;11(1)：

982. 

 

    和文 英文 

 著  書     

 論  文  原著 1 1 

   解説又は総説   

   症例報告   

   その他   

 学会発表  国内学会   

   国際学会   

   その他   
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生理学(細胞・器官生理) 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Ogura Y., Kakehashi C., Yoshihara T., Kurosaka M., Kakigi R., Higashida K., Fujiwara S.E., 

Akema T., Funabashi T. Ketogenic diet feeding improves aerobic metabolism property in extensor 

digitorum longus muscle of sedentary male rats. PloS One, 2020;15(10): e0241382. 

2) Kakehi S., Tamura Y., Takeno K., Ikeda S., Ogura Y., Saga N., Miyatsuka T., Naito H., Kawamori 

R., Watada H. Endurance runners with intramyocellular lipid accumulation and high insulin 

sensitivity have enhanced expression of genes related to lipid metabolism in muscle. Journal of 

Clinical Medicine, 2020;9(12):3951. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) ◎小林哲士, 植原健二, 木城智, 皆川直毅, 鈴木智裕, 小倉裕司, 黒坂光寿, 後藤勝正, 仁木久照. 

ACL 断裂症例の早期スポーツ復帰に向けて(第 7 報)-筋線維タイプからみた男女別の至適な手術日-. 

第 93 回日本整形外科学会学術総会, 2020. 

2) 山田将平, 田邉淳, 小倉裕司, 菅谷健, 大畑敬一, 永井義夫, 市川大介, 星野誠子, 木村健二郎, 柴垣

有吾, 池森敦子. GLP-1 受容体作動薬による糖尿病性腎臓病の腎保護効果とサルコペニア抑制効果

の検討. 第 63 回日本腎臓学会学術総会, 2020. 

3) ◎小林哲士, 植原健二, 木城智, 皆川直毅, 鈴木智裕, 小倉裕司, 黒坂光寿, 後藤勝正, 仁木久照. 

ACL 断裂症例の早期スポーツ復帰に向けて (第 8 報)-筋線維タイプの違いによる筋力回復の特徴-. 

第 35 回日本整形外科学会基礎学術集会, 2020. 

4) 山田将平, 田邉淳, 小倉裕司,菅谷健, 永井義夫, 渡邉詩香, 市川大介, 木村健二郎, 柴垣有吾, 池森敦

子. 糖尿病性腎臓病を伴う 2型糖尿病におけるGLP-1受容体作動薬のサルコペニア抑制効果の検討. 

第 11 回日本腎臓リハビリテーション学会学術集会, 2021. 

5) 小竹徹, 山田将平, 小倉裕司, 渡邉詩香, 市川大介, 田邉淳, 永井義夫, 菅谷健, 木村健二郎, 柴垣有

吾, 池森敦子. 2 型糖尿病における習慣的走運動のサルコペニアおよび腎疾患抑制効果の検証. 第 11

回日本腎臓リハビリテーション学会学術集会, 2021. 

 

② 国際学会 

1) Ogura T., Yoshihara T., Kurosaka M., Kakigi R., Fujiwara S.E., Kakehashi C., Higashida K., 

Funabashi T. Four-week ketogenic diet improves aerobic metabolic capacity in extensor digitrum 

longus muscle of sedentary male rats. Experimental Biology 2020 Meeting, 2020. 

2) ◎Yongue R.T., Walker E.R., Ogura Y., and Sato S.. Increased sensitivity to systemic inflammation 

leads to elevated MMP-9 expression in mouse cachectic muscle. Virtual Cancer Cachexia 

Conference 2020, 2020. 
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   その他   

 

 

  



- 7 - 

生理学(統合生理) 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Mito Nakamura, Arao Fuanse, Sei-etsu Fujiwara, Ichi Takumi. Brief 12-18 Hz oscillation during 

LIGHT sleep after virtual spatial explore task. Proceedings of the SICE Annual Conference 2020, 

2020;:985-986. 

2) Ogura Y., Kakehashi C., Yoshihara T., Kurosaka M., Kakigi R., Higashida K., Fujiwara S.E., 

Akema T., Funabashi T. Ketogenic diet feeding improves aerobic metabolism property in extensor 

digitorum longus muscle of sedentary male rats. PloS One, 2020;15(10): e0241382. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) 平松芳章, 船瀬新王, 三木俊太郎, 内匠逸, 藤原清悦, 平田豊. 9 種類の周波数を用いた点滅視覚刺激

の呈示時における金魚の視蓋神経細胞の追随性についての検討. 2020 年度日本生体医工学会東海支

部大会, 2020. 

② 国際学会 

1) Ogura T., Yoshihara T., Kurosaka M., Kakigi R., Fujiwara S.E., Kakehashi C., Higashida K., 

Funabashi T. Four-week ketogenic diet improves aerobic metabolic capacity in extensor digitrum 

longus muscle of sedentary male rats. Experimental Biology 2020 Meeting, 2020. 

 

    和文 英文 

 著  書     

 論  文  原著  2 

   解説又は総説   

   症例報告   

   その他   

 学会発表  国内学会 1  

   国際学会  1 

   その他   
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生理学(物理学) 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 髙須雄一. 大学 1 年生を対象とした「理数アンケート」の分析（異なる学科間に焦点をあてて）. 日

本科学教育学会論文集 44, 2020;44:91-94. 

② その他 

1) 髙須雄一. コロナ禍の一年を振り返って. 大学の物理教育, 2021;27(1):70-70. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) 髙須雄一. 大学 1 年生を対象とした「理数アンケート」の分析（異なる学科間に焦点をあてて）. 日

本科学教育学会, 2020. 

 

    和文 英文 

 著  書     

 論  文  原著 1  

   解説又は総説   

   症例報告   

   その他 1  

 学会発表  国内学会 1  

   国際学会   

   その他   
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生化学（生化学・化学） 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Kazuki Omoteyama, Toshiyuki Sato, Masaaki Sato, Atsuhiro Tsutiya, Mitsumi Arito, Naoya 

Suematsu, Manae S. Kurokawa, Tomohiro Kato. Identification of novel substrates of a disintegrin 

and metalloprotease 17 by specific labeling of surface proteins. Heliyon, 2020;6(12): e05804. 

2) Shu Ushimaru, Mitsumi Arito, Atsuhiro Tsutiya, Toshiyuki Sato, Kazuki Omoteyama, Masaaki 

Sato, Naoya Suematsu, Manae S. Kurokawa, Atsuko Kamijo-Ikemori, Yugo Shibagaki, and 

Tomohiro Kato. Roles of Layilin in Regulation of Low-Density Lipoprotein Receptor in Malignant 

Glioma Cells. Journal of St. Marianna University, 2020;11:53-59. 

3) Nobuho Tanaka, Hirotaka Tsuno, Satoru Ohashi, Mitsuyasu Iwasawa, Hiroshi Furukawa, 

Tomohiro Kato, Naoshi Fukui. The attenuation of insulin-like growth factor signaling may be 

responsible for relative reduction in matrix synthesis in degenerated areas of osteoarthritic 

cartilage. BioMed Central musculoskeletal disorders Musculoskeletal disorders, 2021;22(1):231. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) ◎黒川真奈絵, 佐藤政秋, 佐藤利行, 高桑由希子, 永渕裕子, 有戸光美, 末松直也, 大岡正道, 川畑仁

人, 加藤智啓. 顕微鏡的多発血管炎の新規血清バイオマーカー候補 AC13 定量系の開発. 第 64 回日

本リウマチ学会総会・学術集会, 2020. 

2) ◎佐藤利行, 佐藤政秋, 高桑由希子, 有戸光美, 大岡正道, 末松直也, 川畑仁人, 加藤智啓, 黒川真奈

絵. 再発性多発軟骨炎における血清ペプチドの網羅的解析. 第 64 回日本リウマチ学会総会・学術集

会, 2020. 

3) ◎塩野鈴佳 , 土屋貴大 , 大谷-金子律子. 野生型仔マウスと自閉症モデル（Collapsin Response 

Mediator Protein4 欠損）仔マウス間で見られた超音波発声パターンの違い. 日本動物学会第 91 回

大会, 2020. 

4) ◎佐藤利行, 佐藤政秋, 表山和樹, 土屋貴大, 有戸光美, 末松直也, 加藤智啓, 黒川真奈絵. 再発性多

発軟骨炎における血清ペプチドプロファイルの解析. 第 93 回日本生化学会大会, 2020. 

5) ◎嶋﨑孝輔, 有戸光美, 黒川真奈絵, 佐藤政秋, 表山和樹, 佐藤利行, 末松直也, 加藤智啓, 仁木久照. 

プロテオミクス法を用いた、ヒト滑膜線維芽細胞株におけるライリンの機能解析. 第 35 回日本整形

外科学会基礎学術集会, 2020. 

6) 川口拓哉, 有戸光美, 土屋貴大, 加藤智啓, 北川博昭. 神経芽腫及び神経膠腫細胞におけるがん幹細

胞性へのライリンの影響. 第 57 回日本小児外科学会学術集会, 2020. 

7) ◎梶友紘, 有戸光美, 佐瀬泰玄, 小野寺英孝, 田中雄一郎. ライリンは SNAI1 シグナルを介して悪性

神経膠腫細胞の浸潤能を高める. 一般社団法人日本脳神経外科学会 第 79 回学術総会, 2020. 

8) ◎黒川真奈絵, 佐藤利行, 佐藤政秋, 土屋貴大, 表山和樹, 有戸光美, 末松直也, 加藤智啓. 再発性多

発軟骨炎のバイオマーカー候補となる血清ペプチドの検出. 第 71 回日本電気泳動学会総会, 2020. 
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② 国際学会 

1) Kawaguchi Takuya, Arito Mitsumi, Tsutiya Atsuhiro, Kato Tomohiro, Kitagawa Hiroaki. The 

effect of layilin on cancer stemness of neuroblastoma and malignant glioma. The 53rd Annual 

Meeting of the Pacific Association of Pediatric Surgeons, 2020. 
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 著  書     

 論  文  原著  3 

   解説又は総説   

   症例報告   

   その他   

 学会発表  国内学会 8  

   国際学会  1 

   その他   
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微生物学 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 史 海霞, 福地邦彦, 浅井大輔, 寺久保繁美, 竹村 弘, 坂上 宏. 漢方製剤の抗腫瘍活性, 抗ウイルス

活性, 神経保護作用の定量化. New Food Industry, 2020;62(8):599-607. 

② 総説又は症例解説 

1) 坂上 宏, 福地邦彦, 浅井大輔, 寺久保繁美, 竹村 弘, 堀内美咲, 藤澤知弘, 勝呂まどか, 戸枝一喜, 

安井利一, 大泉浩史, 大泉高明. クマ笹葉アルカリ抽出液(ササヘルス®)は,瞬間的にウイルスを不活

化する. New Food Industry, 2020;62(11):785-790. 

2) 大神田 敬. カルバペネム耐性腸内細菌目細菌およびカルバペネマーゼ産生腸内細菌目細菌に対する

in vitro 相加相乗効果の評価～抗菌薬併用療法における治療指針の確立に向けた検討～ . The 

Japanese Journal of Antibiotics, 2021;74(1):96-106. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Mahmoud Elafify, Hazim O. Khalifa, Maha Al-Ashmawy, Mohammed Elsherbini, Amera Abd El 

Latif, Takashi Okanda, Tetsuya Matsumoto, Shige Koseki, Adel Abdelkhalek. Prevalence and 

antimicrobial resistance of Shiga toxin-producing Escherichia coli in milk and dairy products in 

Egypt. Journal of Environmental Science and Health, Part B, 2020;55(3):265-272. 

2) Takashi Okanda, Tetsuya Matsumoto. In vitro effect of an antimicrobial combination therapy 

without colistin and tigecycline for CPE and non-CPE. Journal of Infection and Chemotherapy, 

2020;26(4):322-330. 

3) Bai Mingxue, Bai Chaolumen, Daisuke Asai, Hiromu Takemura, Kensuke Miyazaki, Takashi 

Yoshida. Role of a long-chain alkyl group in sulfated alkyl oligosaccharides with high anti-HIV 

activity revealed by SPR and DLS. Carbohydrate Polymers, 2020;245:116518. 

4) Song Weiyue, Li Ying, Taisei Kanamoto, Daisuke Asai, Hiromu Takemura, Hideki Nakashima, 

Kensuke Miyazaki, Takashi Yoshida. Elucidation of anti-HIV mechanism of sulfated cellobiose–

polylysine dendrimers. Carbohydrate Research, 2020;495:108084. 

5) Takaaki Ryujin, Taro Shimizu, Ryo Miyahara, Daisuke Asai, Rena Shimazui, Takuma Yoshikawa, 

Akihiro Kishimura, Takeshi Mori, Tatsuhiro Ishida, Yoshiki Katayama. Blood retention and 

antigenicity of polycarboxybetaine-modified liposomes. International Journal of Pharmaceutics, 

2020;586:119521. 

6) Hazim O Khalifa, Takashi Okanda, Amer Ali Abd El-Hafeez, Amera Abd El Latif, Ahmed G K 

Habib, Hisakazu Yano, Yasuyuki Kato, Tetsuya Matsumoto. Comparative evaluation of five 

assays for detection of carbapenemases with a proposed scheme for their precise application. The 

Journal of Molecular Diagnostics : JMD, 2020;22(9):1129-1138. 

7) Takashi Okanda, Hiroshi Mitsutake, Ryoko Aso, Ryuichi Sekizawa, Hiromu Takemura, Tetsuya 
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Matsumoto, Shigeki Nakamura. Rapid detection assay of toxigenic Clostridioides difficile 

through PathOC RightGene, a novel high-speed polymerase chain reaction device. Diagnostic 

Microbiology and Infectious Disease, 2020;99(2):115247. 

8) Kunihiko Fukuchi, Hiroshi Sakagami, Yoshiaki Sugita, Koichi Takao, Daisuke Asai, Shigemi 

Terakubo, Hiromu Takemura, Hirokazu Ohno, Misaki Horiuchi, Madoka Suguro, Tomohiro 

Fujisawa, Kazuki Toeda, Hiroshi Oizumi, Toshikazu Yasui, Takaaki Oizumi. Quantification of 

the ability of natural products to prevent herpes virus infection. Medicines, 2020;7: e64. 

9) Satta Yusuke, Yamashita Masaki, Matsuo Yasumasa, Kiyokawa Hirohumi, Sato Yoshinori, 

Takemura Hiromu, Kunishima Hiroyuki, Yasuda Hiroshi, Itoh Fumio. 

Non-tuberculous Mycobacterial Pseudo-outbreak of an Intestinal Culture Specimen Caused by a 

Water Tap in an Endoscopy Unit. Internal Medicine, 2020;59(22):2811-2815. 

10) Hazim O Khalifa, Atef F Oreiby, Amer Ali Abd El-Hafeez, Takashi Okanda, Anwaral Haque, 

Kazi S Anwar, Masaki Tanaka, Keisuke Miyako, Shoji Tsuji, Yasuyuki Kato, Tetsuya Matsumoto. 

First report of multidrug-resistant carbapenemase-producing bacteria coharboring mcr-9 

associated with respiratory disease complex in pets: potential of animal-human transmission. 

Antimicrobial Agents and Chemotherapy, 2020;16(65):DOI-10.1128/AAC.01890-20. 

11) Yamasaki Yukitaka, Ooka Seido, Tsuchida Tomoya, Nakamura Yuta, Hagiwara Yuta, Naitou 

Yoshiyuki, Ishibashi Yuki, Ikeda Hiroki, Sakurada Tsutomu, Handa Hiroshi, Nishine Hiroki, 

Takita Mumon, Morikawa Daiki, Yoshida Hideki, Fujii Shuichi, Morisawa Kenichiro, Takemura 

Hiromu, Fujitani Shigeki, Kunishima Hiroyuki. The peripheral lymphocyte count as a predictor 

of severe COVID-19 and the effect of treatment with ciclesonide. Virus Research, 2020;290：

198089. 

12) Takashi Okanda, Anwarul Haque, Takuro Koshikawa, Amirul Islam, Qumrul Huda, Hiromu 

Takemura, Tetsuya Matsumoto, Shigeki Nakamura. Characteristics of carbapenemase-

producing Klebsiella pneumoniae isolated in the intensive care unit of the largest tertiary 

hospital in Bangladesh. Frontiers in Microbiology, 2021;DOI:10.3389/fmicb.2020.612020. 

13) Qi Lu, Takashi Okanda, Yu Yang, Hazim O. Khalifa, Anwarul Haque, Hiromu Takemura, 

Tetsuya Matsumoto. High-Speed Quenching Probe-Polymerase Chain Reaction Assay for the 

Rapid Detection of Carbapenemase-Producing Gene Using GENECUBE: A Fully Automatic Gene 

Analyzer. Molecular Diagnosis & Therapy, 2021;DOI:10.1007/s40291-020-00511-5. 

14) Hazim O. Khalifa, Atef F. Oreiby, Takashi Okanda, Yasuyuki Kato, Tetsuya Matsumoto. High β-

lactam resistance in Gram-negative bacteria associated with kennel cough and cat flu in Egypt. 

Scientific Reports, 2021;11(1):3347. 

② 総説又は症例解説 

1) Jeong-Hun Kang, Riki Toita, Takahito Kawano, Masaharu Murata, Daisuke Asai. Design of 

substrates and inhibitors of G protein-coupled receptor kinase 2 (GRK2) based on its 

phosphorylation reaction. Amino Acids, 2020;52:863-870. 
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学会発表 

① 国内学会 

1) ◎大神田 敬, 松本哲哉, 竹村 弘. 本邦で見落とされがちなカルバペネマーゼ産生腸内細菌目細菌の

特徴. 第 88 回神奈川県感染症医学会, 2020. 

2) ◎越川拓郎, 大神田 敬, 眞野容子, 古谷信彦, 竹村 弘. Neisseria gonorrhoeae の分子学的解析. 第

88 回神奈川県感染症医学会, 2020. 

3) ◎龍神尭昌, 清水太郎, 宮原涼, 島居伶奈, 芳川拓真, 浅井大輔, 岸村顕広, 森健, 石田竜弘, 片山佳

樹. ポリカルボキシベタイン修飾リポソームに対する抗体産生の誘導. 第 14 回バイオ関連化学シン

ポジウム 2020, 2020. 

4) ◎竹村 弘, 寺久保繁美, 山崎行敬, 竹内 萌, 國島広之. 当院におけるカルバペネム耐性腸内細菌科

細菌の分離状況. 第 68 回日本化学療法学会総会, 2020. 

5) ◎大神田 敬, アノアルルハーク, 宮崎治子, 松本哲哉, 竹村 弘, 中村茂樹. XDR および PDR カルバ

ペネマーゼ産生 Klebsiella pneumoniae に対する in vitro 併用効果. 第 68 回日本化学療法学会総会, 

2020. 

6) ◎楊旭, 大神田 敬, アノアルルハーク, 松崎茂展, 松本哲哉, 中村茂樹. 緑膿菌性肺炎マウスモデル

におけるファージ療法の in vivo 治療効果. 第 68 回日本化学療法学会総会, 2020. 

7) ◎Hazim O. Khalifa, Takashi Okanda, Yasuyuki Kato, Tetsuya Matsumoto. High β-lactam 

resistance in Gram-negative bacteria from pets in Egypt. 第 67 回日本感染症学会東日本地方海学

術集会・第 65 回日本化学療法学会東日本支部総会, 2020. 

8) ◎星野泰隆, 壇百合香, 阿部雅広, 名木稔, 上野圭吾, 中山靖子, 小川伸子, 福山まり, 橋本ゆき, 福

島深雪, 越川拓郎, 岡本圭祐, 宮澤拳, 高塚翔吾, 梅山隆, 山越智, 石川淳, 宮﨑義継. 病原真菌の培

養検査における現状. 真菌症フォーラム 2020 学術集会, 2020. 

9) ◎壇辻百合香, 星野泰隆, 阿部雅広, 名木稔, 上野圭吾, 中山靖子, 橋本ゆき, 福島深雪, 越川拓郎, 

宮澤拳, 高塚翔吾, 梅山隆, 山越智, 石川淳, 宮﨑義継. 病原真菌の培養検査における培養条件に関

する検討. 第 32 回日本臨床微生物学会総会, 2021. 

10) ◎大神田敬 , 光武宏, 麻生涼子, 関澤隆一, 竹村弘, 松本哲哉. 新規高速 PCR 装置パソック

RightGene による毒素産生 Clostridioides difficile 迅速検出法の基礎的な評価. 第 32 回日本臨床微

生物学会総会, 2021. 
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薬理学 

 

著書 

1) 木田圭亮, 足利光平. 心不全治療に心臓リハビリテーション・チーム医療・緩和ケアを組合わせた精

密医療 実験医学別冊もっとよくわかる！ 循環器学と精密医療 2020;:188-196. 

2) 木田圭亮. 第 3 章 これだけは知っておきたい治療薬の特徴と使い方 7 硝酸薬・KATP チャネル開

口薬・ANP 製剤 循環器診療がわかる現場の教科書 診るロジックと薬の使い方 2020;:335-350. 

3) 松本直樹. 第 3章 これだけは知っておきたい治療薬の特徴と使い方 1 ジヒドロピリジン系Ca拮抗

薬 循環器診療がわかる現場の教科書 診るロジックと薬の使い方 2020;:228-240. 

4) 木田圭亮, 石橋祐記. Ⅱ.心不全 慢性心不全－LVEF の低下した心不全(HFrEF) 最新ガイドライン

に基づく 循環器疾患 診療指針 2021-'22 2020;(1):46-52. 

5) 木田圭亮, 明石嘉浩. 8 章 腫瘍循環器診療における連携のコツと工夫  5 腫瘍循環器リハビリテー

ション（CORE） 腫瘍循環器診療ハンドブック 2020;(1):185-187. 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 渡辺実, 田中政巳, 武半優子, 太田有紀, 大滝正訓, 小林司, 松本直樹. 新しい小人症モデル動物, 

CCI ラットにおける骨化異常と遺伝子発現の解析. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 2020;48(1):15-30. 

2) 笠川彰, 高野誠, 中山由衣, 山田麻里可, 佐々木憲一, 松田央郎, 宮崎秀和, 松本直樹, 原田智雄, 明

石嘉浩 . 僧帽弁輪旋回心房頻拍に対して僧帽弁輪峡部の線状通電では停止せず、epicardial 

endocardial breakthrough site でアブレーションに成功した 1 例. 心臓, 2020;52(1):12-19. 

3) 島田和典, 代田浩之, 横山美帆, 牛島明子, 木田圭亮, 河野裕治, 坂田泰彦, 長山雅俊, 古川裕, 福間

長知, 朔啓二郎, 三浦伸一郎, 大屋祐輔, 後藤葉一, 牧田茂, 日本心臓リハビリテーション学会レジ

ストリー. 日本心臓リハビリテーション学会レジストリー : レジストリー構築と中間解析結果. 心

臓リハビリテーション, 2020;26(3/4):349-356. 

② 総説又は症例解説 

1) 鈴木規雄, 木田圭亮, 明石嘉浩. 【心疾患診療に活かす心臓リハビリテーション：まとめエッセンス】

包括的心臓リハビリテーションの実際 心不全治療と栄養. 診断と治療, 2020;108(6):747-753. 

2) 木田圭亮, 武市尚也, 渡辺敏. 【心疾患診療に活かす心臓リハビリテーション：まとめエッセンス】

心臓リハビリテーションの基礎知識 心不全に対する心臓リハビリテーション . 診断と治療, 
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直樹. 出生前デキサメタゾンが胎仔ラット肝臓並びに正常肝 RLN-B2 細胞の増殖と成熟因子に及ぼ

す影響. 聖マリアンナ医科大学 医学会 第 79 回学術集会（オンライン）, 2021. 
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1) 山内博, 高田礼子. 金属および金属化合物の取り扱い－有害金属と生体影響, 健康管理 産業医ガイ

ド 基本管理業務からメンタルヘルスまで 2020;(3):190-198. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Nagasaka M, Yamagishi M, Yagishita N, Araya N, Kobayashi S, Makiyama J, Kubokawa M, 

Yamauchi J, Hasegawa D, Coler-Reilly ALG, Tsutsumi S, Uemura Y, Arai A, Takata A, Inoue E, 

Hasegawa Y, Watanabe T, Suzuki Y, Uchimaru K, Sato T, Yamano Y. Mortality and risk of 

progression to adult T-cell leukemia/lymphoma in HTLV-1-associated myelopathy/tropical spastic 

paraparesis. Proceedings of the National Academy of Sciences of the United States of America, 

2020;117(21):11685-11691. 

2) Yamakawa N, Yagishita N, Matsuo T, Yamauchi J, Ueno T, Inoue E, Takata A, Nagasaka M, Araya 

N, Hasegawa D, Coler-Reilly A, Tsutsumi S, Sato T, Araujo A, Casseb J, Gotuzzo E, Jacobson S, 

Martin F, Puccioni-Sohler M, Taylor GP, Yamano Y; Japan Clinical Research Group on HAM/TSP. 

Creation and validation of a bladder dysfunction symptom score for HTLV-1-associated 

myelopathy/tropical spastic paraparesis. Orphanet J Rare Dis, 2020;15(1):175. 

3) Yamauchi H, Takata A. Arsenic metabolism differs between child and adult patients during acute 

arsenic poisoning. Toxicology and applied pharmacology, 2021;410:115352. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) ◎高田礼子. 企業における両立支援の取組の課題～嘱託産業医の立場から. 第 93 回日本産業衛生学

会, 2020. 

 

    和文 英文 

 著  書   1  

 論  文  原著  3 

   解説又は総説   

   症例報告   

   その他   

 学会発表  国内学会 1  

   国際学会   

   その他   
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予防医学(健康増進・疫学) 

 

著書 

1) 本橋隆子, 金沢奈津子, 永田修. リハビリテーション診療報酬＆介護報酬マニュアル 2020;:124-271. 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 木村美也子, 尾島俊之. 未就学児を養育する母親の受援力尺度の信頼性と妥当性. 社会医学研究, 

2021;38(1):41-53. 

② 総説又は症例解説 

1) 木村美也子, 尾島俊之, 近藤克則. 新型コロナウイルス感染症流行下での高齢者の生活への示唆：

JAGES 研究の知見から. 日本健康開発雑誌, 2020;41:3-13. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Kimura M. Negative social interactions and coping behaviors: experiences of Japanese mothers 

caring for children with special needs in disaster areas. BMC Research Notes, 2020;:DOI-

https://doi.org/10.1186/s13104-020-05087-1. 

2) Endo T, Yoshida T, Shinozaki T, Motohashi T, Hsiang-Chin H, Fukuda S, Tsukuda J, Naito T, 

Morisawa K, Shimozawa N, Taira Y, Fujitani S. Efficacy of prehospital National Early Warning 

Score to predict outpatient disposition at an emergency department of a Japanese tertiary 

hospital: a retrospective study. BMJ Open, 2020;10(6):DOI-10.1136/bmjopen-2019-034602. 

3) Kimura M, Kimura K, Ojima T. Relationships between changes due to COVID-19 pandemic and 

the depressive and anxiety symptoms among mothers of infants and/or preschoolers: a 

prospective follow-up study from preCOVID-19 Japan. BMJ Open, 2021;:DOI-10.1136/bmjopen-

2020-044826. 

② その他 

1) Kimura M, Ojima T, Ide K, Kondo K.  

llaying post-COVID19 negative health impacts among older people: The "need to do something 

with others"—Lessons from the Japan Gerontological Evaluation Study.Asia Pacific Journal of 

Public Health, 2020;：DOI-org/10.1177/1010539520951396. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) ◎木村美也子, 山崎喜比古. 子育て期の親が遭遇するネガティブサポート―障がいある児と共に被

災した親の体験から―. 第 46 回日本保健医療社会学会大会, 2020. 

2) ◎木村美也子, 山崎喜比古. 新型コロナウィルス感染症流行時に生じたネガティブサポートと母親

の精神健康への影響. 第 79 回日本公衆衛生学会, 2020. 
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② 国際学会 

1) ◎Kimura M, Yamazaki Y. Effect of negative support on the dynamics between health experts and 

mothers of young children. International Conference on Communication in Healthcare, 2020. 

2) ◎Kimura M. Communication with obstetric providers: Experience of mothers of children with 

special needs. International Conference on Communication in Healthcare, 2020. 

3) ◎Kimura M, Kimura K, Ojima T. How COVID-19 impacts Maternal Mental Health in Japan? A 

follow-up study. 2020 WPA Thematic Congress on Intersectional Collaboration, 2020. 

4) ◎Kimura M, Kimura K, Yamazaki Y. Negative Social Support During COVID-19 Pandemic: 

Experiences Among Mothers of Babies and/or Young Children in Japan. 2020 WPA Thematic 

Congress on Intersectional Collaboration, 2020. 

 

    和文 英文 

 著  書   1  

 論  文  原著 1 3 

   解説又は総説 1  

   症例報告   

   その他  1 

 学会発表  国内学会 2  

   国際学会  4 

   その他   
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法医学 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 千葉正悦, 呂彩子, 向井敏二, 林南帆, 鉄堅, 飯酒盃勇, 磯部英二, 内ケ崎西作, 奥田貴久, 向井敏二. 

口腔内液（唾液）中 DNA に関する研究（第 1 報）. DNA 多型, 2020;28(1):60-63. 

2) 呂彩子, 景山則正, 向井敏二. がん関連静脈血栓塞栓症による突然死の臨床病理学的特徴. 日本静脈

学会, 2020;31(3):123-129. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Shuichi Hara, Masamune Kobayashi, Fumi Kuriiwa, Hajime Mizukami, Toshiji Mukai. Blockade 

of the renin-angiotensin system suppresses hydroxyl radical production in the rat striatum 

during carbon monoxide poisoning. SCIENTIFIC REPORTS, 2020;10(1):2602. 

2) Shoetsu Chiba, Ayako Ro, Toru Ikawa, Yukino Oide, Toshiji Mukai. Interactions of human organic 

anion transporters 1-4 and human organic cation transporters 1-3 with the stimulant drug 

methamphetamine and amphetamine. Legal medicine, 2020;44:101689. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) ◎千葉正悦, 呂彩子, 井川亨, 大出透乃, 一場一江, 鷺盛久, 向井敏二. カフェイン代謝物のヒト有機

アニオントランスポーター（hOATs）を介した体内動態について（第 2 報）. 日本法中毒学会 第 39

年会, 2020. 

2) ◎呂彩子. 後腹膜原発の胚細胞腫瘍による肺腫瘍塞栓症の 1 剖検例. 第 109 回日本法医病理学会総

会, 2020. 

3) ◎呂彩子, 景山則正, 千葉正悦, 鷺盛久, 林田眞喜子, 井川亨, 大出透乃, 一場一江, 向井敏二. 行政

解剖時におけるがん関連血栓塞栓症の特徴. 第 104 次日本法医学会学術全国集会, 2020. 

4) ◎森晋二郎, 呂彩子, 景山則正, 水上創. 死後 CT 画像における胸膜外血腫の胸膜外脂肪層変位所見

について：2 剖検例. 第 104 次日本法医学会学術全国集会, 2020. 

5) ◎呂彩子, 内田将司, 千葉正悦, 鷺盛久, 景山則正, 林田眞喜子, 井川亨, 大出透乃, 一場一江, 向井

敏二. 病的脳梗塞発作が疑われた大動脈・左総頸動脈損傷の 1 剖検例. 第 89 回日本法医学会関東地

方集会, 2020. 

6) ◎呂彩子, 景山則正. 脳動脈瘤における血管外膜炎症の免疫組織学的観察. 第 36回NPO法人日本脳

神経血管内治療学会学術総会, 2020. 

7) ◎千葉正悦, 呂彩子, 早田詩織, 飯酒盃勇, 鉄堅, 磯部英二, 内ケ崎西作, 奥田貴久, 向井敏二. 口腔

内液（唾液）中 DNA に関する研究（第 2 報）. 日本 DNA 多型学会 第 29 回学術集会, 2020. 
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    和文 英文 

 著  書     

 論  文  原著 2 2 

   解説又は総説   

   症例報告   

   その他   

 学会発表  国内学会 7  

   国際学会   

   その他   
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スポーツ医学 

 

著書 

1) 室井良太. 2.フィギュアスケート競技の医・科学的基礎フィギュアスケート選手に多い外傷・障害と

その初期対応 公益財団法人日本スポーツ協会 公認コーチ 3(スケート) 専門科目教本(フィギュア

スケート) 2020;:152-161. 

2) 藤谷博人. 筋挫傷・骨化性筋炎 運動器スポーツ外傷・障害の保存治療 下肢 2020;:115-119. 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 藤谷博人. アメリカンフットボール. 関節外科, 2020;39(11):106-111. 

2) 福田崇, 宮川俊平, 藤谷博人, 梅岡沙綾, 山元勇樹. 高校アメリカンフットボール選手の衝突時にお

ける頭部キネマティックス測定. 日本臨床スポーツ医学会誌, 2021;29(1):71-79. 

3) 藤谷博人. 大会期間中の医事組織の運営. 臨床スポーツ医学, 2021;38(2):168-172. 

② 原著 

1) 藤谷博人. 本学会における今後の課題？. 日本臨床スポーツ医学会誌, 2020;28:180. 

2) 藤谷博人. 投稿論文, 最近の傾向. 日本臨床スポーツ医学会誌, 2020;28:129. 

3) 足利光平, 米山喜平, 武者春樹, 村山正博. スポーツ心臓の生理的反応―スポーツ心臓は可逆性変化

である―. 一流競技者の健康・体力追跡調査―東京オリンピック記念体力測定―の総括, 2021;:12-13. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Yatabe K, Muroi R, Kumai T, Kotani T, Somemura S, Yui N, Murofushi Y, Terawaki F, Kobayashi 

H, Yudoh K, Sakurai H, Miyano H, Fujiya H. Effects of Different Exercise Conditions on 

Antioxidant Potential and Mental Assessment. Sports, 2021;9(3):36;e1-e8. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) ◎寺脇史子, 室井良太, 谷田部かなか, 井上留美子, 藤谷博人. マリアンナ筋力アップ教室における

サルコペニアへの対応の試み（第 4 報）-30 秒イス立ち上がりテストと筋量の年齢別の検討-. 第 75

回日本体力医学会大会, 2020. 

2) ◎熊井隆智, 遊道和雄, 染村嵩, 谷田部かなか, 小谷貴史, 仁木久照, 藤谷博人. 骨芽細胞における光

感受応答機構の解明と光刺激による骨形成能の誘導. 第 35 回日本整形外科学会基礎学術集会, 2020. 

3) ◎染村嵩, 遊道和雄, 熊井隆智, 谷田部かなか, 佐々木千鶴子, 藤谷博人, 仁木久照. 三次元培養下に

おける骨芽細胞と軟骨細胞の力学的ストレス応答能の比較解析. 第 35 回日本整形外科学会基礎学術

集会, 2020. 

4) ◎染村嵩, 遊道和雄, 熊井隆智, 谷田部かなか, 佐々木千鶴子, 藤谷博人, 仁木久照. 骨芽細胞の力学

的ストレス応答と細胞エネルギー代謝調節機構との関連. 第 35 回日本整形外科学会基礎学術集会, 
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2020. 

5) ◎寺内昂, 遊道和雄, 染村嵩, 熊井隆智, 村上賢一, 藤谷博人, 仁木久照. 変形性関節症の軟骨細胞に

おいてNAD依存性脱アセチル化酵素 Sirtuin-1は細胞エネルギー代謝調節因子および軟骨細胞活性

を制御する. 第 35 回日本整形外科学会基礎学術集会, 2020. 

6) ◎井上留美子, 藤谷博人, 室井良太, 谷田部かなか. 人体に対するヨガの医学的効果 ―筋力バラン

ス能・心理への影響―. 第 31 回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 2020. 

7) ◎谷田部かなか, 井上留美子, 室井良太, 染村嵩, 藤谷博人. ヨガにおける心拍変動からみた精神的

ストレス反応について. 第 31 回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 2020. 

8) ◎室井良太, 谷田部かなか, 井上留美子, 染村嵩, 小林創, 藤谷博人. 2 ヵ月に 1 回の筋力トレーニン

グ指導が中高齢者の身体機能に与える影響. 第 31 回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 2020. 

9) ◎藤谷博人, 室井良太, 谷田部かなか, 川原貴. COVID-19 対策と暑熱障害について―アメリカンフ

ットボールにおける新防具：マウスシールドの影響―. 第 31 回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 

2020. 

10) ◎佐原啓太, 内田良平, 藤谷博人. 社会人アメリカンフットボールにおける脳振盪の発生傾向. 第

31 回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 2020. 

11) ◎藤谷博人. アメリカンフットボールにおける取り組み. 第 31 回日本臨床スポーツ医学会学術集

会, 2020. 

12) ◎足利光平, 米山喜平, 武者春樹, 川原貴. 東京オリンピック 1964 出場選手における左室肥大と高

血圧発症との関連－50 年間の追跡調査―. 第 31 回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 2020. 

 

    和文 英文 

 著  書   2  

 論  文  原著 3 1 

   解説又は総説   

   症例報告   

   その他 3  

 学会発表  国内学会 12  

   国際学会   

   その他   
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臨床検査医学 

 

著書 

1) 五十嵐岳. 検査の Tips！ 第 37 回 4 月から ALP の基準範囲が 1/3 になる!? 2020;1(22):128-129. 

2) 五十嵐岳. 検査の Tips！ 第 38 回 ちょっと待って、刺しやすいからといってそこに穿刺して大丈

夫!? 2020;3(22):564-565. 

3) 五十嵐岳. 検査の Tips！ 第 39 回 TRAｂと TSAｂ,どうやってつかいわけるの!? 2020;4(22):750-

751. 

4) 五十嵐岳. 検査の Tips！ 第 40 回 処方せんに臨床検査値か掲載・・・意味あるの? 2020;6(22):1170-

1171. 

5) 五十嵐岳. 検査の Tips！ 第 41 回 CK の慢性高値・・・診断はどうなった!? 2020;7(22):1332-1334. 

6) 五十嵐岳 . 検査の Tips！  第 42 回  高齢者の骨折では、多発性骨髄腫が隠れているかも？ 

2020;9(22):1738-1740. 

7) 五十嵐岳. 検査の Tips！ 第 43 回 急激な血小板減少・・・何が起きたんだろう？ 2020;10(22):1892-

1893. 

8) 五十嵐岳. 検査の Tips！ 第 44 回 血液培養からピロリ菌の仲間？ 2020;12(22):2290-2291. 

9) 五十嵐岳 . 検査の Tips！  第 45 回  「陰性 ,陽性」表示の落とし穴・・・あなたはご存知 !? 

2020;13(22):2440-2441. 

10) 五十嵐岳. （特集）2 つのルーチン検査値で患者の病態を考えてみよう 治療  ちょっとがんばる医

師のため総合診療を楽しむ雑誌 2021;1(103):92-98. 

11) 五十嵐岳. 検査の Tips！ 第 46 回 超音波プローブ,清掃＆消毒しなきゃダメ!? 2021;15(22):2884-

2885. 

12) 五十嵐岳. 検査の Tips！ 第 47 回 病理診断はいつも完璧!? 2021;16(22):3054-3055. 

13) 五十嵐岳. 検査の Tips！ 第 48回 アルブミンとプレアルブミンの違いは? 2021;18(22):3424-3425. 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 鳥居祥子, 古川俊行, 安藤晶, 中山美奈, 仲真由美, 小口由美, 山崎哲, 原田智雄, 信岡祐彦, 明石嘉

浩. チルト試験にて長期の心静止が誘発される患者の特徴. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 2020;48(1)：

7-13. 

2) 望月篤, 田嶋ティナ宏子, 東郷建, 信岡祐彦, 伊野美幸. 聖マリアンナ医科大学における入学時宿泊

研修の初年次教育への導入効果. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 2020;48(1):31-36. 

② 総説又は症例解説 

1) 信岡祐彦, 望月篤, 黄世捷, 藤原多鶴子, 伊野美幸, 井上莊一郎. シミュレーション教育の充実に必

要なもの 質的統合法(KJ 法)による検討. 新しい医学教育の流れ, 2021;20(3):135-138. 

③ その他 

1) 淡路京子, 五十嵐岳, 仲澤直人, 若月聖孝, 松村憲浩, 土田幸子, 長田尚彦, 信岡祐彦. 画像解析ソフ

トにて定量化した肝腎コントラストと血清マーカーの関連性の検討. 臨床病理, 2020;68:260. 
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2) 松村憲浩, 五十嵐岳, 菱沼智紀, 瀧田郁洋, 土田幸子, 長田尚彦, 信岡祐彦. 敗血症が疑われる高齢救

急患者の予後予測因子についての検討. 臨床病理, 2020;68:146. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Hirasawa Kensuke, Izumo Masaki, Suzuki Kengo, Suzuki Tomomi, Ohara Hiroshi, Watanabe 

Mika, Sato Yukio, Kamijima Ryo, Nobuoka Sachihiko, Akashi Yoshihiro J. Value of transvalvular 

flow rate during exercise in asymptomatic patients with aortic stenosis. Journal of the American 

Society of Echocardiography, 2020;33(4):438-448. 

2) Hiroharu Kamioka, Sachihiko Nobuoka, Junichi Iiyama. Overview of Systematic Reviews with 

Meta-Analysis Based on Randomized Controlled Trials of Balneotherapy and Spa Therapy from 

2000 to 2019. International Journal of General Medicine, 2020;13:429-442. 

3) Gaku IGARASHI, Keita SONE, Chisato KOJIMA, Yoichi YAKUSHIGAWA, Yoshihiro NISHI, 

Runa SUGIYAMA, Ryusaku NAKAJIMA, Norihiro MATSUMURA, Sachiko TSUCHIDA, 

Naohiko OSADA, Sachihiko NOBUOKA. Educative Effects and Proficiency Factors Associated 

with the Use of Abdominal Ultrasound Simulation Models. 日本臨床検査医学会誌, 2021;69(3)：
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学会発表 

① 国内学会 

1) ◎黄世捷, 明石嘉浩, 土田知也, 伊佐早健司, 望月篤, 伊野美幸, 信岡祐彦. AI問診アプリは臨床推論

教育の敵か味方か. 第 52 回日本医学教育学会大会, 2020. 

2) ◎塩川則子, 出雲昌樹, 田端千里, 菊池秀和, 宮内元樹, 桜井正児, 桒田真吾, 上嶋亮, 石橋祐記, 明
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3) ◎塩川則子, 出雲昌樹, 田端千里, 宮内元樹, 菊池秀和, 桜井正児, 桒田真吾, 上嶋亮, 石橋祐記, 明
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日本心エコー図学会第 31 回学術集会, 2020. 
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5) 五十嵐岳. 検査部から臨床医へ検査値報告をするにあたり、どのようなシステム構築を考慮していく

べきか？. 第 67 回日本臨床検査医学会学術集会, 2020. 

6) ◎太田有紀, 渡部一宏, 廣原正宜, 浜本知之, 宮崎美子, 塚本都子, 山本君子, 竹元仁美, 上谷いつ子, 
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② その他 

1) ◎秋山志帆, 米山喜平, 宮﨑秀和, 山田麻里可, 佐久美哲也, 細谷由紀子, 玉置麻衣子, 山﨑哲, 信岡
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用性. 心電関連研究会 2020, 2020. 
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著書 

1) 家研也.  いざという時の対応がわかる! 早引き 介護のための急変時対応 (介護スキルアップ手帳) 

2020;:1-288. 
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安田宏, 平石哲也, 山田典栄, 加藤孝宣, 四柳宏, 鈴木通博, 伊東文生. IgA-HE 抗体が偽陽性を示し

た急性肝炎の 2 例. 肝臓, 2021;62(2):64-71. 

③ その他 

1) 家研也. 【大便強ドリル 便秘・下痢・腹痛・消化器疾患に強くなる 41 問!】Q23(解説/特集)正解. 

総合診療, 2020;30(4):449. 

2) 家研也. 【大便強ドリル 便秘・下痢・腹痛・消化器疾患に強くなる 41 問!】Q07(解説/特集)正解. 

総合診療, 2020;30(4):432. 

3) 家研也. 【大便強ドリル 便秘・下痢・腹痛・消化器疾患に強くなる 41 問!】Q23(解説/特集). 総合

診療, 2020;30(4):418. 

4) 家研也. 【大便強ドリル 便秘・下痢・腹痛・消化器疾患に強くなる 41 問!】Q07(解説/特集). 総合

診療, 2020;30(4):412. 

5) 土田知也. COVID-19 における全国各地でのプライマリ・ケア診療モデルの紹介 case2 

聖マリアンナ医科大学病院の取り組み. 日本プライマリ・ケア連合学会 予防医療・健康推進委員会, 

2020;:1-1. 

6) 家研也. COVID-19 における全国各地でのプライマリ・ケア診療モデルの紹介 case3 

川﨑市立多摩病院の取り組み. 日本プライマリ・ケア連合学会 予防医療・健康推進委員会, 2020;：

1-1. 

7) 家研也. 【Nuts and Bolts Public Health×総合診療】総合診療と Public health、接点はどこに？. 

治療, 2020;102(8):942-944. 

8) 家研也. 総合診療の学問的基盤. Nuts and Bolts of Public Health×総合診療. 治療, 2020;102(8)：

941. 
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9) 本橋伊織. 【Nuts and Bolts Public Health×総合診療】Public health を special interest にする道

程 public health を special interest にする. 治療, 2020;102(8):1008-1012. 

10) 家研也. 総合診療専門医セルフトレーニング問題（第 28 問） お腹が張って辛い 64 歳男性. 総合

診療, 2020;30(9):1138-1142. 

11) 土田知也. 聞いてみよう！となりの感染対策 PCR 検査の検体採取時、吸引・口腔ケア時の防護具

の開発. Hospital Communication, 2020;17(3):8-9. 

12) 家研也. 【予防医療-包括的な提供を目指して】予防医療に役立つ技能 5A モデルと動機づけの 5R. 

内科, 2020;126(6):1121-1124. 

13) 中西雄紀 ,松本真一, 本橋伊織, 森川暢, 陶山恭博. シリーズ：一目瞭然！目で診る症例「一目瞭然！

目で診る症例」問題編. 日本内科学会雑誌, 2021;110(2):325-327. 

14) 土田知也. 症候からの診断ドリル 17.便痛異常（下痢・便秘） 対応が難しい場合の下痢・便秘へ

のアプローチ. レジデンスノート, 2021;23(2):173-182. 

15) 奥瀬千晃. 消化器診療〝虎の巻″あなたの切実なギモンにズバリ答えます！ 肝胆膵 Q23 たまた

ま採血したら HBｓ抗原陽性。どのタイミングで肝臓専門医に紹介したらよい？ . 総合診療 , 

2021;31(4):476-478. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Ie K, Murata A, Tahara M, Komiyama M, Ichikawa S, Takemura Y, Onishi H. Relationship 

between medical students, career priority and specialty choice: A nationwide multicenter survey. 

The Journal of general and family medicine, 2020;:1-7. 
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British Medical Journal, 2020;:1-9. 
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Yoshiyuki, Ishibashi Yuki, Ikeda Hiroki, Sakurada Tsutomu, Handa Hiroshi, Nishine Hiroki, 

Takita Mumon, Morikawa Daiki, Yoshida Hideki, Fujii Shuichi, Morisawa Kenichiro, Takemura 
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of severe COVID-19 and the effect of treatment with ciclesonide. Virus Research, 2020;290：

198089. 

6) Ie K, Chou E, Boyce RD, Albert SM. Fall Risk-Increasing Drugs, Polypharmacy, and Falls among 

Low-Income Community-Dwelling Older Adults. Innovation in Aging. The Gerontological Society 

of America, 2021;5(1):1-9. 

7) Tomoya Tsuchida, Kenya Ie, Chiaki Okuse, Masanori Hirose, Hisashi Nishisako, Keito Torikai, 
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presepsin level and its diagnostic utility: A cross-sectional study. Journal of Infection and 

Chemotherapy, 2021;27:585-591. 

8) Ie Kenya, Aoshima Shuichi, Yabuki Taku, Albert Steven M. A narrative review of evidence to guide 

deprescribing among older adults. J Gen Fam Med., 2021;22(4):182-196. 

② 症例報告 

1) Tomoya Tsuchida, Yukitaka Yamasaki, Hiroyuki Kunishima, Kentaro Sato, Minoru Kanazawa, 

Asami Moriuchi, Daiki Morikawa, Mumon Takita, Yoshiyuki Naito, Shuichi Fujii, Shigeki 

Fujitani, Takahide Matsuda. Treatment of two cases of COVID-19 with ciclesonide resulted in 

amelioration of pneumonia symptoms. THE JAPANESE JOURNAL OF ANTIBIOTICS, 

2020;73(2):35-44. 

2) Iori Motohashi, Tomonori Takano, Kenya Ie, Yuki Hashimoto, Saki Akino, Chiaki Okuse. 
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3) Tomoya Tsuchida, Yuko Nitahara, Shotaro Suzuki, Yuko Komase, Katherine Candray, asutoshi 

Kido, Yu Nakagama, Yukitaka Yamasaki, Mitsuru Imamura, Kimito Kawahata, Hiroyuki 
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Infect Control Hosp Epidemiol, 2020;:1-2. 

2) Tomoya Tsuchida, Yukitaka Yamasaki, Masanori Hirose, Hiroyuki Kunishima, Shigeki Fujitani, 

Takahide Matsuda. A Hand Shield for Healthcare Workers -A Brief Report of New Type of 

Personal Protective Equipment. JOURNAL OF HOSPITAL GENERAL MEDICINE, 2021;3(1)：
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1) ◎鈴木達也, 渡邊綱正, 得平卓也, 服部伸洋, 池田裕喜, 高橋秀明, 松永光太郎, 松本伸行, 奥瀬千晃, 

安田 宏, 鈴木通博, 伊東文生. 短期間の人工肝補助療法で改善した成因不明な急性肝不全昏睡型の
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一救命例. 第 56 回日本肝臓学会総会, 2020. 

2) ◎山田典栄, 安田清美, 奥瀬千晃, 鈴木通博, 加藤孝宣. TAF 抵抗性 B 型慢性肝炎患者における薬剤
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78 回聖マリアンナ医科大学 内科合同勉強会, 2020. 
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回日本病院総合診療医学会学術総会, 2020. 
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22) ◎田邉康宏. VTE 治療 Up Date～薬剤、カテーテル、外科的治療～. エリキュース エリア Web シ

ンポジウム, 2020. 

23) ◎田邉康宏. 当院の CTEPH の治療経験. WEB カンファレンス PH TREATMENT LECTURE, 

2020. 

24) ◎樋熊拓未. ACS の病態と治療について. アムジェン社内 web 勉強会, 2020. 

25) ◎割澤高行. More than best!! -海外留学 How to do-. 循環器内科留学 Web セッション ～先輩た

ちはこうして留学機会を GET した～, 2020. 

26) ◎土井駿一. イバブラジン登場から一年～心拍数に注目した新たな心不全治療～. 第 2 回心不全

Expert Seminar, 2020. 

27) ◎古川俊行. Reveal World で学ぶ失神診療. 小和瀬塾～ICM を極める～, 2020. 

28) ◎古川俊行. この失神症例はどう診断しますか？. 小和瀬塾～ICM を極める～, 2020. 

29) ◎明石嘉浩. 慢性心不全患者における心臓リハビリテーションと心拍管理. 心臓リハビリテーショ

ン Remote セミナー, 2020. 

30) ◎出雲昌樹. 進化を続ける構造的心疾患に対するカテーテル治療～地域連携の重要性～. 神奈川県

内科医学会 心臓血管病対策委員会講演会, 2020. 

31) ◎奥山和明. TAVI up to date. 宮前・高津循環器連携会, 2020. 

32) ◎田邉康宏. DOAC を用いた VTE 治療、ESUS 再発予防のための卵円孔閉鎖術. 宮前・高津循環器

連携会, 2020. 

33) ◎水野幸一. 冠動脈疾患の二次予防における中性脂肪管理の重要性. Kowa Web Conference, 2020. 

34) ◎田邉康宏. 潜因性脳梗塞に対する経皮的卵円孔(PFO)閉鎖術. Brain Heart Web Conference, 2020. 

35) ◎出雲昌樹. 今さら聞けない AS エコー診断の基礎. 多摩コレギウム・心エコー, 2020. 

36) ◎割澤高行. Use coronary physiology for better PCI -ステント治療の最適化から、出血性イベント

の抑制まで -. 武田循環器 web 講演会, 2020. 

37) ◎桒田真吾. 広がる心不全診療-Heart Team で診る心不全-. Heart Failure WEB Seminar, 2020. 

38) ◎田邉康宏. 外来でできる静脈血栓塞栓症の治療. 深部静脈血栓症セミナー～血栓を見逃さないた

めに～, 2020. 

39) ◎割澤高行. iFR-Pullback for better PCI -Philips 社製の Pressure wire って、本当によくなった

の？-. Physiology Seminar 2020 in University of YAMANASHI Hospital, 2020. 

40) ◎割澤高行. 非心臓専門医の医療スタッフに知っていてもらいたい、冠動脈疾患のすべて. サンラ

イフ社内講演会, 2020. 

41) ◎明石嘉浩. 心臓病二次予防の理想と現実. 第 153 回循環器学術研究会, 2020. 

42) ◎明石嘉浩. 心不全治療の新たな選択肢. Heart Failure Web live symposium IN KAWASAKI, 

2020. 

43) ◎原正壽, 星野景子, 戸兵雄子, 明石嘉浩, 三宅良彦. ホルターeV 誘導を応用した呼吸検出法. 心

電学関連研究会 2020, 2020. 
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44) ◎秋山志帆, 米山喜平, 宮﨑秀和, 山田麻里可, 佐久美哲也, 細谷由紀子, 玉置麻衣子, 山﨑哲, 信

岡祐彦, 原田智雄, 明石嘉浩. 肺静脈隔離術後の発作性心房細動再発評価における長時間ホルターの

有用性. 心電関連研究会 2020, 2020. 

45) ◎割澤高行. Use coronary physiology as better interventional cardiologists. アムジェン社内講演

会, 2020. 

46) ◎出雲昌樹. その息切れ、加齢のせいにしていませんか？隠れ弁膜症を見逃さないための簡単なコ

ツ. 第 7・8 回地域医療連携 WEB セミナー, 2020. 

47) ◎割澤高行. iFR-Pullback guided PCI -Deferral のための tool から、Better PCI のための tool へ-. 

Physiology Seminar 2020 in Nagano Children's Hospital, 2020. 

48) ◎出雲昌樹. 弁膜症ガイドラインのここがポイント. 心房細動 Web セミナー, 2021. 

49) ◎樋熊拓未. 抗血栓療法と消化管出血. 循環器 WEB カンファレンス, 2021. 

50) ◎割澤高行. 最速講義！PCPS の Pit-Falls - More than Best!! -. PCPS 研修会＠テルモプラネック

ス, 2021. 

51) ◎明石嘉浩. TAVI 後の患者管理～抗血栓療法を含めて～. 第 3 回 K-PREVENT 研究会, 2021. 

52) ◎小林芳邦. IMPELLA 補助循環用ポンプカテーテル. Interventional Heart Failure Conference, 

2021. 

53) ◎古川俊行. 心配ない失神の見分け方. さいたま循環器 Web セミナー, 2021. 

54) ◎割澤高行. iFR-Pullback for better PCI -Philips 社製の Pressure wire って、本当によくなった

の？-. Physiology Seminar 2021 in SUWA CENTRAL HOSPITAL, 2021. 

55) ◎石橋祐記 . 外来患者におけるエンレスト使用経験～IC 実践から注意点まで～ . Kanagawa 

Entresto Web K-WAVE3, 2021. 

56) ◎富樫大輔. 心原性脳塞栓症予防の最前線. 第 39 回ハートケアネットワーク懇話会, 2021. 

57) ◎明石嘉浩. 心不全治療の新たな選択肢. ARNI WEB LIVE IN SOUTH IWAKI, 2021. 

58) ◎明石嘉浩. COVID 時代の心臓リハビリテーション～薬物療法と非薬物療法の狭間で～. Cardiac 

Rehabilitation Forum, 2021. 

59) ◎出雲昌樹. ハートチームで考える最善の SAVR. Abbott Structural Heart Meeting, 2021. 

60) ◎桒田真吾. MAC などの石灰化合僧帽弁に対する MitraClip. 中国四国ライブ in 倉敷, 2021. 

61) ◎樋熊拓未. ～ARNI を臨床でどう活かすか？実症例からの検討～. K-Summit Ⅰ～新時代の心不

全治療を識る～, 2021. 

62) ◎割澤高行. 留学経験を踏まえて考える、これからの臨床研究. TCROSS NEWS カテラボ世界紀

行 番外編, 2021. 

63) ◎中島育太郎. 非虚血性心筋症の不整脈治療の未来. 不整脈合併心不全を考える会, 2021. 

64) ◎割澤高行. More than best!! iFR-Pullback guided PCI -ガイドラインのその先へ-. Physiology 

Seminar for Next Generation, 2021. 

65) ◎野田和里, 松田央郎, 中山由衣, 笠原みづほ, 割澤高行, 鈴木規雄, 奥山和明, 水越慶, 水野幸一. 

様々な頻拍を呈し心不全に至った頻脈誘発性心筋症に対して、カテーテルアブレーションが奏功し

た 1 例. 第 32 回神奈川心不全研究会, 2021. 

66) ◎高木宗兵, 桒田真吾, 土井駿一, 亀島はる香, 上嶋亮, 出雲昌樹, 木田圭亮, 樋熊拓未, 原田智雄, 
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石橋祐記, 明石嘉浩. Torsdes de Pointes で発症したたこつぼ型心筋症の 1 例. 第 32 回神奈川心不全

研究会, 2021. 

67) ◎村松和樹, 土井駿一, 亀島はる香, 桒田真吾, 上嶋亮, 出雲昌樹, 木田圭亮, 樋熊拓未, 原田智雄, 

石橋祐記, 明石嘉浩. 新しい循環保護デバイスの可能性. 第 32 回神奈川心不全研究会, 2021. 

68) ◎村田理沙子, 亀島はる香, 土井駿一, 桒田真吾, 上嶋亮, 出雲昌樹, 木田圭亮, 樋熊拓未, 原田智

雄, 石橋祐記, 明石嘉浩. 心室細動、心不全を併発した新京成食思不振症の 1 例. 第 32 回神奈川心不

全研究会, 2021. 

69) ◎桒田真吾. SHD インターベンションと抗凝固薬. One Team Heart Conference, 2021. 

70) ◎米山喜平. 生活習慣と心臓と結果が出るダイエット法. One Team Heart Conference, 2021. 

71) ◎古川俊行. 失神外来の立ち上げ・運営のコツ. 失神外来スタートプロジェクト, 2021. 

72) ◎出雲昌樹. 宿題講演：AS 評価と人工弁評価について. 第 2 回多摩コレギウム・心エコー, 2021. 

73) ◎石橋祐記. 当院における今後の心不全地域連携構想. 川崎北部心不全連携セミナー, 2021. 

74) ◎出雲昌樹. Functional MR、MitraClip 適応を考える. Tokyo Physiology 2021 by Functional 

RevascularIzation ENcouraged by optimal Diagnostic Strategy Live(FRIENDS Live), 2021. 

75) ◎割澤高行. P2Y12 阻害薬 添付文書改訂をどう生かす？ ～go or no-go～ Short DAPT の時代の

未解決症例について考える. Tokyo Physiology 2021 by FRIENDS Live, 2021. 

76) ◎割澤高行. LMT 病変の機能的評価に全集中 -Resting index をどう使うか。その閾値は？-. Tokyo 

Physiology 2021 by FRIENDS Live, 2021. 

77) ◎高野誠. 不整脈専門の立場から考える心不全治療の課題とこれから. Kanagawa Entresto Web K-

WAVE 10, 2021. 

78) ◎田邉康宏. DOAC を用いた VTE 治療と新たなカテーテル治療. 静脈血栓塞栓症マネジメントセ

ミナー in AOMORI～VTE 治療を考える～, 2021. 

79) ◎出雲昌樹. PFO I2-診断. PFO Echo Lecture, 2021. 

80) ◎割澤高行. More than best!! iFR-Pullback guided PCI -ガイドラインのその先へ-. Physiology 

Seminar 2021 in Yamato Municipal Hospital, 2021. 

81) ◎桒田真吾. SHD インターベンションにおけるチーム医療の重要性. 第 8 回武蔵小杉脳卒中・循環

器 web 講演会, 2021. 

82) ◎割澤高行, 鈴木規雄, 小徳暁生, 中山由衣, 笠原みづほ, 奥山和明, 水越慶, 松田央郎, 水野幸一, 

明石嘉浩. 右室留置カテーテルと静脈路からの同時造影による CT で、特殊な病態での心肺停止の診

断に至る事が出来た一例. Beyond Angiography Japan XXV, 2021. 

83) ◎出雲昌樹. 施設を超えた Brain-Heart Team. 横浜新都市脳神経外科病院×聖マリアンナ医科大

学病院 STOP THE STROKE, 2021. 

84) ◎ Warisawa Takayuki. Contemporary use of imaging for PCI planning and guidance. 

Intracoronary Guidance in Complex PCI in Madrid, 2020. 

85) ◎Warisawa Takayuki. iFR/FFR -Use Coronary Physiology for Better PCI–. Advances in Co-

registration, Coronary Physiology & Intracoronary Imaging in London, 2020. 
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内科学(消化器・肝臓内科) 

 

著書 

1) 前畑忠輝, 佐々木基, 矢作直久. 第 4 章 高周波止血処置具の使い方 止血処置具（モノポーラ）⑤

Coagrasper（下部用）消化器内視鏡治療における高周波発生装置の使い方と注意点 2020;:219-221. 

2) 落合康利. 第 4 章 高周波止血処置具の使い方 止血処置具（バイポーラ）⑥HemoStat-Y,HemoStat 

WideCup 消化器内視鏡治療における高周波発生装置の使い方と注意点 2020;:222-224. 

3) 中野弘康. 消化管疾患の薬 薬の上手な出し方&やめ方.ジェネラリスト BOOKS 2020;:184-195. 

4) 中野弘康. 膵炎の輸液 輸液グリーンノート 2021;(1):000. 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 山本佳穂, 小澤俊一郎, 中本悠輔, 中村紗里香, 野口陽平, 高橋秀明, 松本伸行. S 状結腸癌に対する

大腸ステント追加留置により食道静脈瘤、肝細胞癌に対する治療継続が可能であった肝硬変の一例. 

聖マリアンナ医科大学雑誌, 2020;48(3):129-137. 

2) 榎本武治, 民上真也, 増田哲之, 勝又健太, 亀井奈津子, 嶋田仁, 大坪毅人, 清川博史, 佐藤義典, 松

尾康正. 5.胃粘膜下腫瘍に対する腹腔鏡・内視鏡合同手術(LECS)の実際. 川崎市医師会医学会誌, 

2020;37:14-15. 

3) 佐々木貴浩, 古畑智久, 臼井創大, 小野龍宣, 野田顕義, 中嶋孝司, 宮島伸宜, 大森慎太郎, 太田明雄,

大坪毅人. Metabolic surgery の立ち上げと現状. 川崎市医師会医学会誌, 2020;37:1-4. 

② 総説又は症例解説 

1) 小澤俊一郎, 松本伸行, 久恒靖人, 國場幸均. 【消化管症候群(第 3 版)-その他の消化管疾患を含めて

-】空腸、回腸、盲腸、結腸、直腸(上) 吸収不良・蛋白漏出 盲管症候群. 日本臨床, 2020;別冊消化

管症候群Ⅲ:287-289. 

2) 前畑忠輝, 井上晴洋, 島村勇人, 矢作直久. 特集 知っておきたい新たな処置具―特徴とその開発意

図 切除用／切開用処置具 局注機能つきナイフ DualKnifeJ,TT KnifeJ. 消化器内視鏡, 2020;32(6)：

815. 

3) 中野弘康. 【真夏の診察室】夏の魔物 おいしい話には裏がある メジャーな微生物による食中毒. 

Medicina, 2020;57(8):1307-1310. 

4) 杉山浩平, 那須野正尚, 田中浩紀, 加藤正樹, 宮川麻希, 本谷聡. クローン病に対する寛解導入療法

と薬剤の選択. 臨牀消化器内科, 2020;35(10):1220-1226. 

5) 加藤正樹, 本谷聡. IBD 患者の Lifestyle Modification. Pharma Medica, 2020;38(10):63-66. 

6) 西脇誠二, 前畑忠輝. 食道の巨大な白い物体. 消化器内視鏡, 2020;32(10):1437-1438. 

7) 中野弘康. 【日経メディクイズ救急】22 歳女性。心窩部痛. 日経メディカル, 2020;(11):19-20. 

8) 加藤正樹, 本谷聡. クローン病の治療戦略─外来の軽症～中等症に対する治療戦略とは？いつ生物

学的製剤を検討するのか？─. Medical Practice, 2020;37(12):1905-1909. 

9) 中野弘康. 筋骨格神経疾患. 診断と治療, 2021;109(1):77-80. 

10) 中野弘康. 連載 悩むケースに立ち向かう！ 臨床推論のススメ方 ～全国 GIM カンファレンスより
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～ 第 16 回 痛みに泣かされた夜～a horrible night with pain～. 臨床雑誌内科, 2021;127(2):317-

322. 

11) 石井大太, 中野弘康. 肺炎のフィジカル. 総合診療, 2021;31(3):388-393. 

③ 症例報告 

1) 小林智, 森本学, 沼田和司, 守屋聡, 加川建弘, 魚嶋晴紀, 日高央, 松永光太郎, 鈴木通博, 田中克明. 

BCLC stage B2 または B3 の肝細胞癌に対するレンバチニブの多施設共同前向き観察研究の中間報

告. 肝臓, 2020;61(5):273-275. 

2) 大槻拓矢, 家研也, 奥瀬千晃, 櫛渕澪, 相原茉里, 高野知憲, 黒須絵莉, 本橋伊織, 酒井翼, 薩田洋輔, 

中野弘康, 石郷岡晋也, 田中拓, 有泉泰, 松田隆秀. 先行して顕性化した結節性紅斑により診断され

た潰瘍性大腸炎の 1 例. 日本病院総合診療医学会雑誌, 2020;16(6):437-443. 

3) 天野優希, 小林慎二郎, 井田圭亮, 土橋篤仁, 小泉哲, 前田一郎, 藤野節, 遠藤陽, 高木正之, 森田亮,

路川陽介, 中原一有, 大坪毅人. 十二指腸乳頭部原発 Mixed neuroendocrone non-neuroendocrine 

neoplasm(MiNEN)の 1 例. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 2020;48(3):109-116. 

4) 薩田洋輔, 奥瀬千晃, 渡邊綱正, 末谷敬吾, 石郷岡晋也, 松永光太郎, 清川博史, 森田望, 中野弘康, 

安田宏, 平石哲也, 山田典栄, 加藤孝宣, 四柳宏, 鈴木通博, 伊東文生. IgA-HE 抗体が偽陽性を示し

た急性肝炎の 2 例. 肝臓, 2021;62(2):64-71. 

④ その他 

1) 十菱大介, 岡本耕, 重福隆太, 矢島知治, 田中由佳里, 野々垣浩二, 中野弘康, 家研也, 林智史, 北野

夕佳, 渡邊綱正, 廣橋猛, 勝俣範之, 小林健二, 大石祐嗣, 矢吹拓, 平岩卓, 杉山嘉宏, 大庫秀樹, 今

枝博之. 特集 大便強ドリル 便秘・下痢・腹痛・消化器疾患に強くなる 41問！. 総合診療, 2020;30(4)：

410-472. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Nakahara Kazunari, Morita Ryo, Michikawa Yosuke, Suetani Keigo, Fujita Akashi, Sato Junya, 

Kobayashi Shinjiro, Endo Akira, Arizumi Yashushi, Koike Junki, Takagi Masayuki, Otsubo 

Takehito, Itoh Fumio. Use of washing cytology from removed self-expandable metal stents for 

biliary strictures: a novel cytology method. Endoscopy International Open, 2020;8(6): E748-E752. 
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48) 音部雄平, 平木幸治, 成悟志, 西澤肇, 岡野真名, 瀧康洋, 角浩史, 蜂須賀里菜, 韓蔚, 髙橋政樹, 鈴

木瑞恵, 増田浩了, 山田実, 柴垣有吾, 冨永直人. 高齢保存期慢性腎臓病患者に対する運動介入が認

知機能に及ぼす効果-無作為化比較試験による検討-. 第 11 回日本腎臓リハビリテーション学会学術

集会, 2021. 

49) 岡野真名, 音部雄平, 平木幸治, 西澤肇, 大成悟志, 井澤和大, 冨永直人, 櫻田勉, 柴垣有吾. 高齢

保存期CKD患者におけるうつ傾向は身体活動量に関連するか?. 第 11回日本腎臓リハビリテーショ

ン学会学術集会, 2021. 

50) 小竹徹, 山田将平, 小倉裕司, 渡邉詩香, 市川大介, 田邉淳, 永井義夫, 菅谷健, 木村健二郎, 柴垣

有吾, 池森敦子. 2 型糖尿病における習慣的走運動のサルコペニアおよび腎疾患抑制効果の検証. 第

11 回日本腎臓リハビリテーション学会学術集会, 2021. 

51) 山田将平, 田邉淳, 小倉裕司,菅谷健, 永井義夫, 渡邉詩香, 市川大介, 木村健二郎, 柴垣有吾, 池森

敦子. 糖尿病性腎臓病を伴う 2 型糖尿病における GLP-1 受容体作動薬のサルコペニア抑制効果の検

討. 第 11 回日本腎臓リハビリテーション学会学術集会, 2021. 

52) Inoue K, Yamada S, Hosino S, Shibagaki Y, Ikemori A. Effect of Glucagon-like peptide-1, receptor 

agonist, liraglutide, against diabetic retinal edema in spontaneously diabetic tori fatty rats. 第

126 回日本解剖学会総会･全国学術集会・第 98 回日本生理学会大会 合同大会, 2021. 
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② 国際学会 

1) M. Yazawa, O. Cseprekal, R. A. Helmick, M. Talwar, V. Balaraman, P. S. Podila, S. Fossey, S. K. 

Satapathy, J. D. Eason, M. Z. Molnar. 

Association Between Longer Hospitalization And Development Of De Novo Donor Specific 

Antibody In Simultaneous Liver -Kidney Transplant Recipients. 2020 American Transplant 

Congress, 2020. 

2) A. Azhar, M. Yazawa, M. Talwar, V. Balaraman, A. Bhalla, U. A. Agbim, B. Maliakkal, J. P. 

Kothadia, S. Nair, J. D. Eason, M. Z. Molnar. Association between ezetimibe usage and hepatitis 

C RNA levels in uninfected kidney transplant recipients who received hepatitis C infected 

kidneys. 2020 American Transplant Congress, 2020. 

3) M. Yazawa, B. Maliakkal, S. Nair, Y. Jiang, P. S. Podila, U. A. Agbim, S. Karri, S. D. Khan, D. 

Maluf, J. D. Eason, M. Z. Molnar, S. K. Satapathy. Post-Transplant Renal Function In ACLF 
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2020 American Transplant Congress, 2020. 

4) M. Talwar, V. Balaraman, A. Bhalla, O. Cseprekal, M. Yazawa, P. S. Podila, A. Azhar, L. N. Cossey, 

J. D. Eason, M. Z. Molnar. Validation of prognostic index for allograft outcome in kidney 

transplant recipients with transplant glomerulopathy. 2020 American Transplant Congress, 2020. 

5) M. Yazawa, T. Fülöp, O. Cseprekal, M. Talwar, V. Balaraman, A. Bhalla, A. Azhar, C. P. Kovesdy, 

J. D. Eason, M. Z. Molnar. Incidence of cytomegalovirus infection in deceased donor kidney 
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6) Miklos Zsolt Molnar, Manish Talwar, Vasanthi Balaraman, Anshul Bhalla, Ambreen Azhar, 

Masahiko Yazawa, Makoto Tsujita, Pradeep Podila, Satheesh Nair, James Eason. First year renal 

outcome of transplantations of kidneys from hepatitis c infected donors to hepatitis c negative 

recipients. 57th ERA-EDTA Congress, 2020. 

7) Sanjaya K. Satapathy, Yu Jiang, Masahiko Yazawa, Miklos Molnar, Raiya Sarwar, Tandy Agostini, 

Carlos Figueredo, Daniel Maluf, Saleh Elwir, James Trotter, Arul M. Thomas, Coleman Smith, 

Danielle Brandman, Shadab Siddiqui, Mary Rinella, Kymberly Watt. GFR reset point at 3 

months after liver Transplant is a superior predictor of both liver and kidney disease related 

outcomes: Analysis from a large cohort of NASH patients (NailNASH Consortium). 2020 EASL, 

2020. 

8) Masahiko Yazawa, Vasanthi Balaraman, Makoto Tsujita, Ambreen Azhar, Manish Talwar, Anshul 

Bhalla, Csaba P. Kovesdy, James D. Eason, Miklos Z. Molnar. Donor Hepatitis C Antibody 

Positivity Misclassifies Kidney Donor Profile Index in Non Hepatitis C Infected Donors: Time to 

Revise the Kidney Donor Profile Index. ASN 2020 Annual Meeting, 2020. 

9) Fujita Y, Sugaya T, Ichikawa D, Tanabe J, Kimura K, Shibagaki Y, Ikemori A. Renal expression 

of L-type fatty acid binding protein in addition to angiotensin II Type 1a receptor loss ameliorates 

chronic tubulointerstitial damage after renal ischemia reperfusion. ASN Kidney Week 2020, 2020. 
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type 1a receptor loss ameliorates chronic tubulointerstitial damage after renal ischemia 

reperfusion. ASN Kidney Week 2020, 2020. 

12) Yamada S, Tanabe J, Sugaya T, Ichikawa D, Kimura K, Shibagaki Y, Ikemori A. Renoprotective 
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spontaneously diabetic tori fatty rats. ASN Kidney Week 2020, 2020. 

13) Masahiko Yazawa, Vasanthi Balaraman, Makoto Tsujita, Ambreen Azhar, Manish Talwar, 

Anshul Bhalla, Csaba P. Kovesdy, James D. Eason, Miklos Z. Molnar. Donor Hepatitis C Antibody 

Positivity Misclassifies Kidney Donor Profile Index in Non Hepatitis C Infected Donors: Time to 

Revise the Kidney Donor Profile Index. Kidney Week 2020, 2020. 

③ その他 

1) 櫻田勉. 当院における透析療法選択外来～実際の運用とその効果について. WEB セミナー腎不全治

療法選択を支援する, 2020. 

2) 櫻田勉. 腎臓領域における COVID-19～当院における診療をふくめて～. PD OASIS 講演会, 2020. 

3) 冨永直人. 水バランス異常症としての低 Na 血症. 大塚製薬オンライン社内研修会, 2020. 

4) 松井勝臣. 腎性貧血の診断と治療～HIF-PH 阻害薬への期待～. 腎性貧血 web セミナー, 2020. 

5) 櫻田勉. PD感染症の診断と治療～腹膜炎から出口部感染まで～. PD合併症管理WEBセミナー, 2020. 

6) 櫻田勉. CKD 患者におけるたんぱく質の摂取量を再考する,. 大江戸食事療法研究会 2020, 2020. 

7) 冨永直人. 多摩区エリアにおける病診連携と CKD教育入院の取り組み. バイエル薬品外来講師勉強

会, 2020. 

8) 松井勝臣. 腎性貧血治療と HIF-PH 阻害薬. 薬剤師セミナ- 新しい腎性貧血治療を考える, 2020. 

9) 谷澤雅彦. 当たり前の医療へ、腎移植-若手腎臓内科医への提言-. 内科医のための腎移植セミナー, 

2020. 

10) 櫻田勉. 変わりゆく高齢 CKD 患者の診療,高齢 CKD 患者の在宅医療を考える. Live Distribution, 

2020. 

11) 櫻田勉. 変わりゆく高齢 CKD 患者の診療,高齢 CKD 患者の在宅医療を考える. Live Distribution, 

2020. 

12) 櫻田勉. 慢性腎臓病教育入院がもたらす効果について. ホスレノール web カンファレンス, 2020. 

13) 冨永直人. 低 Na 血症の臨床～水利尿不全へのアプローチ〜. SIADH Live Seminar, 2020. 

14) 松井勝臣. 腎性貧血と HIF-PH 阻害薬. 鳥居薬品社員研修会, 2020. 

15) 松井勝臣. 腎性貧血と HIF-PH 阻害薬. 横浜西区薬剤師会学術講演会, 2020. 

16) 小波津香織. 腎代替療法選択における妊娠・出産の影響. 腎代替療法を円滑に進めるための web セ

ミナー, 2020. 

17) 松井勝臣. CKD-MBD の病態と治療. 三和化学研究所社員研修会, 2021. 

18) 松井勝臣. 慢性腎臓病管理. 興和創薬株式会社外来講師研修会, 2021. 
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19) 松井勝臣. PD 維持期の管理. テルモ腎不全看護セミナーPD Ns web Seminar, 2021. 

20) 松井勝臣. 腎性貧血と HIF-PH 阻害薬. 第 8 回 湘南地区総合内科セミナー, 2021. 

21) 松井勝臣. 腎性貧血と HIF-PH 阻害薬. 第 8 回湘南地区総合内科セミナー, 2021. 

22) 谷澤雅彦. 腎移植 update：日米の差から日本の腎移植を再考する. 名南 CKD 合併症対策 Web セミ

ナー, 2021. 

23) 松井勝臣. 明日からの腎性貧血治療を考える. 旭区医師会講演会, 2021. 

24) 松井勝臣. 腎性貧血と HIF-PH 阻害薬. 茅ヶ崎医師会内科医会オンライン学術講演会, 2021. 

25) 松井勝臣. 腎性貧血と HIF-PH 阻害薬. バイエル薬品株式会社社内勉強会, 2021. 

26) 松井勝臣. CKD および合併症の管理. 瀬谷区医師会学術講演会, 2021. 

27) 冨永直人. 透析患者における CKD-MBD の日常臨床. CKD-MBD 診療 WEB 社内勉強会, 2021. 

28) 櫻田勉. 当院におけるCOVID-19診療～透析患者への対策を中心に～. Kidney Treatment Meeting, 
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内科学(代謝・内分泌内科) 

 

著書 

1) 曽根正勝. 多毛症 今日の診断指針 2020;(8):73-74. 

2) 方波見卓行, 川名部新. 第 5 章 副腎および関連疾患 A 総論 1 画像検査の概要 内分泌画像検

査・診断マニュアル 2020;(改訂 2):151-154. 

3) 方波見卓行, 松葉怜. 第 5 章 副腎および関連疾患 C subclinical Cushing 症候群 1 副腎 CT・

MRI 内分泌画像検査・診断マニュアル 2020;(改訂 2):160-161. 

4) 方波見卓行, 中川朋子. 第 5 章 副腎および関連疾患 C subclinical Cushing 症候群 2 副腎シン

チグラフィ 内分泌画像検査・診断マニュアル 2020;(改訂 2):162-163. 

5) 方波見卓行, 山本雄太郎. 第 5 章 副腎および関連疾患 D PMAH 1 副腎 CT・MRI 内分泌画像

検査・診断マニュアル 2020;(改訂 2):164-165. 

6) 方波見卓行, 久保ゆい. 第 5 章 副腎および関連疾患 D PMAH 2 副腎シンチグラフィ 内分泌画

像検査・診断マニュアル 2020;(改訂 2):166-167. 

7) 方波見卓行. 原発性アルドステロン症 今日の治療指針 2021 2021;:821-822. 

8) 曽根正勝. 褐色細胞腫 今日の治療指針 2021 2021;:825-827. 

9) 曽根正勝. 7．副腎皮質ステロイド療法の必須知識 アレルギー診療必携ハンドブック 2021;:80-92. 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 海鋒有希子, 八木麻衣子, 石川大介, 渡邉紗都, 赤尾圭吾, 桑村雄偉, 大森慎太郎, 太田明雄. 2 型糖

尿病患者の筋力および筋肉の質における患者背景および身体機能についての検討 . 糖尿病 , 

2020;63(4):172-178. 

2) 佐々木貴浩, 古畑智久, 臼井創大, 小野龍宣, 野田顕義, 中嶋孝司, 宮島伸宜, 大森慎太郎, 太田明雄,

大坪毅人. Metabolic surgery の立ち上げと現状. 川崎市医師会医学会誌, 2020;37:1-4. 

② 総説又は症例解説 

1) 永井義夫. 糖尿病の配合剤／利点と問題点. 糖尿病・内分泌代謝科, 2020;50(5):335-337. 

2) 中村祐太, 永井義夫. シックデイの一般管理やそのときの内服継続・中止の判断を教えてください. 

レジデントノート増刊 改訂版 糖尿病薬・インスリン治療 基本と使い分け Update, 2020;22(5)：

193-197. 

3) 曽根正勝 . 原発性アルドステロン症：疫学と診断の最前線 . 日本臨牀増刊号 高血圧学 下 , 

2020;78(Suppl2):317-322. 

4) 方波見卓行, 久保ゆい, 松葉怜. アルドステロン症確定診断のための機能確認検査. 循環器内科, 

2020;88(3):263-268. 

5) 曽根正勝. アルドステロン症のスクリーニングの話題と課題. 循環器内科, 2020;88(3):259-262. 

6) 大野洋一 , 曽根正勝 , 稲垣暢也 . 原発性アルドステロン症と糖脂質代謝異常 . 循環器内科 , 

2020;88(3):243-248. 

7) 方波見卓行, 久保ゆい, 川名部新. 褐色細胞腫の検査・診断法；概論. 日本臨牀増刊号 内分泌腫瘍
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（第 2 版）, 2020;78(Suppl4)：610-615. 

8) 方波見卓行, 佐藤怜奈, 月山秀一. 下垂体機能低下症と副腎不全. 糖尿病・内分泌代謝科, 2020;51(3)：

194-200. 

9) 田浦大輔, 曽根正勝. アジソン病. 生体の科学, 2020;:500-501. 

10) 方波見卓行, 川名部新. クッシング病. 生体の科学, 2020;71(5):492-493. 

11) 中川朋子. 患者中心医療における糖尿病治療. 内科, 2021;127(3):339-344. 

② 症例報告 

1) 橋本瑛理子, 永井義夫, 石井聡, 田中逸. 糖尿病ケトーシスで加療中に末梢静脈カテーテルによると

思われる敗血症性肺塞栓症を発症した大酒家の 1 例. Diabetes Journal(糖尿病と代謝), 2020;48(1)：

54-58. 

④ その他 

1) 木田圭亮, 中村祐太, 鈴木規雄. 【糖尿病患者の心血管病罹患リスクにどう立ち向かうか】治す 糖

尿病患者の心不全をどう治療する?. Heart View, 2020;24(7):632-637. 

2) 赤水尚史, 鈴木敦詞, 杉野法広, 方波見卓行. 座談会：日常診療で内分泌疾患を見逃さないために～

全身の機能のささいな異常からも内分泌疾患を疑う視点が不可欠～. 内分泌疾患診断 UPDATE～プ

ライマリで見逃さないために～, 2021;1:1-4. 

 

学術論文[英文] 
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1) Taura Daisuke, Nakao Kazuhiro, Nakagawa Yasuaki, Kinoshita Hideyuki, Sone Masakatsu, 

Nakao Kazuwa. C-type natriuretic peptide (CNP)/guanylate cyclase B (GC-B) system and 

endothelin-1(ET-1)/ET receptor A and B system in human vasculature. Canadian journal of 

physiology and pharmacology, 2020;98(9):611-617. 

2) Tsujimoto Hiraku, Kasahara Tomoko, Sueta Shin-ichi, Araoka Toshikazu, Sakamoto Satoko, 

Okada Chihiro, Mae Shin-ichi, Nakajima Taiki, Okamoto Natsumi, Taura Daisuke, Nasu Makoto, 

Shimizu Tatsuya, Ryosaka Makoto, Li Zhongwei, Sone Masakatsu, Ikeya Makoto, Watanabe 

Akira, Osafune Kenji. A Modular Differentiation System Maps Multiple Human Kidney Lineages 

from Pluripotent Stem Cells. Cell Reports, 2020;31(1):107476. 

3) Nakamaru Ryo, Yamamoto Koichi, Rakugi Hiromi, Akasaka Hiroshi, Kurihara Isao, Ichijo 

Takamasa, Takeda Yoshiyu, Katabami Takuyuki, Tsuiki Mika, Wada Norio, Ogawa Yoshihiro, 

Kawashima Junji, Sone Masakatsu, Yoshimoto Takanobu, Okamoto Ryuji, Fujita Megumi, 

Kobayashi Hiroki, Tamura Kouichi, Kamemura Kohei, Okamura Shintaro, Kakutani Miki, 

Tanabe Akiyo, Naruse Mitsuhide, JPAS/JRAS Study Group. Obesity predicts persistence of 

resistant hypertension after surgery in patients with primary aldosteronism. Clinical 

endocrinology, 2020;93(3):229-237. 

4) Kimura Noriko, Shiga Kiyoto, Kaneko Kenichi, Sugisawa Chiho, Katabami Takayuki, Naruse 

Mitsuhide. The Diagnostic Dilemma of GATA3 Immunohistochemistry. Endocrine pathology, 

2020;31(2):95-100. 
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5) Naruse Mitsuhide, Yamamoto Koichi, Katabami Takuyuki, Nakamaru Ryo, Sone Masakatsu, 

Kobayashi Hiroki, Tanabe Akiyo. Age, Gender, and Body Mass Index as Determinants of Surgical 

Outcome in Primary Aldosteronism. Hormone and metabolic research, 2020;52(6):454-458. 

6) Ohno Youichi, Sone Masakatsu, Inagaki Nobuya, Kawashima Akiyuki, Takeda Yoshiyu, Yoneda 

Takashi, Kurihara Isao, Itoh Hiroshi, Tsuiki Mika, Ichijo Takamasa, Katabami Takuyuki, Wada 

Norio, Sakamoto Ryuichi, Ogawa Yoshihiro, Yoshimoto Takanobu, Yamada Tetsuya, Kawashima 

Junji, Matsuda Yuichi, Kobayashi Hiroki, Kamemura Kohei, Yamamoto Koichi, Otsuki Michio, 

Okamura Shintaro, Izawa Shoichiro, Okamoto Ryuji, Tamura Kouichi, Tanabe Akiyo, Naruse 

Mitsuhide; JPAS/JRAS Study Group. Nadir Aldosterone Levels After Confirmatory Tests Are 

Correlated With Left Ventricular Hypertrophy in Primary Aldosteronism. Hypertension, 

2020;75(6):1475-1482. 

7) Kobayashi Yusuke, Haze Tatsuya, Yano Yuichiro, Tamura Kouichi, Kurihara Isao, Ichijo 

Takamasa, Yoneda Takashi, Katabami Takuyuki, Tsuiki Mika, Wada Norio, Ogawa Yoshihiro, 

Kawashima Junji, Sone Masakatsu, Inagaki Nobuya, Yamada Tetsuya, Okamoto Ryuji, Fujita 

Megumi, Kamemura Kohei, Yamamoto Koichi, Izawa Shoichiro, Tanabe Akiyo and Naruse 

Mitsuhide and JPAS/JRAS Study Group. Associations Between Changes in Plasma Renin 

Activity and Aldosterone Concentrations and Changes in Kidney Function After Treatment for 

Primary Aldosteronism. Kidney International Reports, 2020;5(8):1291-1297. 

8) Saiki Aya, Otsuki Michio, Tamada Daisuke, Kitamura Tetsuhiro, Shimomura Iichiro, Kurihara 

Isao, Ichijo Takamasa, Takeda Yoshiyu, Katabami Takuyuki, Tsuiki Mika, Wada Norio, Yanase 

Toshihiko, Ogawa Yoshihiro, Kawashima Junji, Sone Masakatsu, Inagaki Nobuya, Yoshimoto 

Takanobu, Okamoto Ryuji, Takahashi Katsutoshi, Kobayashi Hiroki, Tamura Kouichi, 

Kamemura Kohei, Yamamoto Koichi, Izawa Shoichiro, Kakutani Miki, Yamada Masanobu, 

Tanabe Akiyo, Naruse Mitsuhide. Diabetes Mellitus Itself Increases Cardio-Cerebrovascular 

Risk and Renal Complications in Primary Aldosteronism. The Journal of Clinical Endocrinology 

and Metabolism, 2020;105(7): e2531-e2537. 

9) Katabami Takuyuki, Tsukiyama Hidekazu, Tanabe Makito, Matsuba Ren, Murakami Mariko, 

Nishine Ami, Shimizu Sachi, Sakai Kensuke, Tanaka Yasushi & Yanase Toshihiko. Development 
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検討. 第 11 回日本腎臓リハビリテーション学会学術集会, 2021. 

43) ◎太田明雄, 大森慎太郎, 西村正成, 小野龍宣, 野田顕義, 佐々木貴浩, 古畑智久, 宮島伸宜, 佐々

木章, 曽根正勝. 腹腔鏡下スリープ状胃切除術における食事負荷試験によるインクレチン動態の検

討. 第 38 回肥満症治療学会学術集会, 2021. 

② 国際学会 

1) ◎Tsukiyama Hidekazu, Katabami Takuyuki, Tanabe Makito, Matsuba Ren, Tanaka Yasushi, 

Yanase Toshihiko. Development of A Simple Prediction Model for The Presence of Adrenal Crisis. 

The 17th Asia-Oceania Congress of Endocrinology and The 8th Seoul International Congress of 

Endocrinology and Metabolism, 2020. 

2) ◎Matsuba Ren, Katabami Takuyuki, Tanaka Yasushi, Kurihara Isao, Sone Masakatsu, Yanase 

Toshihiko, Naruse Mitsuhide, JPAS/Jras Study Group. Co-Secretion of Cortisol Does Not Affect 

the Results of Screening and Confirmatory Tests for Primary Aldosteronism. The 17th Asia-

Oceania Congress of Endocrinology and The 8th Seoul International Congress of Endocrinology 

and Metabolism, 2020. 

3) ◎Katabami Takuyuki, Naruse Mitsuhide, Jpas/Jras Study Group. Subtyping (Including AVS, 

Nuclear Medicine, and Other Methods) and Management. The 17th Asia-Oceania Congress of 

Endocrinology and The 8th Seoul International Congress of Endocrinology and Metabolism, 2020. 

4) ◎Matsuba Ren, Katabami Takuyuki, Kurihara Isao, Ichijo Takamasa, Takeda Yoshiyu, Tsuiki 

Mika, Wada Norio, Ogawa Yoshihiro, Sone Masakatsu, Inagaki Nobuya, Yoshimoto Takanobu, 

Kobayashi Hiroki, Tanabe Akiyo, Naruse Mitsuhide, JPAS/JRAS Study Group. 49-Mild 

Autonomous Cortisol Secretion in Primary Aldosteronism Enhances Renal and Hemorrhagic 

Cerebrovascular Complications. ENDO2021, 2021. 

③ その他 

1) ◎曽根正勝. 私の目指す代謝・内分泌学. KAWASAKI Web Seminar, 2020. 

2) ◎曽根正勝. 日本における原発性アルドステロン症の心・血管・腎・代謝合併症の実際～本邦発の大

規模臨床研究によるエビデンス～. 糖尿病・内分泌疾患 Web セミナー, 2020. 

3) ◎曽根正勝 . ステロイド剤による続発性副腎皮質不全と対応のコツ . 福島 -いわき Scientific 

Exchange Meeting, 2020. 

4) ◎太田明雄. 糖尿病・肥満外科手術 東横病院におけるマネジメント. 川崎市外科医会学術講演会, 

2020. 

5) ◎太田明雄. SGLT2 阻害薬の有用性：メトホルミン VS.SGLT2 阻害薬. 大正製薬（株）アドバイザ
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リー会議, 2020. 

6) ◎曽根正勝. 心血管腎合併症を防ぐための代謝・内分泌疾患の治療戦略～糖尿病と原発性アルドステ

ロン症の意外な共通点～. 循環器・代謝内分泌 診療連携 Web 講演会, 2020. 

7) ◎曽根正勝. 意外と多い副腎腫瘍の診断と pitfalls. 川崎北部糖尿病連絡会議, 2020. 

8) 大津成之, 小尾竜正, 加藤浩之, 浅井志高. コロナ禍における糖尿病患者さんの変化. 川崎北部糖尿

病連絡会議, 2020. 

9) ◎曽根正勝. 長期予後を考えた糖尿病診療～糖尿病とともに健やかな人生を～. 川﨑北部 Diabetes 

& Endocrinal Remote Seminar, 2020. 

10) ◎曽根正勝. ミネラルコルチコイドによる臓器障害とその予防. 第 44 回岡山生活習慣病懇話会, 

2020. 

11) ◎曽根正勝 . ミネラルコルチコイドによる臓器障害とその予防 . 高血圧Ｗｅｂセミナー  in 

Kawasaki, 2020. 

12) ◎曽根正勝. 合併症予防を目指した糖尿病治療. Cardiovascular & Diabetes Seminar In Kawasaki, 

2020. 

13) ◎曽根正勝. 内分泌疾患の最近の知見と話題. Professor Online Seminar～糖尿病・内分泌～, 2020. 

14) ◎浅井志高. 糖尿病診療・治療の方針～作用機序から診た薬剤選択～. Novo Nordisc 社内講演, 2020. 

15) ◎曽根正勝. ステロイド剤による続発性副腎皮質不全と対応のコツ. SCIENTIFIC EXCHANGE 

MEETING From Kanazawa, 2020. 

16) ◎曽根正勝. irAE における内分泌障害とそのマネジメント. ICI irAE セミナー From がん診療ス

テップアップセミナー, 2021. 

17) ◎曽根正勝. 糖尿病と原発性アルドステロン症の合併症における意外な共通点. 第 42 回天理・桜井

地区 DM 懇話会, 2021. 

18) ◎曽根正勝. 肥満を伴う糖尿病の複合的治療戦略. 第 4 回糖尿病ミーティング, 2021. 

19) ◎浅井志高. 超高齢化社会に向け、これからの糖尿病診療・治療～作用機序から診た薬剤選択～. 大

日本住友製薬株式会社社内研修会, 2021. 

20) ◎川名部新. 当院の代謝内分泌内科での SGLT-2 阻害薬の処方の実態. Criculation Conference～循

環器からみる糖尿病治療～, 2021. 

21) ◎月山秀一. 代謝・内分泌内科からみたクレメジン. 薬剤師のための多職種カンファレンス～窓口

での患者指導に向けての web セミナー～, 2021. 

22) ◎中村祐太. 糖尿病の薬物治療の戦略. 薬剤師のための多職種カンファレンス～窓口での患者指導

に向けての web セミナー～, 2021. 

23) ◎中村祐太. 食事療法を中心とした糖尿病治療の再考. Diabetes & Incretin Online Seminar ～食

事療法と薬物療法の相互作用を意識した新たな治療戦略～, 2021. 

24) ◎曽根正勝. インクレチン製剤の上手な使い分けと内分泌疾患のアップデート. 糖尿病・内分泌 

Online Seminar, 2021. 

25) ◎曽根正勝. インクレチン製剤の病態にあわせた使い分け. WEB ライブセミナー, 2021. 

26) ◎中村祐太 . 糖尿病性腎症における薬物治療～代謝・内分泌内科医の視点から～ . DEN ON 

cooperation, 2021. 
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27) ◎曽根正勝. ミネラルコルチコイドによる臓器障害から見た糖尿病合併高血圧における MR 拮抗薬

の有効性. MR 関連高血圧を考える Web Seminar, 2021. 

28) ◎曽根正勝. ステロイド剤による続発性副腎皮質不全と対応のコツ. Scientific Exchange Meeting 

in 神奈川, 2021. 
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内科学(脳神経内科) 

 

著書 

1) 山野嘉久. HTLV-1 関連脊髄症（HAM）の新たな診療ガイドライン Annual Review 神経 2020 

2020;:131-136. 

2) 萩原悠太 . 頸動脈における Superb Micro-vascular imaging(SMI)の有用性  映像情報 Medical 

2020;5:6-10. 

3) 萩原悠太. 経口腔超音波 脳神経超音波マニュアル 2020 2020;:76-79. 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 佐藤知雄, 山野嘉久. 免疫性神経疾患 update ―基礎・臨床研究の最新知見― HAM に対する治療

薬の現況と展望. 日本臨床, 2020;78(11):1939-1944. 

2) 大熊壮尚. 緊張型頭痛の科学的エビデンスとは？. 日本頭痛学会誌, 2020;47(1):67-71. 

3) 瀬上航平, 大岡正道, 山田浩史, 朝野隆之, 阿部宏志, 穐山雅代, 村弘子, 梶ヶ谷和子, 内川隆子, 橘

川薫, 小林泰之, 三村秀文, 安田宏, 峯下昌道, 大坪毅人. 放射線科読影レポート未確認に伴う

Diagnostic Error への対策. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 2020;48(3):61-66. 

4) 長谷川大輔, 長谷川高志, 酒巻哲夫, 山野嘉久. 難病 HTLV-1 関連脊髄症（HAM）患者を対象とした

オンライン診療等の医療ニーズに関する患者意識調査結果について . 日本遠隔医療学会雑誌, 

2020;16(2):75-82. 

5) 曽我海馬, 清水高弘, 飯島直樹, 鷹尾直誠, 土橋瑶子, 柴田宗一郎, 小倉英, 萩原悠太, 桒田千尋, 

佐々木直, 秋山久尚, 長谷川泰弘, 山野嘉久. 頸動脈狭窄患者において血清 MMP-9 濃度は頭蓋内主

幹動脈狭窄リスクと関連する. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 2020;48(3):101-108. 

② 総説又は症例解説 

1) 山野嘉久. HTLV-1 関連脊髄症（HAM）の患者参加型の研究と創薬. Neuroinfection, 2020;25(1):87-

91. 

2) 山野嘉久. HAM/TSP の診断指針 HTLV-1 関連脊髄症（HAM)診察ガイドライン 2019 を踏まえて. 

脊椎脊髄ジャーナル, 2020;33(4):498-503. 

3) 星野俊, 萩原悠太, 清水高弘, 小倉英, 鷹尾直誠, 土橋瑶子, 佐々木梨衣, 伊佐早健司, 佐藤如雄, 足

利光平, 木田圭亮, 明石嘉浩, 長谷川泰弘. 経胸壁超音波胸骨上窩長軸断面像による大動脈弓部病変

の評価. Neurosonology, 2020;33(2):41-44. 

4) 堀内正浩. ジストニア update ―診療ガイドライン 2018 を超えて  薬剤性ジストニア・ジスキネジ

ア. CLINICAL NEUROSCIENCE, 2020;38(9):1171-1174. 

5) 長谷川大輔. 第 4回 IoMT サミットを振り返って. Journal of Internet of Medical Things, 2020;3(1)：

64-67. 

6) 堀内正浩. 薬剤性ジストニア・ジスキネジア. CLINICAL NEUROSCIENCE, 2020;38(9):1171-1174. 

7) 山内淳司, 山野嘉久. HTLV-1 関連脊髄症. CLINICAL NEUROSCIENCE, 2020;38(10):1270-1271. 

8) 山内淳司, 山野嘉久. HTLV-1 関連脊髄症（HAM）の発症メカニズム. 周産期医学, 2020;50(10):1695-
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1698. 

9) 山野嘉久. HTLV-1 関連脊髄症（HAM）の研究進展からみえる診療の未来像. 宝函, 2020;41(3):21-30. 

10) 山内淳司, 山野嘉久, 湯沢賢治. 臓器移植における HTLV-1 感染への対応. 日本臨床腎移植学会雑

誌, 2020;8(1):42-51. 

11) 八木下尚子, 山野嘉久. HTLV-1 関連脊髄症. 生体の科学, 2020;71(5):422-423. 

12) 櫻井謙三. 近未来の脳卒中診療 ～脳卒中診療補助アプリケーションの開発～. BIO INDUSTRY, 

2020;37(12):85-92. 

13) 新谷奈津美, 山野嘉久. HTLV-1 関連脊髄症（HAM)の病態. 別冊 BIO Clinica, 2020;9(2):29-33. 

③ 症例報告 

1) 鷹尾直誠, 櫻井謙三, 日野栄絵, 山野嘉久. 再発性細菌性髄膜炎の原因として鼻汁を契機に鼻性髄液

漏の診断に至った一例. 臨床神経, 2020;61(3):177-181. 

2) 萩原悠太, 菊池崇之, 赤須友香利, 松本博文, 鏑木 圭, 柴田宗一郎，笹野恭之, 齋藤善光, 清水高弘, 

山野嘉久. 扁桃周囲膿瘍に対する経口腔咽頭超音波ガイド下排膿穿刺術―経口腔頸動脈超音波の応

用―. Neurosonology, 2020;33(2):45-49. 

④ その他 

1) 堀内正浩. 我が趣味、我が人生 ～楽器演奏の巻～. 川崎医師会報, 2020;(372):69-71. 

2) 堀内正浩. 痙性斜頸に対する経穴(ツボ)を意識したボツリヌス毒素注射 ～東洋医学の応用～. 神奈

川県医師会報, 2020;(7 月号):36-37. 

3) 岩間享, 飯原弘二, 小笠原邦昭, 豊田一則, 長谷川泰弘, 大畑建治, 塩川芳昭, 野崎和彦, 江面正幸, 

山上宏, 井上学, 早川幹人, 三学会合同指針作成委員会, 日本脳卒中学会, 日本脳神経外科学会, 日

本脳神経血管内治療学会. 経皮経管的脳血栓回収用機器 適正使用指針 第 4 版 2020 年 3 月(解

説). 脳卒中, 2020;42(4):281-313. 

4) 鈴木倫保, 橋本洋一郎, 小笠原邦昭, 長谷川泰弘, 辻野彰, 日本脳卒中学会 Telestroke ガイドライン

作成プロジェクトチーム . 脳卒中診療における遠隔医療 (Telestroke)ガイドライン . 脳卒中 , 

2020;42(5):443-463. 

5) 白石眞. 進行性パーキンソン病の先進的治療. 神奈川県医師会会報, 2020;(11):45-48. 

6) 山野嘉久. Pick-up 脳卒中 スーパードクターに教わる最新治療 2021. 文藝春秋, 2021;:AD. 

7) 山野嘉久. HTLV-1 関連脊髄症の診察環境が前進 根本的治療の研究も進行中. メディカルトリビュ

ーン, 2021;:1-5. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Mikami K, Shiraishi M, Kamo T. Subjective Postural Vertical in Parkinson's Disease With Lateral 

Trunk Flexion. Acta neurologica Scandinavica, 2020;142(5):434-442. 

2) Kikuno M, Ueno Y, Shimizu T, Kuriki A, Tateishi Y, Doijiri R, Shimada Y, Takekawa H, Yamaguchi 

E, Koga M, Kamiya Y, Ihara M, Tsujino A, Hirata K, Toyoda K, Hasegawa Y, Aizawa H, Hattori 

N, Urabe T; CHALLENGE ESUS/C.S. collaborators. Underlying embolic and pathologic 

differentiation by cerebral microbleeds in cryptogenic stroke. Journal of Neurology, 2020;267 
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(5):1482-1490. 

3) Nagasaka M, Yamagishi M, Yagishita N, Araya N, Kobayashi S, Makiyama J, Kubokawa M, 

Yamauchi J, Hasegawa D, Coler-Reilly ALG, Tsutsumi S, Uemura Y, Arai A, Takata A, Inoue E, 

Hasegawa Y, Watanabe T, Suzuki Y, Uchimaru K, Sato T, Yamano Y. Mortality and risk of 

progression to adult T-cell leukemia/lymphoma in HTLV-1-associated myelopathy/tropical spastic 

paraparesis. Proceedings of the National Academy of Sciences of the United States of America, 

2020;117(21):11685-11691. 

4) Koga M, Yamamoto H, Inoue M, Asakura K, Aoki J, Hamasaki T, Kanzawa T, Kondo R, Ohtaki M, 

Itabashi R, Kamiyama K, Iwama T, Nakase T, Yakushiji Y, Igarashi S, Nagakane Y, Takizawa S, 

Okada Y, Doijiri R, Tsujino A, Ito Y, Ohnishi H, Inoue T, Takagi Y, Hasegawa Y, Shiokawa Y, 

Sakai N, Osaki M, Uesaka Y, Yoshimura S, Urabe T, Ueda T, Ihara M, Kitazono T, Sasaki M, Oita 

A, Yoshimura S, Fukuda-Doi M, Miwa K, Kimura K, Minematsu K, Toyoda K; THAWS Trial 

Investigators.. Thrombolysis With Alteplase at 0.6 mg/kg for Stroke With Unknown Time of 

Onset: A Randomized Controlled Trial. stroke, 2020;51(5):1530-1538. 

5) Takeda R, Ishigaki T, Ohno N, Yokoyama K, Kawamata T, Fukuyama T, Araya N, Yamano Y, 

Uchimaru K, Tojo A. 

Immunophenotypic analysis of cerebrospinal fluid reveals concurrentdevelopment of ATL in the 

CNS of a HAM/TSP patient. International Journal of Hematology, 2020;111(6):891-896. 

6) Yamakawa N, Yagishita N, Matsuo T, Yamauchi J, Ueno T, Inoue E, Takata A, Nagasaka M, Araya 

N, Hasegawa D, Coler-Reilly A, Tsutsumi S, Sato T, Araujo A, Casseb J, Gotuzzo E, Jacobson S, 

Martin F, Puccioni-Sohler M, Taylor GP, Yamano Y; Japan Clinical Research Group on HAM/TSP. 

Creation and validation of a bladder dysfunction symptom score for HTLV-1-associated 

myelopathy/tropical spastic paraparesis. Orphanet J Rare Dis, 2020;15(1):175. 

7) Tokuyama Y, Takada T, Usuki N, Takaishi S, Tatsuno K, Hamada Y, Otubo H, Ueda T. Effects of 

Aspiration and Re-transfusion Technique with Carotid Artery Stenting. Journal of  

Neuroendovascular Therapy, 2020;:in press. 

8) Okuma K, Kuramitsu M, Niwa T, Taniguchi T, Masaki Y, Ueda G, Matsumoto C, Sobata R, Sagara 

Y, Nakamura H, Satake M, Miura K, Fuchi N, Masuzaki H, Okayama A, Umeki K, Yamano Y, 

Sato T, Iwanaga M, Uchimaru K, Nakashima M, Utsunomiya A, Kubota R, Ishitsuka K, 

Hasegawa H, Sasaki D, Koh KR, Taki M, Nosaka K, Ogata M, Naruse I, Kaneko N, Okajima S, 

Tezuka K, Ikebe E, Matsuoka S, Itabashi K, Saito S, Watanabe T, Hamaguchi I. Establishment 

of a novel diagnostic test algorithm for human T-cell leukemia virus type 1 infection with line 

immunoassay replacement of western blotting: a collaborative study for performance evaluation 

of diagnostic assays in Japan. Retrovirology, 2020;17(1):26. 

9) Fukuda-Doi M, Yamamoto H, Koga M, Palesch YY, Durkalski-Mauldin VL, Qureshi AI, Yoshimura 

S, Okazaki S, Miwa K, Okada Y, Ueda T, Okuda S, Nakahara J, Suzuki N, Toyoda K. Sex 

Differences in Blood Pressure-Lowering Therapy and Outcomes Following Intracerebral 

Hemorrhage: Results From ATACH-2. Stroke, 2020;51(8):2282-2286. 
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10) Shimizu J, Yamano Y, Kawahata K, Suzuki N. Elucidation of predictors of disease progression in 

patients with relapsing polychondritis at the onset: potential impact on patient monitoring. BMC 

rheumatolgy, 2020;4(41):doi: 10.1186/s41927-020-00141-8. 

11) Yoshie T, Yu Y, Jiang H, Honda T, Trieu H, Scalzo F, Saver J L, Liebeskind D S, on behalf of the 

UCLA Reperfusion Therapy Investigators. Perfusion Parameter Thresholds that Discriminate 

Ischemic Core Vary with Time from Onset in Acute Ischemic Stroke. American Journal of 

Neuroradiology, 2020;41(10):1809-1815. 

12) Takao N, Hagiwara Y, Shimizu T, Soga K, Tsuchihashi Y, Otsubo H, Tatsuno K, Takaishi S, Usuki 

N, Yoshie T, Takada T, Ueda T, Hasegawa Y, Yamano Y. Preprocedural Carotid Plaque 

Echolucency as a Predictor of In-stent Intimal Restenosis after Carotid Artery Stenting. J Stroke 

Cerebrovasc Dis, 2020;29(12):105339. 

13) Tsuchihashi Y, Shimizu T, Akiyama H, Hagiwara Y, Soga K, Takao N, Uchino K, Yanagisawa T, 

Yamauchi J, Sato T, Hasegawa Y, Yamano Y. The Risk Factors for Death within 6 months after 
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34) ◎白石眞. みんなで取り組もうパーキンソン病診察 -コロナ禍での対応も踏まえて-. 川崎北部パー

キンソン病 web 講演会, 2020. 

35) ◎白石眞. 脳神経内科領域における LBD の治療課題とは？. LBD 治療研究会 DAY 2, 2020. 

36) ◎櫻井謙三. 視神経炎から考える中枢性脱髄性疾患. 帝人社内研修会, 2020. 

37) ◎山野嘉久, 八木下尚子, 古澤嘉彦, 丹澤和雅, 山口泉, 川口喬久, 松田文彦. 難病プラットフォー

ム（Rare Disease Data Registry of Japan : RADDAR-J）について. 厚生労働省難治性疾患政策研

究班（神経免疫班）AMED 難治性疾患実用化研究班 令和 2 年度合同班会議, 2021. 

38) ◎山岸誠, 長阪美沙子, 鈴木穣, 久世裕太, 八木下尚子, 新谷奈津美, 山内淳司, 渡邉俊樹, 佐藤知

雄, 山野嘉久. HAM 患者のゲノム異常とクローン構造の高感度解析による ATL 発症リスクの評価. 
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厚生労働省難治性疾患政策研究班（神経免疫班）AMED 難治性疾患実用化研究班 令和 2 年度合同

班会議, 2021. 

39) ◎飯島直樹, 高田礼子, 八木下尚子, 田辺健一郎, 井上永介, 新谷奈津美, 山内淳司, 佐藤知雄, 山

野嘉久. リアルワールドデータにより示されたHAMの排尿障害に対するミラベクロンの有用性. 厚

生労働省難治性疾患政策研究班（神経免疫班）AMED 難治性疾患実用化研究班 令和 2 年度合同班

会議, 2021. 

40) ◎眞木二葉 . パーキンソン病の診察 ～薬剤から DAT～ . Parkinson's Disease Seminar in 

KAWASAKI, 2021. 

41) ◎荒賀崇. パーキンソン病の瞳孔反射以上検出を目的としたアイトラッキングビデオ瞳孔径計測の

意義. 第 12 回川崎北部 PD 勉強会, 2021. 

42) ◎萩原悠太. パーキンソン病・ALS・抹消神経疾患における超音波の有用性. 第 12 回川崎北部 PD

勉強会, 2021. 

43) ◎篠原健介. パーキンソン病における唾液中ストレスマーカーの可能性. 第 12回川崎北部 PD勉強

会, 2021. 

44) ◎眞木二葉. パーキンソン病の進行期治療 ～治療選択肢が多様化する中で何ができるか～. オン

ジェンティス®錠 web ライブセミナー, 2021. 

45) ◎眞木二葉. コロナ禍におけるパーキンソン病治療 ～症状コントロールの重要性～. パーキンソ

ン病治療 地域連携セミナー, 2021. 

46) ◎山野嘉久. 新規 HTLV-1 感染モデルを用いた HAM の発症予防法・治療法の開発. HTLV-1 関連疾

患研究領域研究班合同発表会, 2021. 

47) ◎山野嘉久. HAM の治療薬開発を促進する代替エンドポイントとしてのバイオマーカーの実用化

研究. HTLV-1 関連疾患研究領域研究班合同発表会, 2021. 

48) ◎山野嘉久. HAM ならびに類縁疾患の患者レジストリを介した診療連携モデルの構築によるガイ

ドラインの活用促進と医療水準の均てん化に関する研究. HTLV-1 関連疾患研究領域研究班合同発表

会, 2021. 

49) ◎山野嘉久. HAM・HTLV-1 陽性難治性疾患の診察ガイドラインに資する統合的レジストリの構築

によるエビデンスの創出. HTLV-1 関連疾患研究領域研究班合同発表会, 2021. 

50) ◎山野嘉久. HAM の革新的治療となる抗 CCR4 抗体製剤のコンパッショネートユースによる長期

的投与試験. HTLV-1 関連疾患研究領域研究班合同発表会, 2021. 

51) ◎白石眞. パーキンソン病治療補助薬～CDS 実現とこれから～. パーキンソン病治療セミナー, 

2021. 

52) ◎長谷川泰弘. 脳卒中の遠隔医療(telestroke) Up to Date. 脳血管障害と遠隔診療, 2021. 

53) ◎櫻井謙三. 日常診療での病勢評価と治療選択. 多発性硬化症学術講演会, 2021. 

54) ◎櫻井謙三. 実臨床下において診察・治療に苦慮する Case について. Tysabri MS Circle, 2021. 

55) ◎眞木二葉. オピカポンの有用性について検証する. オンジェンティス Expert Seminar, 2021. 

56) ◎眞木二葉. コロナ禍におけるパーキンソン病治療 ～症状コントロールの重要性～. オンジェン

ティス®錠 web ライブセミナー, 2021. 

57) ◎櫻井謙三. NMOSD の治療戦略～患者視線から考える最善の治療とは～. IL-6 阻害薬 web カンフ
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ァレンス, 2021. 

58) ◎白石眞. LCIG 治療を成功に導く多職種連携 ～脳神経内科医の立場から～. LCIG Internet Live 

Seminar, 2021. 

59) ◎眞木二葉. コロナ禍におけるパーキンソン病治療 ～症状コントロールの重要性～. オンジェン

ティス®錠 web ライブセミナー, 2021. 

60) ◎深野崇之. 多量血栓による IC 閉塞に血栓回収術を行うも、術中アクセス困難にて治療続行不可

能となった症例. 東横オープンカンファレンス 2021, 2021. 

61) ◎眞木二葉. DLB の運動症状にトレリーフを如何に使いこなすか？. 横浜 DLB フォーラム, 2021. 

62) ◎白石眞, 山野嘉久, 三上恭平, 加茂力. パーキンソン病における姿勢異常の評価. 第 1 回 メトロ

ポリタン PD カンファレンス, 2021. 

63) ◎櫻井謙三. 近未来の脳卒中診療～非専門医が tPA 静注療法を行うために～. Advanced Imaging 

Seminar 2021, 2021. 

64) ◎秋山久尚. 頭痛の達人養成講座. アムジェン株式会社 R＆D 社内講演会, 2021. 

65) ◎眞木二葉. パーキンソン病の進行期治療 update. リモート神経疾患セミナー, 2021. 

66) ◎篠原健介 . wearing off 治療におけるオピカポンの positioning を考える . PARKINSON'S 

DISEASE SEMINAR, 2021. 
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内科学(血液・腫瘍内科) 

 

学術論文[和文] 

① 総説又は症例解説 

1) 新井文子. 慢性活動性 EB ウイルス感染症 病態、臨床像、治療. 日本検査血液学会雑誌, 2020;21(2)：

121-126. 

2) 新井文子. 慢性活動性 EB ウイルス感染症に対する新規治療. 内科, 2020;126(3):464-466. 

3) 新井文子. 慢性活動性 EB ウイルス感染症～本邦の診療実態からみた WHO2017～. 血液内科, 

2020;81(5):599-603. 

4) 井本清美, 佐野文明. 骨髄増殖性腫瘍 形態からのアプローチ  末梢血・骨髄塗沫標本における

PV と ET の形態学的特徴および血栓症について. 日本検査血液学会雑誌, 2021;22(1):89-99. 

② 症例報告 

1) 齊木祐輔, 富田直人, 上村 悠, 鈴木義則, 磯部泰司, 加藤雅之, 新井文子. 化学療法後に巨大結腸症

を来した急性骨髄単球性白血病. 神奈川医学会雑誌, 2020;47(2):172. 

③ その他 

1) 新井文子. 慢性活動性 EB ウイルス感染症の活動性を抑える新薬の開発は？JAK1/2 阻害薬ルキソチ

ニブの有効性、安全性を検証する医師主導治験が行われている（Q＆A). 日本医事新報, 2020;(5008)：

56-57. 

2) 富田直人. CNS lymphoma の生検, 私はこのように考えます. 臨床血液, 2020;61(6):585-586. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Arai A, Takase H, Yoshimori K, Mochizuki M, Miura O. Gene expression profiling of primary 

vitreoretinal lymphoma. Cancer Science, 2020;111(4):1417-1421. 

2) Nagasaka M, Yamagishi M, Yagishita N, Araya N, Kobayashi S, Makiyama J, Kubokawa M, 

Yamauchi J, Hasegawa D, Coler-Reilly ALG, Tsutsumi S, Uemura Y, Arai A, Takata A, Inoue E, 

Hasegawa Y, Watanabe T, Suzuki Y, Uchimaru K, Sato T, Yamano Y. Mortality and risk of 

progression to adult T-cell leukemia/lymphoma in HTLV-1-associated myelopathy/tropical spastic 

paraparesis. Proceedings of the National Academy of Sciences of the United States of America, 

2020;117(21):11685-11691. 

3) Yonese I, Sakashita C, Imadome KI, Kobayashi T, Yamamoto M, Sawada A, Ito Y, Fukuhara N, 

Hirose A, Takeda Y, Makita M, Endo T, Kimura S, Ishimura M, Miura O, Ohga S, Kimura K, 

Fujiwara S, Arai A. Nationwide survey of systemic chronic active EBV infection in Japan in 

accordance with the new WHO classification. Blood Advances, 2020;4(13):2918-3926. 

4) Takenaka K, Onishi Y, Mori T, Hirakawa T, Tada Y, Uchida N, Kobayashi T, Kanda Y, Ozawa Y, 

Ota S, Iida H, Fukushima K, Kimua T, Fukuda T, Atsuta Y, Matsuto K, Yamazaki H, Nakasone 

H. Negative impact of cytomegalovirus reactivation on survival in adult patients with aplastic 

anemia after an allogeneic hematopoietic stem cell transplantation: a report from  
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transplantation-related complication and adult aplastic anemia working groups of the japan 

society for hematopoietic cell transplantation. Biol Blood Marrow Transplant, 2020;doi:10.1016/：

j.bbmt.2020.10.0001. 

5) Matsuda S, Suzuki R, Takahashi T, Suehiro Y, Tomita N, Izutsu K, Fukuhara N, Imaizumi Y, 

Shimada K, Nakazato T, Yoshida I, Miyazaki K, Yamaguchi M, Suzumiya J. Dose-adjusted 

EPOCH with or without rituximab for aggressive lymphoma patients: real world data. 

International Journal of Hematology, 2020;112(6):807-816. 

② 総説又は症例解説 

1) Arai A. Chronic active epstein-barr virus infection : the elucidation of the pathophysioloy and the 

development of therapeutic methods. Microorganisms, 2021;9(1):180. 

③ 症例報告 

1) Ishida T, Takase H, Arai A, Ohno-Matsui K. Multimodal imaging of secondary vitreoretinal 

lymphoma with optic neuritis and retinal vasculitis. Am J Ophthalmol, 2020;doi:10.1016：/j.ajoc. 

2020.100696. 

2) Koda Eriko, Nishine Hiroki, Saiki Yusuke, Tsunoda Akihito, Usuba Ayano, Furuya Naoki, 

Mineshita Masamichi. A Case of Untreated Squamous Cell Lung Carcinoma May Contribute to 

the Occurrence of Hemophagocytic Syndrome. 

Internal Medicine, 2021;:doi: 10.2169/internalmedicine.5892-20. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) 甲田英里子, 西根広樹, 齊木祐輔, 鶴岡一, 大山バク, 松澤慎, 尾上林太郎, 薄場彩乃, 大谷真理子, 

森川慶, 古屋直樹, 木田博隆, 半田寛, 井上健男, 峯下昌道. 肺癌が原因と考えられた血球貪食症候

群の一例. 第 240 回日本呼吸器学会関東地方会, 2020. 

2) 西牧裕樹, 小杉成樹, 内田晶子, 佐野文明, 井上靖之, 新井文子. 再発した混合表現型急性白血病、B/ 

骨髄性、非特定型に対し blinatumomab の投与が奏功した 1 例. 第 662 回日本内科学会関東地方会, 

2020. 

3) 呉詩星, 吉森真由美, 立石萌, 大橋彩香, 清水則夫, 西尾美和子, 新井文子. 慢性活動性 EB ウイルス

感染症におけるウイルス由来 miRNA の標的の解明. 第 82 回日本血液学会学術集会, 2020. 

4) 立石萌, 吉森真由美, 大橋彩香, 呉詩星, 清水則夫, 西尾美和子, 新井文子. EBV陽性NK腫瘍細胞の

産生するサイトカインは単球の凝固活性を高め DIC を引き起こす. 第 82 回日本血液学会学術集会, 

2020. 

5) 吉森真由美, 立石萌, 大橋彩香, 呉詩星, 今留謙一, 清水則夫, 西尾美和子, 新井文子. EBV 陽性 NK

腫瘍細胞は単球からマクロファージへの分化を誘導し、HLH の原因となり得る. 第 82 回日本血液

学会学術集会, 2020. 

6) 山本正英, 佐藤真穂, 大西康, 松岡賢市, 鬼塚真仁, 渡邉健一郎, 菊田敦, 坂下千瑞子, 小林徹, 一戸

辰夫, 福田隆浩, 井上雅美, 熱田由子, 新井文子. 慢性活動性 EB ウイルス感染症に対する同種移植. 

第 82 回日本血液学会学術集会, 2020. 
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7) 新井文子. 慢性活動性Epstein-Barrウイルス感染症の克服を目指して. 第 82回日本血液学会学術集

会  女性医師シンポジウム, 2020. 

8) ◎櫛渕澪 , 家研也, 相原茉里, 奥瀬千晃, 平間千絵, 玉井勇人. 原因不明の浮腫で来院した MDS に

よる二次性血管漏出症候群も 1 例. 第 663 回日本内科学会関東地方会, 2020. 

9) 多田純平, 中園健一, 松崎貴志, 田中恒明, 井上泰之, 佐野文明. レナリドマイドによる皮疹、発熱に

対して脱感作療法導入により再投与が可能となった一例. 第 30 回日本医療薬学会年会, 2020. 

10) ◎堤健, 斎藤浩輝, 北野夕佳, 若竹春明, 桝井良裕, 細谷美鈴, 佐野文明, 平泰彦, 藤谷茂樹. 当院

に起こった国内最大級の COVID-19 院内感染事例の検討. 第 48 回日本救急医学会総会・学術総会, 

2020. 

11) 鈴木 黎, 平川経晃, 齊木祐輔, 内田晶子, 上村 悠, 鈴木義則, 加藤雅之, 富田直人, 森 鉄也, 新井

文子. 閉塞性黄疸で発症した AYA 世代の膵頭部原発びまん性大細胞型 B 細胞リンパ腫. 第 14 回日

本血液学会関東甲信越地方会, 2021. 

12) Inoue Y, Kosugi S, Sano F, Arai A. Improvement of high serum levels of biomarkers of endothelial 

injury (VCAM1) and inflammation (TNFR1) after allogeneic hematopoietic stem cell 

transplantation with sinusoidal obstruction syndrome using defibrotide. 第 82 回日本血液学会学

術集会, 2020. 

② 国際学会 

1) Yoshimori M, Tateishi M, Ohashi A, Wu S, Imadome K, Shimizu N, Nishio M, Arai A. Products of 

EBV-Positive Neoplastic NK-Cells Induce Differentiation into Macrophages and Procoagulant 

Activity of Monocytes, which Leads to HLH. 25th Annual Congress of EHA, 2020. 

2) Nagaishi T, Yamada D, Tsugawa N, Watabe T, Saito E, Fukuda M, Arai A, Ohtsuka K, Watanabe 

M. Mamoru Watanabe. A case of villous atrophy with CCR4+ T cell infiltration in the small 

intestine. 28th United European Gastroenterology Week UEGW 2020, 2020. 
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内科学(リウマチ・膠原病・アレルギー内科) 

 

著書 

1) 鈴木翔太郎, 荻野昇. 膠原病の薬 薬の上手な出し方＆やめ方 2020;:218-227. 

2) 山﨑和子. 小児リウマチ性疾患と画像診断 胸部 CT：肺 CT を中心に 小児リウマチ学 2020;:71-74. 

3) 秋岡親司, 西田豊, 佐藤智, 山崎和子, 山崎雄一, 竹崎俊一郎, 岸崇之, 小林法元, 大原亜沙美, 中瀬

古春菜, 橋本求. 若年性皮膚筋炎(JDM)・若年性突発性筋疾患(JIM) 成人診療科医のための小児リウ

マチ性疾患移行支援ガイド 2020;:105-121. 

4) 川畑仁人. 複合性局所疼痛症候群（反射性交感神経性ジストロフィー） 今日の治療指針 2021;:922-

923. 

5) 鈴木翔太郎. 画像検査 ケースでわかるリウマチ・膠原病診療ハンドブック 2021;:49-72. 

6) 鈴木翔太郎. 本当に歳のせい？ リウマチ性多発筋痛症・巨細胞性動脈炎 〜不明熱・不明炎症の王様

を一歩踏み込んで理解しよう リウマチ膠原病“らしさ”を捉える！ 2021;:27-39. 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 瀬上航平, 大岡正道, 山田浩史, 朝野隆之, 阿部宏志, 穐山雅代, 村弘子, 梶ヶ谷和子, 内川隆子, 橘

川薫, 小林泰之, 三村秀文, 安田宏, 峯下昌道, 大坪毅人. 放射線科読影レポート未確認に伴う

Diagnostic Error への対策. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 2020;48(3):61-66. 

② 総説又は症例解説 

1) 川畑仁人. 免疫チェックポイント阻害薬使用に伴う神経・筋有害事象. リウマチ科, 2020;63(4):438-

442. 

2) 川畑仁人. 担癌患者で自己免疫疾患を有する患者に対する免疫チェックポイント阻害薬の安全性と

有効性. リウマチ科, 2020;64(3):335-338. 

3) 川畑仁人. ANCA 関連血管炎. 脳神経内科, 2020;93(5):616-623. 

4) 川畑仁人. 血管炎に認められる中枢・末梢性神経障害の特徴：診断から治療まで. 炎症と免疫, 

2021;29(1):54-61. 
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Erythematosus Expert Meeting Via ZOOM, 2020. 

26) 清川智史. CTD-ILD における基礎疾患に応じた予後と治療についての考え方. 日本ベーリンガーリ

ンゲルハイム株式会社 社内研修会, 2020. 

27) 今村充. 膠原病に伴う間質性肺炎について. リウマチ Web セミナー, 2020. 

28) 川畑仁人. JAK 阻害薬(トファシチニブ)の安全性情報. 「JAK Frontier」WEB 講演会, 2020. 

29) 川畑仁人. 高齢 RA とエンブレル～疫学・特徴・病態からみえること～. エンブレル 15 周年記念講

演会, 2020. 

30) 櫻井恵一. 当院でのサリルマブの使用経験 2020. 社内勉強会, 2020. 

31) 川畑仁人. フィルゴチニブの安全性と有用性. ジセレカ適正使用講演会, 2020. 

32) 永渕裕子. 全身性エリテマトーデス. SLE 社内レクチャー, 2020. 

33) 川畑仁人. 関節リウマチにおけるトファシチニブの安全性情報アップデート . Pfizer Xeljanz 

Immunology Web forum～Rheumatoid arthritis & Ulcerative colitis～, 2020. 

34) 清川智史. 高齢関節リウマチの治療戦略. 田辺三菱製薬 講師招聘勉強会, 2020. 
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35) 清川智史. 実臨床の現実から考える薬剤選択～ゴリムマブが果たすべき役割とは～. リウマチ

WEB セミナー, 2020. 

36) 川畑仁人. 分子標的薬時代のの実地リウマチ診療. 第 18 回藤沢リウマチネットワーク学術講演会, 

2020. 

37) 清川仁人. 広がる関節リウマチ治療薬の使い分け. Tocilizumab Advanced Webinar, 2020. 

38) 川畑仁人. 患者背景に応じた関節リウマチ治療～コロナ禍における診療経験も含めて～. リウマチ

WEB セミナー, 2020. 

39) 清川智史. 日本人 RA における MTX の適性使用と RA-ILD について. アステラス関節リウマチ領

域症例検討会, 2020. 

40) 高桑由希子. 関節リウマチに対する BIO/JAK の有効性と安全性の比較. ヤンセンファーマ㈱社内

勉強会, 2020. 

41) 清川智史. 当院におけるベーチェット病の現状. 第 1 回ベーチェット病を考える会 in 神奈川, 

2020. 

42) 清川智史. 様々なシチュエーションでの薬剤選択について. Sarilmab And Rheumatology Internet 

SARI seminar, 2020. 

43) 櫻井恵一. 当院における Sarilumab の使用経験 2020. Sarilumab And Rheumatology Internet 

SARI seminar, 2020. 

44) 清川智史. 全身性エリテマトーデスと全身性強皮症における免疫抑制療法のあり方とその違い. 日

本新薬社内研修会, 2020. 

45) 清川智史. Ph1 における DMARDｓ（IGU 等）の使いどころ. Eisai Immunology Seminar, 2020. 

46) 櫻井恵一. 当院での生物学的製剤使用におけるシムジアの立ち位置 2020. UCB 社内勉強会, 2020. 

47) 高桑由希子. 関節リウマチに対する実臨床における BIO/JAK の使い分け. 社内勉強会, 2020. 

48) 川畑仁人. 膠原病における間質性肺疾患の治療戦略. オフェブ Web 講演会, 2020. 

49) 川畑仁人 . 免疫チェックポイント阻害薬の有害事象対策 . Cancer Immunology Internet 

Symposium, 2021. 

50) 川畑仁人. フィルゴチニブの安全性と有効性. ジセレカ適正使用講演会 in 東葛北, 2021. 

51) 清川智史. 高齢 RA の治療戦略～有効性と安全性の最適なバランスとは～. 首都圏 Web セミナー, 

2021. 

52) 櫻井恵一. 当院での生物学的製剤使用におけるゴリムマブ（シンポニー）の立ち位置 2020. ヤンセ

ンファーマ㈱社内勉強会, 2021. 

53) 川畑仁人. コロナ禍における関節リウマチ診療～経験と最新の研究から～. RA Total Management

を考える 2021, 2021. 

54) 川畑仁人. 関節リウマチ患者における骨粗鬆症治療について. Kanagawa RA Bone Health Age free 

Conference, 2021. 

55) 清川智史. 脊椎関節炎（SpA）の現状と展望. 第 1 回 Next Generation SpA Expert Network, 2021. 

56) 清川智史. 関節リウマチの最新治療～日本人の問題点から考える理想と現実～. 八王子薬剤師会学

術講演会, 2021. 

57) 清川智史. 日本人関節リウマチにおける MTS の適正使用とは？～個々の患者の状況に応じた使い
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方を考察する～. ヤンセンファーマ㈱社内勉強会, 2021. 

58) 川畑仁人. 関節リウマチ治療における安全管理. 第 5 回横浜リウマチの外科ネットワーク, 2021. 

59) 杉原毅彦. 現在の治療戦略の成果と課題. Treat to Thrive Workshop, 2021. 

60) 水島万智子. Ninja データからみた悪性腫瘍合併関節リウマチにおける臨床像と治療に関する検討. 

Sarilumab and Rheumatology Internet SARI seminar the 2nd, 2021. 

61) 川畑仁人. 成人内科医から診る移行期 JIA 治療について. 移行期 JIA 治療 Internet Live Seminar, 

2021. 

62) 川畑仁人. JAK阻害剤の新たな展望～フィルゴチニブへの期待～. ジセレカ適正使用講演会 in多摩, 

2021. 

63) 川﨑達也. 成人 Still 病に合併し、シクレソニド吸入で軽快した COVID-19 の一例. 第 83 回神奈川

県内科医学会集談会, 2021. 

64) 川畑仁人. RA-ILD に対する治療戦略～Covid-19 に関する話題も含め～ . リウマチ Online 

Seminar, 2021. 

65) 高桑由希子. 聖マリアンナ医科大学リウマチ・膠原病生涯治療センターでの取り組み. リウマチ・膠

原病診療連携 Web Symposium, 2021. 

66) 櫻井恵一. 知っておきたいCTD-PHの基礎～当院の現状も踏まえて～. 膠原病に伴う肺高血圧症を

考える Zoomweb セミナー, 2021. 

67) 川畑仁人. Ninja から紐解く RA 治療の残された課題ーリンヴォックへの期待ー. JAK Meeting in

鎌倉・逗子, 2021. 

68) 安藤貴泰. 自己免疫性 ILD の治療戦略を考える. CTD-ILD Conference, 2021. 

69) 清川智史. CTD-ILD におけるニンテダニブの needs について考える. CTD-ILD Conference, 2021. 

70) 川畑仁人 . コロナ禍における関節リウマチ診療～経験と最新の研究から～ . RA Sea Side 

Conference 2021, 2021. 

71) 安藤貴泰. IL-6 阻害薬の位置づけについて. Tama RA・膠原病 Online Conference, 2021. 

72) 櫻井恵一. ケブザラの使用経験から見えてきたこと. 首都圏 web セミナー, 2021. 

73) 清川智史. 高齢 RA の治療戦略～有効性と安全性の最適なバランスとは～. リウマチ New Era Web 

Conference, 2021. 

74) 川畑仁人 . RA における Sarilmab の可能性 . Kevzara Summit in Kanagawa 2021~3rd 

anniversary~, 2021. 

75) 櫻井恵一. 各施設における Sarilumab の使用経験. Kevzara Summit in Kanagawa 2021~3rd 

anniversary~, 2021. 

76) 杉原毅彦. 高齢関節リウマチの治療. 社内勉強会, 2021. 

77) 川畑仁人. 高齢 RA とエタネルセプト～疫学・特徴・病態からみえること～. 2021 Medical Staff 

Web Symposium, 2021. 

78) 鈴木翔太郎. 関節リウマチ関連間質性肺炎の加療中に急速な腎機能障害をきたした一例. 第 13 回

膠原病の腎障害研究会, 2021. 

79) 川畑仁人. フィルゴチニブの安全性と有効性. JAK 阻害剤を考える会 In KANAGAWA, 2021. 
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 著  書   6  

 論  文  原著 1 12 

   解説又は総説 7  

   症例報告  1 

   その他   

 学会発表  国内学会 24 1 

   国際学会  1 

   その他 79  

 

 

  



- 146 - 

神経精神科学 

 

著書 

1) 古茶大樹. 退行期メランコリー 講座精神疾患の臨床「気分症群」 2020;:137-143. 

2) 古茶大樹. 高齢発症のサイコーシス症候群 講座精神疾患の臨床「統合失調症」 2020;:215-221. 

3) 笠貫浩史. 小阪憲司先生の発見－信念と熱意が生んだセレンディピティ レビー小体型認知症 正し

い基礎知識とケア 2020;:28-29. 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 古茶大樹. クレプトマニアの責任能力について. 精神神経誌, 2020;122(11):822-831. 

2) 安藤久美子. 性犯罪者は治療できるのか―SPIRiTS を用いた挑戦. 週刊医学のあゆみ, 2021;276(9)：

879-811. 

② 総説又は症例解説 

1) 古茶大樹. DSM 分類の背景にある精神疾患論 セントルイス学派の思想. 精神医学, 2020;62:837-

846. 

2) 古茶大樹. セントルイス学派の思想と DSM 分類. 精神医学史研究, 2020;24:39-45. 

3) 古茶大樹. 精神医学における疾患とは何か Kurt Schneider に学ぶ臨床精神病理学. 精神神経誌, 

2020;122(9):683-690. 

4) 笠貫浩史. 「痴呆」と「認知症」について. 精神科治療学, 2020;35(9):1011-1016. 

5) 安藤久美子. 司法領域における児童精神科医の役割. 精神科治療学, 2020;35:103-107. 

6) 小野和哉. 【メチルフェニデート徐放剤-副作用と処方管理】海外における精神刺激薬の使用の現状 

諸外国における規制制度の多様性と使用の動向. 精神科, 2020;37(5):562-567. 

7) 三宅誕実. 臨床精神薬理学をどう指導するか. 精神科治療学, 2020;35(11):1213-1216. 

8) 古茶大樹. 実証主義的精神医学は精神医学教育にどのような影響を与えたのか. 精神科治療学, 

2020;35(11):1163-1167. 

9) 小野和哉. 成人期 ADHD の診断と治療】成人 ADHD の非薬物療法. 精神科, 2021;38(3):339-343. 

10) 笠貫浩史. 幻覚・妄想の症候学的鑑別診断. 脳神経内科, 2021;94(3):305-312. 

③ 症例報告 

1) 水村莉瑛, 笠貫浩史, 小口芳世, 袖長光知穂, 神山昌也, 田所正典, 木下英子, 古茶大樹. 長期経過で

多様な精神症状を示す psychiatric-onset prodromal DLB の 1 例. Dementia Japan, 2020;34(4):485. 

④ その他 

1) 古茶大樹. 精神療法のエッセンス. 精神療法, 2020;46:152-153. 

2) 木下直紀. 書評 工藤晋平著『支援のための臨床的アタッチメント論―「安心感のケア」に向けて. 臨

床心理学, 2020;20(4):516. 

3) 小口芳世, 瀬戸秀文. 措置通報および措置入院の実態に関する研究   

その 2  措置入院患者における他科との連携を要する医療の実態調査アンケートの作成. 厚生労働科

学研究費補助金 疾病・障害対策研究分野 障害者政策総合研究_地域精神保健医療福祉体制の機能強
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化を推進する政策研究（19-GC2-003）令和元年度_総括・分担研究報告書, 2020;:227-231. 

4) 中村 仁, 瀬戸秀文, 稲垣中, 岩永英之, 牛島一成, 太田順一郎, 大塚達以, 小口芳世, 奥野栄太, 木﨑

英介, 椎名明大, 島田達洋, 鈴木亮, 酢野貢, 田崎仁美, 朝倉為豪, 戸高聰, 冨田真幸, 中西清晃, 中

濱裕二, 平林直次, 松尾寛子, 宮崎大輔, 山田直哉, 横島孝至, 吉川輝, 吉住昭, 芳野昭, 渡辺純一. 

措置通報および措置入院の実態に関する研究 その 1(4)措置入院となった精神障害者の前向きコホ

ート研究 

退院時のケア会議実施状況と退院後のサービス利用状況. 厚生労働科学研究費補助金 疾病・障害対

策研究分野 障害者政策総合研究_地域精神保健医療福祉体制の機能強化を推進する政策研究（19-

GC2-003）令和元年度_総括・分担研究報告書, 2020;:217-226. 

5) 大塚達以, 瀬戸秀文, 稲垣中, 岩永英之, 牛島一成, 太田順一郎, 小口芳世, 奥野栄太, 木﨑英介, 椎

名明大, 島田達洋, 鈴木亮, 酢野貢, 田崎仁美, 朝倉為豪, 戸高聰, 冨田真幸, 中西清晃, 中濱裕二, 

中村 仁, 平林直次, 松尾寛子, 宮崎大輔, 山田直哉, 横島孝至, 吉川輝, 吉住昭, 芳野昭, 渡辺純一. 

措置通報および措置入院の実態に関する研究 その 1(3)措置入院となった精神障害者の前向きコホ

ート研究 

複数回措置入院歴のある精神障害者の現状把握に関する検討. 厚生労働科学研究費補助金 疾病・障

害対策研究分野 障害者政策総合研究_地域精神保健医療福祉体制の機能強化を推進する政策研究

（19-GC2-003）令和元年度_総括・分担研究報告書, 2020;:201-215. 

6) 稲垣中, 瀬戸秀文, 岩永英之, 牛島一成, 太田順一郎, 大塚達以, 小口芳世, 奥野栄太, 木﨑英介, 椎

名明大, 島田達洋, 鈴木亮, 酢野貢, 田崎仁美, 朝倉為豪, 戸高聰, 冨田真幸, 中西清晃, 中濱裕二, 

中村 仁, 平林直次, 松尾寛子, 宮崎大輔, 山田直哉, 横島孝至, 吉川輝, 吉住昭, 芳野昭, 渡辺純一. 

措置通報および措置入院の実態に関する研究 その 1(2)措置入院となった精神障害者の前向きコホ

ート研究 

《2》措置入院中の精神障害者の社会機能の改善度. 厚生労働科学研究費補助金 疾病・障害対策研究

分野 障害者政策総合研究_地域精神保健医療福祉体制の機能強化を推進する政策研究（19-GC2-003）

令和元年度_総括・分担研究報告書, 2020;:187-199. 

7) 稲垣中,瀬戸秀文, 岩永英之, 牛島一成, 太田順一郎, 大塚達以, 小口芳世, 奥野栄太, 木﨑英介, 椎名

明大, 島田達洋, 鈴木亮, 酢野貢, 田崎仁美, 朝倉為豪, 戸高聰, 冨田真幸, 中西清晃, 中濱裕二, 中

村 仁, 平林直次, 松尾寛子, 宮崎大輔, 山田直哉, 横島孝至, 吉川輝, 吉住昭, 芳野昭, 渡辺純一. 措

置通報および措置入院の実態に関する研究 その 1(2)措置入院となった精神障害者の前向きコホー

ト研究 

《1》措置入院患者の入院時社会機能に関する検討. 厚生労働科学研究費補助金 疾病・障害対策研究

分野 障害者政策総合研究_地域精神保健医療福祉体制の機能強化を推進する政策研究（19-GC2-003）

令和元年度_総括・分担研究報告書, 2020;:175-186. 

8) 瀬戸秀文, 稲垣中, 岩永英之, 牛島一成, 太田順一郎, 大塚達以, 小口芳世, 奥野栄太, 木﨑英介, 椎

名明大, 島田達洋, 鈴木亮, 酢野貢, 田崎仁美, 朝倉為豪, 戸高聰,  冨田真幸, 中西清晃, 中濱裕二, 

中村 仁, 平林直次, 松尾寛子, 宮崎大輔, 山田直哉, 横島孝至, 吉川輝, 吉住昭, 芳野昭, 渡辺純一. 

措置通報および措置入院の実態に関する研究 その 1措置入院となった精神障害者の前向きコホート

研究 （1）2019 年 11 月 11 日における患者登録の状況. 厚生労働科学研究費補助金 疾病・障害対策
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研究分野 障害者政策総合研究_地域精神保健医療福祉体制の機能強化を推進する政策研究（19-GC2-

003）令和元年度_総括・分担研究報告書, 2020;:161-173. 

9) 竹島正, 小池純子, 河野稔明, 柴崎聡子, 大塚俊弘, 熊倉陽介, 津田多佳子, 反町裕, 鈴木辰義, 金谷

有基, 小野和也, 袖長光知穂, 小口芳世, 古茶大樹. 川崎市における精神保健福祉法第 23条通報への

対応状況の系統的分析. 日本社会精神医学雑誌, 2021;30(1):35-44. 
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を推進する政策研究班班会議, 2021. 

62) ◎安藤久美子. 知的障害・発達障害者の性問題行動の理解と対応, 子どもの性被害の理解等につい

て. 横浜少年鑑別所(講演）, 2021. 

63) ◎安藤久美子. 精神鑑定への誘い. MDD Experts Web Seminar, 福井大学(講演), 2021. 

64) ◎小口芳世. 地域における統合失調症患者を考える. Meiji Seika ファルマ Web カンファレンス：

（株）Meiji Seika ファルマ, 2021. 

65) ◎安藤久美子. 責任能力検討演習・講評. 第 152 回検事一般研修, 2021. 
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66) ◎安藤久美子. 入院又は通院処遇申立事件. 医療観察法カンファレンス, 東京地方裁判所刑事第 18

部, 2021. 

67) ◎安藤久美子. 女性のメンタルヘルス～トリンテックスへの期待～. Web 講演会, 新百合ヶ丘総合

病院, 2021. 

68) ◎安藤久美子. 入院又は通院処遇申立事件. 医療観察法カンファレンス, 東京地方裁判所立川支部

刑事第 1 部, 2021. 

69) ◎小口芳世. 統合失調症における LAI に対する処方医の Attitude について. Janssen Web セミナ

ー -新しい統合失調症治療 Normalization を目指して-：（株）ヤンセンファーマ, 2021. 

70) ◎小口芳世. 不安症状を伴ううつ病の薬物療法. Well-Being を目指して：（株）大日本住友製薬 ヴ

ィアトリス製薬, 2021. 

71) ◎安藤久美子. 入院継続確認申立事件. 医療観察法カンファレンス, 東京地方裁判所刑事第 15 部, 

2021. 

72) ◎小口芳世. 措置通報および措置入院の実態に関する研究. 地域精神保健医療福祉体制の機能強化

を推進する政策研究班班会議, 2021. 

73) ◎安藤久美子. コロナ禍の学生支援について. Web 講演会, 上智大学, 2021. 

74) ◎小口芳世. コロナ禍におけるうつ病診療〜トリンテリックス錠 R への期待～ うつ病治療 Up to 

Date in Kawasaki：（株）武田薬品工業, 2021. 

75) ◎安藤久美子. 入院継続確認申立事件. 医療観察法カンファレンス, 東京地方裁判所立川支部刑事

第 1 部, 2021. 

76) ◎安藤久美子. 傷害事件. カンファレンス, 東京地方検察庁, 2021. 

77) ◎笠貫浩史. レビー小体型認知症と精神病理学. 慶應大学精神病理学研究室 精神病理研究会, 

2021. 
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小児科学(小児科・新生児) 

 

著書 

1) 勝田友博. 第 1 部【総論】4．ワクチンの安全性 子どもの予防接種 2020;(1):19-24. 

2) 清水直樹, 中野貴司, 岡田賢司. 第 2 部【各論】5.ジフテリア 子どもの予防接種 2020;(1):63-67. 

3) 吉村博. 「児童生徒等のからだの危機管理」 学校で取り組む「危機管理」 2020;:190-192. 

4) 品川文乃. 第 2 部臓器別感染症 9.皮膚軟部組織感染症（1.表皮感染症 2.真皮感染症） 小児感染免

疫学 2020;:325-328. 

5) 新谷亮. 第 2 部臓器別感染症 9.皮膚軟部組織感染症（3.皮下組織感染症（蜂窩織炎）） 小児感染免

疫学 2020;:329-330. 

6) 宮地悠輔. 第2部臓器別感染症 9．皮膚軟部組織感染症（4．化膿性筋炎） 小児感染免疫学 2020;:331-

333. 

7) 中村幸嗣. 第 2 部臓器別感染症 9.皮膚軟部組織感染症（5.壊死性筋膜炎） 小児感染免疫学 

2020;:334-338. 

8) 勝田友博. 第 2 部臓器別感染症 12.主な全身性ウィルス感染症（1.麻疹 2.風疹 3.水痘 4.流行性

耳下腺炎（ムンプス）） 小児感染免疫学 2020;:384-405. 

9) 中村幸嗣. 重症感染症におけるマネージメント⑤皮膚軟部組織感染症 小児救命救急・ICU ピックア

ップ(4) 感染症 2020;:77-82. 

10) 勝田友博. ワクチンギャップは解消された？ 小児科診療 2020;:1-10. 

11) 麻生健太郎. 【小児疾患診療のための病態生理 1 改訂第 6 版】循環器疾患 大動脈弁閉鎖不全症 

小児内科 2020;52 巻増刊(改訂第 6 版):258-263. 

12) 勝田友博. 重症感染症におけるマネージメント ②髄膜炎 小児救命救急・ICU ピックアップ 4 感

染症 2020;:55-62. 

13) 勝田友博. 【その症状はかぜ？】子どもの下痢・嘔吐 小児看護 1 月号 2020;:10-25. 

14) 宮本雄策. 経験すべき診察・検査など 身体診察 小児 総合診療専門研修 2020;(初版):163-164. 

15) 宮本雄策. 考慮すべき社会情勢制度 乳幼児健診 総合診療専門研修 2020;(初版):252-253. 

16) 吉村博. 小児科レジデントマニュアル第 4 版 Side Memo 関節痛の鑑別 2021;:271-272. 

17) 吉村博. 小児科レジデントマニュアル第 4 版 Ⅰ小児救急 10.脱水 2021;:60-65. 

18) 吉村博. 小児科レジデントマニュアル第 4 版 Ⅱ小児疾患 14.腎不全 2021;:193-199. 

19) 吉村博.  小児科レジデントマニュアル第 4 版 Ⅱ小児疾患 16.ネフローゼ症候群 2021;:207-211. 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 本吉愛, 右田王介, 沼田早苗, 阿部友嘉, 津川浩一郎. 乳腺外科外来における遺伝性のがんに関する

問診表を用いた HBOC リスクスコア化. 遺伝性腫瘍, 2020;20(1):36-40. 

2) 置塩英美, 右田王介, 北東功, 清水直樹. 無症候のダウン症児における肝逸脱酵素値に関する検討. 

聖マリアンナ医科大学雑誌, 2020;48(3):83-88. 

3) 小林久志, 吉村博, 喜瀬智郎, 譜久山滋, 上原正嗣, 村田俊輔, 生駒雅昭, 清水直樹. 小児重症ループ
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ス腎炎の腎機能長期予後とその関連因子 —10 年間にわたる後ろ向きコホート研究—. 聖マリアンナ

医科大学雑誌, 2020;48(3):67-82. 

4) 小町詩織, 伊東祐順, 山下敦己, 長江千愛, 北東功, 瀧正志. 日本産婦人科 ・ 新生児血液学会新生児 

D I C 診断 ・ 治療指針の診断的有用性の評価 — これまでの診断基準との比較を中心として−. 日

本産婦人科・新生児血液学会誌, 2020;30(1):70-80. 

② 総説又は症例解説 

1) 長江千愛. 【症候・疾患からみる小児の検査】症候からみる臨床検査の進めかた 出血傾向・血栓傾

向. 小児科診療, 2020;83(増刊):127-136. 

2) 長江千愛. 新生児 新生児管理の留意点 NICU での管理：血液・凝固系. 周産期医学, 2020;50(11)：

1880-1885. 

3) 長江千愛. 【周産期の薬】新生児編 疾患に対する薬剤の選び方・使い方・注意点 血液疾患・免疫

疾患 播種性血管内凝固症候群（DIC)・血栓症. 周産期医学, 2020;50(増刊):629-634. 

4) 近藤春裕, 右田王介, 鈴木直. 遺伝性乳がん卵巣がん症候群 (HBOC). 産科と婦人科, 2021;88(1):81-

88. 

5) 右田王介. 遺伝子機能制御を担うエピゲノムの解析による疾患発現機序の理解. 日本医師会雑誌, 

2021;149(11):1947-1951. 

③ 症例報告 

1) 遠田七彩, 植原健二, 木城智, 皆川直毅, 大沼弘幸, 長江千愛, 仁木久照. 定期補充療法で止血コント

ロール下にある血友病 A 患者に前十字靭帯再建術を施行した 1 例. 関東整形災害外科学会雑誌, 

2020;51(3):193-196. 

2) 山本寿子, 宮本雄策, 竹田加奈子, 清水直樹. トレーディングカードゲームにより発作が誘発された

反射てんかん. 日本小児科学会雑誌, 2020;124(7):1097-1100. 

3) 鈴木真波, 砂田美希, 森剛史, 小町詩織, 置塩英美, 北東功. 当施設で経験した単純ヘルペスウイル

ス感染症からの血球貪食性リンパ組織球症と診断した 2 症例 . 聖マリアンナ医科大学雑誌 , 

2020;30(1):21-22. 

④ その他 

1) 正高祐志, 太組一朗, 山本仁. 大麻抽出製剤と抗てんかん作用. Epilepsy, 2020;14(1):11-16. 

2) 森鉄也. 【少数データと量的研究-当事者の声を聞き、研究の活性化をめざす-】国際共同研究による

小児の未分化大細胞型リンパ腫に対する標準治療の整備. 保健の科学, 2020;62(8):535-540. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Inoue Yoko, Sato Sakura, Takahashi Kyohei, Yanagida Noriyuki, Yamamoto Hitoshi, Shimizu 

Naoki, Ebisawa Motohiro. Component-resolved diagnostics can be useful for identifying hazelnut 

allergy in Japanese children. Allergoligy International, 2020;69(2):239-245. 

2) Koga Yuki, Sekimizu Masahiro, Iguchi Akihiro, Kada Akiko, Saito M Akiko, Asada Ryuta, Mori 

Tetsuya, Horibe Keizo. Phase I study of brentuximab vedotin (SGN-35) in Japanese children with 

relapsed or refractory CD30-positive Hodgkin's lymphoma or systemic anaplastic large cell 
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lymphoma. International Journal of Hematology, 2020;111(5):711-718. 

3) Yamashita Atsuki, Zhang Yuqi, Sanner F Michel, Griffin H John, Mosnier O Laurent. C-terminal 

residues of activated protein C light chain contribute to its anticoagulant and cytoprotective 

activities. Journal of thrombosis and hemostasis, 2020;18(5):1027-1038. 

4) Carcao Manuel, Kearney Susan, Lu Meng Yao, Taki Masashi, Rubens Daniel, Shen Chundou, 

Santagostino Elena. Long-term safety and efficacy of Nonacog Beta Pegol (N9-GP) administered 

for at least 5 years in previously treated children with hemophilia B. Thrombosis and 

Haemostasis, 2020;120(5):737-746. 

5) Imaizumi Taichi, Yamamoto-Shimojima Keiko, Yanagishita Tomoe, Ondo Yumiko, Nishi Eriko, 

Okamoto Nobuhiko, Yamamoto Toshiyuki. Complex chromosomal rearrangements of human 

chromosome 21 in a patient manifesting clinical features partially overlapped with that of Down 

syndrome. Human Genetics, 2020;139:1555-1563. 

6) Yamamoto Hisako, Miyamoto Yusaku, Yamamoto Hitoshi. Treatment of EEG Abnormalities in 

Benign Childhood Epilepsy with Centrotemporal Spikes. Journal of St.Marianna University, 

2020;11(1):1-7. 

7) WHO Working Group on the Clinical Characterisation and Management of COVID-19 infection. 

A minimal common outcome measure set for COVID-19 clinical research. Lancet Infectious 

Diseases, 2020;20(8): E192-E197. 

8) Hiroyuki Kidokoro, Hiroyuki Yamamoto, Tetsuo Kubota, Mitsuo Motobayashi, Yusaku Miyamoto, 

Tomohiko Nakata, Kyoko Takano, Naoko Shiba, Yu Okai, Masaharu Tanaka, Yoko Sakaguchi, 

Yuki Maki, Masahiro Kawaguchi, Takeshi Suzuki, Kazuhiro Muramatsu, Jun Natsume. High-

amplitude fast activity in EEG: An early diagnostic marker in children with beta-propeller 

protein-associated neurodegeneration (BPAN). Clinical Neurophysiology, 2020;131(9):2100-2104. 

9) Yanagishita Tomoe, Imaizumi Taichi, Yamamoto-Shimojima Keiko, Yano Tamami, Okamoto 

Nobuhiko, Nagata Satoru, Yamamoto Toshiyuki. Breakpoint junction analysis for complex 

genomic rearrangements with the caldera volcano-like pattern. Human Mutation, 2020;41(12)：

2119-2127. 

10) Imaizumi Taichi, Yamamoto-Shimojima Keiko, Yanagishita Tomoe, Ondo Yumiko, Yamamoto 

Toshiyuki. Analyses of breakpoint junctions of complex genomic rearrangements comprising 

multiple consecutive microdeletions by nanopore sequencing. Journal Human Genetics, 2020;65 

(9):735-741. 

11) Mizuno Masanori, Masumori Chikako, Sakurai Kenzo, Nakano Marie, Aso Kentaro. Anti-Ro/SSA 

antibody-related atrioventricular block-induced torsade de pointe. Pediatrics International, 2020; 

62(9):1101-1103. 

12) Izumita Yukie, Nishigaki Satsuki, Satoh Mari, Takubo Noriyuki, Nnmakura Chikahiko, 

Takahashi Ikuo, Soneda shun, Abe Yoshifusa, Kamasaki Hotaka, Ohtsu Yoshiaki, Igaraki Junko, 

Hasegawa Yukihiro, Nagasaki Keisuke. Retrospective study of the renal function using estimated 

glomerular filtration rate and congenital anomalies of the kidney-urinary tract in pediatric 
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Turner syndrome. Congenital Anomalies, 2020;60(6):175-179. 

13) Shima Midori, Nagao Azusa, Taki Masashi, Matsushita Tadashi, Oshida Koichi, Amano 

Kagehiro, Nogami Sayaka, Okada Norihiro, Maisawa Shingo, Nogami Kenji. Long-term safety 

and efficacy of emicizumab for up to 5.8 years and patients' perceptions of symptoms and daily 

life: A phase 1/2 study in patients with severe haemophilia A. Haemophilia, 2020;:doi: 10.1111-

/hae.14205. 

14) Mochizuki Mie, Ito Yoshiya, Yokomichi Hiroshi, Kikuchi Toru, Soneda Shun, Musha Ikuma, 

Anzou Makoto, Kobayashi Koji, Matsuo Kumihiko, Sugihara Shigetaka, Sasaki Nozomu, 

Matsuura Nobuo, Amemiya Shin, On behalf of The Japanese Study Group of Inshulin Therapy 

for Childhood and Adolescent Diabetes (JSGIT). Increasing secular trends in height and obesity 

in children with type 1 diabetes: JSGIT cohort. PLOS ONE, 2020;15(11): e0242259. 

15) Fukano Reiji, Mori Tetsuya, Sekimizu Masahiro, Ilseung Choi, Kada Akiko, Saito M Akiko, 

Asada Ryuta, Takeuchi Kengo, Terauchi Takashi, Tateishi Ukihide, Horibe Keizo, Nagai 

Hirokazu. Alectinib for relapsed or refractory anaplastic lymphoma kinase-positive anaplastic 

large cell lymphoma: An open-label phase II trial. Cancer Science, 2020;111(12 月):4540-4547. 

16) Pressler Ronit, Triki Cilio, Mizrahi Eli, Yamamoto Hitoshi, Yozawitz Elissa, Wilmshurt J, de 

Vries L, Nunes M, Zuberi S, Kp V. The ILAE Classification of Seizures & the Epilepsies: 

Modification for Seizures in the Neonate. Position paper by the ILAE Task Force on Neonatal 

Seizures. Epilepsia, 2020;:1-39. 

17) Ran D. Goldman, MD, FRCPC1, Sophie McGregor, BASc1, Shashidhar R. Marneni, MD, FAAP2, 

Tomohiro Katsuta, MD, PhD3, Mark A. Griffiths, MD, FAAP, FACEP4, Jeanine E. Hall, MD5, 

Michelle Seiler, MD6, Eileen J. Klein, MD, MPH7, Cristina Parra Cotanda, MD8, Renana 

Gelernter, MD9, Julia Hoeffe, MD10, Adrienne L. Davis, MD, MSc, FRCPC11, Gianluca Gualco, 

MD12, Ahmed Mater, MD, FRCPC, FAAP13, Sergio Manzano, MD14, Graham C. Thompson, MD, 

FRCPC15, Sara Ahmed, MD16, Samina Ali, MDCM, FRCPC17, Julie C. Brown, MDCM7, and 

for the International COVID-19 Parental Attitude Study (COVIPAS) Group. Willingness to 

Vaccinate Children against Influenza after the Coronavirus Disease 2019 Pandemic. The Journal 

of Pediatrics, 2021;228:87-93. 

18) Uehara Tomoko, Morino Saeko, Oishi Kazunori, Nakamura Yukitsugu, Togashi Noriko, 

Imaizumi Masue, Nishimura Shiho, Okada Satoshi, Yara Asao, Fukushima Hiroko, Imagawa 

Kazuo, Takada Hidetoshi. Pneumococcal Serotype-specific Opsonophagocytic Activity in 

Interleukin-1 Receptor-associated Kinase 4-deficient Patients. The Pediatric Infectious Disease 

Journal, 2021;DOI: 10.1097/: INF.-0000000000003060. 

19) Korematsu S, Miyamoto Y, Muramatsu K, Yamanaka G, Hoshide M, Miyata R, Ito S, Shimokawa 

S, Mimaki M, Yamanouchi H. A fact-finding survey of the recommendation on sedation during 

physiological examinations such as electroencephalogram in Japan. Brain & Development, 

2021;43(2):208-213. 
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② 総説又は症例解説 

1) Katsuta Tomohiro, Charlotte A. Moser, Kristen A. Feemster, Saitoh Akihiko, Paul A. Offit. 

Comparison of immunization systems in Japan and the United States – What can be learned?. 

Vaccine, 2020;:doi:10.1016-/j.vaccine.2020.09.028. 

2) Saitoh Aya, Saitoh Akihiko, Katsuta Tomohiro, Mine Mahito, Kamiya Hajime, Miyairi Isao, 

Ishiwada Naruhiko, Oshiro Makoto, Kira Ryutaro, Shimizu Naoki, Suga Shigeru, Tsugawa 

Takeshi, Fujioka Masashi, Miyazaki Chiaki, Morioka Ichiro, Korematsu Seigo,Azuma Hiroshi, 

Moriuchi Hiroyuki, Okabe Nobuhiko, Hosoya Mitsuaki, Tsutsumi Hiroyuki, Okada Kenji. Effect 

of a vaccine information statement (VIS) on immunization status and parental knowledge, 

attitudes, and beliefs regarding infant immunization in Japan. Vaccine, 2020;38(50):8049-8054. 

③ 症例報告 

1) Yamamoto-Shimojima Keiko, Ono Hiroaki, Imaizumi Taichi, Yamamoto Toshiyuki. Novel LAMA2 

variants identified in a patient with white matter abnormalities. Human Genome Variation, 

2020;26:7-16. 

2) Keino Dai, Sudo Akina, Mizuno Masanori, Sasaki Keigo, Kinoshita Akitoshi, Mori Tetsuya. 

Diffuse Large B-Cell Lymphoma of the Trachea in a Child With Symptoms of Bronchial Asthma. 

Journal of pediatric hematology/oncology : official journal of the American Society of Pediatric 

Hematology/Oncology, 2020;43(2): e187-e190. 

3) Masataka Yuji, Takaumi Ichiro, Yamamoto Hitoshi. Report of a 6 months old Asian infant with 

early infantile epileptic encephalopathy whose seizures were eliminated by cannabidiol. Epilepsy 

and Behavior Reports, 2020;10:10-16. 

4) Ichiro Takeuchi, Toshinao Kawai, Meika Nambu, Ohsuke Migita, Satoshi Yoshimura, Kenichi 

Nishimura, Takako Yoshioka, Masao Ogura, Reiko Kyodo, Hirotaka Shimizu, Shuichi Ito, 

Motohiro Kato, Masafumi Onodera, Kenichiro Hata, Yoichi Matsubara, Katsuhiro Arai. X-linked 

inhibitor of apoptosis protein deficiency complicated with Crohn's disease-like enterocolitis and 

Takayasu arteritis: A case report. Clinical immunology, 2020;217:108495-108495. 

5) Kim Yuhwa, Sudo Akina, Ooyama Ryo, Keino Dai, Tomizawa Daisuke, Kato Motohiro, Osumi 

Tomoo, Mori Tetsuya. Isolated Central Nervous System Progression During Systemic Treatment 

With Brentuximab Vedotin Monotherapy in a Pediatric Patient With Recurrent ALK-negative 

Anaplastic Large Cell Lymphoma. Journal of pediatric hematology/oncology : official journal of 

the American Society of Pediatric Hematology/Oncology, 2020;43(6): e864-e866. 

6) Tomoe Yanagishita, Kaoru Eto, Keiko Yamamoto-Shimojima, Taichi Imaizumi, Satoru Nagata, 

Toshiyuki Yamamoto. A Novel PAFAH1B1 Splicing Variant Identified in a Patient with Classical 

Lissencephaly. Tokyo Women's Medical University Journal, 2020;(4):85-89. 

7) Fujita Takako, Ihara Yukiko, Hayashi Hitomi, Ishii Atsushi, Ideguchi Hiroshi, Inoue Takahito, 

Imaizumi Taichi, Yamamoto Toshiyuki, Hirose Sinichi. Coffin-Siris syndrome with bilateral 

macular dysplasia caused by a novel exonic deletion in ARID1B. 

Congenital Anomalies, 2020;60(6):189-193. 
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8) Kei Wakabayashi, Hitoshi Osaka, Karin Kojima Taichi Imaizumi, Toshiyuki Yamamoto, Takanori 

Yamagata. MCT8 deficiency in a patient with a novel frameshift variant in the SLC16A2 gene. 
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ビナー, 2020. 

15) ◎宮本雄策. 小児期発症てんかん患者の移行期医療 小児科の立場から. 神奈川小児てんかん

education seminar, 2020. 

16) ◎宮本雄策. 脊髄性筋萎縮症Ⅰ型の乳幼児 3 例に対する Onasemnogene Abeparvovec の使用経験. 

Novartis Web symposium, 2020. 

17) ◎長江千愛. 使用経験から考えるヘムライブラの治療選択の可能性. ヘムライブラ適正使用セミナ

ーin 京都, 2020. 

18) ◎長江千愛. 血友病性関節症の早期発見の重要性. CHUGAI Web 講演会, 2021. 

19) ◎山下敦己. ITI 施行中の患者さん. Smile-On ヘムライブラセミナー, 2021. 

20) ◎山本仁. 新生児期から乳幼児期に遭遇する薬剤抵抗性てんかんについて. 神奈川てんかん治療ネ

ットワーク, 2021. 

21) ◎長江千愛. 将来の関節症を見据えた治療戦略. Eloctate Webinar, 2021. 

22) ◎瀧正志. Opening remarks;スポーツと血友病. Kanagawa Hemophilia Meeting 2021 Feb, 2021. 

23) ◎長江千愛. 血友病診療における最新の知見. 神奈川小児血液疾患 Web セミナー, 2021. 

24) ◎小澤南, 右田王介, 瓜生英尚, 上條千賀子, 鈴木由妃, 杉下陽堂, 本吉愛, 清水直樹, 津川浩一郎. 

機械学習モデルの応用によるファブリー病スクリーニングの検討. 聖マリアンナ医科大学第 79 回 

医学会学術集会, 2021. 
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ゃん成育のネットワーク研修フォーラム, 2021. 
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外科学（消化器・一般外科） 

 

著書 

1) 國場幸均, 大島隆一, 根岸宏行. カメラポートの挿入法 04 redo surgery: 消化管（第 1 ポートの挿

入） 内視鏡外科手術 役立つテクニック 100 2020;1(1):182-184. 

2) 朝野 隆之, 瀬上 航平, 大坪 毅人. シンシデント予防（インシデントレポート） 医療安全に対する

研修医の意識改革について 医療安全 BOOKS9 医療安全研修テーマ・実施症例集－研修が活性化す

る計画から実施のコツまで 2020;1(1):105-109. 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 佐藤渉, 國崎主税, 高橋正純, 大島貴, 比企直樹, 大坪毅人, 小澤壯治, 遠藤格. 神奈川県下の高齢者

胃癌症例に対する腹腔鏡下胃切除の現状. 日本内視鏡外科学会雑誌, 2020;25:254-262. 

2) 小林慎二郎, 梅澤早織, 大坪毅人. 特集：肝胆疾患における栄養サポート 膵頭十二指腸切除術後の

急性期栄養管理. 胆と膵, 2020;41(7):639-643. 

3) 瀬上航平, 大岡正道, 山田浩史, 朝野隆之, 阿部宏志, 穐山雅代, 村弘子, 梶ヶ谷和子, 内川隆子, 橘

川薫, 小林泰之, 三村秀文, 安田宏, 峯下昌道, 大坪毅人. 放射線科読影レポート未確認に伴う

Diagnostic Error への対策. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 2020;48(3):61-66. 

4) 榎本武治, 民上真也, 増田哲之, 勝又健太, 亀井奈津子, 嶋田仁, 大坪毅人, 清川博史, 佐藤義典, 松

尾康正. 5.胃粘膜下腫瘍に対する腹腔鏡・内視鏡合同手術(LECS)の実際. 川崎市医師会医学会誌, 

2020;37:14-15. 

5) 佐々木貴浩, 古畑智久, 臼井創大, 小野龍宣, 野田顕義, 中嶋孝司, 宮島伸宜, 大森慎太郎, 太田明雄,

大坪毅人. Metabolic surgery の立ち上げと現状. 川崎市医師会医学会誌, 2020;37:1-4. 

② 総説又は症例解説 

1) 小澤俊一郎, 松本伸行, 久恒靖人, 國場幸均. 【消化管症候群(第 3 版)-その他の消化管疾患を含めて

-】空腸、回腸、盲腸、結腸、直腸(上) 吸収不良・蛋白漏出 盲管症候群. 日本臨床, 2020;別冊消化

管症候群Ⅲ:287-289. 

2) 小泉哲, 大坪毅人. 【コラム】腹部外傷時の超音波(FAST を中心に). 臨床消化器内科, 2020;35(9):273-

275. 

③ 症例報告 

1) 加藤宗次郎, 宮澤知行, 酒井寛貴, 木村祐之, 丸島秀樹, 小島宏司, 佐治久, 土居正知, 小池淳樹, 高

木正之. 同時性多発肺腺癌における PD-L1 発現の検討. 肺癌, 2020;60(2):135-136. 

2) 勝又健太, 榎本武治, 大坪毅人, 樋渡正樹, 塚本芳嗣, 亀井奈津子, 嶋田仁, 小林慎二郎, 芦川和広, 

民上真也. ステアリン酸カルシウムを主構成成分とする胃石により胃癌術後輸入脚閉塞症を来した

1 例. 日本消化器外科学会雑誌, 2020;53(6):481-486. 

3) 高城伸平, 牧角良二, 福岡麻子, 朝野隆之, 芦川和広, 大坪毅人. 3 年の経過を経て診断・治療された

魚骨による小腸穿孔の 1 例. 日本臨床外科学会雑誌, 2020;81(8):1533-1537. 

4) 佐々木貴浩, 古畑智久, 臼井創大, 小野龍宣, 野田顕義, 宮島伸宜, 大坪毅人. 急性膵炎を合併した上
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腸間膜動脈症候群の 1 例. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 2020;48(2):49-53. 

5) 天野優希, 民上真也, 樋渡正樹, 梅澤早織, 勝又健太, 亀井奈津子, 嶋田仁, 榎本武治, 大坪毅人. 

Upside down stomach を伴ったⅣ型食道裂孔ヘルニアに対して、腹腔鏡下修復術を施行した 1 例. 

聖マリアンナ医科大学雑誌, 2020;48(3):139-148. 

6) 小野龍宣, 古畑智久, 臼井創大, 野田顕義, 佐々木貴浩, 小泉宏隆, 宮島伸宜, 大坪毅人. 直腸癌に併

発し転移性肝癌との鑑別が困難であった肝硬化性血管腫の 1 例. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 

2020;48(3):117-122. 

7) 天野優希, 小林慎二郎, 井田圭亮, 土橋篤仁, 小泉哲, 前田一郎, 藤野節, 遠藤陽, 高木正之, 森田亮,

路川陽介, 中原一有, 大坪毅人. 十二指腸乳頭部原発 Mixed neuroendocrone non-neuroendocrine 

neoplasm(MiNEN)の 1 例. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 2020;48(3):109-116. 

8) 樋渡正樹, 小泉哲, 小倉佑太, 土橋篤仁, 片山真史, 小林慎二郎, 長宗我部基弘, 小池淳樹, 大坪毅人. 

SVR 後 10 年で発見された肝細胞癌の 1 切除. Liver Cancer, 2021;26(1):7-11. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Itabashi Michio, Yamamoto Hirofumi, Tomita Naohiro, Inomata Masafumi, Murata Kohei, 

Hayashi Shigeoki, Miyate Yasuhiro, Igarashi Seiji, Kato Takeshi, Noura shingo, Furuhata 

Tomohisa, Ozawa Heita, Takemasa Ichiro, Yasui Masayoshi, Takeyama Hiroshi, Okamura Shu, 

Ohno Yuko, Matuura Nariaki. Lymph Node Positivity in One-Step Nucleic Acid Amplification is 

a Prognostic Factor for Postoperative Cancer Recurrence in Patients with StageⅡ Colorectal 

Cancer : A Prospecitve, Multicenter Study. Annals of surgical oncology : the official journal of the 

Society of Surgical Oncology, 2020;27(4):1077-1083. 

2) Hirono Seiko, Shimokawa Toshio, Nagakawa Yuichi, Yi-Ming Shyr, Kawai Manabu, Matsumoto 

Ippei, Satoi Sohei, Yoshitomi Hedeyuki, Okabayashi Takehiro, Motoi Fuyuhiko, Amano Ryosuke, 

Murakami Yoshiaki, Hirano Satoshi, Kawamoto Kazuyuki, Nakamori kazuyuki, Yan-Shen Shan, 

Kobayashi Shinjiro, Nitta Hiroyuki, Matsukawa Hiroyoshi, Uchiyama Kazuhisa, Chih-Po Hsu, 

Kitami Chie, Yamamoto Masakazu, Tsann-Long Hwang, Yamaue Hiroki. Risk factors for 

pancreatic fistula grade C after pancreatoduodenectomy: A large prospective,multicenter Japan-

Taiwan collaboration study. Journal of Hepato-Biliary-Pancreatic Sciences, 2020;27:622-631. 

3) Nakahara Kazunari, Morita Ryo, michikawa Yosuke, Suetani Keigo, Morita Nozomi, Fujita 

Akashi, Sato Junya, Igarashi Yosuke, Ikeda Hiroki, Matsunaga Kotaro, Watanabe Tsunamasa, 

Kobayashi Shinjiro, Otsubo Takehito, Itoh Fumio. Endoscopic Transpapillary Gallbladder 

Drainage for Acute Cholecystitis After Biliary Self-Expandable Metal Stent Placement. Surgical 

laparoscopy, endoscopy & percutaneous techniques, 2020;30(5):416-423. 

4) Kudo Atsushi, Shinoda Masahiro, Ariizumi Shunichi, Kumamoto Takafumi, Katayama Masafumi, 

Otsubo Takehito, Endo Itaru, Kitagwa Yuko, Tanabe Minoru, Yamamoto Masakazu, Association 

for Clinical Resachi on Sugery Group. Des-gamma-carboxy prothrombin affects the survival of 

HCC patients with marginal liver function and treatment; ACRoS1402. Journal of Cancer 
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Resarch and Clinical Oncology, 2020;146(11):2949-2956. 

5) Usui Sota, Koizumi Satoshi, Ida Keisuke, Kamei Natsuko, Oshima Ryuichi, Ono Tatsunori, Noda 

Akiyoshi, Sasaki Takahiro, Furuhata Tomohisa, Miyajima Nobuyoshi, Kokuba Yukihito, Otsubo 

Takehito. A Cross-Sectional Study of Adult Inguinal Hernial Orifice Diameter Estimation by 

Computed by Tomograpy. Journal of St. Marianna University, 2020;11(2):91-102. 

6) Hiwatari Masaki, Mikami Shinya, Otsubo Takehito, Katsumata Kenta. A Study of the Changes 

in Laryngeal Elevation Distance and Dysphagia after Thoracic Esophageal Cancer Surgery. 

Journal of St. Marianna University, 2020;11(2):81-89. 

7) Amano Yuki, Kobayashi Shinjiro, Otsubo Takehito. Nutrition Index is Maintained for Five Years 

after Pylorus-Preserving Pancreatoduodenectomy. Journal of St. Marianna University, 2020;11 

(2):73-79. 

8) Nakahara Kazunari, Sato Junya, Morita Ryo, Michikawa Yosuke, Suetani Keigo, Igarashi Yosuke, 

Sekine Akihiro, Kobayashi Shinjiro, Otsubo Takehito, Itoh Fumio. Incidence and management of 

cystic duct perforation during endoscopic transpapillary gallbladder drainage for acute 

cholecystitis. Digestive Endoscopy, 2021;:doi-10.1111/den.13959. 

9) Ando yasuhisa, Okano Keiichi, Yasumatsu Hiroshi, Okada Toshimasa, Mizunuma kimiyoshi, 

Takada Minoru, Kobayashi Shinjiro, Suzuki Keisuke, Kitamura Nobuya, Oshima Minoru, Sudo 

Hironobu, Miyatake Nobuyuki, Suzuki Yasuyuki. Current status and management of pancreatic 

trauma with main pancreatic duct injury : A multicenter nationwide survery in Japan. Journal 

of Hepato-Biliary-Pancreatic Sciences, 2021;28(2):183-191. 

10) Kobayashi Shinjiro, Otsubo Takehito, Nakano Hiroshi, Koizumi Satoshi, Nakamura Kazunari. 

Complete Lymphadenecomy Around the Entire Superior Mesenteric Arery Improves Survival in 

Artery-First Approach Pancreatoduodenectomy for T3 Pancreatic Ductal Adenocarcinoma. World 

Journal of Surgery, 2021;45(3):857-864. 

② 症例報告 

1) Sasaki Takahiro, Furuhata Tomohisa, Nishimura Masashige, Ono Tatsunori, Noda Akiyoshi, 

Koizumi Hirotaka, Miyajima Nobuyoshi, Otsubo Takehito. 

An extremely rare case of neuromuscular and vascular hemartoma of the appendix. Surgical Case 

Reports, 2020;：DOI-10.1186/s40792020009702. 

2) Hiwatari Masaki, Mikami Shinya, Mafune Taichi, Usui Sota, Amano Yuki, Fukuoka Asako, 

Enomoto Takeharu, Tsuchiya Junichi,Otsubo Takehito. A Case of Inflammatory Myofibroblastic 

Tumor Originationg in the Lesser Omentum Treated by Laparoscopic Resection. Journal of St. 

Marianna University, 2020;11(2):165-171. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) ◎木村紗衣, 臼井創大, 牧角良二, 朝野隆之, 福岡麻子, 浜辺太郎, 鈴木卓也, 山下真幸, 大坪毅人. 

腰椎化膿性椎間板炎の原因となった人工血管 S 状結腸瘻の 1 手術例. 第 857 回外科集談会, 2020. 
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2) ◎森本勇樹, 井田圭亮, 酒巻香織, 天野優希, 土橋篤仁, 小林慎二郎, 小泉哲, 小池淳樹, 大坪毅人. 

EUS-FNA で術前診断し得た十二指腸水平脚原発 GIST の 1 例. 第 857 回外科集談会, 2020. 

3) ◎榎本武治, 民上真也, 勝又健太, 亀井奈津子, 嶋田仁, 清川博史, 佐藤義典, 松尾康正, 安田宏, 大

坪毅人. 当院における胃 GIST に対する外科治療戦略. 第 92 回日本胃癌学会総会, 2020. 

4) ◎民上真也, 榎本武治, 嶋田仁, 勝又健太, 梅澤早織, 増田哲之, 天野優希, 亀井奈津子, 大坪毅人. 

当院における腹腔鏡下噴門側胃切除術の再建法. 第 92 回日本胃癌学会総会, 2020. 

5) ◎佐々木貴浩, 古畑智久, 野田顕義, 小野龍宣, 臼井創大, 宮島伸宜, 大坪毅人. 胃癌リンパ節転移診

断における OSNA™法の導入. 第 106 回日本消化器病学会総会, 2020. 

6) ◎勝又健太, 民上真也, 真船太一, 樋渡正樹, 梅澤早織, 天野優希, 亀井奈津子, 嶋田仁, 榎本武治, 

大坪毅人. 胸部食道癌の周術期におけるオトガイ舌骨筋の筋肉量変化が嚥下機能障害に及ぼす影響

についての検討. 第 120 回日本外科学会定期学術集会, 2020. 

7) ◎小林慎二郎, 土橋篤仁, 小倉佑太, 樋渡正樹, 片山真史, 小泉哲, 大坪毅人. 高齢者に対して安全に

膵頭十二指腸切除術を行うための ERAS と Physcial aging score. 第 120 回日本外科学会定期学術

集会, 2020. 

8) ◎小泉哲, 小倉佑太, 土橋篤仁, 片山真史, 小林慎二郎, 牧角良二, 民上真也, 大坪毅人. 消化器外科

領域において非外傷症例に対しダメージコントロール戦略を適用すべき病態. 第 120 回日本外科学

会定期学術集会, 2020. 

9) ◎浜辺太郎, 牧角良二, 増田哲之, 塚本芳嗣, 福岡麻子, 朝野隆之, 大坪毅人. 当院における下部進行

直腸癌に対する予防的側方郭清の治療成績. 第 120 回日本外科学会定期学術集会, 2020. 

10) ◎臼井創大, 古畑智久, 佐々木貴浩, 野田顕義, 小野龍宣, 宮島伸宜, 大坪毅人. 不顕性鼠経ヘルニ

アにおける鼠径部除圧下腹臥位ＣＴ(ヘルニアスタディ)の有用性. 第 120 回日本外科学会定期学術

集会, 2020. 

11) ◎民上真也, 榎本武治, 嶋田仁, 亀井奈津子, 梅澤早織, 増田哲之, 勝又健太, 塚本芳嗣, 大坪毅人. 

胸部食道癌における Liner stapler を用いた頚部食道胃管吻合－TRIQ－. 第 120 回日本外科学会定

期学術集会, 2020. 

12) ◎片山真史, 小泉哲, 小林慎二郎, 瀬上航平, 土橋篤仁, 小倉佑太, 樋渡正樹, 大坪毅人. 腹腔鏡下

胆嚢摘出術後の臍部瘢痕ヘルニアの現状とリスク因子の検討. 第 120 回日本外科学会定期学術集会, 

2020. 

13) ◎塚本芳嗣, 牧角良二, 増田哲之, 小倉佑太, 浜辺太郎, 福岡麻子, 朝野隆之, 大坪毅人. 上部直腸

癌症例において骨盤内直腸腫瘍占有率が腹腔鏡下手術に及ぼす影響の検討. 第 120 回日本外科学会

定期学術集会, 2020. 

14) ◎若林大雅, 阿部雄太, 日比泰造, 米田五大, 巌康仁, 澤田雄, 星野博之, 植村修一郎, 伴大輔, 工

藤 篤, 竹村裕介, 三島江平, 篠田昌宏, 板野理, 大坪毅人, 遠藤格，北川雄光, 田邉稔, 江川裕人, 山

本雅一. 非大腸癌肝転移に対する肝切除の有用性～腫瘍病理別の予後因子分析～. 第 120 回日本外

科学会定期学術集会, 2020. 

15) ◎土橋篤仁, 小林慎二郎, 天野優希, 井田圭亮, 小泉哲, 大坪毅人. 膵頭十二指腸切除術における術

後合併症と血清 CRP 値に関する検討. 第 47 回日本膵切研究会, 2020. 

16) ◎井田圭亮, 小林慎二郎, 天野優希, 土橋篤仁，小泉哲，大坪毅人. 尾側膵切除術における定型化し
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た膵切離. 第 47 回日本膵切研究会, 2020. 

17) ◎天野優希, 小林慎二郎, 井田圭亮, 土橋篤仁, 小泉哲, 大坪毅人. 幽門輪温存膵頭十二指腸切除術

後の長期栄養状態に関する検討. 第 47 回日本膵切研究会, 2020. 

18) ◎小林慎二郎, 井田圭亮, 土橋篤仁, 小泉哲, 大坪毅人. 高齢者の膵頭部癌に対して安全に膵頭十二
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原発の上皮筋上皮癌の 2 切除例. 第 61 回日本肺癌学会学術集会, 2020. 

14) ◎木村祐之, 酒井寛貴, 宮澤知行, 丸島秀樹, 小島宏司, 佐治久. 周術期管理に難渋した左肺原発性

巨大扁平上皮癌の 1 切除例. 第 184 回日本胸部外科学会関東甲信越地方会, 2020. 

15) ◎酒井寛貴, 小島宏司, 木村祐之, 宮澤知行, 丸島秀樹, 坂本三樹, 佐治久. COVID-19 疑似症例に

対する下降性壊死性縦隔洞炎の緊急手術の 1例. 第 184回日本胸部外科学会関東甲信越地方会, 2020. 

16) ◎木村祐之, 丸島秀樹, 酒井寛貴, 宮澤知行, 小島宏司, 大林樹真, 有泉泰, 佐治久. 閉塞性肺炎に

対し右上葉切除術を行った気管支内異物の 1 例. 第 175 回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会, 2020. 

17) ◎佐治久. 周術期治療の今後を考える. Chugai Lung Cancer Surgical Colloquium 2020～Optimal 

strategies and breakthrough～., 2020. 

18) ◎丸島秀樹. 『SigniaTM スモール ダイアメター リロードを使用した肺血管処理』. 第 176 回日

本呼吸器内視鏡学会関東支部会, 2021. 

19) ◎増田哲之, 大坪莞爾, 酒井寛貴, 木村祐之, 宮澤知行, 丸島秀樹, 小島宏司, 成木佐瑛子, 小池淳

樹, 佐治久. 組織型が異なる異時性多発肺癌の 1 症例. 第 189 回日本肺癌学会関東支部学術集会, 

2021. 

20) ◎酒井寛貴, 木村祐之, 宮澤知行, 丸島秀樹, 小島宏司, 佐治久. デスモイド腫瘍の術後に食道胸腔

瘻を併発し難渋した一症例. 第 185 回日本胸部外科学会関東甲信越地方会, 2021. 

21) ◎木村祐之, 酒井寛貴, 宮澤知行, 丸島秀樹, 小島宏司, 佐治久. 術前導入療法後に Grunenwald 

transmaniburial osteomuschlar sparing approach により切除しえた肺尖部胸壁浸潤肺癌の 1 例. 

第 185 回日本胸部外科学会関東甲信越地方会, 2021. 
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② 国際学会 

1) ◎佐治久. 内モンゴル自治区医師協会腫瘍外科医師分会開催祝辞. 内モンゴル自治区医師協会腫瘍

外科医師分会, 2020. 

2) ◎Kori Reiko, Ookawa Junko, Sakai Hiroki, Kimura Hiroyuki, Miyazawa Tomoyuki, Marushima 

Hideki, Kojima Koji, Hara Masatoshi, Saji Hisashi. Current status of a smoking cessation 

supportive program based on nurses' interventions:A single institutional experience. 2020 World 

Conference on Lung Cancer Singapore, 2021. 

3) ◎Saji Hisashi, Marushima Hideki, Kimura Hiroyuki, Miyazawa Tomoyuki, Sakai Hiroki, Furuya 

Naoki, Kojima Koji, Nakamura Haruhiko. Adjuvant chemotherapy with modified Nab-paclitaxel 

and carboplatin for completely resected NSCLC:Survival analysis of FAST-Nab. 2020 World 

Conference on Lung Cancer Singapore, 2021. 

③ その他 

1) ◎佐治久. JCOG0707 付随研究 病理病期Ⅰ期 (T1>2cm) 非小細胞肺癌完全切除例に対する術後補

助化学療法の長期予後に関する観察研究. 第 25 回 JCOG 肺がん外科グループ Web コアミーティ

ング, 2020. 

2) ◎丸島秀樹. 私の、Stapler へのこだわり. 第 1 回神奈川オンライン呼吸器外科セミナー, 2020. 

3) ◎佐治久. 高齢者肺癌治療の全て（外科治療を中心に）. 霞肺癌セミナー, 2020. 

4) ◎佐治久. 「新型コロナ禍における呼吸器外科医の貢献～第 1 波の経験を次に」. 第 2 回神奈川オン

ライン呼吸器外科セミナー, 2020. 

5) ◎酒井寛貴. COVID-19 疑似症例に対する、呼吸器外科緊急手術の実際. 第 2 回神奈川オンライン呼

吸器外科セミナー, 2020. 

6) ◎佐治久. 患者会要望講演 5:パネルディスカッション「事前の質問にとことん答えます！」. 第 61

回日本肺癌学会学術集会, 2020. 

7) ◎佐治久. EGFR 遺伝子変異陽性 非小細胞肺癌に対する周術期治療. Lung Cancer Web Meeting in 

YAMANASHI 2020, 2020. 

8) ◎佐治久. Opening Remarks. Thoracic Oncology Expert Web Seminar in Kanagawa, 2021. 

9) ◎佐治久. 高齢者肺癌治療の方向性 ～標準手術の侵襲性を見直す時期？～. 最新癌治療セミナー

2021, 2021. 
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外科学(小児外科) 

 

著書 

1) 川瀬弘一. 腹腔穿刺、腹腔ドレナージ 今日の小児治療指針 2020;(17):53-54. 

 

学術論文[和文] 

① 総説又は症例解説 

1) 川瀬弘一, 内田正志, 渡部誠一, 廣部誠一, 内田恵一, 谷水長丸, 矢ケ崎英晃. 36.虫垂炎 小児急

性虫垂炎診療ガイドライン. 小児科, 2020;61(5):696-701. 

2) 古田繁行, 長江秀樹, 大山慧, 田中邦英, 川口拓哉, 西谷友里, 工藤公介, 川瀬弘一, 北川博昭. 特集 

小児外科領域における感染症－抗菌薬の選択と意義 Interval appendectomy. 小児外科, 2020;52 

(9):948-953. 

3) 古田繁行, 菊池那美子, 田中邦英, 長江秀樹, 大山慧, 北川博昭. 特集 小児外科疾患における公費負

担医療の種類と申請方法 小児外科と身体障害者手帳. 小児外科, 2021;53(3):261-264. 

② 症例報告 

1) 西谷友里, 古田繁行, 大山慧, 長江秀樹, 藤川あつ子, 小池淳樹, 北川博昭. 術前診断が可能であった

卵管捻転の 1 女児例. 日本小児放射線学会雑誌, 2021;37(1):85-89. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Furuta Shigeyuki, Nagae Hideki, Ohyama Kei, Tanaka Kunihide, Kitagawa Hiroaki. The vacuum 

treatment for the pectus excavatum thickened subcutaneous fat of the chest wall and is effective 

in preteenagers. Pediatric Surgery International, 2020;36(12):1465-1469. 

2) Obayashi Juma, Wakisaka Munechika, Tanaka Kunihide, Furuta Shigeyuki, Ohyama Kei, 

Kitagawa Hiroaki. Risk factors influencing ascending testis after laparoscopic percutaneous 

extraperitoneal closure for pediatric inguinal hernia. Pediatric Surgery International, 2021;37 

(2):293-297. 

3) Ohyama Kei, Furuta Shigeyuki, Shima Hideki, Tsuji Shiho, Nagae Hideki, Tanaka Kunihide, 

Obayashi Juma, Kawaguchi Kouhei, Kawaguchi Takuya, Nishiya Yuri, Kudo Kousuke, Kawase 

Hirokazu, Wakisaka Munechika, Kitagawa Hiroaki. 

Differences in post-operative complications after reconstruction for congenital billiary dilatation 

in a single institutuion-Roux-en-Y hepaticojejunostomy versus hepaticoduodenostomy-. Pediatric 

Surgery International, 2021;37(2):241-245. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) 古田繁行, 藤川あつ子, 岡村隆徳, 小池淳樹, 長江秀樹, 大山慧, 北川博昭. 小児虫垂炎において超音

波による病理診断まで必要か?. 第 56 回日本小児放射線学会学術集会, 2020. 
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2) 大林樹真, 脇坂宗親, 田中邦英, 古田繁行, 大山慧, 北川博昭. 腹腔鏡下鼠径ヘルニア修復術後精巣

位置異常におけるリスク因子の検討. 第 57 回日本小児外科学会学術集会, 2020. 

3) 古田繁行, 小泉哲, 小林慎二郎, 長江秀樹, 大山慧, 西谷友里, 小倉佑太, 藤谷茂樹, 平泰彦, 北川博

昭. 重傷肝損傷に対する Damage Control Surgery. 第 57 回日本小児外科学会学術集会, 2020. 

4) 川口文夫. 地域のかかりつけ総合医としての小児外科医の開業. 第 57 回日本小児外科学会学術集会, 

2020. 

5) 川瀬弘一, 岩中督, 波多野賢二. 小児外科領域における保健・医療関連行為に関する国際分類（ICHI). 

第 57 回日本小児外科学会学術集会, 2020. 

6) 西谷友里, Kevin C Pringle, 小池淳樹, 川口皓平, 川口拓哉, 大林樹真, 田中邦英, 大山慧, 長江秀樹, 

古田繁行, 北川博昭. 穿刺型バルブ付き膀胱羊水腔シャントチューブの開発. 第 57 回日本小児外科

学会学術集会, 2020. 

7) 古田繁行, 島秀樹, 辻志穂, 長江秀樹, 大山慧, 田中邦英, 大林樹真, 脇坂宗親, 川瀬弘一, 北川博昭. 

経肛門的プルスルーSoave 法によるヒルシュスプルング病根治術の治療成績～早期および長期合併

症の検討～. 第 57 回日本小児外科学会学術集会, 2020. 

8) 大山慧, 古田繁行, 島秀樹, 辻志穂, 田中邦英, 大林樹真, 川口皓平, 川口拓哉, 西谷友里, 工藤公介, 

川瀬弘一, 脇坂宗親, 北川博昭. 当院における先天性胆道拡張症手術の短期および長期予後（肝管十

二指腸吻合 vs 肝管空腸吻合）. 第 57 回日本小児外科学会学術集会, 2020. 

9) 長江秀樹, 島秀樹, 古田繁行, 大山慧, 脇坂宗親, 平泰彦, 藤谷茂樹, 北川博昭. 当院における小児外

傷疾患の検討. 第 57 回日本小児外科学会学術集会第, 2020. 

10) 川口拓哉, 有戸光美, 土屋貴大, 加藤智啓, 北川博昭. 神経芽腫及び神経膠腫細胞におけるがん幹細

胞性へのライリンの影響. 第 57 回日本小児外科学会学術集会, 2020. 

11) 田中邦英, 大山慧, 古田繁行, 脇坂宗親, 北川博昭. 私の施設の研修. 第 57 回日本小児外科学会学

術集会, 2020. 

12) 大山慧, 古田繁行, 島秀樹, 大林樹真, 田中邦英, 脇坂宗親, 北川博昭. 術後食道狭窄の治療に難渋

している C 型 long gap 先天性食道閉鎖の 1 例. 第 57 回日本小児外科学会学術集会, 2020. 

13) ◎内藤純行, 土田知也, 山﨑行敬, 紺野千穂, 小波本直也, 水野晴貴, 金澤実, 三上翔平, 吉田英樹, 

田北無門, 森川大樹, 藤谷茂樹, 平泰彦, 大坪毅人, 北川博昭, 松田隆秀. 新型コロナウィルス感染

重症例における患者・医師関係の構築および倫理的課題-自験例を通じて. 第 21 回日本病院総合診療

医学会学術総会, 2020. 

14) ◎Nagae Chiai, Takeda Shizuyo, Oizumi Nana, Nagae Hideki, Hoshino Kaoru, Sano Masako, 

Kitagawa Hiroaki. Effectiveness of animal-assisted therapy for patients with pediatric 

hematological tumor refusing surgery. 第 62 回日本小児血液・がん学会, 2020. 

15) ◎木村祐之, 丸島秀樹, 酒井寛貴, 宮澤知行, 小島宏司, 大林樹真, 有泉泰, 佐治久. 閉塞性肺炎に

対し右上葉切除術を行った気管支内異物の 1 例. 第 175 回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会, 2020. 

16) 藤川あつ子, 大出創, 廣石篤司, 吉田繁行, 岡村隆徳. 経過で消失した新生児肺腫瘍の一例. 日本超

音波医学会第 93 回学術集会, 2020. 

17) ◎伊藤薫, 片山真史, 小泉哲, 小林慎二郎, 土橋篤仁, 小倉佑太, 川口皓平, 長宗我部基弘, 小池 淳, 

大坪 毅人. 稀な転移再発形式を呈した肝内胆管癌の一例. 聖マリアンナ医科大学医学会第 79 回学



- 189 - 

術集会, 2021. 

18) ◎Seido Takae, Yuriko Iwahata, Eriko Shiraishi, Hideyuki Iwahata, Yodo Sugishita, Yuki 

Horage, Shigeyuki Furuta, Tetsuya Mori, Hiroaki Kitagawa, Nao Suzuki. Variety of child cases 

who underwent ovarian tissue cryopreservation as fertility preservation treatment. 第 62 回日本

小児血液・がん学会学術集会, 2020. 

② 国際学会 

1) Obayashi Juma, Wakisaka Munechika, Furuta Shigeyuki, Nagae Hideki, Ohyama Kei, Tanaka 

Kunihide, Kitagawa Hiroaki. The relationship between the jaundice free rate and morphology of 

the extra hepatic biliary remnant in type III biliary atresia. The 53rd Annual Meeting of the 

Pacific Association of Pediatric Surgeons, 2020. 

2) Kawaguchi Takuya, Arito Mitsumi, Tsutiya Atsuhiro, Kato Tomohiro, Kitagawa Hiroaki. The 

effect of layilin on cancer stemness of neuroblastoma and malignant glioma. The 53rd Annual 

Meeting of the Pacific Association of Pediatric Surgeons, 2020. 

③ その他 

1) 古田繁行. 乳児血管腫に対するプロプラノロール塩酸塩の効果～安全な投与を目指して～. 第 3回菅

生皮膚フォーラム, 2020. 

2) 古田繁行. 重症心身障害児に対する外科的治療とフォローアップ. 第 18 回日本小児神経学会医療的

ケア研修セミナー, 2020. 

3) 古田繁行. 気管カニューレと胃瘻チューブのトラブルシューティング. 第 1回川崎市小児在宅医療実

技講習会, 2020. 

4) 田中邦英, 古田繁行, 大山慧, 工藤公介, 長江秀樹, 西谷友里, 小池淳樹, 北川博昭. 新生児期に胆道

閉鎖症の診断に苦慮した遷延性黄疸の 2 例. 第 47 回日本胆道閉鎖症研究会, 2020. 

5) Kawase Hirokazu, Yokobori Yukiko, Iwanaka Tadashi, Hatano Kenji, Takahashi Osahiro, Ogawa 

Toshio, Saito Munenori, Abe Yasuo, Watari Mika, Yanagawa Yuuko, Andou Norie. Analysis of the 

issue in the coding at the ICHI beta-2 2019 version field test in japan. WHO Family of 

international classifications network annual meeting 2020, 2020. 
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外科学(乳腺・内分泌外科) 

 

著書 

1) 津川浩一郎. リンパ節転移診断 乳腺腫瘍学 第 3 版 2020;:150-156. 

2) 永澤慧, 関真秀, 鈴木穣. がんの理解に向けたシングルセル解析 シングルセル解析で何がわかるか 

2020;:55-62. 

3) 永澤慧, 鈴木穣. １細胞解析－技術と応用 医学のあゆみ 2021;:940-946. 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 田雜瑞穂, 小島康幸, 梶川明義, 津川浩一郎. 当院における化学療法後一次乳房再建術症例の検討. 

Oncoplastic Breast Surgery, 2020;5(2):30-34. 

2) 本吉愛, 右田王介, 沼田早苗, 阿部友嘉, 津川浩一郎. 乳腺外科外来における遺伝性のがんに関する

問診表を用いた HBOC リスクスコア化. 遺伝性腫瘍, 2020;20(1):36-40. 

3) 白英, 小島康幸, 酒巻香織, 喜多島美奈, 瀧下茉莉子, 坂本菜央, 田雜瑞穂, 中野万理, 黒田貴子, 吉

江玲子, 敦賀智子, 志茂彩華, 志茂新, 本吉愛, 川本久紀, 福田護, 津川浩一郎. Triple Negative 乳癌

（TNBC)における術前化学療法効果判定の臨床的意義～予後との相関に関して . 癌と化学療法, 

2020;47(10):1449-1455. 

② 総説又は症例解説 

1) 福島光浩, 福成信博, 中野賢英, 佐々木栄司, 黄川恵慈, 坂上聡志, 西川徹, 國井葉, 相田貞継, 本間

まゆみ, 亀山香織, 根本哲生. 甲状腺未分化癌. 日本乳腺甲状腺超音波医学会, 2021;10(1):30-33. 

③ 症例報告 

1) ◎吉江玲子, 白英, 川本久紀, 福田護, 岡田幸法, 小池淳樹. 化学療法と定位放射線治療併用中に腫

瘍内出血を認めた乳癌脳転移の 1 例. 日本臨床外科学会雑誌, 2020;81(8):1482-1488. 

④ その他 

1) 田島信哉, 前田一郎, 土居正知, 成木佐瑛子, 遠藤陽, 長宗我部基弘, 岸本佳子, 津川浩一郎, 高木正

之, 小池淳樹. 細胞外粘液産生を伴った浸潤性小葉癌の一例. 神奈川医学会雑誌, 2020;47(2):221-

221. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Toshinari Yamashita, Norikazu Masuda, Shigehira Saji, Kazuhiro Araki, Yoshinori Ito, Toshimi 

Takano, Masato Takahashi, Junji Tsurutani, Kei Koizumi, Masahiro Kitada, Yasuyuki Kojima, 

Yasuaki Sagara, Hiroshi Tada, Tsutomu Iwasa, Takayuki Kadoya, Tsuguo Iwatani, Hiroki 

Hasegawa, Satoshi Morita, Shinji Ohno. Trastuzumab, pertuzumab, and eribulin mesylate 

versus trastuzumab, pertuzumab, and a taxane as a first-line or second-line treatment for HER2-

positive, locally advanced or metastatic breast cancer: study protocol for a randomized controlled, 

non-inferiority, phase III trial in Japan (JBCRG-M06/EMERALD). Clinical trials, 2020;21: ePub. 
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58 回日本糖尿病学会関東甲信越地方会, 2021. 

38) ◎杉下陽堂, 右田王介, 鈴木由妃, 本吉愛, 岩端秀之, 高江正道, 洞下由記, 菅沼真樹, 津川浩一郎, 

鈴木直. 当院で診断した早発卵巣不全を呈したトリプル X 症候群 5 症例における心理学カウンセリ

ングの意義の検討. 第 18 回日本生殖心理学会学術集会, 2021. 

39) ◎秋山恭子, 洞下由記, 高江正道, 杉下陽堂, 神蔵奈々, 濱口賀代, 古川尚美, 吉岡千恵子, 山田陽

子, 山本志奈子, 津川浩一郎, 鈴木直. 当院における乳がん患者の妊孕性温存に対する取り組み. 第

3 回 AYA がんの医療と支援のあり方研究会学術集会, 2021. 

40) ◎Kojima Yasuyuki, Tsugawa Koichiro. Single institute experience of treatment for metastatic 

HER positive breast cancer patients with trastuzumab deruxtecan. 第 18 回日本臨床腫瘍学会学

術集会, 2021. 

② 国際学会 

1) ◎Shinya Tajima, Nobuhiko Matsumoto, Motohiro Chosokabe, Akira Endo, Saeko Naruki, 

Masatomo Doi, Keiko Kishimoto, Koichiro Tsugawa, Junki Koike. Intraductal nuclear inverse-

polarity papillary lesions without bilayer structure: a report of two cases. The 16th International 

Conference on Surgical Pathology & Cancer Diagnosis, 2020. 

2) ◎Shinya Tajima, Nobuhiko Matsumoto, Saeko Naruki, Masatomo Doi, Akira Endo, Motohiro 

Chosokabe, Keiko Kishimoto, Koichiro Tsugawa, Junki Koike. Nuclear inverse polarity papillary 

lesion without myoepithelial cells in the breast Author and Co-author names. Cancer Virtual 

2020, 2020. 

3) ◎Shinya Tajima, Nobuhiko Matsumoto, Motohiro Chosokabe, Akira Endo, Saeko Naruki, Doi 

Masatomo, Keiko Kishimoto, Koichiro Tsugawa, Masayuki Takagi, Junki Koike. Nuclear Inverse 

Polarity Papillary Lesions with Lack Myoepithelial Cells:A Report of Two Cases. International 

Congress on Biotechnology and Food Sciences, 2020. 

③ その他 

1) ◎小澤南, 右田王介, 瓜生英尚, 上條千賀子, 鈴木由妃, 杉下陽堂, 本吉愛, 清水直樹, 津川浩一郎. 

機械学習モデルの応用によるファブリー病スクリーニングの検討. 聖マリアンナ医科大学第 79 回 

医学会学術集会, 2021. 
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脳神経外科学 

 

著書 

1) 太組一朗.  てんかん専門医ガイドブック 2020;(改訂第 2 版):1-433. 

2) Kodama Kunihiko, Goto Tetsuya. Neurophysiology of the visual system: basics and intraoperative 

neurophysiology techniques Neurophysiology in Neurosurgery 2020;(第 2 版):53-64. 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 小野寺英孝, 最上谷拓磨, 森みさ子, 川畑千壽, 金子真由美, 松嶋真哉, 川畑亜加里, 清水朋子. 脳卒

中患者に対する 1.5kcal/mL の高タンパク消化態栄養剤および PHGG 配合栄養剤を用いた急性期栄

養プロトコールの有益性〜後方視的調査による 1.0kcal/mL 標準組栄養剤との比較に基づく検討～. 

学会誌 JSPEN, 2020;2(2):E-journal. 

2) 高砂浩史, 松森隆史, 佐瀬泰玄, 久代裕一郎, 内田将司, 伊藤英道, 太組一朗, 小野元, 大塩恒太郎, 

田中雄一郎. 内視鏡下脳内血腫除去術における血腫除去困難例の検討. 脳卒中の外科, 2020;48(3)：

205-209. 

3) 榊原陽太郎, 田口芳雄, 中村歩希, 小野寺英孝, 和久井大輔, 川口公悠樹. 外傷性基底核出血：自験 6

例の検討. 神経外傷, 2020;43(1):23-27. 

4) 中村歩希, 川口公悠樹, 佐瀬泰玄, 小野寺英孝, 榊原陽太郎, 宮北康二. 脊髄髄膜腫の手術成績. 

Journal of Spine Research, 2020;11(7):943-948. 

5) 高橋絹代, 小野元, 古川博之, 江川裕人. 臓器提供可能医療機関の院内コーディネーター状況調査報

告. 移植, 2020;55(2):119-124. 

6) 佐瀬泰玄 , 古屋優 , 田中雄一郎 . 超高齢慢性硬膜下血腫患者の退院調整 . No shinkei geka. 

Neurological surgery, 2020;48(12):1115-1120. 

7) 榊原陽太郎, 中村歩希, 小野寺英孝, 佐瀬泰玄, 川口公悠樹, 梶友紘. 脚立からの転落による頭部外

傷. 神経外傷, 2020;43(2):70-74. 

8) 佐瀬泰玄, 小野元, 田中雄一郎. 広範囲脳梗塞に対する外減圧術後の頭蓋骨形成術時に抗血栓薬は休

止すべきか？. 脳卒中の外科, 2021;49(1):59-63. 

9) 中村歩希, 池田哲也, 和久井大輔, 小野寺英孝, 榊原陽太郎. 頭痛のみで発症した椎骨動脈解離の画

像所見の変化と転帰. 脳卒中の外科, 2021;49(1):42-47. 

② 総説又は症例解説 

1) 小野元, 田中雄一郎, 加藤庸子. 終末期における臓器提供意思を確認するための選択肢提示（オプシ

ョン提示）方法の考察. 脳死･脳蘇生, 2020;32(2):46-51. 

2) 田中雄一郎, 内田将司, 高砂浩史, 後藤哲哉. 内分泌腺腫瘍（第 2 版） ー基礎・臨床研究のアップデ

ートーⅢ. 間脳・下垂体腫瘍  開頭手術. 日本臨床, 2020;78(増刊号 4):198-201. 

3) 松下和彦, 長島悟郎, 仁木久照. With コロナ時代の SSI 対策と医療安全. 整形外科最小侵襲手術ジャ

ーナル, 2021;98:47-52. 
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③ 症例報告 

1) 佐瀬泰玄, 神野崇生, 内田将司, 吉田泰之, 高砂浩史, 田中雄一郎. 大型脳室内腫瘍に対する対側神

経内視鏡支援による片側開頭顕微鏡下摘出. Neurological Surgery, 2020;48(6):505-508. 

2) 小野元, 吉田泰之, 田中雄一郎. 被殻出血について発症した glioblastoma 症例の診断遅延について. 

Journal of Japan Society of Neurological Emergencies & Critical Care, 2020;32(2):18-21. 

3) 中村歩希, 川口公悠樹, 小野寺英孝, 榊原陽太郎, 柳澤信之. Multiple inflammatory pseudotumor 

の 1 例. 脊髄外科, 2020;34(2):302-306. 

4) 佐瀬泰玄, 小野寺英孝, 中村歩希, 川口公悠樹, 榊原陽太郎, 田中雄一郎. 下位脳神経麻痺で指摘さ

れた頚静脈孔部動静脈瘻の 1 例. No shinkei geka. Neurological surgery, 2021;49(1):199-203. 

④ その他 

1) 正高祐志, 太組一朗, 山本仁. 大麻抽出製剤と抗てんかん作用. Epilepsy, 2020;14(1):11-16. 

2) 吉田稔, 吉田徹, 斎藤浩輝, 川畑亜加里, 松嶋真哉, 森佑紀, 森みさ子, 小野寺英孝, 桝井良裕. 神奈

川県内の ICU における栄養療法に関する多施設横断研究. 学会誌 JSPEN, 2020;2(2):158-162. 

3) 大塩恒太郎, 田中雄一郎. 多発外傷初期治療における多診療科医師との連携. 脳神経外科ジャーナル, 

2020;29(5):361-365. 

3) 太組一朗. 大麻由来医薬品、国内治験の指針査定へ 厚労科研班、3 月までに報告書. 日刊薬業, 

2021;:https//nk.jiho.jp/article/1591.58. 

4) 太組一朗, の波正博, 嘉手川淳. ポリファーマシーと障害者入所施設. てんかん治療拠点病院運用の

手引き, 2021;:29-31. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Ito Hidemichi, Uchida Masashi, Kaji Tomohiro, Go Yuki, Hidaka Gaku, Takasuna Hiroshi, Goto 

Tetsuya, Takumi Ichiro, Tanaka Yuichiro. Risk factors of cerebellar microembolic infarctions after 

carotid artery stenting. World Neurosurgery, 2020;:https://doi.org/10.1016/j.wneu.2020.06.207. 

2) Hardian RF, Goto Tetsuya, Kanaya Kohei, Hara Yosuke, Fujii Yu, Hanaoka Yoshiki, Horiuchi 

Tetsuyoshi, Hongo Kazuhiro. Intraoperative lumbar muscle motor evoked potential monitoring 

with transcortical stimulation. World Neurosurgery, 2020;:doi:10.1016/j.wneu.2020.11.115. 

3) Onodera Hidetaka, Mogamiya Takuma, Matsushima Shinya, Sase Taigen, Kawaguchi Kimiyuki, 

Nakamura Homare, Sakakibara Yohtaro. High protein intake after subarachnoid hemorrhage 

improves oral intake and temporal muscle volume. Clinical nutrition (Edinburgh, Scotland), 

2021;:doi.org/10.1016/j.clnu.2021.01.040. 

4) Onodera Hidetaka, Mogamiya Takuma, Matsushima Shinya, Sase Taigen, Nakamura Homare, 

Sakakibara Yohtaro. Effect of enteral nutrition on in-hospital infection and hospital expense in 

stroke patients: a retrospective assessment. Neurologia medico-chirurgica, 2021;61(4):268-274. 

5) Ito Hidemichi, Uchida Masashi, Takasuna Hiroshi, Takumi Ichiro, Tanaka Yuichiro. Analysis of 

postprocedural microembolic infarctions and global oxygen extraction fraction during balloon-

protected carotid artery stenting: preliminary study. Surgical Neurology International, 2021; 
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12(87):1-8. 

6) Ogiwara Toshihiro, Goto Tetsuya, Fujii Yu, Nakamura Takuya, Suzuki Yota, Hanaoka Yoshiki, Ito 

Kiyoshi, Horiuchi Tesuyoshi, Hongo Kazuhiro. Endoscopic endonasal approach in the Smart 

Cyber Operating Theater (SCOT): Preliminary clinical application. World Neurosurgery, 2021; 

147:E533-E537. 

② 症例報告 

1) Masataka Yuji, Takaumi Ichiro, Yamamoto Hitoshi. Report of a 6 months old Asian infant with 

early infantile epileptic encephalopathy whose seizures were eliminated by cannabidiol. Epilepsy 

and Behavior Reports, 2020;10:10-16. 

2) Nakamura Homare, Kudo Tadashi, Kobayashi Hiroo, Taguchi Yoshio, Takagi Masayuki. 

Extraskeltal outgrowth of solitary synovial osteochondroma of the cervical spine. NMC Case 

Report Journal, 2020;7(3):89-92. 

③ その他 

1) Suzuki Yota, Goto Tetsuya, Fujii Yu, Hara Yosuke, Kodama Kunihio, Sato Atsushi, Horiuchi 

Tetsuyoshi, Hongo Kazuhiro. Transient retinal ischemia during carotid endarterectomy 

estimated by intraoperative visual evoked potential monitoring: 

Technical note. World Neurosurgery, 2020;:doi:10.1016/j.wneu.2020.06.130. 

2) Takumi Ichiro, Akimoto Masataka. Calcium phosphate cement "Space Fill-in" augmentation in 

autologous cranioplasty for large cranial defect: Additional technical consideration and its long-

term follow-up. Neurologia medico-chirurgica, 2021;:doi: 10.2176/nmc.tn.2020-0363. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) ◎日高岳, 高砂浩史, 内田将司, 後藤哲哉, 田中雄一郎. 外視鏡と ICG 血管造影が有用であった小脳

血管芽腫の 1 例. 第 141 回日本脳神経外科学会関東支部学術集会, 2020. 

2) ◎久代裕一郎, 中村歩希, 工藤忠, 大島幸亮, 小林博雄, 田中雄一郎. 馬尾神経に動静脈短絡を有し

た脊髄動静脈瘻の 1 例. 第 141 回日本脳神経外科学会関東支部学術集会, 2020. 

3) ◎小野寺英孝. 脳卒中の早期回復を目指した 「Recovery Journey」. Stroke2020 共催セミナー, 2020. 

4) ◎太組一朗. てんかん外科手術における外鏡視手術と拡張現実ナビゲーション. 第 40 回日本脳神経

外科コングレス総会, 2020. 

5) ◎後藤哲哉. Robotics Neurosurgery. 第 40 回日本脳神経外科コングレス総会, 2020. 

6) ◎後藤哲哉. 脳神経外科メカトロニクス（ロボット）支援手術. 第 40 回日本脳神経外科コングレス, 

2020. 

7) ◎佐瀬泰玄, 川口公悠樹, 小野寺英孝, 中村歩希, 榊原陽太郎. 当科におけるパーフュージョン MRI

の使用経験と今後の課題. 第 45 回日本脳卒中学会学術集会, 2020. 

8) ◎中山博文, 池田哲也, 森嶋啓之, 大塩恒太郎, 長島梧郎, 田中雄一郎. 高血栓療法における凝固能

検査 ROTEM の試み. 第 45 回日本脳卒中学会学術集会, 2020. 

9) ◎内田将司, 伊藤英道, 田中雄一郎. Trousseau 症候群による脳主幹動脈閉塞に対する急性期血栓回
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収術の検討. 第 45 回日本脳卒中学会学術集会, 2020. 

10) ◎小野寺英孝. 急性期：栄養療法の進化と深化. 第 45 回日本脳卒中学会学術集会, 2020. 

11) ◎清野奈々恵, 内田将司, 伊藤英道, 藤谷茂樹, 田中雄一郎. 脳血管内治療における診療看護師の役

割. 第 45 回日本脳卒中学会学術集会, 2020. 

12) ◎金田拓人, 川越潤一, 南裕貴, 村本拓也, 森谷玲子, 小野寺英孝. 脳卒中患者の急性期栄養状態と

回復期実績指数の関連についての検討：急性期病院と回復病院の連携から. 第 45 回日本脳卒中学会

学術集会, 2020. 

13) ◎小野寺英孝, 最上谷拓磨, 松嶋真哉, 佐瀬泰玄, 川口公悠樹, 中村歩希, 榊原陽太郎. SAH におけ

る高タンパク消化態栄養剤による経腸栄養管理は側頭筋量を維持し経口摂取に寄与する. 第 45 回日

本脳卒中学会学術集会, 2020. 

14) ◎小野寺英孝, 最上谷拓磨, 松嶋真哉, 佐瀬泰玄, 川口公悠樹, 中村歩希, 榊原陽太郎. 脳卒中患者

の急性期栄養管理による中長期予後への影響. 第 45 回日本脳卒中学会学術集会, 2020. 

15) ◎山下雄輔, 中林豊彦, 宮城歩, 福澤知子, 内田将司, 田中雄一郎, 伊佐早健司, 長谷川泰弘. SCU・

病棟看護師に症例検討を導入した学びに関する探索的研究. 第 45 回日本脳卒中学会学術集会, 2020. 

16) ◎小野元, 田中雄一郎, 長谷川泰弘. 地域脳卒中医療に対する脳卒中ネットワークと行政の連携. 

第 45 回日本脳卒中学会学術集会, 2020. 

17) ◎高石智, 大坪治喜, 濵田祐樹, 辰野健太郎, 鈴木祐, 吉江智秀, 臼杵乃理子, 吉田泰之, 小野元, 

植田敏浩. 急性期脳梗塞における DWI 異常所見の可逆性に対する年齢の影響の検討. 第 45 回日本

脳卒中学会学術集会, 2020. 

18) ◎伊藤英道, 内田将司, 梶友紘, 日高岳, 高砂浩史, 後藤哲哉, 太組一朗, 田中雄一郎. 頚動脈ステ

ント留置術後における小脳 DWI 陽性例の検討. 第 45 回日本脳卒中学会学術集会, 2020. 

19) ◎大島幸亮, 中村歩希, 田中優子, 久代裕一郎, 神野崇生, 工藤忠, 小林博雄, 田中雄一郎. 未破裂

脳動脈瘤クリッピング術において MEP が低下した症例の検討. 第 49 回日本脳卒中の外科学会学術

集会, 2020. 

20) ◎田中雄一郎, 内田将司, 高砂浩史, 伊藤英道, 後藤哲哉. 前交通動脈瘤に対する低侵襲 IHA の工

夫. 第 49 回日本脳卒中の外科学会学術集会, 2020. 

21) ◎大塩恒太郎, 中山博文, 池田哲也, 森嶋啓之, 長島梧郎, 田中雄一郎. 重症くも膜下出血に対する

内視鏡的脳室内血腫除去の有用性. 第 49 回日本脳卒中の外科学会学術集会, 2020. 

22) ◎吉田泰之, 小野元, 植田敏浩, 田中雄一郎. シングルシャフトクリップ鉗子の有用性. 第 49 回日

本脳卒中の外科学会学術集会, 2020. 

23) ◎森嶋啓之, 中山博文, 池田哲也, 大塩恒太郎, 長島梧郎, 田中雄一郎. 破裂脳動静脈奇形に対する

液体塞栓術におけるマイクロカテーテル位置及び refluxと塞栓率の検討. 第 49回日本脳卒中の外科

学会学術集会, 2020. 

24) ◎伊佐早健司, 土橋瑶子, 鈴木祐, 星野俊, 伊藤英道, 内田将司, 木村慶子, 伊藤杏子, 山下雄輔, 

清水高弘 秋山久尚, 長谷川泰弘. 院内発症脳卒中対策チーム（in-hospital stroke action team: iSAT）

構築 1 年後の効果. 第 45 回日本脳卒中学会学術集会, 2020. 

25) ◎伊佐早健司, 土橋瑶子, 鈴木祐, 星野俊, 伊藤英道, 内田将司, 木村慶子, 山下雄輔, 伊藤杏子, 

清水高弘, 秋山久尚, 長谷川泰弘. 院内発症脳卒中対策－発見遅延因子の検討. 第 61 回日本神経学
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会学術大会, 2020. 

26) ◎松森隆史, 太組一朗, 田中雄一郎. 慢性頭蓋内脳波測定を行ったが切除が困難だった症例の検討. 

第 14 回日本てんかん学会関東甲信越地方会, 2020. 

27) ◎内田将司, 伊藤英道, 川口公悠樹, 呉侑樹, 日高岳, 後藤哲哉, 太組一朗, 田中雄一郎. 頚動脈ス
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8) 門野岳史. 【陰部の皮膚病変アトラス】(Part3.)腫瘍・奇形 (Atlas 34)バルトリン腺嚢腫. Visual 

Dermatology, 2020;19(7):709. 
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例. 日本皮膚科学会第 895 回東京地方会, 2021. 
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and Practice 産科婦人科臨床シリーズ 5 悪性腫瘍 2020;1(1):306-318. 

21) 長谷川潤一. X 母体の急変 2 産科出血 3)産科医による止血 麻酔科プラクティス 産科麻酔 All 

in One 2020;:356-362. 
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22) 長谷川潤一. X母体の急変 Topics 母体急変における産科的 Sonography 麻酔科プラクティス 産

科麻酔 All in One 2020;:387-389. 

23) 岩端秀之, 長谷川潤一. 合併症とその対応 (3) 子宮創部縫合不全・術後出血 OGS Now basic No.3 

いきなり帝王切開術 局所解剖を熟知し、コツを盗もう 2020;:178-183. 

24) 長谷川潤一. 第 2 章 妊娠中後期 11 胎児付属物 所見から探る 産科超音波診断 2020;:341-356. 

25) 久慈志保, 鈴木直. Symptom Benefit 婦人科腫瘍治療アップデート EBM を紐解き, ひとつ上の

QOL-based 治療を実現する 2020;(1):315-330. 

26) 長谷川潤一. I 章 産科の超音波検査 各論 3 胎児付属物の形態評価 ①胎盤・臍帯 産婦人科エコー 

パーフェクトマニュアル 2020;:166-192. 

27) 長谷川潤一. I 章 産科の超音波検査 総論 1 産科の超音波検査の基本 産婦人科エコー パーフェク

トマニュアル 2020;:2-6. 

28) 古谷菜摘. I 章産科の超音波検査 各論 3 胎児・胎盤の機能評価 ⑤胎盤実質の機能評価と病理 産婦

人科エコー パーフェクトマニュアル 2020;:239-247. 

29) 長谷川潤一.  産婦人科エコーパーフェクトマニュアル 2020;(1):1-402. 

30) 中村健太郎 , 鈴木直 . 12. 小児がんサバイバーの問題点  研修ノート  No.106  思春期のケア 

2020;:---. 

31) 鈴木直. Advanced Studies Oncofertility (がん・生殖医療) 標準産科婦人科学 第 5 版 2021;(5):108-

108. 

32) Junichi Hasegawa. Abnormal Findings in Ultrasound Examination Fetal Morph Functional 

Diagnosis 2020;:23-35. 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 本間千夏, 岩端秀之, 倉崎昭子, 西村陽子, 近藤春裕, 長谷川潤一, 鈴木直. 妊娠中の症状の顕在化よ

り 2 週間で妊産婦死亡に至った肺癌の一例. 日本周産期･新生児医学会雑誌, 2020;56(3):507-511. 

2) 竹中基記, 古井辰郎, 高江正道, 杉下陽堂, 川原泰, 重松幸佑, 木村文則, 堀江昭史, 原鐵晃, 加藤雅

志, 西山博之, 鈴木達也, 宮城充, 金西賢治, 久保恒明, 中山理, 梶山広明, 高井泰, 鈴木直. がん・生

殖医療連携未整備地域 24 か所の現状と課題－地域格差を解消するための施策－. 癌と化学療法, 

2020;47(12):1691-1696. 

3) 古谷菜摘, 長谷川潤一, 鈴木直. 臍帯過捻転の胎盤病理の出生前超音波ドプラ診断. 関東連合産科婦

人科学会誌, 2020;57(4):663-669. 

4) 洞下由記, 清水千佳子, 古井辰郎, 髙井泰, 堀部敬三, 鈴木直. 47 都道府県におけるがん・生殖医療に

関わる公的助成金制度構築に関する実態調査―小児・AYA 世代がん患者における生殖機能温存医療

支援体制の必要性について－. 日本がん・生殖医療学会誌, 2021;4(1):39-45. 

5) 白石絵莉子, 洞下由記, 高江正道, 鈴木由妃, 澤田紫乃, 岩端秀之, 杉下陽堂, 岡本愛光, 鈴木直. 妊

孕性温存胚を用いたがん・生殖医療の有効性と安全性に関する検証. 関東連合産科婦人科学会誌, 

2021;58(1):141-144. 
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① 総説又は症例解説 

1) 長谷川潤一. Quiz!教えて!はせじゅん先生 産科の Case Study ビジュアル解説(第 10 回) かんとん. 

ペリネイタルケア, 2020;39(4):337-342. 

2) 長谷川潤一. Quiz!教えて!はせじゅん先生 産科の Case Study ビジュアル解説(第 11 回) 何かが悪

いわけではないですが. ペリネイタルケア, 2020;39(5):441-446. 

3) 高江正道, 鈴木直. 妊孕性温存のための卵巣凍結保存ならびに移植の現状. 小児外科, 2020;52(5)：

519-525. 

4) 長谷川潤一. 【産婦人科診療ガイドライン産科編 2020 エッセンス 助産師のケアはここが変わる!】

重要!改訂 CQ009「分娩予定日決定法」. ペリネイタルケア, 2020;39(6):583-585. 

5) 長谷川潤一. Quiz!教えて!はせじゅん先生 産科の Case Study ビジュアル解説(第 12 回) 見逃しや

すい. ペリネイタルケア, 2020;39(6):553-559. 

6) 吉田好雄, 二神真行, 酒井瞳, 鈴木直. 婦人科悪性腫瘍研究機構(JGOG)：支持・緩和医療. 産科と婦

人科, 2020;87(6):675-680. 

7) 本間千夏. 【胎児心拍数陣痛図 介入のタイミングと助産ケア 産科医療補償制度の症例から学ぶ病

態・対応】産科医療補償制度に学ぶ CASE STUDY(CASE 8) 臍帯脱出とその他の臍帯因子. ペリ

ネイタルケア, 2020;39(7):728-734. 

8) 長谷川潤一. QUIZ!教えて!はせじゅん先生 産科の Case Study ビジュアル解説(第 13 回) 女子な

ので. ペリネイタルケア, 2020;39(7):1-4. 

9) 長谷川潤一. 【妊産婦の保健指導 トラの巻 助産師の指導・説明に役立つ回答・アドバイス集】(第

II 部)妊産婦の質問に答えられるようになる! (第 1 章)妊娠初期 妊娠初期の超音波検査 超音波検

査では、何が分かりますか?. ペリネイタルケア, 2020;2020(夏季増刊):86-95. 

10) 本間千夏. 【妊産婦の保健指導 トラの巻 助産師の指導・説明に役立つ回答・アドバイス集】(第

II 部)妊産婦の質問に答えられるようになる! (第 1 章)妊娠初期 マイナートラブル・貧血 妊娠前

から貧血がひどく、よく立ちくらみがします。貧血だと赤ちゃんに影響があるのでしょうか?. ペリ

ネイタルケア, 2020;2020(夏季増刊):82-85. 

11) 倉﨑昭子. 【妊産婦の保健指導 トラの巻 助産師の指導・説明に役立つ回答・アドバイス集】(第

II 部)妊産婦の質問に答えられるようになる! (第 2 章)妊娠中・末期 切迫早産 最近お腹が張って、

下腹がつるような感じがあります. ペリネイタルケア, 2020;2020(夏季増刊):168-172. 

12) 久慈志保, 鈴木直. 私の治療 婦人科疾患合併妊娠. 日本医事新報, 2020;5021(7 月 3 週):49-50. 

13) 長谷川潤一, 鈴木隆之, 岩端秀之. 異所性妊娠の最新診療 5.異所性妊娠の超音波診断. 産科と婦人

科, 2020;7(25):765-770. 

14) 長谷川潤一. Quiz!教えて!はせじゅん先生 産科の Case Study ビジュアル解説(第 14 回) 超音波

所見の深ぼり. ペリネイタルケア, 2020;39(8):777-780. 

15) 本間千夏, 長谷川潤一, 鈴木直. ［必携］専攻医と指導医のための産科診療到達目標 病理・疾患編 

［分娩］ 臍帯下垂, 臍帯脱出. 周産期医学, 2020;50(8):1381-1383. 

16) 長谷川潤一. Quiz!教えて!はせじゅん先生 産科の Case Study ビジュアル解説(第 15 回) 動きも

拾ってしまう. ペリネイタルケア, 2020;39(9):889-892. 

17) 岩端由里子, 岩端秀之, 鈴木直. 【周産期と悪性腫瘍】産科 がん患者の妊孕性温存(解説/特集). 周
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産期医学, 2020;50(9):1575-1579. 

18) 佐々木貴充, 長谷川潤一, 鈴木直. 【もう胎児付属物とはいわせない!-胎盤、臍帯、羊水-】前置血管. 

産科と婦人科, 2020;87(9):1008-1011. 

19) 杉下陽堂. 【周産期キーワード 30 アップデート 最新&レベルアップの知識で助産力を磨く】妊

娠 不妊症・不育症. ペリネイタルケア, 2020;39(10):1014-1015. 

20) 長谷川潤一. Quiz!教えて!はせじゅん先生 産科の Case Study ビジュアル解説(第 16 回) 静脈の

方がこわい. ペリネイタルケア, 2020;39(10):1001-1006. 

21) 長谷川潤一. 【胎盤・臍帯・羊水異常の徹底理解-病態から診断・治療まで】臍帯 臍帯付着部によ

る周産期予後の違い. 臨床婦人科産科, 2020;74(10):1007-1013. 

22) 長谷川潤一. Quiz!教えて!はせじゅん先生 産科の Case Study ビジュアル解説(第 17 回) ブラッ

クホール. ペリネイタルケア, 2020;39(11):1113-1117. 

23) 長谷川潤一. 第 123 回学術集会発表論文 ランチョンセミナー 母体急変時の原因鑑別のための超

音波検査. 分娩と麻酔, 2020;102(November 2020):141-148. 

24) 古谷菜摘. 【産科】FGR/SGA の疫学と発症要因 主な発症要因：胎盤・臍帯異常と FGR. 周産期

医学, 2020;50(11):1822-1827. 

25) 長谷川潤一, 岩端由里子, 本間千夏. アンダーエマージェンシー 泌尿器・生殖器・会陰部の救急 

妊婦の大量出血. 救急医学, 2020;44(12):1555-1563. 

26) 髙江正道, 鈴木直. 【シンポジウム 10：小児がん治療後の晩期合併症に対する新しい治療】小児・

AYA 世代がん患者に対する生殖医療. 日本小児血液・がん学会雑誌, 2020;57(3):193-202. 

27) 岩端秀之, 長谷川潤一. 【発生から紐解く 胎児超音波診断アトラス [Web 動画付]】(第 4 章)心臓以

外の超音波検査 臍帯, 胎盤の異常 b.胎盤腫瘍,胎盤嚢胞. 産婦人科の実際, 2020;69(12):1396-

1398. 

28) 長谷川潤一, 西村陽子, 古谷菜摘. 【発生から紐解く 胎児超音波診断アトラス [Web 動画付]】(第 4

章)心臓以外の超音波検査 臍帯, 胎盤の異常 a.前置胎盤,癒着胎盤. 産婦人科の実際, 2020;69(12)：

1390-1395. 

29) 長谷川潤一. Quiz!教えて!はせじゅん先生 産科の Case Study ビジュアル解説(第 18 回)うずまき. 

ペリネイタルケア, 2020;39(12):1225-1230. 

30) 遠藤拓, 鈴木直. 【周産期の薬】産科編 疾患に対する薬剤の選び方・使い方・注意点 合併症妊娠 

その他 妊娠中の抗悪性腫瘍薬物療法. 周産期医学, 2020;50(増刊):199-203. 

31) 長谷川潤一. 周産期の医療安全への取り組みと改善 近年の産科医療の質の改善. 日本産科婦人科

学会雑誌, 2020;72(12):1746-1753. 

32) 高江正道, 鈴木直. 【不妊・不育症女性の合併症・併存疾患をどう扱う?】悪性腫瘍(婦人科腫瘍以外). 

産婦人科の実際, 2020;69(13):1653-1660. 

33) 長谷川潤一. Quiz!教えて!はせじゅん先生 産科の Case Study ビジュアル解説(第 19 回) とめて

はいけません. ペリネイタルケア, 2021;40(1):1-7. 

34) 長谷川潤一. 【助産力アップ!周産期のガイドライン 深掘りドリル 200 問『産婦人科診療ガイドラ

イン:産科編 2020』に準拠 難易度別助産ケア&最新エビデンスが満載!】(第 2 章)分娩期 分娩管

理・産褥管理『産婦人科診療ガイドライン:産科編 2020』より出題(解説/特集). ペリネイタルケア, 
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2021;2021(新春増刊):121-135. 

35) 長谷川潤一, 石渡勇. 【新 経腟分娩を成功させる 29 の提言】頸管熟化法. 周産期医学, 2021;51(1)：

27-29. 

36) 近藤春裕, 右田王介, 鈴木直. 遺伝性乳がん卵巣がん症候群 (HBOC). 産科と婦人科, 2021;88(1)：

81-88. 

37) 長谷川潤一. Quiz!教えて!はせじゅん先生 産科の Case Study ビジュアル解説(第 20 回) 減って

ほしい. ペリネイタルケア, 2021;40(2):105-110. 

38) 長谷川潤一. Quiz!教えて!はせじゅん先生 産科の Case Study ビジュアル解説(第 21 回) あせる

な!. ペリネイタルケア, 2021;40(3):201-207. 

39) 長谷川 一, 本間千夏, 西村陽子. 【画像!-エキスパート直伝 産婦人科画像診断-】(第 1 章)周産期 

部位別 分娩後出血. 産科と婦人科, 2021;88(Suppl.):184-189. 

③ 症例報告 

1) 本間千夏, 長谷川潤一, 古谷菜摘, 岩端由里子, 川原泰, 岩端秀之, 五十嵐豪, 近藤春裕, 鈴木直. 妊

娠中期中絶中に明らかとなった深部静脈血栓症・肺血栓塞栓症の一例. 日本産婦人科･新生児血液学

会誌, 2020;30(1):9-12. 

④ その他 

1) 渡利英道, 生水真紀夫, 小松宏彰, 井平圭, 岩瀬春子, 馬詰武, 草開妙, 甲賀かをり, 近藤英治, 関根

正幸, 中川慧, 西ヶ谷順子, 長谷川潤一, 馬場長, 林昌子, 山上亘, 伊東優, 植田彰彦, 上田遥, 大澤

有姫, 小野寺洋平, 櫻木俊秀, 品川真奈花, 下地裕子, 末光徳匡, 杉田洋佑, 玉田祥子, 玉内学志, 中

野和俊, 平山貴士, 廣瀬佑輔, 細川義彦, 松尾光徳, 的場優介, 眞山学徳, 日本産科婦人科学会産婦

人科未来委員会. 臨床研修指導 Q&A. 日本産科婦人科学会雑誌, 2020;72(9): np1-np38. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Kyoko Tanaka, Daisuke Aoki, Akiko Tozawa-Ono, Nao Suzuki, Kiyoshi Takamatsu, Masaru 

Nakamura, Hajime Tsunoda, Shigeo Seino, Noriko Kobayashi, Takefumi Shirayama, Fumiaki 

Takahashi. Comparison of ThinPrep Integrated Imager-Assisted Screening versus Manual 

Screening of ThinPrep Liquid-Based Cytology Specimens. Acta cytologica, 2020;64(5):486-491. 

2) Natsumi Furuya, Junichi Hasegawa, Chika Homma, Tai Kawahara, Yuriko Iwahata, Hideyuki 

Iwahata, Haruhiro Kondo, Masatomo Doi, Junki Koike, Nao Suzuki. 

Novel ultrasound assessment of placental pathological function using superb microvascular 

imaging. The journal of maternal-fetal & neonatal medicine : the official journal of the European 

Association of Perinatal Medicine, the Federation of Asia and Oceania Perinatal Societies, the 

International Society of Perinatal Obstetricians, 2020;: DOI-10.1080/14767058.2020.1795120. 

3) Natsumi Furuya, Takamichi Sasaki, Chika Honma, Junichi Hasegawa, Nao Suzuki. Ultrasound 

screening and management of vasa previa in Japan. The journal of obstetrics and gynaecology 

research, 2020;46(7):1084-1089. 

4) Shigenori Goto, Yasuhisa Terao, Takashi Kamigaki, Rishu Takimoto, Keiko Naitoh, Kaori Makita, 
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Kosei Yasumoto, Sachiko Okada, Ken Takizawa, Noriyuki Yokomichi, Nao Suzuki, Satoru Takeda. 

Adoptive Immune-Cell Therapy for the Treatment of Neuroendocrine Carcinoma of the Uterine 

Cervix. Anticancer research, 2020;40(8):4741-4748. 

5) Mohd Faizal Ahmad, Yodo Sugishita, Yuki Suzuki-Takahashi, Shino Sawada Hideyuki Iwahata, 

Eriko Shiraishi, Seido Takae, Yuki Horage-Okutsu, Nao Suzuki. Oncofertility Treatment Among 

Breast Cancer Women: A Paradigm Shift of Practice After a Decade of Service. Journal of 

Adolescent and Young Adult Oncology, 2020;9(4):496-501. 

6) Junichi Hasegawa, Akihiko Sekizawa, Tatsuya Arakaki, Tomoaki Ikeda, Isamu Ishiwata, 

Katsuyuki Kinoshita, Japan Association of Obstetricians and Gynecologists (JAOG), Tokyo, 

Japan. Declined use of cervical ripening balloon did not reduce the incidence of umbilical cord 

prolapse in Japan. The Journal of Obstetrics and Gynaecology Research, 2020;46(8):1349-1354. 

7) Satoshi Toyokawa, Junichi Hasegawa, Tsuyomu Ikenoue, Yuri Asano, Emi Jojima, Shoji Satoh, 

Tomoaki Ikeda, Kiyotake Ichizuka, Satoru Takeda, Nanako Tamiya, Akihito Nakai, Keiya 

Fujimori, Tsugio Maeda, Hideaki Masuzaki, Hideaki Suzuki, Shigeru Ueda. Weekend and off-

hour effects on the incidence of cerebral palsy: contribution of consolidated perinatal care. 

Environmental Health and Preventive Medicine, 2020;25(1):52. 

8) Dexter J.L. Hayes, Jane Warland, Mana M. Parast, Robert W. Bendon, Junichi Hasegawa, Julia 

Banks, Laura Clapham, Alexander E.P. Heazell. Umbilical cord characteristics and their 

association with adverse pregnancy outcomes: A systematic review and meta-analysis. PloS One, 

2020;15(9): DOI-10.1371/journal.pone.0239630. eCollection 2020. 
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134) ◎洞下由記, 岩端秀之, 出田莉央, 松山夏美, 中嶋真理子, 古山紗也子, 鈴木由妃, 澤田紫乃, 杉下

陽堂, 高江正道, 鈴木直. 妊孕性温存目的の精子・卵子・胚・卵巣組織凍結におけるその後の利用率

と妊娠成績に関する検討. 第 3 回 AYA がんの医療と支援のあり方研究会学術集会, 2021. 

135) ◎秋山恭子, 洞下由記, 高江正道, 杉下陽堂, 神蔵奈々, 濱口賀代, 古川尚美, 吉岡千恵子, 山田陽

子, 山本志奈子, 津川浩一郎, 鈴木直. 当院における乳がん患者の妊孕性温存に対する取り組み. 第

3 回 AYA がんの医療と支援のあり方研究会学術集会, 2021. 

136) ◎鈴木直. がん・生殖医療における研究の現状と今後―さらなる前進を目指して. 第 3 回 AYA が

んの医療と支援のあり方研究会学術集会, 2021. 

137) ◎ Shin Nishio, Koji Matsuo, Satoshi Yamaguchi, Hiroyuki Kanao, Kazuhiro Takehara, 

Nobuhiro Kado, Akiko Tozawa, Hideki Tokunaga, Tatsuya Matsunaga, Hisamori Kato, Koji Horie, 

Akira Kikuchi, Mikio Mikami, Takayuki Enomoto. Changes in clinicopathological demographics 

of 1,061 patients with vulvar cancer in Japan: Increasing oldest-old, stageshifting, and decreasing 

cohort-level survival. 第 72 回日本産科婦人科学会学術講演会, 2020. 

138) ◎Junichi Hasegawa, Hiroaki Tanaka, Shinji Katsuragi, Masahiko Nakata, Takeshi Murakoshi, 

Takahiko Kubo, Akiko Kurasaki, Nao Suzuki, Akihiko Sekizawa, Isamu Ishiwata, Tomoaki Ikeda. 

Is maternal death due to suicide whether direct or indirect obstetric causes?. 第 72 回日本産科婦

人科学会学術講演会, 2020. 

139) ◎Kentaro Nakamura, Seido Takae, Eriko Shiraishi, Junichi Hasegawa, Nao Suzuki. PARP 

inhibitors might reduce fertility for the AYA cancer patients - basic research in mice. 第 72 回日

本産科婦人科学会学術講演会, 2020. 

140) ◎Seido Takae, Eriko Shiraishi, Yuriko Iwahata, Kaori Uwajima, Yasuko Abe, Yuki Suzuki, 

Shino Sawada, Hideyuki Iwahata, Yodo Sugishita, Yuki Horage, Junichi Hasegawa, Nao Suzuki. 

What barriers intervene the prevalence of fertility preservation for child and adolescent cancer 

patients? On perspectives of Asian countries. 第 72 回日本産科婦人科学会学術講演会, 2020. 

141) ◎Yodo Sugishita, Yuki Suzuki, Lingbo Meng, Atsushi Uekawa, Akiko Tozawa, Junichi 

Hasegawa, Nao Suzuki. The analysis of residual cryoprotectants in the thawed ovarian tissue for 

ovarian tissue transplantation. 第 72 回日本産科婦人科学会学術講演会, 2020. 

142) ◎Lingbo Meng, Yodo Sugishita, Yuki Suzuki, Eriko Shiraishi, Shino Sawada, Hideyuki 
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Iwahata, Seido Takae1 Yuki Horage1 Akiko Tozawa, Junichi Hasegawa, Nao Suzuki. Probe a 

standard procedure for ovarian tissue cryopreservation: lessons learned from 114 cases. 第 72 回

日本産科婦人科学会学術講演会, 2020. 

143) ◎Reiko Suzuki, Yuki Horage, Tai Kawahara, Kentaro Nakamura, Eriko Shiraishi, Yuki Suzuki, 

Shino Sawada, Hideyuki Iwahata, Yodo Sugishita, Seido Takae, Junichi Hasegawa, Nao Suzuki. 

The outcome of random-start ovarian stimulation with or without aromatase inhibitor for oocyte 

cryopreservation in cancer patients. 第 72 回日本産科婦人科学会学術講演会, 2020. 

144) ◎Lingbo Meng, Yodo Sugishita, Yuki suzuki-Takahashi, Sandy Nishimura, Shino Sawada, 

Hideyuki Iwahata, Seido Takae, Yuki Horage-Okutsu, Nao Suzuki. I am aspired to the wider 

world --- from China to Japan. 第 140 回関東連合産科婦人科学会総会・学術集会, 2020. 

145) ◎Yuriko Iwahata, Seido Takae, Hideyuki Iwahata, Yoshiaki Kinoshita, Hajime Hosoi, Nao 

Suzuki. Current status of truth telling of cancer diagnosis and risk of iatrogenic gonadal 

dysfunction/infertility to Japanese childhood and adolescent patients. 第 62 回日本小児血液・が

ん学会学術集会, 2020. 

146) ◎Seido Takae, Yuriko Iwahata, Eriko Shiraishi, Hideyuki Iwahata, Yodo Sugishita, Yuki 

Horage, Shigeyuki Furuta, Tetsuya Mori, Hiroaki Kitagawa, Nao Suzuki. Variety of child cases 

who underwent ovarian tissue cryopreservation as fertility preservation treatment. 第 62 回日本

小児血液・がん学会学術集会, 2020. 

② 国際学会 

1) ◎Yoshio Itani, Hitomi Sakai, Mikiko Asai-Sato, Shinya Sato, Masayuki Futagami, Nao Suzuki, 

Masaki Fujimura, Yoichi Aoki, Tetsutaro Hamano, Yoshio Yoshida, JGOG Supportive & Palliative 

Care Committee. A post-hoc study of relative dose intensity in elderly patients with advanced 

ovarian cancer (JGOG3016-A3). 2020 ASCO Virtual Scientific Program, 2020. 

2) ◎Hiroyuki Fujiwara, Katsutoshi Oda, Nobutaka Takahashi, Jun Sakata, Akiyo Taneichi, Masae 

Ikeda, Michihiro Tanikawa, Misako Kusakabe, Akira Mitsuhashi, Yoichi Kobayashi, Hiroshi 

Yamashita, Nao Suzuki, Azusa Akiyama, Hideki Tokunaga, Naotake Tanaka, Mikio Mikami. 

NGS-based molecular profiling (a multi-center collaborative, observation study in Japan) 

highlights pathogenic variants of DNA-repair genes in advanced or recurrent endometrial cancer. 

2020 ASCO Virtual Scientific Program, 2020. 

3) ◎Nao Suzuki, Tomoe Koizumi, Yodo Sugishita, Tatsuro Furui, Manabu Futamura, Yasushi Takai, 

Kohei Sugimoto, Hiroko Nogi, Hiroshi Matsumoto, Hideko Yamauchi, Akemi Kataoka, Shinji 

Ohno, Koichiro Tsugawa, Kiyotaka Kawai, Eisuke Fukuma. An intervention RCT-study aimed at 

improving mental health and increasing understanding of fertility preservation with 

Oncofertility! Psycho-Education And Couple Enrichment (O!PEACE) therapy. 2020 ASCO 

Virtual Scientific Program, 2020. 

4) Sugishita Y, Suzuki N. Development and maturation of oocyte. Basics and Clinical Application of 

Human Oocytes Development and Invitro Maturation Seminars & the First IVM Clinical 

Demonstration and Laboratory Operation Training, 2020. 
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5) Sugishita Y, Suzuki N. Ovarian tissue cryopreservation. The First Session if the 4th Annual 

Conference of Reproductive Health Committee of Henan Maternal and Child Health Association, 

2020. 

③ その他 

1) ◎鈴木直. 血液がん患者に対する妊孕性温存診療の実際. Novartis Hematology Web Seminar, 2020. 

2) ◎出浦伊万里. きちんと TLH～Off the Job training でここまでできる～. E-Live, 2020. 

3) ◎鈴木直. 小児・AYA 世代がん患者に対する妊孕性温存の現状と課題. Fertility Preservation Web 

Seminar, 2020. 

4) ◎金森玲. ビデオクリニック 【症例 II：TLH+BS】. 第 5 回若手のための産婦人科内視鏡手術懇話

会, 2020. 

5) ◎高江正道. ビデオクリニック 【症例 I：TLH+BS】. 第 5 回若手のための産婦人科内視鏡手術懇話

会, 2020. 

6) ◎長谷川潤一. 医療安全. 2020 年度神奈川県母体保護法指定医師研修会, 2020. 

7) ◎横道憲幸, 遠藤拓. 当院にて術中 CART を施行したがん性腹膜炎 4 症例についての検討. 第 1 回

横浜市立大学&聖マリアンナ医科大学 婦人科緩和カンファレンス, 2020. 

8) ◎出浦伊万里. 子宮体がんに対する腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術 ―展開力を高める術中の所作―. E-

Live 婦人科悪性腫瘍手術 UPDATE2020 体がん編, 2020. 

9) ◎大原樹. 産科・婦人科癌. 川崎がんゲノム医療コンソーシアム講演会 2020, 2020. 

10) ◎長谷川潤一. 母体感染の実態と対応. 神奈川県助産師会研修会, 2020. 

11) ◎鈴木直. 小児・AYA 世代がん患者における妊孕性への支援について. 2020 年度第 1 回神奈川県が

ん相談員研修会, 2020. 

12) ◎長谷川潤一. ISUOG と海外留学・臨床研究. World Congress への誘い～やっててよかった産婦人

科エコー～, 2020. 

13) ◎長谷川潤一. 日本産婦人科医会医療安全部会による『新型コロナウイルス感染症についての実態

調査』について. 第 104 回神奈川県周産期救急連絡会, 2020. 

14) ◎長谷川潤一. プロウペスの使用による子宮収縮の誘発と CTG 所見. Expert Seminar 4, 2020. 

15) ◎鈴木由紀, 杉下陽堂, 孟玲伯, 西村サンディ, 澤田紫乃, 戸澤晃子, 鈴木直. 閉経ラットモデルを

用いた膣外陰レーザー療法における治療効果の組織学的検討. 第 383 回四水会, 2020. 

16) ◎長谷川潤一. 事例紹介②. Kouno-Tori study Web 研究会 2020～EAST～, 2020. 

17) 鈴木直. がんに対する治療と生殖機能の維持をどのように考えるか－小児・AYA 世代がん患者に対

するがん・生殖医療の現状と課題－. がん診療連携拠点病院医療従事者研修会, 2020. 

18) ◎鈴木直. 本邦における小児・AYA 世代がん患者に対する妊孕性温存の診療の実情と課題. Chugai 

Web Seminar～がん治療と生殖医療から, 2020. 

19) ◎鈴木直. 本邦における小児・AYA 世代がん患者に対するがん・生殖医療の現状と課題. 令和 2 年

度小児・AYA 世代のがん患者に対する 妊孕性温存療法に関する研修会, 2020. 

20) ◎鈴木直. 婦人科がん医療における腹水管理と CART の役割. 疾患情報サイト:エキスパート講

演:CART, 2021. 

21) ◎長谷川潤一. 周産期での POCUS. 第 10 回 Point-of-Care 超音波研究会, 2021. 
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22) ◎長谷川潤一. 安全な人工妊娠中絶のために. 第 2 回母体保護法指定医師研修会, 2021. 

23) ◎白石絵莉子, 高江正道, 中村健太郎, 新屋希笑実, 岡本愛光, 鈴木直. イマニチブの卵巣毒性に関

する検証. 第 6 回 JISEI カンファレンス, 2021. 

24) ◎古谷菜摘, 長谷川潤一, 鈴木直. 妊娠中の微細超音波ドプラ (SMI) による胎盤の病理所見の予

測に関する研究. 第 6 回 JISEI カンファレンス, 2021. 

25) ◎中村健太郎. PARP 阻害薬の卵巣予備能への影響. 第 6 回 JISEI カンファレンス, 2021. 

26) ◎長谷川潤一. 妊婦検診の超音波検査のポイント. Obstetrics Web セミナー, 2021. 

27) ◎長谷川潤一. 胎児超音波検査を理解する（講義編）（実技編）. 第 4 回ゼロから始める助産師超音

波セミナー, 2021. 

28) ◎小澤南, 右田王介, 瓜生英尚, 上條千賀子, 鈴木由妃, 杉下陽堂, 本吉愛, 清水直樹, 津川浩一郎. 

機械学習モデルの応用によるファブリー病スクリーニングの検討. 聖マリアンナ医科大学第 79 回 

医学会学術集会, 2021. 

29) ◎鈴木直. 子宮頸がんと HPV ワクチン. 女性からだ会議 AYA week 2021 子宮頸がんと HPV ワク

チンを考える, 2021. 

30) ◎鈴木直. 卵巣癌治療に対する化学療法の変遷. リムパーザ適応追加記念講演会 in 神奈川～これか

らの卵巣がん治療を考える～, 2021. 

31) ◎長谷川潤一. 周産期死亡・妊産婦死亡の改善について. 令和 2 年度岩手県医師会家族計画・母体

保護法指導者講習伝達会, 2021. 
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眼科学 

 

学術論文[和文] 

① 総説又は症例解説 

1) 松澤亜紀子, 宇津見義一, 宮本裕子. リモートワークに対応する適切な CL 処方（若年者・子ども編）. 

日本コンタクトレンズ学会誌, 2020;62(4):151-152. 

2) 松澤亜紀子 . 【円錐角膜診療の進歩】円錐角膜のコンタクトレンズ処方 . 眼科グラフィック , 

2020;9(3):3298-306. 

3) 徳田直人. 緑内障点眼と角膜知覚. 眼科, 2020;62(12):1333-1336. 

4) 向後二郎. 網膜硝子体手術における術中 OCT Tips (with Digital- Assisted Vitrectomy). 眼科手術, 

2021;34(1):52-58. 

② 症例報告 

1) 伊藤由香里, 松澤亜紀子, 林泰博, 戸部洋佑, 花田真由, 高木均. β―ラクタマーゼ非産生アンピシ

リン耐性インフルエンザ菌による涙腺導管炎が疑われた 1 例. 臨床眼科, 2020;74(4):505-509. 

2) ◎花田真由, 松澤亜紀子, 伊藤由香里, 戸部洋祐, 林泰博, 有泉泰, 高木均. マイトマイシンC点眼に

て軽快した脂腺癌に 1 症例. 臨床眼科, 2021;75(3):313-318. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Kitaoka Y, Sase K, Tsukahara C, Fujita N, Tokuda N, Kogo J, Takagi H. Axonal protection by a 

small molecule SIRT1 activator, SRT2104, with alteration of autophagy in TNF-induced optic 

nerve degeneration. Japanese Journal of Ophthalmology, 2020;64(3):298-303. 

2) Shiono A, Sasaki H, Sekine R, Abe Y, Matsumura Y, Inagaki T, Tanaka T, kodama T, Aburatani H, 

Sakai J & Takagi H. PPARα activation directly upregulates thrombomodulin in the diabetic 

retina. SCIENTIFIC REPORTS, 2020;10(1): doi-10.1038/s41598-020-67579-1. 

3) Meguro A, Ishihara M, Petrek M, Yamamoto K, Takeuchi M, Mrazek F, Kolek V, Benicka A, 

Yamane T, Shibuya E, Yoshino A, Isomoto A, Ota M, Yatsu K, Shijubo N, Nagai S, Yamaguchi E, 

Yamaguchi T, Namba K, Kaburaki T, Takase H, Morimoto SI, Hori J, Kono K, Goto H, Suda T, 

Ikushima S, Ando Y, Takenaka S, Takeuchi M, Yuasa T, Sugisaki K, Ohguro N, Hiraoka M, 

Kitaichi N, Sugiyama Y, Horita N, Asukata Y, Kawagoe T, Kimura I, Ishido M, Inoko H, 

Mochizuki M, Ohno S, Bahram S, Remmers EF, Kastner DL, Mizuki N. Genetic control of CCL24, 

POR, and IL23R contributes to the pathogenesis of sarcoidosis. COMMUNICATIONS BIOLOGY, 

2020;: doi-10.1038/s42003-020-01185-9. 

4) Kitaoka Y, Sase K, Tsukahara C, Fujita N, Arizono I, Takagi H. Axonal Protection by Nicotinamide 

Riboside via SIRT1-Autophagy Pathway in TNF-Induced Optic Nerve Degeneration. Molecular 

Neurobiology, 2020;57(12):4952-4960. 

5) Masahiko Shimura, Shigehiko Kitano, Daisuke Muramatsu, Harumi Fukushima, Yoshihiro 

Takamura, Makiko Matsumoto, Masahide Kokado, Jiro Kogo, Mariko Sasaki, Yuki Morizane, 
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Osamu Kotake, Takashi Koto, Shozo Sonoda, Takao Hirano, Hiroto Ishikawa, Yoshinori 

Mitamura, Fumiki Okamoto, Takamasa Kinoshita, Kazuhiro Kimura, Masahiko Sugimoto, Kenji 

Yamashiro, Yukihiko Suzuki, Taiichi Hikichi, Noriaki Washio, Tomohito Sato, Kishiko Ohkoshi, 

Hiroki Tsujinaka, Sentaro Kusuhara, Mineo Kondo, Hitoshi Takagi, Toshinori Murata, Taiji 

Sakamoto, On behalf of Japan Clinical Retina Study(J-CREST)group. Real-world management 

of treatment-naīve diabetic macular oedema in Japan:two-year visual outcomes with and without 

anti-VEGF therapy in the STREAT-DME study. British Journal Ophthalmology, 2020;104(9)：

1209-1215. 

6) Sawada T, Yasukawa T, Imaizumi H, Matsubara H, Kimura K, Terasaki H, Ishikawa H, 

Murakami T, Takeuchi M, Mitamura Y, Yamashita M, Takamura Y, Murata T, Kogo J, Ohji M, J-

CREST (Japan Clinical Retinal Stady Team) Study Group, Japan. Ten-year changes in visual 

acuity at baseline and at 2 years after treatment in a Japanese population with age-related 

macular degeneration. Graefe's Archive for Clinical and Experimental Ophthalmology, 2020;：

doi.org-10.1007/s00417-020-05005-y. 

7) Polouliakh N, Ludwig V, Meguro A, Kawagoe T, Heeb O, Mizuki N. Alpha-Arbutin Promotes 

Wound Healing by Lowering ROS and Upregulating Insulin/IGF-1 Pathway in Human Dermal 

Fibroblast. frontiers in Physiology, 2020;: doi:-10.3389/fphys.2020.586843. 

8) Masahiko Shimura, Shigehiko Kitano, Daisuke Muramatsu, Harumi Fukushima, Yoshihiro 

Takamura, Makiko Matsumoto, Masahide Kokado, Jiro Kogo, Mariko Sasaki, Yuki Morizane, 

Takuya Utsumi, Takashi Koto, Shozo Sonoda, Takao Hirano, Hiroto Ishikawa, Yoshinori 

Mitamura, Fumiki Okamoto, Takamasa Kinoshita, Kazuhiro Kimura, Masahiko Sugimoto, Kenji 

Yamashiro, Yukihiko Suzuki, Taiichi Hikichi, Noriaki Washio, Tomohito Sato, Kishiko Ohkoshi, 

Hiroki Tsujinaka, Sentaro Kusuhara, Mineo Kondo, Hitoshi Takagi, Toshinori Murata, Taiji 

Sakamoto, on behalf of Japan Clinical Retina Study(J-CREST)group. Real-world management of 

treatment-naīve diabetic macular oedema:2-year visual outcome focusing on the starting year of 

intervention from STREAT-DMO study. British Journal Ophthalmology, 2020;104(12):1755-1761. 

9) Sase K, Tsukahara C, Fujita N, Arizono I, Takagi H, Kitaoka Y. Akebia Saponin D prevents axonal 

loss against TNF-induced optic nerve damage with autophagy modulation. Molecular Biology 

Reports, 2020;47(12):9733-9738. 

10) Morioka M, Takamura Y, Nagai K, Yoshida S, Mori J, Takeuchi M, Sawada T, Sone K, Fukuyama 

H, Kusuhara S, Yasukawa T, Murakami T, Tabuchi H, Nagasato D, Hirano T, Ueda T, Jujo T, 

Sasajima H, Mitamura Y, Ishikawa K & Inatani M. 

Incidence of endophthalmitis after intravitreal injection of an anti-VEGF agent with or without 

topical antibiotics. scientific reports, 2020;: doi.org-10.1038/s41598-020-79377-w. 

11) JuJo T, Kogo J, Sasaki H, Sekine R, Sato K, Ebisutani S, Toyoda Y, Kitaoka Y, Takagi H. 27-

gauge trocar-assisted sutureless intraocular lens fixation. BMC Ophtalmology, 2021;21(1)：

doi.org-10.1186/s12886-020-01758-6. 

12) Fujita N, Sase K, Tsukahara C, Arizono I, Takagi H, Kitaoka Y. Pemafibrate prevents retinal 
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neuronal cell death in NMDA-induced excitotoxicity via inhibition of p-c-Jun expression. 

Molecular Biology Reports, 2021;48(1):195-202. 

13) Inatani M, Higashide T, Matsushita K, Nagasato D, Takagi H, Ueki M, Takai Y, Miyazaki K, 

Iwamoto Y, Kobayashi M, Leal S. Efficacy and Safety of Intravitreal Aflibercept Injection in 

Japanese Patients with Neovascular Glaucoma: Outcomes from the VENERA Study. Advances 

in therapy, 2021;38:1106-1115. 

14) Kobayashi Y, Tomizawa SI, Ono M, Kuroha K, Minamizawa K, Natsume K, Dizdarević S, Dočkal 

I, Tanaka H, Kawagoe T, Seki M, Suzuki Y, Ogonuki N, Inoue K, Matoba S, Anastassiadis K, 

Mizuki N, Ogura A, Ohbo K. Tsga8 is required for spermatid morphogenesis and male fertility in 

mice. Development. Development, 2021;: doi-10.1242/dev.196212. 

15) Ishikawa H, Uchida K, Takesue Y, Mori J, Kinoshita T, Morikawa S, Okamoto F, Sawada T, Ohji 

M, Kanda T, Takeuchi M, Miki A, Kusuhara S, Ueda T, Ogata N, Sugimoto M, Kondo M, Yoshida 

S, Ogata T, Kimura K, Mitamura Y, Jujo T, Takagi H, Terasaki H, Sakamoto T, Sugisawa T, 

Komuku Y & Gomi F. Clinical Characteristics and Outcomes in 314 Japanese Patients with 

Bacterial Endophthalmitis: A Multicenter Cohort Study from J-CREST. pathogens, 2021;:doi.org-
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学会発表 

① 国内学会 

1) ◎吉村雅弘, 徳田直人, 塚本彩香, 豊田泰大, 山田雄介, 塚原千広, 佐瀬佳奈, 北岡康史, 高木均. ア

イケア ic200 手持眼圧計による異なる体位での眼圧測定. 第 124 回日本眼科学会総会, 2020. 
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2) 髙田女里, 関征央, 相原正記, 梶川明義, 西本寛志, 斎藤善光, 宮本康裕, 成木佐瑛子. 頬部皮下腫瘍

として触知された上顎洞血瘤腫の 1 例. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 2020;Vol.48:123-128. 

3) 明石愛美, 深澤雅彦, 望月文博, 三上公志, 宮本康裕, 肥塚泉. 当科で経験した喉頭軟骨肉腫の１例. 

耳鼻展望, 2020;63(6):280-286. 

4) 齋藤善光, 春日井滋, 稲垣太朗, 望月文博, 明石愛美, 宮本康裕, 岡田智幸, 肥塚泉. 咽喉頭食道異物

を主訴に受診した 1714 例の検討. 日本気管食道科学会会報, 2021;72(1):1-9. 

5) 晝間清, 大原章裕, 肥塚泉. 突発性難聴に伴った持続性方向交代性頭位眼振例. 耳鼻咽喉科臨床, 
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2021;114(2):97-102. 

④ その他 

1) 肥塚泉. 「めまい」はリハビリで治す！. PHP からだスマイル, 2020;(7):77-89. 

2) 肥塚泉. なんでも健康相談（耳鼻咽喉科）. NHK テキストきょうの健康, 2020;(9):103. 

3) 春日井滋, 深澤雅彦, 三上公志, 明石愛美, 望月文博, 神川文彰, 岩武桜子, 肥塚泉. シリンジ吸引牽

引法を利用して摘出した頸部深在性脂肪腫 2 例. 頭頸部外科, 2020;30(2):259-264. 

4) 肥塚泉. 命にかかわる高齢者の転倒. 「よく聞こえない」ときの耳の本 2021 年版, 2021;(260):22. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Taro Inagaki, Tsunetaro Morino, Ryo Takagi, Masayuki Yamato, Izumi Koizuka, Yuichiro Yaguchi. 

Transplantation of Autologous Oral Mucosal Epithelial Cell Sheets Inhibits the Development of 

Acquired External Auditory Canal Atresia in a Rabbit Model. Acta biomaterialia, 2020;110(july)：

141-152. 

2) Manabu Komori, Yuka Morita, Tetsuya Tono, Keiji Matsuda, Yutaka Yamamoto, Masafumi 

Sakagami, Naohito Hato, Hiromi Kojima, Haruo Takahashi. Nationwide survey of middle ear 

cholesteatoma surgery cases in Japan: Results from the Japan Otological society registry using 

the JOS staging and classification system. Auris･Nasus･Larynx, 2020;in press:in press-in press. 

② 総説又は症例解説 

1) Iwasaki S, Shojaku H, Murofushi T, Seo T, Kitahara, T, Origasa H, Watanabe Y, Suzuki M, Takeda 

N. Diagnostic and therapeutic strategies for Meniere's disease of the Japan Society for 

Equilibrium Research. Auris Nasus Larynx, 2020;: DOI-10.1016/j.anl.2020.10.009. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) 瀬尾徹, 久保佑介, 四戸達也, 中村学, 肥塚泉. 卵形嚢障害は球形嚢障害よりも体平衡に影響を及ぼ

す. 第 121 回日本耳鼻咽喉科学会, 2020. 

2) 晝間清, 大原章裕, 西本寛志, 藤井正文, 肥塚泉. 水平半規管短脚型管内結石症の検討. 第 121 回日

本耳鼻咽喉科学会学術講演会, 2020. 

3) ◎中村学 , 荒井光太郎 , 岩武桜子 , 瀬尾徹 , 肥塚泉 . 院内クラスターが発生した当院における

COVID-19 後嗅覚障害 8 症例の検討. 第 59 回日本鼻科学会総会・学術講演会, 2020. 

4) ◎堀江怜央, 齋藤善光, 多村悠紀, 稲垣太朗, 伊藤友祐, 中村学, 宮本康裕, 肥塚泉. 鼻副鼻腔内反性

乳頭腫症例の検討. 第 59 回日本鼻科学会総会・学術講演会, 2020. 

5) 瀬尾徹, 岩武桜子, 荒井光太郎, 中村学, 肥塚泉. フロセミド負荷 VEMP による急性低音障害型感

音難聴の反復の予測. 第 30 回日本耳科学会, 2020. 

6) ◎小森学. 用語委員会報告「上鼓室・乳突腔病巣処理を伴う鼓室形成術の術式名称について」の改訂

に向けて 2．改訂案による本邦の耳科手術の分析. 第 30 回日本耳科学会総会・学術講演会, 2020. 

7) ◎鈴木香, 晝間清, 肥塚泉. 頭位眼振の変化を伴った小児突発性難聴の一例. 第 79 回日本めまい平
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衡医学会総会・学術講演会, 2020. 

8) ◎西本寛志, 望月文博, 笹野恭之, 伊藤友祐, 三上公志, 肥塚泉. 周期性方向交代性眼振を認めた1例. 

日本めまい平衡医学会, 2020. 

9) ◎岩武桜子, 瀬尾徹, 荒井光太郎, 中村学, 肥塚泉. 高齢者に対する cVEMP. 日本めまい平衡医学会

総会・学術講演会, 2020. 

10) 瀬尾徹, 岩武桜子, 荒井光太郎, 中村学, 肥塚泉. カロリックテストと vHIT の乖離はメニエール

病のマーカーとなるか？. 第 79 回日本めまい平衡医学会, 2020. 

11) 瀬尾徹. 「メニエール病と前庭性片頭痛：その類似点と相違点、関係性」生理機能検査の視点から. 

第 79 回日本めまい平衡医学会, 2020. 

12) ◎伊藤友祐, 望月文博, 笹野恭之, 大原章裕, 瀬尾徹, 肥塚泉. 健常者における VEMP および回転

刺激検査による耳石器機能の比較. 第 79 回日本めまい平衡医学会総会・学術講演会, 2020. 

13) ◎笹野恭之, 望月文博, 大原章裕, 伊藤友祐, 三上公志, 宮本康裕, 肥塚泉. 肩関節への体性感覚入

力が半規管動眼反射と耳石器動眼反射におよぼす影響. 第 79 回日本めまい平衡医学会総会・学術講

演会, 2020. 

14) ◎中村学, 岩武桜子, 久保佑介, 笹野恭之, 荒井光太郎, 四戸達也, 佐藤卓夫, 瀬尾徹, 山田隆之, 

肥塚泉. Philips 社製 Ingenia を用いた Gd 造影 MRI による内リンパ水腫可視化の試み. 第 79 回日

本めまい平衡医学会総会・学術講演会, 2020. 

15) ◎荒井光太郎, 中村学, 岩武桜子, 田中泰彦, 瀬尾徹, 肥塚泉. 7.05 テスラ MRI を用いたガドリニ

ウム鼓室内投与後のマウス前庭の観察. 第 79 回日本めまい平衡医学会総会・学術講演会, 2020. 

16) ◎鈴木香, 斎藤善光, 山田善宥, 笹野恭之, 稲垣太朗, 川島孝介, 宮本康裕, 谷口雄一郎, 肥塚泉. 

当院における過去 5 年間の顔面神経減荷術の検討. 第 82 回耳鼻咽喉科臨床学会, 2020. 

17) ◎西本寛志, 望月文博, 笹野恭之, 大原章裕, 伊藤友祐, 三上公志, 小森学, 宮本康弘, 肥塚泉. 当

科におけるめまい疾患患者の臨床的傾向. 耳鼻咽喉科臨床学会, 2020. 

② その他 

1) ◎小森学. スマートフォン・携帯音楽プレーヤーと騒音性難聴. 日本学術会議 感覚器分科会, 2020. 

2) ◎肥塚泉. 高齢者のめまい. 第 42 回市民健康づくり講演会, 2020. 

3) 春日井滋. プラチナ抵抗性症例における検討. Head and Neck Immuno-Oncology web セミナー, 

2020. 

4) ◎肥塚泉. 高齢者のめまい. 川崎市民アカデミー, 2020. 

5) ◎小森学. 耳科学の進歩と小児耳鼻咽喉科. 第 5 回耳鼻咽喉科疾患懇話会, 2021. 

6) ◎小森学. 2021 年花粉症対策−鼻呼吸の重要性−. TAIHO Allergy Web Seminar in Kanagawa, 2021. 
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放射線医学 

 

著書 

1) 八木橋国博 , 細井康太郎 . 心窩部痛、背部痛を主訴に来院した 70 歳代女性 画像診断ドリル 

2020;:102-105. 

2) 生野雅也, 八木橋国博. 喀血で来院した 80 歳代男性 画像診断ドリル 2020;:107-112. 

3) 細井康太郎, 八木橋国博. 数日間で増悪した呼吸困難を主訴に来院した 70歳代女性 画像診断ドリル 

2020;:98-101. 

4) 中村直樹 . 放射線療法ー現状と未来  脊椎転移パーフェクト診療 がんロコモを防ぐために 

2020;:67-74. 

5) 和田慎司. 神経ブロック IVR の全て 2021;:308-310. 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 藤川あつ子, 中村尚生, 小川泰良. ビスマスシールドを用いた水晶体被ばく低減時の頭部 CT 画質評

価. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 2020;47(4):167-174. 

2) 瀬上航平, 大岡正道, 山田浩史, 朝野隆之, 阿部宏志, 穐山雅代, 村弘子, 梶ヶ谷和子, 内川隆子, 橘

川薫, 小林泰之, 三村秀文, 安田宏, 峯下昌道, 大坪毅人. 放射線科読影レポート未確認に伴う

Diagnostic Error への対策. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 2020;48(3):61-66. 

3) 千葉清, 西巻博, 小川普久, 北翔太, 鈴木寛俊, 桜井祐加, 縄田寛, 近田正英, 宮入剛. 慢性 B 型大動

脈解離に対する TEVAR 中期成績～Candy-Plug 法の当科の成績を含めて～. 血管外科, 2020;39(1)：

36-42. 

② 総説又は症例解説 

1) 中村直樹. なぜ単回照射は受け入れられないのか？：エビデンスと実臨床の乖離の要因を考える. 臨

床放射線, 2020;65(6):521-527. 

2) 千葉清, 西巻博, 小川普久. 10 地領の幅を広げる技術 4 upside-down technique. ステントグラフ

ト内挿術マニュアル（腹部編）, 2020;:299-305. 

3) 森本毅, 藤川あつ子, 松本純一, 三村秀文. 【今さら聞けない急性腹症の画像診断】腸閉塞. 臨床画像, 

2020;36(9):996-1007. 

4) 小川普久, 西巻博, 千葉清, 小徳暁生, 八木橋国博, 丸橋孝昭, 三村秀文, 宮入剛. 腹部ステントグラ

フト内挿術(EVAR) の現況と将来展望. 日本血管内治療学会誌, 2020;21:44-52. 

③ 症例報告 

1) 森本毅, 大出創, 大森淳二, 和田慎司, 橋本一樹, 藤川あつ子, 宮川国久, 三村秀文. Retroportal 

main pancreatic duct を呈した門脈輪状膵の 1 例. 臨床放射線, 2020;65(5):469-474. 

2) ◎吉江玲子, 白英, 川本久紀, 福田護, 岡田幸法, 小池淳樹. 化学療法と定位放射線治療併用中に腫

瘍内出血を認めた乳癌脳転移の 1 例. 日本臨床外科学会雑誌, 2020;81(8):1482-1488. 

3) 西谷友里, 古田繁行, 大山慧, 長江秀樹, 藤川あつ子, 小池淳樹, 北川博昭. 術前診断が可能であった

卵管捻転の 1 女児例. 日本小児放射線学会雑誌, 2021;37(1):85-89. 
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④ その他 

1) 木田圭亮, 松本直樹, 志茂新, 小島康幸, 小徳暁生, 出雲昌樹, 明石嘉浩. 各論：がん化学療法による

臓器障害の機序と対応 5)HER2 阻害薬による心筋障害. 腎臓内科, 2020;12(6):644-653. 

2) 橘川薫, 木村裕介, 小林大地, 込田みどり, 福元拓郎, 古城香菜子, 岡本純, 三村秀文. 【CT と MRI

のサインから読み解く病態・病理 II】骨軟部・関節領域. 臨床放射線, 2021;66(2):147-156. 

3) 橘川薫, 木村裕介, 込田みどり, 岡本純, 古城香菜子, 小林大地, 福元拓郎. 特集 CT と MRI のサイ

ンから読み解く病態・病理 II. 臨床放射線, 2021;66(2):147-156. 

4) 小林俊博, 坪谷綾子, 藤重瑶子, 小宮詠子, 松本浩, 伊藤由香, 一野谷淳, 森田小百合, 八木岡節子, 

吉田篤史, 加藤善廣, 八木橋国博, 坂下裕子. 多職種チーム医療における造影剤副作用報告システム

の構築と造影剤副作用の発現状況の調査. 全国自治体病院協議会雑誌, 2021;60(3):60-65. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Tomori Y, Yamashiro T, Tomita H, Tsubakimoto M, Ishigami K, Atsumi E, Murayama S. CT 

radiomics analysis of lung cancers: Differentiation of squamous cell carcinoma from 

adenocarcinoma, a correlative study with FDG uptake. 

Eur J Radiol, 2020;:doi: 10.1016/j.ejrad.2020.109032. Online ahead of print. 

2) Mimura H, Akita S, Fujino A, Jinnin M, Ozaki M, Osuga K, Nakaoka H, Morii E, Kuramochi A, 

Aoki Y, Arai Y, Aramaki N, Inoue M, Iwashina Y, Iwanaka T, Ueno S, Umezawa A, Ozeki M, Ochi 

J, Kinoshita Y, Kurita M, Seike S, Takakura N, Takahashi M, Tachibana T, Chuman K, Nagata 

S, Narushima M, Niimi Y, Nosaka S, Nozaki T, Hashimoto K, Hayashi A, Hirakawa S, Fujikawa 

A, Hori Y, Matsuoka K, Mori H, Yamamoto Y, Yuzuriha S, Rikihisa N, Watanabe S, Watanabe S, 

Kuroda T, Sugawara S, Ishikawa K, Sasaki S. Japanese clinical practice guidelines for vascular 

anomalies 2017. Japanese journal of Radiology, 2020;38(4):287-342. 

3) Okamoto Satoko, Chen ST, Covelli JD, DeMartini WB, Daniel BL, Ikeda DM. High-risk lesions 

diagnosed at MRI-guided vacuum-assisted breast biopsy: imaging characteristics, outcome of 

surgical excision or imaging follow-up. Breast Cancer, 2020;27(3):405-414. 

4) Mimura Hidefumi, Akita S, Fujino A, Jinnin M, Ozaki M, Osuga K, Nakaoka H, Morii E, 

Kuramochi A, Aoki Y, Arai Y, Aramaki N, Inoue M, Iwashina Y, Iwanaka T, Ueno S, Umezawa A, 

Ozeki M, Ochi J, Kinoshita Y, Kurita M, Seike S, Takakura N, Takahashi M, Tachibana T, 

Chuman K, Nagata S, Narushima M, Niimi Y, Nosaka S, Nozaki T, Hashimoto K, Hayashi A, 

Hirakawa S, Fujikawa A, Hori Y, Matsuoka K, Mori H, Yamamoto Y, Yuzuriha S, Rikihisa N, 

Watanabe S, Watanabe S, Kuroda T, Sugawara S, Ishikawa K, Sasaki S. Japanese Clinical 

Practice Guidelines for Vascular Anomalies 2017. The Journal of Dermatology, 2020;47(5): e138-

e183. 

5) Hayato Tomita, Klaus Detmar, Panagiota Manava, Yasuo Nakajima, Michael Lell, Ralf Adamus. 

Predictive Value of VIBE using Subtraction to Evaluate Idiopathic Facial Palsy after Starting 

Therapy. Fortschritte auf dem Gebiet der Röntgenstrahlen und der bildgebenden Verfahren, 
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2020;: doi: 10.1055/a-1160-6047. 

6) ◎Yukinori Okada, Mariko Kobayashi, Mio Shinozaki,Tatsuyuki Abe, Yoshihide Kanemaki, Naoki 

Nakamura,Yasuyuki Kojima. 

Survival time and prognostic factors after whole-brain radiotherapy of brain metastases from of 

breast cancer. Acta Radiologica Open, 2020;9(7) 1–8:1-8. 

7) Tetsuo Saito, Naoto Shikama, Atsunori Yorozu, Hikaru Kubota, Kenta Murotani, Kohsei 

Yamaguchi, Natsuo Oya, Naoki Nakamura. Inconsistencies in assessment of pain endpoints in 

radiotherapy for painful tumors: Analysis of original articles in the Green and Red Journals. 

Clinical and Translational Radiation Oncology, 2020;24:111-115. 

8) ◎Yukinori Okada , Tatsuyuki Abe, Mio Shinozaki, Akiko Tanaka,  Mariko Kobayashi, Hiromichi 

Gomi, Naoki Nakamura, Yasuyuki Kojima. Evaluation of imaging findings and prognostic factors 

after whole-brain radiotherapy for carcinomatous meningitis from breast cancerA retrospective 

analysis. medicine, 2020;99(31): e21333. 

9) Akiyuki Kotoku, Yukihisa Ogawa, Kiyoshi Chiba, Takaaki Maruhashi, Hidefumi Mimura, Takeshi 

Miyairi, Hiroshi Nishimaki. Clinical Utility of Coil in Plug Method (CIP) for Internal Iliac Artery 

Embolization during Endovascular Aortic Aneurysm Repair. Annals of Vascular Diseases, 2020; 

13(3):269-272. 

10) Andrea Tomppert, Wolfgang Wuest, Marco Wiesmueller, Rafael Heiss, Markus Kopp, Armin M 

Nagel, Hayato Tomita, Christian Meixner, Michael Uder, Matthias Stefan May. Achieving high 

spatial and temporal resolution with perfusion MRI in the head and neck region using golden-

angle radial sampling. European Radiology, 2020;: doi: 10.1007/s00330-020-07263-0. 

11) Hideyuki Harada, Naoto Shikama, Hitoshi Wada, Nobue Uchida, Miwako Nozaki, Kazushige 

Hayakawa, Kazunari Yamada, Hisayasu Nagakura, Hirofumi Ogawa, Kazunari Miyazawa, 

Hirohisa Katagiri, Naoki Nakamura. A phase II study of palliative radiotherapy combined with 

zoledronic acid hydrate for metastatic bone tumour from renal cell carcinoma. Japanese journal 

of clinical oncology, 2020;: DOI-10.1093/jjco/hyaa158. 

12) Suzuki M, Kawata N, Abe M, Yokota H, Anazawa R, Matsuura Y, Ikari J, Matsuoka S, Tsushima 

K, Tatsumi K. Objective quantitative multidetector computed tomography assessments in 

patients with combined pulmonary fibrosis with emphysema: Relationship with pulmonary 

function and clinical events. PLoS One, 2020;17(9): doi-doi: 10.1371/journal.pone.0239066. 

13) Raturi VP, Tochinai T, Hojo H, Rachi T, Hotta K, Nakamura N, Zenda S, Motegi A, Ariji T, Hirano 

Y, Baba H, Ohyoshi H, Nakamura M, Okumura M, Bei Y, Akimoto T. 

Dose-Volume and Radiobiological Model-Based Comparative Evaluation of the Gastrointestinal 

Toxicity Risk of Photon and Proton Irradiation Plans in Localized Pancreatic Cancer Without 

Distant Metastasis. Frontiers in Oncology, 2020;: doi-10.3389/fonc.2020.517061. 

14) ◎Yukinori Okada, Mariko Kobayashi, Mio Shinozaki  Tatsuyuki Abe, Naoki Nakamura. 

Prognostic factors of primary brain metastasis from SCLC treated by whole-brain radiotherapy. 

Jouranal of Radiotherapy in Practice, 2020;doi.org/10.1017/S1460396920000710:0-0. 
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15) Kimura Yusuke, Yamashiro Tsuneo, Saito Yuki, Kitsukawa Kaoru, Niki Hisateru, Mimura 
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and olanzapine (5mg) in patients receiving cisplatin-based chemotherapy. BMJ Open, 

2020;10(12): e041737. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) 砂川優, 的場亮, 佐藤慶治, 西山光恵, 森原元彦, 寺内淳, 市川度, 藤井雅志. "胃がん患者を対象とし

た腸内細菌叢の大規模臨床研究における採便に関するアンケート調査". 第 24 回腸内細菌学会学術

集会（誌上開催）, 2020. 

2) 釆野優, 堀江良樹, 森田達也, 内藤明美, 小山田隼佑, 陶山久司, 小島康幸, 野里洵子, 森雅紀, 中島

貴子, 清水千佳子, 恒藤暁, 武藤学. 「がんと診断されたときからの緩和ケア」の推進に関わる厚生

労働行政への提言の策定. JASCC 緩和・支持・心のケア合同学術大会 2020, 2020. 

3) 内藤明美, 釆野優, 森田達也, 堀江良樹, 小山田隼佑, 野里洵子, 小島康幸, 陶山久司, 森雅紀, 中島

貴子, 清水千佳子, 恒藤暁, 武藤学. がん診断時からの緩和ケアを提供するための患者のアンメット

ニーズに関する研究. JASCC 緩和・支持・心のケア合同学術大会 2020, 2020. 

4) ◎土井綾子, 近江亮介, 梅本久美子, 新井裕之, 伊澤直樹, 小倉孝氏, 津田享志, 中島貴子. 血管新生
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阻害薬による化学療法中に下腸間膜動静脈瘻を合併した大腸癌症例. 第 106 回日本消化器病学会総

会, 2020. 

5) Doi Ayako, Takeda Hiroyuki, Umemoto Kumiko, Arai Hiroyuki, Horie Yoshiki, Mizukami Takuro, 

Izawa Naoki, Ogura Takashi, Oguri Tomoyo, Sunakawa Yu. 高齢者胃癌に対する治療の工夫. 第

58 回日本癌治療学会学術集会, 2020. 

6) 水上拓郎. Practical situations of the clinical trial using digital scales and devices. 第 17 回 DIA 日

本年会 2020, 2020. 

7) M. Nakamura, T. Funakoshi, S. Kataoka, T. Horimatsu, Y. Nishikawa, T. Matsubara, T. Mizukami, 

T. Goto, K. Tsuchihashi, E. Baba, T. Tsumura, Y. Mihara, T. Hamaguchi, M. Yanagita, M. Muto. 

Anti-VEGF inhibitors and Renal Safety in Onco-Nephrology consortium -Urinary  

Protein/Creatinine ratio [VERSiON UP study]. 第 18 回日本臨床腫瘍学会学術集会, 2021. 

8) 塩川尚恵, 伊澤直樹, 森川慶, 大橋洋之, 早川望, 春日井滋, 武田弘幸, 梅本久美子, 新井裕之, 土井

綾子, 堀江良樹, 平川麻美, 水上拓郎, 小栗知世, 小倉孝氏, 田中恒明, 砂川優. 進行固形がん患者に

おける免疫チェックポイント阻害薬導入前の抗体検査と免疫関連有害事象との関連性. 第 18 回日本

臨床腫瘍学会学術集会, 2021. 

9) Tomohiro Nishina, Takuro Mizukami, Keiko Minashi, Hiroki Hara, Yusuke Amanuma、Naoki 

Takahashi、Akio Nakasha、Masaki Takahashi, Takako Eguchi Nakajima. A phase I/II trial of 

trifluridine/tipiracil in combination with irinotecan in patients with advanced gastric cancer 

refractory to fluoropyrimidine, platinum, and taxane. 第 18 回日本臨床腫瘍学会学術集会, 2021. 

10) Naoki Izawa, Kazuto Nishio, Toshiki Masuishi, Naoki Takahashi, Hirokazu Shoji, Yoshiyuki 

Yamamoto, Toshihiko Matsumoto, Keiji Sugiyama, Takeshi Kajiwara, Hiroyuki Okuda, Naoki 

Aomatsu, Hisato Kawakami, Taito Esaki, Yukiya Narita, Hiroki Hara, Yu Sunakawa, Narikazu 

Boku, Toshikazu Moriwaki, Takako Eguchi Nakajima, and Kei Muro. Gene profiling of circulating 

tumor DNA (ctDNA) in RAS wild-type mCRC patients who are refractory to anti-EGFR antibody. 

第 18 回日本臨床腫瘍学会学術集会, 2021. 

11) 水上拓郎, 高張大亮, 高島淳生, 石塚直樹, 大橋学, 片井均, 民上真也, 佐野武, 朴成和, 山口研成. 

進行胃癌に対する TAS-118 とオキサリプラチンを用いた周術期化学療法. 第 93 回日本胃癌学会総

会, 2021. 

12) Takeda Hiroyuki, Imoto Kiyomi, Umemoto Kumiko, Doi Ayako, Arai Hiroyuki, Horie Yoshiki, 

Mizukami Takuro, Izawa Naoki, Ogura Takashi, Oguri Tomoyo, Sunakawa Yu. Multi-gene panel 

testing in patients with gastro-intestinal cancers: A retrospective study. 第 58 回日本癌治療学会

学術集会, 2020. 

13) Naoki Izawa, Mitsugu Kochi, Shigenori Kadowaki, Ryohei Kawabata, Takao Takahashi, Akihito 

Tsuji, Hiroki Hara, Masato Nakamura, Toshikazu Moriwaki, Yu Sunakawa, Wataru Ichikawa, 

and Masashi Fujii. Bi-weekly nab-paclitaxel and ramucirumab therapy for advanced gastric 

cancer: JACCRO GC-09 trial. 第 93 回日本胃癌学会総会, 2021. 

② 国際学会 

1) Nozomu Machida, Takehiro Okumura, Junji Kishimoto, Narikazu Boku, Tomohiro Nishina, 
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Koichi Suyama, Yasuhisa Ohde, Katsunori Shinozaki, Hideo Baba, Shinya Tokunaga, Hisato 

Kawakami, Takashi Tsuda, Masahito Kotaka, Hiroyuki Okuda, Hisateru Yasui, Tadamichi 

Denda, Kentaro Yamazaki, Shuichi Hironaka, Kei Muro, Ichinosuke Hyodo. Phase II trial of 

adjuvant mFOLFOX6 after metastasectomy for pulmonary metastasis of colorectal cancer: 

WJOG5810G. ASCO 2020 Virtual, 2020. 

2) Yoshiaki Nakamura, Hiroya Taniguchi, Hideaki Bando, Taito Esaki, Yoshito Komatsu, Ken Kato, 

Naoki Takahashi, Yoshinori Kagawa, Takeshi Kato, Tomohiro Nishina, Taroh Satoh, Eiji Oki, Yu 

Sunakawa, Manabu Shiozawa, Yoshiyuki Yamamoto, Hisato Kawakami, Tadamichi Denda, 

Atsushi Ohtsu, Takayuki Yoshino. Utility of circulating tumor DNA (ctDNA) versus tumor tissue 

genotyping for enrollment of patients with metastatic colorectal cancer (mCRC) to matched 

clinical trials: SCRUM-Japan GI-SCREEN and GOZILA combined analysis. ASCO 2020 Virtual, 

2020. 

3) Masataka Yagisawa, Yoshiaki Nakamura, Takayuki Yoshino, Yoshito Komatsu, Shigenori 

Kadowaki, Kei Muro, Yu Sunakawa, Taroh Satoh, Tomohiro Nishina, Taito Esaki, Satoshi Fujii, 

Hiromi Ono, Daiki Tomita, Noriko Fujishiro, Nami Hirano, Nozomu Fuse, Akihiro Sato, Gakuto 

Ogawa, Shogo Nomura, Hiroya Taniguchi. A basket trial of trastuzumab deruxtecan, a HER2-

targeted antibody-drug conjugate, for HER2-amplified solid tumors identified by circulating 

tumor DNA analysis (HERALD trial). ASCO 2020 Virtual, 2020. 

4) Ryohei Kawabata, Yasuhiro Sakamoto, Eisuke Inoue, Atsushi Ishiguro, Yusuke Akamaru, Yosuke 

Kito, Masazumi Takahashi, Jin Matsuyama, Hiroshi Yabusaki, Akitaka Makiyama, Takahisa 

Suzuki, Masahiro Tsuda, Hisateru Yasui, Hisato Kawakami, Ryo Matoba, Kei Muro, Takako 

Eguchi Nakajima, Wataru Ichikawa, Masashi Fujii, and Yu Sunakawa. Tumor response and 

growth rate of nivolumab treatment in advanced gastric cancer: real-world data from a large 

observational/translational study, JACCRO GC-08 (DELIVER trial). ASCO 2020 Virtual, 2020. 

5) ◎Takahari Daisuke, Takashima Atsuto, Nakajima Takako, Ohashi Manabu, Mikami Shinya, 

Ishizuka Naoki. Feasibility of TAS-118+oxsliplation as perioperaive chemotherapy for gastric 

cancer. 92nd Annual Meeting of the Japanese Gastric Cancer Association, 2020. 

6) ◎Yu Sunakawa, Yasuhiro Sakamoto, Eisuke Inoue, Ryohei Kawabata, Atsushi Ishiguro, Yusuke 

Akamaru, Yosuke Kito, Masazumi Takahashi, Jin Matsuyama, Hiroshi Yabusaki, Akitaka 

Makiyama, Takahisa Suzuki, Masahiro Tsuda, Hisateru Yasui, Naoki Hirabayashi, Atsushi 

Takeno, Hisato Kawakami, Ryo Matoba, Kei Muro, Takako Eguchi Nakajima, Wataru Ichikawa, 

and Masashi Fujii. Updated analysis of DELIVER trial (JACCRO GC-08): A large 

observational/translational study of nivolumab treatment in advanced gastric cancer. WCGC 

Virtual, 2020. 

7) ◎Naoki Izawa, Shigeki Ohta, Shigenori Kadowaki, Takeshi Kajiwara, Keiko Minashi, Yu 

Sunakawa, Kei Muro, Tomohiro Nishina, Shuichi Hironaka, Takeharu Yamanaka, Takako 

Eguchi Nakajima, Yutaka Kawakami. 104P Angiogenesis-related factors and clinical outcomes 

in combination therapy with paclitaxel (PTX), ramucirumab (RAM) plus nivolumab (Nivo) for 
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advanced gastric cancer (AGC). ESMO VIRTUAL CONGRESS 2020, 2020. 

8) M. Nakamura, T. Funakoshi, S. Kataoka, T. Horimatsu, Y. Nishikawa, T. Matsubara, T. Mizukami, 

T. Goto, K. Tsuchihashi, E. Baba, T. Tsumura, Y. Mihara, T. Hamaguchi, M. Yanagita, M. Muto. 

Anti-VEGF inhibitors and Renal Safety in Onco-Nephrology consortium -Urinary Protein/ 

Creatinine ratio [VERSiON UP study]. ESMO ASIA, 2020. 

9) ◎Takahari Daisuke, Ohashi Manabe, Takashima Atsuo, Mizukami Takuro, Ishizuka Naoki, 

Katai Hitoshi, Mikami Shinya, Wakatsuki Takeru, Chin Keisho, Ida Satoshi, Kumagai Koshi, 

Nunobe Souya, Iwasa Satoru, Ito Miki, Wada Takeyuki, Yamagata Yikinori, Ogura Takashi, Sano 

Takeshi, Boku Narikazu, Yamaguchi kensei. Feasibility study of TAS-118 plus oxaliplation as 

perioperative chemotherapy for patients with advanced gastric cancer(APOLLO-11). ASCO GI 

2021, 2021. 

10) ◎Imamura Yu, Chin Keisho, Tsushima Takahito, Tsubosa Yasuhiro, Hara hiroki, Fukuda 

Takashi, Nomura Motoo, Tsunoda Shigeru, Ogata Takashi, Hayashi Tsutomu, Nabeya Yoshihiro, 

Minashi Keiko, Kuramochi Hidekazu, Hamano Mie, Doi Ayako, Mikami Shinya, Mine Shinji, 

Isizuka Naoki, Ichimura Takashi. Phase Ⅱ  study of systemic chemotherapy with S-1 plus 

oxaliplation followed by surgery in patients with cT3-T4a and/or node-positive advanced 

adenocarcinoma of the esophagogastric junction;Primary endpoint results of the ESOX trial. 

ASCO GI 2021, 2021. 

11) Hiroki Hara, Takuro Mizukami, Keiko Minashi, Tomohiro Nishina, Naoki Takahashi, Yusuke 

Amanuma, Akio Nakasha, Masaki Takahashi, Takako Eguchi Nakajima. A phase I/II trial of 

trifluridine/tipiracil in combination with irinotecan in patients with advanced gastric cancer 

refractory to fluoropyrimidine, platinum, and taxane. ASCO GI 2021 Virtual, 2021. 

12) ◎Ayako Doi, Kumiko Umemoto, Tomoyo Oguri, Hiroyuki Takeda, Yoshiki Horie, Takashi Ogura, 

Takuro Mizukami, Naoki Izawa, Sungmok Jung, Byung Chul Kim, Yu Sunakawa. A translational 

study to evaluate genomic markers and concordance with circulating-tumor DNA and circulating 

tumor cells to predict clinical outcomes in gastrointestinal and pancreatobiliary cancers: Valor 

trial. ASCO GI 2021 Virtual, 2021. 

13) Yu Sunakawa, Ryo Matoba, Eisuke Inoue, Yoshikazu Takahashi, Ryohei Kawabata, Atsushi 

Ishiguro, Yusuke Akamaru, Yosuke Kito, Masazumi Takahashi, Jin Matsuyama, Hiroshi 

Yabusaki, Akitaka Makiyama, Takahisa Suzuki, Masahiro Tsuda, Hisateru Yasui, Hisato 

Kawakami, Kei Muro, Takako Eguchi Nakajima, Wataru Ichikawa, and Masashi Fujii. Genomic 

pathway of gut microbiome to predict efficacy of nivolumab in advanced gastric cancer: DELIVER 

trial (JACCRO GC-08). ASCO GI 2021 Virtual, 2021. 
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リハビリテーション医学 

 

著書 

1) 山田尚基, 佐々木信幸. EBM 上肢ボツリヌス療法とリハビリテーション医療 2020;:84-91. 

2) 佐々木信幸. 1．脳血管障害 1）急性期 最新 リハビリテーション医学 2020;(3):220-228. 

3) 佐々木信幸 . 第 2 部各論 9.呼吸疾患  総合力がつくリハビリテーション医学・医療テキスト 

2021;(1):472-485. 

 

学術論文[和文] 

① 総説又は症例解説 

1) 佐々木信幸. 【回復期で知っておきたい!ここが分かれ道!!症状から引く検査値と画像】回復期リハビ

リテーション病棟におけるてんかん発作. Medical Rehabilitation, 2020;(250):27-32. 

2) 佐々木信幸. 【多職種による痙縮治療】片麻痺患者の痙縮治療. 総合リハビリテーション, 2020;48(7)：

623-629. 

3) 佐々木信幸. 【リハビリテーションにおけるロボット技術の最近の進歩】反復性径頭蓋磁気刺激

（rTMS）を用いたリハビリテーション治療. 脊椎脊髄ジャーナル, 2020;33(8):799-805. 

4) 佐々木信幸, 横山仁志, 樫田紘頌, 中田秀一, 韮澤光太郎. 重症 COVID-19 肺炎患者のリハビリテー

ション治療. CLINICAL REHABILITATION, 2020;29(13):1333-1340. 

5) 佐々木信幸. 脳卒中患者に対する反復性径頭蓋磁気刺激(rTMS)療法. 老年内科, 2021;3(2):145-152. 

6) 佐々木信幸. 急性期脳卒中における反復性経頭蓋磁気刺激 (rTMS) の有効性と役割. 聖マリアンナ

医科大学雑誌, 2021;48(4):177-182. 

② その他 

1) 佐々木信幸. 急性期から障害の改善にこだわり続ける. 総合リハビリテーション, 2021;49(2):111-

111. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) ◎佐々木信幸. 急性期リハビリテーションと医学的妥当性. 第 57 回日本リハビリテーション医学会

学術集会, 2020. 

2) ◎佐々木信幸. 痙縮の軽減で終わらせないリハビリテーション治療. 第 57 回日本リハビリテーショ

ン医学会学術集会, 2020. 

3) ◎佐々木信幸. 脳卒中麻痺と痙縮に対する治療戦略. 第 45 回日本脳卒中学会学術集会, 2020. 

4) ◎佐々木信幸. 急性期脳卒中リハビリテーションにおける磁気刺激の役割～急性期に求められる機

能改善とは？慢性期とは意義の異なる急性期 rTMS～. 第 2 回日本スティミュレーションセラピー

学会, 2020. 

5) ◎佐々木信幸. ボツリヌス療法は痙縮治療の第一歩、しかし第一歩にすぎない. 第 7 回日本ボツリヌ

ス治療学会学術集会, 2020. 

6) ◎中田秀一, 横山仁志, 堅田紘頌, 韮澤光太郎, 佐々木信幸, 森澤健一郎, 平泰彦, 藤谷茂樹. 複数の
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合併症を併発した重症 COVID-19 患者へのリハビリテーション経験. 第 48 回日本集中治療医学会

学術総会, 2021. 

7) ◎堅田紘頌 , 横山仁志 , 中田秀一 , 韮澤光太郎 , 佐々木信幸 , 森澤健一郎 , 平泰彦 , 藤谷茂樹 . 

COVID-19 にて ECMO 管理となった症例へのリハビリテーションが有効と考えられた 1 例. 第 48

回日本集中治療医学会学術総会, 2021. 

8) ◎横山仁志, 堅田紘頌, 中田秀一, 韮澤光太郎, 佐々木信幸, 森澤健一郎, 平泰彦, 藤谷茂樹. 重症

COVID 19 患者におけるリハビリテーション介入の実施報告. 第 48 回日本集中治療医学会学術総

会, 2021. 

② その他 

1) ◎佐々木信幸. 回復期リハビリテーションに必要な評価. 第 8回医師のための総合リハビリテーショ

ン講座, 2020. 

2) ◎佐々木信幸. 脳卒中後遺症はもっと治せる～新たな脳卒中治療戦略～. 地域連携 web セミナー, 

2020. 

3) ◎佐々木信幸. 復職のための麻痺・高次脳機能治療. 埼玉県医師会産業医研修会, 2020. 

4) ◎佐々木信幸. 急性期脳卒中のリハビリテーション. 急性期病院でのリハビリテーション処方の作

成法研修会, 2020. 

5) ◎佐々木信幸. 痙縮治療のその先に. 痙縮エキスパートミーティング, 2020. 

6) ◎佐々木信幸. 呼吸器リハビリテーション. 総合力のつくリハビリテーション専門職研修, 2020. 

7) ◎佐々木信幸. 医学的に正しく麻痺を治す. 第 1 回地域リハビリテーション講習会, 2021. 

8) ◎佐々木信幸. 中枢神経症状に対する新たな治療戦略. 第 79 回聖マリアンナ医科大学医学会学術集

会, 2021. 

9) ◎佐々木信幸. 脳卒中麻痺・痙縮への新たな治療戦略. 脳卒中後遺症麻痺治療連携セミナー, 2021. 
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感染症学 

 

著書 

1) 國島広之. C. difficile 感染での治療方針,新しい治療薬についても教えてください AST 虎の巻:日常

の疑問に答える! 2020;(1):61-67. 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 土田知也, 山崎行敬, 國島広之, 廣瀬雅宣, 藤谷茂樹, 松田隆秀. 新型コロナウイルス陽性患者の臨

床経過自験 6 例の肺炎像の有無と PCR 陰性化時期について. 感染症学雑誌, 2020;94(4):514-519. 

② 総説又は症例解説 

1) 國島広之. 類鼻疽(メリオイドーシス). 臨床と微生物, 2020;47(3):33-37. 

2) 高野知憲, 山﨑行敬, 國島広之. 訪日外国人の感染症治療における empiric therapy. 診断と治療, 

2020;108(67):887-891. 

3) 中谷佳子, 國島広之, 徳田浩一. ビュッフェスタイルレストランの汚染リスクとその対策～新型コロ

ナウイルス感染症とともに生活するために～. 環境感染誌, 2020;2(36):89-91. 

4) 山﨑行敬, 高野知憲, 國島広之. 日本の COVID-19 診療の指針 -これまでの経験から見えてきた診療

の在り方. 感染と抗菌薬, 2021;24(1):1-8. 

③ その他 

1) Alice Y. Guh, Preeta K. Kutty（監修：斎藤浩輝, 國島広之）. In the Clinic® Clostridioides difficile 

感染症. Clostridioides difficile Infection (Japanese Version), 2021;: 

DOI-10.7326/IsTranslatedFrom_AITC201810020_Japanese. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Daisuke Yoneoka, Takayuki Kawashima, Yuta Tanoue, Shuhei Nomura, Keisuke Ejima, Shoi Shi, 

Akifumi Eguchi, Toshibumi Taniguchi, Haruka Sakamoto, Hiroyuki Kunishima, Stuart Gilmour, 

Hiroshi Nishiura, Hiroaki Miyata. Early SNS-based monitoring system for the COVID-19 

outbreak in Japan: a population-level observational study. 

J-stage, 2020;:DOI-10.2188/jea.JE20200150. 

2) Toshinori Hara, Hiromichi Suzuki, Tadatomo Oyanagi, Norito Koyanagi, Akihito Ushiki, Naoki 

Kawabata, Miki Goto, Yukio Hida, Yuji Yaguchi, Kiyoko Tamai, Shigeyuki Notake, Yosuke 

Kawashima, Akio Sugiyama, Keiichi Uemura, Seiya Kashiyama, Toru Nanmoku, Satoshi Suzuki, 

Hiroshi Yamazaki, Hideki Kimura, Hiroyuki Kunishima, Hiroki Ohge. Clinical Evaluation of a 

Non-Purified Direct Molecular Assay for the Detection of Clostridioides Difficile Toxin Genes in 

Stool Specimens. PLOS ONE, 2020;: DOI-10.1371/journal.pone.0234119. 
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1) 内藤麻緒, 渋谷和郎, 野村忠夫, 女鹿喜治, 土居峻, その他. 第 III 部 英米文学 今さら聞けない 英

語学・英語教育学・英米文学 2020;:198-201. 

2) 内藤麻緒, 萩原明子, 小林薫, 権蛇千香, 星野裕子, Andrea D. Little.  ライフサイエンスのための英

語 I. 基本スキル編 2021;:1-170. 

 

    和文 英文 

 著  書   2  

 論  文  原著   

   解説又は総説   

   症例報告   

   その他   

 学会発表  国内学会   

   国際学会   

   その他   
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医学教育文化部門(人文・社会科学) 

 

学術論文[和文] 

① その他 

1) 小田武彦, 橳島次郎, 三浦靖彦, 西智弘, 井川裕覚, 井野元勤, 江口一彦, 荏原太, 長谷川修, 高見沢

重隆, 金森晃. 安楽死を考える‐医師による死の幇助・医療措置の中止・最期まで延命措置、私たち

の選択は？‐. 新薬と臨牀, 2021;70(2):81-118. 

 

学会発表 

① その他 

1) ◎小田武彦, 橳島次郎, 三浦靖彦, 西智弘, 井川裕覚. 悲哀（アガペー）に抱かれて生きる. 神奈川県

内科医学会 健康長寿社会を目指す委員会 パネルディスカッション, 2020. 

 

    和文 英文 

 著  書     

 論  文  原著   

   解説又は総説   

   症例報告   

   その他 1  

 学会発表  国内学会   

   国際学会   

   その他 1  
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医学教育文化部門(医学情報学) 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Nagasaka M, Yamagishi M, Yagishita N, Araya N, Kobayashi S, Makiyama J, Kubokawa M, 

Yamauchi J, Hasegawa D, Coler-Reilly ALG, Tsutsumi S, Uemura Y, Arai A, Takata A, Inoue E, 

Hasegawa Y, Watanabe T, Suzuki Y, Uchimaru K, Sato T, Yamano Y. Mortality and risk of 

progression to adult T-cell leukemia/lymphoma in HTLV-1-associated myelopathy/tropical spastic 

paraparesis. Proceedings of the National Academy of Sciences of the United States of America, 

2020;117(21):11685-11691. 

2) Yamakawa N, Yagishita N, Matsuo T, Yamauchi J, Ueno T, Inoue E, Takata A, Nagasaka M, Araya 

N, Hasegawa D, Coler-Reilly A, Tsutsumi S, Sato T, Araujo A, Casseb J, Gotuzzo E, Jacobson S, 

Martin F, Puccioni-Sohler M, Taylor GP, Yamano Y; Japan Clinical Research Group on HAM/TSP. 

Creation and validation of a bladder dysfunction symptom score for HTLV-1-associated 

myelopathy/tropical spastic paraparesis. Orphanet J Rare Dis, 2020;15(1):175. 

3) Osako K, Shibagaki Y, Inoue E, Sakurada T. Effects of age and sex on the relationship between 

body fat area and kidney events in patients with chronic kidney disease. Therapeutic Apheresis 

and Dialysis, 2020;online(ahead):of-print. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) ◎早川智絵, 稲山久美子, 干川晶弘, 井村穣二, 宇杉美由紀, 半田留美子, 上野隆彦, 有泉泰, 小池淳

樹. EUS-FNA におけるコンタミ細胞の特徴像と膵病変との鑑別. 第 61 回日本臨床細胞学会総会, 

2020. 

2) ◎上野隆彦. 仮説検定の考え方～導入の一例～. 第 18 回統計教育の方法論ワークショップ/理数系教

員授業力向上研修オンライン, 2020. 

3) ◎吉村加代, 勝田友博, 立浪忍, 清水直樹. 両親が子どものコロナウイルス感染症 2019 ワクチン開

発の治験参加を了承する要因についての検討. 第 24 回日本ワクチン学会学術集会, 2020. 
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    和文 英文 

 著  書     

 論  文  原著  3 

   解説又は総説   

   症例報告   

   その他   

 学会発表  国内学会 3  

   国際学会   

   その他   
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医学教育文化部門(医学教育研究) 

 

著書 

1) 伊野美幸. 設問 5.リサーチマインドの涵養 2019 年度（令和元年度）医学教育カリキュラムの現状 

2020;:172. 

2) 伊野美幸. 設問 6.臨床実習入門 2019 年度（令和元年度）医学教育カリキュラムの現状 2020;:185. 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 望月篤, 田嶋ティナ宏子, 東郷建, 信岡祐彦, 伊野美幸. 聖マリアンナ医科大学における入学時宿泊

研修の初年次教育への導入効果. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 2020;48(1):31-36. 

2) 春田淳志, 後藤道子, 野呂瀬崇彦, 村岡千種, 伊野美幸, 石川さと子, 内山靖, 大槻眞嗣, 加藤博孝, 

後藤亮平, 内藤知佐子, 前野貴美, 吉見憲二, 安井浩樹. オンラインでの多職種連携教育実践報告 

第 1 報 初年次学生を対象とした教育的なインタラクションを促すオンラインの工夫. 医学教育, 

2021;52(1):53-57. 

3) 黄世捷, 伊佐早健司, 望月篤, 伊野美幸, 明石嘉浩, 信岡祐彦. 医学部卒前教育における ICT を利用

した実践型 Problem-Based Learning の開発と導入. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 2021;48(4):197-

210. 

② 総説又は症例解説 

1) 望月篤, 田嶋ティナ宏子, 明石嘉浩, 伊野美幸. 臨床実習後客観的臨床能力試験に向けて求められる

医学教育上の変化と工夫. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 2020;48(1):1-6. 

2) 信岡祐彦, 望月篤, 黄世捷, 藤原多鶴子, 伊野美幸, 井上莊一郎. シミュレーション教育の充実に必

要なもの 質的統合法(KJ 法)による検討. 新しい医学教育の流れ, 2021;20(3):35-138. 

③ その他 

1) 日本医学教育学会 医学教育専門家・業績 FD 委員会（伊野美幸 他）. 第 46 回医学教育者のため

のワークショップ（富士研ワークショップ）の記録（第 2 報）. 医学教育, 2020;51(2):155-165. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Mochizuki Atsushi, Tajima Tina Hiroko, Asano Takayuki, Ino Miyuki. Comparison of Two 

Methods Used for Final Internship Evaluation at St. Marianna University Hospital. Journal of 

St. Marianna University, 2020;11(2):103-108. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) ◎黄世捷, 明石嘉浩, 土田知也, 伊佐早健司, 望月篤, 伊野美幸, 信岡祐彦. AI問診アプリは臨床推論

教育の敵か味方か. 第 52 回日本医学教育学会大会, 2020. 

2) ◎大泉京子, 伊野美幸, 信岡祐彦, 望月篤, 近藤昭子, 田中恒明, 佐野政子. リーダー養成研修アドバ
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ンスの受講者がとらえる多職種連携コンピテンシー. 第 52 回日本医学教育学会大会, 2020. 

② その他 

1) 伊野美幸. プログラム責任者の業務と役割. 令和 2 年度プログラム責任者養成講習会, 2020. 

2) 伊野美幸. 研修医・指導医のストレス. 令和 2 年度プログラム責任者養成講習会（2020 年 11 月 1

日）, 2020. 

3) 伊野美幸. 研修医・指導医のストレス. 令和 2 年度プログラム責任者養成講習会（2020 年 11 月 3

日）, 2020. 

4) 伊野美幸. プログラム責任者の業務と役割. 令和 2 年度プログラム責任者養成講習会, 2020. 

5) 伊野美幸. アイスブレーキング. 第 16 回北里大学病院初期臨床研修指導医養成ワークショップ, 

2020. 

6) 伊野美幸. 研修医へのフィードバック（コーチング）. 第 16 回北里大学病院初期臨床研修指導医養

成ワークショップ, 2020. 

 

    和文 英文 

 著  書   2  

 論  文  原著 3 1 

   解説又は総説 2  

   症例報告   

   その他 1  

 学会発表  国内学会 2  

   国際学会   

   その他 6  
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難病治療研究センター 

 

著書 

1) 山野嘉久. HTLV-1 関連脊髄症（HAM）の新たな診療ガイドライン Annual Review 神経 2020 

2020;:131-136. 

2) 杉下陽堂, 鈴木直. がんサバイバー 生殖と周産期のリエゾン 2020;(1):64-72. 

3) 杉下陽堂, 鈴木直. 第 3 章 内科的・外科的疾患における妊孕性と周産期予後の問題 5.がんサバイバ

ー 生殖と周産期のリエゾン～生殖医が知っておくべきこと、産科医ができること～ 2020;:64-72. 

4) Sugishita Y,Kawahara T, Horage Y, Takae S, Igarashi S, Suzuki N.. Chapter24 Cryopreservation 

of ovarian tissue by Vitrification Fertility Preservation principles and practice 2021;(2):273-279. 

5) Kazuo Yudoh, Naoko Yui, Ko Terauchi, Hajime Kobayashi, Takanori Kumai, Shu Somemura. 

CHAPTER 21: Sirtuins in bone and cartilage biology SIRTUIN BIOLOGY IN MEDICINE 

2021;:341-351. 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 佐藤知雄, 山野嘉久. 免疫性神経疾患 update ―基礎・臨床研究の最新知見― HAM に対する治療

薬の現況と展望. 日本臨床, 2020;78(11):1939-1944. 

2) 長谷川大輔, 長谷川高志, 酒巻哲夫, 山野嘉久. 難病 HTLV-1 関連脊髄症（HAM）患者を対象とした

オンライン診療等の医療ニーズに関する患者意識調査結果について . 日本遠隔医療学会雑誌, 

2020;16(2):75-82. 

3) 竹中基記, 古井辰郎, 高江正道, 杉下陽堂, 川原泰, 重松幸佑, 木村文則, 堀江昭史, 原鐵晃, 加藤雅

志, 西山博之, 鈴木達也, 宮城充, 金西賢治, 久保恒明, 中山理, 梶山広明, 高井泰, 鈴木直. がん・生

殖医療連携未整備地域 24 か所の現状と課題－地域格差を解消するための施策－. 癌と化学療法, 

2020;47(12):1691-1696. 

4) 曽我海馬, 清水高弘, 飯島直樹, 鷹尾直誠, 土橋瑶子, 柴田宗一郎, 小倉英, 萩原悠太, 桒田千尋, 

佐々木直, 秋山久尚, 長谷川泰弘, 山野嘉久. 頸動脈狭窄患者において血清 MMP-9 濃度は頭蓋内主

幹動脈狭窄リスクと関連する. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 2020;48(3):101-108. 

5) 白石絵莉子, 洞下由記, 高江正道, 鈴木由妃, 澤田紫乃, 岩端秀之, 杉下陽堂, 岡本愛光, 鈴木直. 妊

孕性温存胚を用いたがん・生殖医療の有効性と安全性に関する検証. 関東連合産科婦人科学会誌, 

2021;58(1):141-144. 

② 総説又は症例解説 

1) 山野嘉久. HTLV-1 関連脊髄症（HAM）の患者参加型の研究と創薬. Neuroinfection, 2020;25(1):87-

91. 

2) 山野嘉久. HAM/TSP の診断指針 HTLV-1 関連脊髄症（HAM)診察ガイドライン 2019 を踏まえて. 

脊椎脊髄ジャーナル, 2020;33(4):498-503. 

3) 長谷川大輔. 第 4回 IoMT サミットを振り返って. Journal of Internet of Medical Things, 2020;3(1)：

64-67. 
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4) 山内淳司, 山野嘉久. HTLV-1 関連脊髄症. CLINICAL NEUROSCIENCE, 2020;38(10):1270-1271. 

5) 杉下陽堂. 【周産期キーワード 30 アップデート 最新&レベルアップの知識で助産力を磨く】妊娠 

不妊症・不育症. ペリネイタルケア, 2020;39(10):1014-1015. 

6) 山内淳司, 山野嘉久. HTLV-1 関連脊髄症（HAM）の発症メカニズム. 周産期医学, 2020;50(10):1695-

1698. 

7) 山野嘉久. HTLV-1 関連脊髄症（HAM）の研究進展からみえる診療の未来像. 宝函, 2020;41(3):21-30. 

8) 山内淳司, 山野嘉久, 湯沢賢治. 臓器移植における HTLV-1 感染への対応. 日本臨床腎移植学会雑誌, 

2020;8(1):42-51. 

9) 八木下尚子, 山野嘉久. HTLV-1 関連脊髄症. 生体の科学, 2020;71(5):422-423. 

10) 新谷奈津美, 山野嘉久. HTLV-1 関連脊髄症（HAM)の病態. 別冊 BIO Clinica, 2020;9(2):29-33. 

11) 小松梨恵、仁木久照、遊道和雄、藤井亮爾. SPACIA1/SAAL1 の遺伝子欠損. 整形外科, 2021;1(72):74. 

③ 症例報告 

1) 鷹尾直誠, 櫻井謙三, 日野栄絵, 山野嘉久. 再発性細菌性髄膜炎の原因として鼻汁を契機に鼻性髄液

漏の診断に至った一例. 臨床神経, 2020;61(3):177-181. 

2) 萩原悠太, 菊池崇之, 赤須友香利, 松本博文, 鏑木 圭, 柴田宗一郎，笹野恭之, 齋藤善光, 清水高弘, 

山野嘉久. 扁桃周囲膿瘍に対する経口腔咽頭超音波ガイド下排膿穿刺術―経口腔頸動脈超音波の応

用―. Neurosonology, 2020;33(2):45-49. 

④ その他 

1) 遊道和雄. 大学院に求められる事. 川崎市医師会会報, 2020;372:72-73. 

2) 山野嘉久. Pick-up 脳卒中 スーパードクターに教わる最新治療 2021. 文藝春秋, 2021;:AD. 

3) 山野嘉久. HTLV-1 関連脊髄症の診察環境が前進 根本的治療の研究も進行中. メディカルトリビュ

ーン, 2021;:1-5. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Nagasaka M, Yamagishi M, Yagishita N, Araya N, Kobayashi S, Makiyama J, Kubokawa M, 

Yamauchi J, Hasegawa D, Coler-Reilly ALG, Tsutsumi S, Uemura Y, Arai A, Takata A, Inoue E, 

Hasegawa Y, Watanabe T, Suzuki Y, Uchimaru K, Sato T, Yamano Y. Mortality and risk of 

progression to adult T-cell leukemia/lymphoma in HTLV-1-associated myelopathy/tropical spastic 

paraparesis. Proceedings of the National Academy of Sciences of the United States of America, 

2020;117(21):11685-11691. 

2) Takeda R, Ishigaki T, Ohno N, Yokoyama K, Kawamata T, Fukuyama T, Araya N, Yamano Y, 

Uchimaru K, Tojo A. 

Immunophenotypic analysis of cerebrospinal fluid reveals concurrentdevelopment of ATL in the 

CNS of a HAM/TSP patient. International Journal of Hematology, 2020;111(6):891-896. 

3) Yamakawa N, Yagishita N, Matsuo T, Yamauchi J, Ueno T, Inoue E, Takata A, Nagasaka M, Araya 

N, Hasegawa D, Coler-Reilly A, Tsutsumi S, Sato T, Araujo A, Casseb J, Gotuzzo E, Jacobson S, 

Martin F, Puccioni-Sohler M, Taylor GP, Yamano Y; Japan Clinical Research Group on HAM/TSP. 
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Creation and validation of a bladder dysfunction symptom score for HTLV-1-associated 

myelopathy/tropical spastic paraparesis. Orphanet J Rare Dis, 2020;15(1):175. 

4) Mohd Faizal Ahmad, Yodo Sugishita, Yuki Suzuki-Takahashi, Shino Sawada Hideyuki Iwahata, 

Eriko Shiraishi, Seido Takae, Yuki Horage-Okutsu, Nao Suzuki. Oncofertility Treatment Among 

Breast Cancer Women: A Paradigm Shift of Practice After a Decade of Service. Journal of 

Adolescent and Young Adult Oncology, 2020;9(4):496-501. 

5) Okuma K, Kuramitsu M, Niwa T, Taniguchi T, Masaki Y, Ueda G, Matsumoto C, Sobata R, Sagara 

Y, Nakamura H, Satake M, Miura K, Fuchi N, Masuzaki H, Okayama A, Umeki K, Yamano Y, 

Sato T, Iwanaga M, Uchimaru K, Nakashima M, Utsunomiya A, Kubota R, Ishitsuka K, 

Hasegawa H, Sasaki D, Koh KR, Taki M, Nosaka K, Ogata M, Naruse I, Kaneko N, Okajima S, 

Tezuka K, Ikebe E, Matsuoka S, Itabashi K, Saito S, Watanabe T, Hamaguchi I. Establishment 

of a novel diagnostic test algorithm for human T-cell leukemia virus type 1 infection with line 

immunoassay replacement of western blotting: a collaborative study for performance evaluation 

of diagnostic assays in Japan. Retrovirology, 2020;17(1):26. 

6) Shimizu J, Yamano Y, Kawahata K, Suzuki N. Elucidation of predictors of disease progression in 

patients with relapsing polychondritis at the onset: potential impact on patient monitoring. BMC 

rheumatolgy, 2020;4(41): doi: 10.1186/s41927-020-00141-8. 

7) Takao N, Hagiwara Y, Shimizu T, Soga K, Tsuchihashi Y, Otsubo H, Tatsuno K, Takaishi S, Usuki 

N, Yoshie T, Takada T, Ueda T, Hasegawa Y, Yamano Y. 

Preprocedural Carotid Plaque Echolucency as a Predictor of In-stent Intimal Restenosis after 

Carotid Artery Stenting. J Stroke Cerebrovasc Dis, 2020;29(12):105339. 

8) Tsuchihashi Y, Shimizu T, Akiyama H, Hagiwara Y, Soga K, Takao N, Uchino K, Yanagisawa T, 

Yamauchi J, Sato T, Hasegawa Y, Yamano Y. The Risk Factors for Death within 6 months after 

Ischemic Stroke in Patients with Cancer. Journal of Stroke & Cerebrovascular Diseases, 

2020;29(12):105365. 

9) Imuta H, Fujita D, Oba S, Kiyosue A, Nishimatsu H, Yudo K, Suzuki E. Histone methylation and 

demethylation are implicated in the transient and sustained activation of the interleukin‑1β gene 

in murine macrophages. Heart and Vessels, 2020;35:1746-1754. 

10) Soga K, Shimizu T, Hagiwara Y, Ogura H, Akiyama H, Yamauchi J, Sato T, Hanzawa K, 

Hasegawa Y, Yamano Y. Soleal vein dilatation in the early-phase of hospitalization is associated 

with a subsequent development of deep vein thrombosis in patients with acute stroke. Journal of 

Medical Ultrasonics, 2021;(48):97-104. 

11) Yamauchi J, Araya N, Yagishita N, Sato T, Yamano Y. An update on human T-cell leukemia virus 

type I (HTLV-1)-associated myelopathy/tropical spastic paraparesis (HAM/TSP) focusing on 

clinical and laboratory biomarkers. Pharmacology & Therapeutics, 2021;(218):107669. 

12) Penova M, Kawaguchi S, Yasunaga J, Kawaguchi T, Sato T, Takahashi M, Shimizu M, Saito M, 

Tsukasaki K, Nakagawa M, Takenouchi N, Hara H, Matsuura E, Nozuma S, Takashima H, Izumo 

S, Watanabe T, Uchimaru K, Iwanaga M, Utsunomiya A, Tabara Y, Paul R, Yamano Y, Matsuoka 
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M, Matsuda F. Genome wide association study of HTLV-1 associated myelopathy/tropical spastic 

paraparesis in the Japanese population. Proceedings of the National Academy of Sciences of the 

United States of America, 2021;118(11): e2004199118. 

13) Iwata Teppei, Sedukhina S Anna, Kubota Manabu, Oonuma Shigeko, Maeda Ichiro, Yoshiike 

Miki, Usuba Wataru, Minagawa Kimino, Hames Eleina, Meguro Rei, Cho Sunny, Chien H H 

Stephen, Urabe Shiro, Pae Sookhee, Palanisamy Kishore, Kumai Toshio, Yudo Kazuo, Kikuchi 

Eiji, Sato Ko. A new bioinformatics approach identifies overexpression of GRB2 as a poor 

prognostic biomarker for prostate cancer. Scientific Reports, 2021;11(11):5696. 

14) Yatabe K, Muroi R, Kumai T, Kotani T, Somemura S, Yui N, Murofushi Y, Terawaki F, Kobayashi 

H, Yudoh K, Sakurai H, Miyano H, Fujiya H. Effects of Different Exercise Conditions on 

Antioxidant Potential and Mental Assessment. Sports, 2021;9(3):36;e1-e8. 

② 症例報告 

1) Sakurai K, Shinohara K, Imai T, Yamano Y, Hasegawa Y. A Case of Severe Multiple Sclerosis 

Manifesting upon GnRH Agonist Therapy for Uterine Fibroids: A Case Report. Internal Medicine, 

2020;59(23):3093-3096. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) ◎澤田紫乃, 五十嵐豪, 杉下陽堂, 洞下由記, 長谷川潤一, 鈴木直. 当院における原発性無月経に対

する骨密度の評価と管理について. 第 72 回日本産科婦人科学会学術講演会, 2020. 

2) ◎鈴木由妃, 杉下陽堂, 孟令博, 戸澤晃子, 長谷川潤一, 鈴木直. 妊孕性温存療法における未受精卵

子凍結の改善策を探るー成熟卵子および未成熟卵子のミトコンドリア動態を解明するー. 第 72 回日

本産科婦人科学会学術講演会, 2020. 

3) ◎岩端秀之, 高江正道, 阿部恭子, 白石絵莉子, 鈴木由妃, 澤田紫乃, 杉下陽堂, 洞下由記, 長谷川潤

一, 鈴木直. Cancer survivor の妊孕性改善を志向した卵巣組織移植治療成績に関する検証. 第 72 回

日本産科婦人科学会学術講演会, 2020. 

4) ◎洞下由記, 白石絵莉子, 鈴木由妃, 澤田紫乃, 岩端秀之, 杉下陽堂, 高江正道, 長谷川潤一, 鈴木直. 

乳がん治療後に生殖医療を行った患者における ART 成績の検討. 第 72 回日本産科婦人科学会学術

講演会, 2020. 

5) ◎杉下陽堂. 共催セミナー22 GSM（閉経関連泌尿生殖器症候群）に対する炭酸ガスフラクショナル

腟外陰レーザー療法の現状評価と今後の検証 1) 膣外陰レーザー療法の最新レビュー. 第 72 回日

本産科婦人科学会学術講演会, 2020. 

6) ◎太田有紀, 小林司, 大滝正訓, 武半優子, 木田圭亮, 渡辺実, 飯利太朗, 松本直樹, 武永美津子. 下

肢筋委縮モデルに対する脂肪組織由来幹細胞エクソソーム投与の効果. 第 19 回日本再生医療学会総

会, 2020. 

7) ◎白石絵莉子, 洞下由記, 高江正道, 鈴木由妃, 澤田紫乃, 岩端秀之, 杉下陽堂, 岡本愛光, 鈴木直. 

妊孕性温存胚を用いた生殖医療の有効性と安全性に関する検証. 第 139 回関東連合産科婦人科学会

総会・学術集会, 2020. 



- 335 - 

8) ◎鈴木由妃, 杉下陽堂, 小澤南, 本吉愛, 久我麻美, 富永果林, 右田王介, 鈴木直, 津川浩一郎. 早発

卵巣不全患者における染色体異常の状況. 第 44 回日本遺伝カウンセリング学会, 2020. 

9) ◎本吉愛, 小澤南, 鈴木由妃, 杉下陽堂, 久我亜沙美, 富永果林, 右田王介, 津川浩一郎. 若年性乳癌

を発症し、遺伝カウンセリングが治療の受容に有効であった Peutz-Jeghers 症候群の一例. 第 44 回

日本遺伝カウンセリング学会学術大会, 2020. 

10) ◎杉下陽堂, 鈴木由妃, 本吉愛, 小澤南, 久我亜沙美, 富永果林, 右田王介, 鈴木直, 津川浩一郎. 

トリプル X 症候群にて統合失調症および早発卵巣不全を呈した患者に対する遺伝カウンセリングの

重要性. 第 44 回日本遺伝カウンセリング学会学術集会, 2020. 

11) ◎小澤南, 右田王介, 富永果林, 阿部友嘉, 鈴木由妃, 杉下陽堂, 本吉愛, 長谷川潤一, 鈴木直, 清水

直樹, 津川浩一郎. 単一施設における NIPT の経験. 第 44 回日本遺伝カウンセリング学会学術集会, 

2020. 

12) 藤井亮爾, 小松梨恵, 青野浩之, 仁木久照, 遊道和雄, 中島利博. 関節リウマチ滑膜細胞における

SPACIA1 と TNFαによる協調的細胞周期因子発現制御. 第 64 回日本リウマチ学会, 2020. 

13) ◎本吉愛, 黒田貴子, 敦賀智子, 志茂新, 小島康幸, 白英, 川本久紀, 福田護, 小澤南, 鈴木由妃, 杉

下陽堂 , 右田王介 , 富永果林 , 久我亜沙美 , 津川浩一郎 . 治療選択目的の遺伝学的検査

(BRACAnalysis）導入における当院の取り組みとオラパリブ使用経験. 第 26 回日本遺伝性腫瘍学会

学術集会, 2020. 

14) ◎玉木慶子, 米良英和, 竹下翔, 藤岡伸助, 山野嘉久, 坪井義夫. 急速進行を呈した HTLV-1 関連脊

髄症（HAM）3 症例の検討. 第 61 回日本神経学会学術大会, 2020. 

15) ◎佐藤知雄. リアルワールドエビデンスを活用した「HAM 診療ガイドライン 2019」について. 第

61 回日本神経学会学術大会, 2020. 

16) ◎岩端秀之, 洞下由記, 出田莉央, 松山夏美, 中嶋真理子, 古山紗也子, 鈴木由妃, 白石絵莉子, 澤

田紫乃, 杉下陽堂, 高江正道, 鈴木直. 高容量アルキル化剤を用いたがん治療後に ART によって妊

娠が成立した小児がんサバイバーの 1 例―移行医療への産婦人科医師参画の重要性について. 第 38

回日本受精着床学会総会・学術講演会, 2020. 

17) ◎洞下由記, 岩端秀之, 出田莉央, 松山夏美, 中嶋真理子, 古山紗也子, 鈴木由妃, 澤田紫乃, 杉下

陽堂, 高江正道, 鈴木直. AYA 世代がん患者に対する妊孕性温存凍結胚による妊娠成績の検証. 第 38

回日本受精着床学会総会・学術講演会, 2020. 

18) ◎佐藤知雄, 山内淳司, 新谷奈津美, 高橋克典, 國友康夫, 八木下尚子, 山野嘉久. HAM 診療ガイド

ラインの活用実態および内容の評価に関する全国調査. 第 32 回日本神経免疫学会学術集会, 2020. 

19) ◎杉下陽堂. 閉鎖型デバイスを用いた卵巣組織凍結 Vitrification 法の実際. 第 61 回日本卵子学会

学術集会, 2020. 

20) ◎澤田紫乃, 五十嵐豪, 杉下陽堂, 鈴木直. 当院における原発性無月経 4 例に対する DEXA 法によ

る骨密度の評価と早期管理について. 日本骨粗鬆学会学術集会, 2020. 

21) ◎秋山恭子, 志茂彩華, 志茂新, 小島康幸, 本吉愛, 白英, 川本久紀, 福田護, 白石絵莉子, 杉下陽

堂, 高江正道, 洞下由記, 鈴木直, 津川浩一郎. 当院におけるAYA世代の乳癌患者支援への取り組み. 

第 28 回日本乳癌学会学術総会, 2020. 

22) ◎藤井亮爾, 小松梨恵, 仁木久照, 遊道和雄. TNFα誘導性リウマチ滑膜線維芽細胞におけるサイ



- 336 - 

クリン D キナーゼの発現と細胞増殖に関する検討. 第 35 回日本整形外科学会基礎学術集会, 2020. 

23) ◎熊井隆智, 遊道和雄, 染村嵩, 谷田部かなか, 小谷貴史, 仁木久照, 藤谷博人. 骨芽細胞における

光感受応答機構の解明と光刺激による骨形成能の誘導. 第 35 回日本整形外科学会基礎学術集会, 

2020. 

24) ◎寺内昴, 遊道和雄, 仁木久照, 藤谷博人. 変形性関節症の軟骨細胞において NAD 依存性脱アセチ

ル化酵素 Sirtuin-1 は細胞エネルギー代謝調節因子およびｆ軟骨細胞活性を抑制する. 第 35 回日本

整形外科学会基礎学術集会, 2020. 

25) ◎小松梨恵, 仁木久照, 遊道和雄, 藤井亮爾. コラーゲン誘導関節炎モデルマウスにおける CDK6

阻害剤の関節炎抑制効果. 第 35 回日本整形外科学会基礎学術集会, 2020. 

26) ◎染村嵩, 遊道和雄, 熊井隆智, 谷田部かなか, 佐々木千鶴子, 藤谷博人, 仁木久照. 三次元培養下

における骨芽細胞と軟骨細胞の力学的ストレス応答能の比較解析. 第 35 回日本整形外科学会基礎学

術集会, 2020. 

27) ◎染村嵩, 遊道和雄, 熊井隆智, 谷田部かなか, 佐々木千鶴子, 藤谷博人, 仁木久照. 骨芽細胞の力

学的ストレス応答と細胞エネルギー代謝調節機構との関連. 第 35 回日本整形外科学会基礎学術集会, 

2020. 

28) ◎寺内昂, 遊道和雄, 染村嵩, 熊井隆智, 村上賢一, 藤谷博人, 仁木久照. 変形性関節症の軟骨細胞

においてNAD依存性脱アセチル化酵素 Sirtuin-1は細胞エネルギー代謝調節因子および軟骨細胞活

性を制御する. 第 35 回日本整形外科学会基礎学術集会, 2020. 

29) ◎伊佐早健司, 菊池崇之, 佐々木直, 長谷川泰弘, 山野嘉久. 異常姿勢で発症し卵巣腫瘍による傍腫

瘍性運動ニューロン疾患に対し卵巣腫瘍摘出術が著効した 85 歳女性例. 第 38 回日本神経治療学会

学術集会, 2020. 

30) ◎菊池崇之, 伊佐早健司, 佐々木直, 長谷川泰弘, 山野嘉久. 小脳失調と一過性構音障害を呈しパー

キンソン症候群・ラクナ塞栓を疑った神経サルコイドーシスの 59 歳男性例. 第 38 回日本神経治療

学会学術集会, 2020. 

31) ◎鷹尾直誠, 櫻井謙三, 日野栄絵, 山野嘉久. 多量の鼻汁を契機に鼻性髄液漏の診断に至った再発

性細菌性髄膜炎の一例. 第 38 回日本神経治療学会学術集会, 2020. 

32) ◎鏑木圭, 伊佐早健司, 鈴木祐, 佐々木直, 長谷川泰弘, 山野嘉久. 脳梗塞、末梢神経障害を伴った

顕微鏡的多発血管炎に対し、リツキシマブで寛解導入した 72 歳女性例. 第 38 回日本神経治療学会

学術集会, 2020. 

33) ◎伊佐早健司, 秋山久尚, 赤須友香里, 貫井咲希, 柳澤俊之, 長谷川泰弘, 山野嘉久. 右眼痛にて発

症し、右内外転障害を呈した 64 歳男性例. 第 58 回日本神経眼科学会, 2020. 

34) ◎秋山久尚, 萩原悠太, 山野嘉久. 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の頭痛に関する検討. 

第 48 回日本頭痛学会総会, 2020. 

35) ◎秋山久尚, 山野嘉久. 頭痛を呈し他院へ入院した新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の 1 例. 

第 48 回日本頭痛学会総会, 2020. 

36) ◎本吉愛, 右田王介, 小澤南, 鈴木由妃, 杉下陽堂, 小島康幸, 久我亜沙美, 富永果林, 津川浩一郎. 

姉妹で若年性癌を発症した Bloom 症候群の一家系. 日本人類遺伝学会第 65 回大会, 2020. 

37) ◎澤田紫乃, 五十嵐豪, 杉下陽堂, 鈴木直. 当院における婦人科がん患者における外科的閉経後の



- 337 - 

骨密度異常の現状. 第 35 回日本女性医学学会学術集会, 2020. 

38) ◎古山紗也子, 洞下由記, 出田 莉央, 松山夏美, 中嶋真理子, 白石絵莉子, 鈴木由妃, 澤田紫乃, 岩

端秀之, 杉下陽堂, 髙江正道, 鈴木直. 妊孕性温存療法における IVM の有用性. 第 65 回日本生殖医

学会学術講演会・総会, 2020. 

39) ◎小泉智恵, 湯村寧, 西山博之, 岡田弘, 杉下陽堂, 山崎一恭, 古城公佑, 鈴木由妃, 竹島徹平, 杉

本公平, 鈴木直. 若年成人未婚男性がん患者における精子凍結後の心理社会的状況に関する観察研

究. 第 65 回日本生殖医学会学術講演会・総会, 2020. 

40) ◎杉下陽堂, 鈴木由妃, 古山紗也子, 鈴木直. 卵巣組織凍結における融解卵巣組織内の違残凍結保

護剤が組織に与える影響について. 第 65 回日本生殖医学会学術講演会・総会, 2020. 

41) ◎鏑木真弓, 水上平祐, 松本博文, 白石眞, 山野嘉久, 菱田吉明, 韓蔚, 緒方聖友. 免疫チェックポ

イント阻害剤のペムブロリズマブにより Parkinsonism を認めた一例. 第 235 回日本神経学会関東・

甲信越地方会, 2020. 

42) ◎曽我海馬, 清水高広, 小倉英, 萩原悠太, 秋山久尚, 榛沢和彦, 長谷川泰弘, 山野嘉久. 急性期脳

卒中患者における下肢深部静脈血栓症とヒラメ静脈径の検討. 第 39 回日本脳神経超音波学会, 2020. 

43) ◎原田賢, 洞下由記, 岩端秀之, 鈴木由妃, 澤田紫乃, 杉下陽堂, 高江正道, 鈴木直. 当院における

自己免疫疾患患者の妊孕性温存外来受診者の内訳. 第 11 回日本がん・生殖医療学会学術集会, 2021. 

44) ◎岩端由里子, 高江正道, 金森玲, 白石絵莉子, 鈴木由妃, 岩端秀之, 杉下陽堂, 洞下由記, 鈴木直. 

小児卵巣組織凍結症例に関する安全性と適切性の検証. 第 11 回日本がん・生殖医療学会学術集会, 

2021. 

45) ◎杉下陽堂, 鈴木直. 卵巣組織凍結の工夫. 第 11 回日本がん・生殖医療学会学術集会, 2021. 

46) ◎出田莉央, 古山紗也子, 中嶋真理子, 松山夏美, 岩端秀之, 杉下陽堂, 高江正道, 洞下由記, 鈴木

直. 妊孕性温存目的の精子凍結における禁欲期間による精液所見に関する検討. 第 11 回日本がん・

生殖医療学会学術集会, 2021. 

47) ◎鈴木由妃, 孟令博, 杉下陽堂, 鈴木直. 未受精卵子凍結におけるミトコンドリア動態の検討. 第

11 回日本がん・生殖医療学会学術集会, 2021. 

48) ◎山谷佳子, 洞下由記, 岩端秀之, 鈴木由妃, 杉下陽堂, 高江正道, 鈴木直. がん・生殖医療外来に

おける告知:妊孕性温存を試みたが、正常授精胚が少ないことに衝撃を受け、心理支援を要した女性

に対する関わり. 第 18 回日本生殖心理学会学術集会, 2021. 

49) ◎杉下陽堂, 右田王介, 鈴木由妃, 本吉愛, 岩端秀之, 高江正道, 洞下由記, 菅沼真樹, 津川浩一郎, 

鈴木直. 当院で診断した早発卵巣不全を呈したトリプル X 症候群 5 症例における心理学カウンセリ

ングの意義の検討. 第 18 回日本生殖心理学会学術集会, 2021. 

50) ◎内野賢治 , 大熊壮尚 , 篠原健介 , 今井健 , 山野嘉久 . 長期間にわたり診断し得なかった

Paramyotonia congenita の 30 歳女性例. 第 236 回日本神経学会関東・甲信越地方会, 2021. 

51) ◎赤須友香利, 伊佐早健司, 曽我海馬, 桒田千尋, 小池春樹, 勝野雅央, 山野嘉久. 両下肢疼痛、左

下垂足より発症しシクロフォスファミドパルス療法（IVCY）が有効であった非全身性血管炎性ニュ

ーロパチー（NSVN）の一例. 第 236 回日本神経学会関東・甲信越地方会, 2021. 

52) ◎秋山久尚, 山野嘉久. 片頭痛例における睡眠時無呼吸症候群（SAS）の合併に関する検討. 第 83

回神奈川県内科医学会集談会, 2021. 



- 338 - 

53) ◎鷹尾直誠, 秋山久尚, 赤須友香利, 飯島直樹, 桒田千尋, 深野崇之, 萩原悠太, 清水高広, 山野嘉

久. One-and-a-half 症候群呈した両側延髄内側梗塞の一例. 第 83 回神奈川県内科医学会集談会, 

2021. 

54) ◎Ohta Yuki, Kobayashi Tsukasa, Takeba Yuko, Ootaki Masanori, Kida Keisuke, Watanabe 

Minoru, Iiri Taroh, Takenaga Mitsuko, Matsumoto Naoki. Effect of adipose tissue-derived 

stem/stromal cells on muscle atrophy. 第 94 回日本薬理学会年会, 2021. 

55) ◎太田有紀, 小林司, 武半優子, 大滝正訓, 木田圭亮, 渡辺実, 飯利太朗, 武永美津子, 松本直樹. 

座骨神経障害誘発萎縮筋組織に対する脂肪組織由来幹細胞の効果. 第 20 回日本再生医療学会総会, 

2021. 

56) ◎鏑木圭, 清水高弘, 秋山久尚, 萩原悠太, 飯島直樹, 曽我海馬, 鷹尾直誠, 柴田宗一郎, 桒田千尋, 

佐々木直, 長谷川泰弘, 山野嘉久. 急性期脳梗塞における頸部血管エコーによる主幹動脈病変の診断

についての検討. 第 46 回日本脳卒中学会学術集会, 2021. 

57) ◎飯島直樹, 清水高弘, 土橋瑶子, 曽我海馬, 鷹尾直誠, 柴田宗一郎, 萩原悠太, 桒田千尋, 秋山久

尚, 長谷川泰弘, 山野嘉久. 担癌患者の脳梗塞発症後の予後予測因子に関する検討：拡散協調画像所

見（Three territory sign)の有用性. 第 46 回日本脳卒中学会学術集会, 2021. 

58) ◎伊佐早健司, 土橋瑶子, 鈴木祐, 星野俊, 鏑木圭, 清水高弘, 伊藤英道, 内田将司, 木村慶子, 伊

藤杏子, 山下雄輔, 秋山久尚, 長谷川泰弘, 山野嘉久. 院内発症脳卒中症例における tPA 静注療法の

効果. 第 46 回日本脳卒中学会学術集会, 2021. 

59) ◎秋山久尚, 桒田千尋, 萩原悠太, 清水高広, 山野嘉久, 鈴木知美, 桒田慎吾, 出雲昌樹, 田邉康宏, 

明石嘉浩. 当院での卵円孔開存に対する経皮的カテーテル PFO 閉鎖機器（Amplazer PFO オクルー

ダー）治療. 第 46 回日本脳卒中学会学術集会, 2021. 

60) ◎洞下由記, 岩端秀之, 出田莉央, 松山夏美, 中嶋真理子, 古山紗也子, 鈴木由妃, 澤田紫乃, 杉下

陽堂, 高江正道, 鈴木直. 妊孕性温存目的の精子・卵子・胚・卵巣組織凍結におけるその後の利用率

と妊娠成績に関する検討. 第 3 回 AYA がんの医療と支援のあり方研究会学術集会, 2021. 

61) ◎秋山恭子, 洞下由記, 高江正道, 杉下陽堂, 神蔵奈々, 濱口賀代, 古川尚美, 吉岡千恵子, 山田陽

子, 山本志奈子, 津川浩一郎, 鈴木直. 当院における乳がん患者の妊孕性温存に対する取り組み. 第

3 回 AYA がんの医療と支援のあり方研究会学術集会, 2021. 

62) ◎ Yodo Sugishita, Yuki Suzuki, Lingbo Meng, Atsushi Uekawa, Akiko Tozawa, Junichi 

Hasegawa, Nao Suzuki. The analysis of residual cryoprotectants in the thawed ovarian tissue for 

ovarian tissue transplantation. 第 72 回日本産科婦人科学会学術講演会, 2020. 

63) ◎Reiko Suzuki, Yuki Horage, Tai Kawahara, Kentaro Nakamura, Eriko Shiraishi, Yuki Suzuki, 

Shino Sawada, Hideyuki Iwahata, Yodo Sugishita, Seido Takae, Junichi Hasegawa, Nao Suzuki. 

The outcome of random-start ovarian stimulation with or without aromatase inhibitor for oocyte 

cryopreservation in cancer patients. 第 72 回日本産科婦人科学会学術講演会, 2020. 

64) ◎Seido Takae, Eriko Shiraishi, Yuriko Iwahata, Kaori Uwajima, Yasuko Abe, Yuki Suzuki, 

Shino Sawada, Hideyuki Iwahata, Yodo Sugishita, Yuki Horage, Junichi Hasegawa, Nao Suzuki. 

What barriers intervene the prevalence of fertility preservation for child and adolescent cancer 

patients? On perspectives of Asian countries. 第 72 回日本産科婦人科学会学術講演会, 2020. 



- 339 - 

65) ◎Lingbo Meng, Yodo Sugishita, Yuki suzuki-Takahashi, Sandy Nishimura, Shino Sawada, 

Hideyuki Iwahata, Seido Takae, Yuki Horage-Okutsu, Nao Suzuki. I am aspired to the wider 

world --- from China to Japan. 第 140 回関東連合産科婦人科学会総会・学術集会, 2020. 

66) ◎Seido Takae, Yuriko Iwahata, Eriko Shiraishi, Hideyuki Iwahata, Yodo Sugishita, Yuki 

Horage, Shigeyuki Furuta, Tetsuya Mori, Hiroaki Kitagawa, Nao Suzuki. Variety of child cases 

who underwent ovarian tissue cryopreservation as fertility preservation treatment. 第 62 回日本

小児血液・がん学会学術集会, 2020. 

② 国際学会 

1) ◎Nao Suzuki, Tomoe Koizumi, Yodo Sugishita, Tatsuro Furui, Manabu Futamura, Yasushi Takai, 

Kohei Sugimoto, Hiroko Nogi, Hiroshi Matsumoto, Hideko Yamauchi, Akemi Kataoka, Shinji 

Ohno, Koichiro Tsugawa, Kiyotaka Kawai, Eisuke Fukuma. An intervention RCT-study aimed at 

improving mental health and increasing understanding of fertility preservation with 

Oncofertility! Psycho-Education And Couple Enrichment (O!PEACE) therapy. 2020 ASCO 

Virtual Scientific Program, 2020. 

2) ◎Nakajima T, Yoshifuji H, Yamano Y, Handa H, Ohmura K, Mimori T, Terao C. Detailed Profile 

of co-occurrence of Relapsing Polychondoritis and Autoimmune Thyroid Disease. EULAR 2020 

E-congress, 2020. 

3) ◎Matsumoto H, Shiraishi M, Tochimoto S, Tanaka K, Uchino K, Hasegawa Y, Yamano Y. 

Predictive factors of serious falls in Parkinson's disease. MDS Virtual Congress 2020, 2020. 

4) ◎Shiraishi M, Maki F, Morosawa Y, Takumi I, Isahaya K, Sasaki N, Hasegawa Y, Yamano Y. 

Indication and long-term outcome of device-aided therapies in advanced Parkinson's disease. 

MDS Virtual Congress 2020, 2020. 

5) Sugishita Y, Suzuki N. Development and maturation of oocyte. Basics and Clinical Application of 

Human Oocytes Development and Invitro Maturation Seminars & the First IVM Clinical 

Demonstration and Laboratory Operation Training, 2020. 

6) Sugishita Y, Suzuki N. Ovarian tissue cryopreservation. The First Session if the 4th Annual 

Conference of Reproductive Health Committee of Henan Maternal and Child Health Association, 

2020. 

③ その他 

1) ◎山野嘉久. これからの難病医療 ―難病領域データベースの活用と課題―. Rare Disease Day / 世

界稀少・難治性疾患の日, 2020. 

2) ◎山野嘉久. HTLV-1 の基礎知識とキャリア妊産婦・患者への支援. 令和 2 年山梨県 HTLV-1 母子感

染予防対策研修会, 2020. 

3) ◎山野嘉久. HAM の診察ガイドライン 2019 を踏まえた診断と治療. 神経疾患治療を考える会 2020, 

2020. 

4) ◎鈴木由紀, 杉下陽堂, 孟玲伯, 西村サンディ, 澤田紫乃, 戸澤晃子, 鈴木直. 閉経ラットモデルを用

いた膣外陰レーザー療法における治療効果の組織学的検討. 第 383 回四水会, 2020. 

5) ◎山野嘉久. ―医療薬学特論―Special Lecture Clinical Pharmaceutical Science 新薬開発における



- 340 - 

患者レジストリの役割. 東京大学講義, 2020. 

6) ◎山野嘉久 . これからの難病医療 ～神経難病患者へのオンライン診察の実際～ . Kanagawa 

Neurology Meeting, 2020. 

7) ◎深野崇之, 萩原悠太, 清水高弘, 内田将司, 伊藤英道, 秋山久尚, 山野嘉久. 血管内治療医から見た

急性期脳血管障害治療の最前線. 第 79 回内科合同勉強会, 2020. 

8) ◎山岸誠, 長阪美沙子, 鈴木穣, 久世裕太, 八木下尚子, 新谷奈津美, 山内淳司, 渡邉俊樹, 佐藤知雄, 

山野嘉久. HAM患者のゲノム異常とクローン構造の高感度解析によるATL発症リスクの評価. 厚生

労働省難治性疾患政策研究班（神経免疫班）AMED 難治性疾患実用化研究班 令和 2 年度合同班会

議, 2021. 

9) ◎山野嘉久, 八木下尚子, 古澤嘉彦, 丹澤和雅, 山口泉, 川口喬久, 松田文彦. 難病プラットフォーム

（Rare Disease Data Registry of Japan : RADDAR-J）について. 厚生労働省難治性疾患政策研究

班（神経免疫班）AMED 難治性疾患実用化研究班 令和 2 年度合同班会議, 2021. 

10) ◎飯島直樹, 高田礼子, 八木下尚子, 田辺健一郎, 井上永介, 新谷奈津美, 山内淳司, 佐藤知雄, 山

野嘉久. リアルワールドデータにより示されたHAMの排尿障害に対するミラベクロンの有用性. 厚

生労働省難治性疾患政策研究班（神経免疫班）AMED 難治性疾患実用化研究班 令和 2 年度合同班

会議, 2021. 

11) ◎山野嘉久. HAM の治療薬開発を促進する代替エンドポイントとしてのバイオマーカーの実用化

研究. HTLV-1 関連疾患研究領域研究班合同発表会, 2021. 

12) ◎山野嘉久. HAM ならびに類縁疾患の患者レジストリを介した診療連携モデルの構築によるガイ

ドラインの活用促進と医療水準の均てん化に関する研究. HTLV-1 関連疾患研究領域研究班合同発表

会, 2021. 

13) ◎山野嘉久. HAM・HTLV-1 陽性難治性疾患の診察ガイドラインに資する統合的レジストリの構築

によるエビデンスの創出. HTLV-1 関連疾患研究領域研究班合同発表会, 2021. 

14) ◎山野嘉久. HAM の革新的治療となる抗 CCR4 抗体製剤のコンパッショネートユースによる長期

的投与試験. HTLV-1 関連疾患研究領域研究班合同発表会, 2021. 

15) ◎山野嘉久. 新規 HTLV-1 感染モデルを用いた HAM の発症予防法・治療法の開発. HTLV-1 関連疾

患研究領域研究班合同発表会, 2021. 

16) ◎小澤南, 右田王介, 瓜生英尚, 上條千賀子, 鈴木由妃, 杉下陽堂, 本吉愛, 清水直樹, 津川浩一郎. 

機械学習モデルの応用によるファブリー病スクリーニングの検討. 聖マリアンナ医科大学第 79 回 

医学会学術集会, 2021. 

17) ◎白石眞, 山野嘉久, 三上恭平, 加茂力. パーキンソン病における姿勢異常の評価. 第 1 回 メトロ

ポリタン PD カンファレンス, 2021. 

 

 

 

 

 

 



- 341 - 

    和文 英文 

 著  書   3 2 

 論  文  原著 5 14 

   解説又は総説 11  

   症例報告 2 1 

   その他 3  

 学会発表  国内学会 61 5 

   国際学会  6 

   その他 17  

 

 

  



- 342 - 

アイソトープ研究施設 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 佐藤知雄, 山野嘉久. 免疫性神経疾患 update ―基礎・臨床研究の最新知見― HAM に対する治療

薬の現況と展望. 日本臨床, 2020;78(11):1939-1944. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Nagasaka M, Yamagishi M, Yagishita N, Araya N, Kobayashi S, Makiyama J, Kubokawa M, 

Yamauchi J, Hasegawa D, Coler-Reilly ALG, Tsutsumi S, Uemura Y, Arai A, Takata A, Inoue E, 

Hasegawa Y, Watanabe T, Suzuki Y, Uchimaru K, Sato T, Yamano Y. Mortality and risk of 

progression to adult T-cell leukemia/lymphoma in HTLV-1-associated myelopathy/tropical spastic 

paraparesis. Proceedings of the National Academy of Sciences of the United States of America, 

2020;117(21):11685-11691. 

2) Yamakawa N, Yagishita N, Matsuo T, Yamauchi J, Ueno T, Inoue E, Takata A, Nagasaka M, Araya 

N, Hasegawa D, Coler-Reilly A, Tsutsumi S, Sato T, Araujo A, Casseb J, Gotuzzo E, Jacobson S, 

Martin F, Puccioni-Sohler M, Taylor GP, Yamano Y; Japan Clinical Research Group on HAM/TSP. 

Creation and validation of a bladder dysfunction symptom score for HTLV-1-associated 

myelopathy/tropical spastic paraparesis. Orphanet J Rare Dis, 2020;15(1):175. 

3) Okuma K, Kuramitsu M, Niwa T, Taniguchi T, Masaki Y, Ueda G, Matsumoto C, Sobata R, Sagara 

Y, Nakamura H, Satake M, Miura K, Fuchi N, Masuzaki H, Okayama A, Umeki K, Yamano Y, 

Sato T, Iwanaga M, Uchimaru K, Nakashima M, Utsunomiya A, Kubota R, Ishitsuka K, 

Hasegawa H, Sasaki D, Koh KR, Taki M, Nosaka K, Ogata M, Naruse I, Kaneko N, Okajima S, 

Tezuka K, Ikebe E, Matsuoka S, Itabashi K, Saito S, Watanabe T, Hamaguchi I. Establishment 

of a novel diagnostic test algorithm for human T-cell leukemia virus type 1 infection with line 

immunoassay replacement of western blotting: a collaborative study for performance evaluation 

of diagnostic assays in Japan. Retrovirology, 2020;17(1):26. 

4) Tsuchihashi Y, Shimizu T, Akiyama H, Hagiwara Y, Soga K, Takao N, Uchino K, Yanagisawa T, 

Yamauchi J, Sato T, Hasegawa Y, Yamano Y. The Risk Factors for Death within 6 months after 

Ischemic Stroke in Patients with Cancer. Journal of Stroke & Cerebrovascular Diseases, 

2020;29(12):105365. 

5) Soga K, Shimizu T, Hagiwara Y, Ogura H, Akiyama H, Yamauchi J, Sato T, Hanzawa K, Hasegawa 

Y, Yamano Y. Soleal vein dilatation in the early-phase of hospitalization is associated with a 

subsequent development of deep vein thrombosis in patients with acute stroke. Journal of 

Medical Ultrasonics, 2021;(48):97-104. 

6) Yamauchi J, Araya N, Yagishita N, Sato T, Yamano Y. An update on human T-cell leukemia virus 

type I (HTLV-1)-associated myelopathy/tropical spastic paraparesis (HAM/TSP) focusing on 



- 343 - 

clinical and laboratory biomarkers. Pharmacology & Therapeutics, 2021;(218):107669. 

7) Penova M, Kawaguchi S, Yasunaga J, Kawaguchi T, Sato T, Takahashi M, Shimizu M, Saito M, 

Tsukasaki K, Nakagawa M, Takenouchi N, Hara H, Matsuura E, Nozuma S, Takashima H, Izumo 

S, Watanabe T, Uchimaru K, Iwanaga M, Utsunomiya A, Tabara Y, Paul R, Yamano Y, Matsuoka 

M, Matsuda F. Genome wide association study of HTLV-1 associated myelopathy/tropical spastic 

paraparesis in the Japanese population. Proceedings of the National Academy of Sciences of the 

United States of America, 2021;118(11):e2004199118. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) ◎佐藤知雄. リアルワールドエビデンスを活用した「HAM 診療ガイドライン 2019」について. 第 61

回日本神経学会学術大会, 2020. 

2) ◎佐藤知雄, 山内淳司, 新谷奈津美, 高橋克典, 國友康夫, 八木下尚子, 山野嘉久. HAM 診療ガイド

ラインの活用実態および内容の評価に関する全国調査. 第 32 回日本神経免疫学会学術集会, 2020. 

3) ◎桧垣正吾, 久下裕司, 志水陽一, 富田悟, 廣井朋子, 古澤哲. 「放射線事故が発生した際の放射線施

設の緊急時対応の調査と提言」WG 中間報告. 日本放射線安全管理学会 第 19 回学術大会, 2020. 

4) ◎Ootaki Masanori, Hiroi Tomoko, Ohta Yuki, Takeba Yuko, Kida Keisuke, Matsui Hiroaki, Naoki 

Matsumoto. Structure prediction of the N-terminal regulatory domain of the human tryptophan 

hydroxylase 2. 第 94 回日本薬理学会年会, 2021. 

② その他 

1) ◎飯島直樹, 高田礼子, 八木下尚子, 田辺健一郎, 井上永介, 新谷奈津美, 山内淳司, 佐藤知雄, 山野

嘉久. リアルワールドデータにより示されたHAMの排尿障害に対するミラベクロンの有用性. 厚生

労働省難治性疾患政策研究班（神経免疫班）AMED 難治性疾患実用化研究班 令和 2 年度合同班会

議, 2021. 

2) ◎山岸誠, 長阪美沙子, 鈴木穣, 久世裕太, 八木下尚子, 新谷奈津美, 山内淳司, 渡邉俊樹, 佐藤知雄, 

山野嘉久. HAM患者のゲノム異常とクローン構造の高感度解析によるATL発症リスクの評価. 厚生

労働省難治性疾患政策研究班（神経免疫班）AMED 難治性疾患実用化研究班 令和 2 年度合同班会

議, 2021. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 344 - 

    和文 英文 

 著  書     

 論  文  原著 1 7 

   解説又は総説   

   症例報告   

   その他   

 学会発表  国内学会 3 1 

   国際学会   

   その他 2  

 

 

  



- 345 - 

実験動物飼育管理研究施設 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 渡辺実, 田中政巳, 武半優子, 太田有紀, 大滝正訓, 小林司, 松本直樹. 新しい小人症モデル動物, 

CCI ラットにおける骨化異常と遺伝子発現の解析. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 2020;48(1):15-30. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Nakamura Yuki, Takeba Yuko, Kobayashi Tsukasa, Ootaki Masanori, Ohta Yuki, Kida Keisuke, 

Sakurai Kenzo, Gen Keishi, Watanabe Minoru, Iiri Taroh, Matsumoto Naoki. Yap contributes to 

cardiomyocyte proliferation in the fetal rat heart epicardium with antenatal glucocorticoid 

administration. Journal of St. Marianna University, 2020;11(2):109-122. 

2) Fujita Y, Ichikawa D, Sugaya T, Ohata K, Tanabe J, Inoue K, Hoshino S, Togo T, Watanabe M, 

Kimura K, Shibagaki Y, Kamijo-Ikemori A. Angiotensin II type 1a receptor loss ameliorates 

chronic tubulointerstitial damage after renal ischemia reperfusion. Scientific reports, 2021;11(1)：

982. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) ◎太田有紀, 小林司, 大滝正訓, 武半優子, 木田圭亮, 渡辺実, 飯利太朗, 松本直樹, 武永美津子. 下

肢筋委縮モデルに対する脂肪組織由来幹細胞エクソソーム投与の効果. 第 19 回日本再生医療学会総

会, 2020. 

2) ◎小林司, 武半優子, 太田有紀, 大滝正訓, 渡辺実, 桜井研三, 元圭史, 中村悠城, 木田圭亮, 飯利太

朗, 松本直樹. 出生前グルココルチコイド投与におけるラット胎仔肝臓の成熟並びに細胞増殖への

影響. 第 41 回日本臨床薬理学会学術総会, 2020. 

3) ◎武半優子, 中村悠城, 小林司, 大滝正訓, 太田有紀, 木田圭亮, 桜井研三, 長田洋資, 渡辺実, 飯利

太朗, 松本直樹. 出生前グルココルチコイド投与におけるラット心外膜の心筋細胞増殖に関わる

Yap の役割. 第 41 回日本臨床薬理学会学術総会, 2020. 

4) ◎大滝正訓, 太田有紀, 武半優子, 渡辺実, 小林司, 中村悠城, 木田圭亮, 飯利太朗, 松本直樹. 

CYP2C19 の活性化における分子動力学・量子化学計算を用いた検討. 第 41 回日本臨床薬理学会学

術総会, 2020. 

5) ◎Takeba Yuko, Kobayashi Tsukasa, Ootaki Masanori, Ohta Yuki, Kida Keisuke, Watanabe 

Minoru, Iiri Taroh, Matsumoto Naoki. Prenatal glucocorticoid administration accelerates 

glomeruli and renal tubules development in the fetal rats. 第 94 回日本薬理学会年会, 2021. 

6) ◎Ohta Yuki, Kobayashi Tsukasa, Takeba Yuko, Ootaki Masanori, Kida Keisuke, Watanabe 

Minoru, Iiri Taroh, Takenaga Mitsuko, Matsumoto Naoki. Effect of adipose tissue-derived 

stem/stromal cells on muscle atrophy. 第 94 回日本薬理学会年会, 2021. 
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7) ◎Kobayashi Tsukasa, Takeba Yuko, Ootaki Masanori, Kida Keisuke, Watanabe Minoru, Iiri 

Taroh, Matsumoto Naoki. Expression of the growth -related factors in the liver of fetal rats. 第

94 回日本薬理学会年会, 2021. 

8) ◎太田有紀, 小林司, 武半優子, 大滝正訓, 木田圭亮, 渡辺実, 飯利太朗, 武永美津子, 松本直樹. 座

骨神経障害誘発萎縮筋組織に対する脂肪組織由来幹細胞の効果. 第 20 回日本再生医療学会総会, 

2021. 

9) ◎小林司, 武半優子, 太田有紀, 大滝正訓, 元圭史, 中村悠城, 渡辺実, 木田圭亮, 飯利太朗, 松本直

樹. 出生前デキサメタゾンが胎仔ラット肝臓並びに正常肝 RLN-B2 細胞の増殖と成熟因子に及ぼす

影響. 聖マリアンナ医科大学 医学会 第 79 回学術集会（オンライン）, 2021. 

 

    和文 英文 

 著  書     

 論  文  原著 1 2 

   解説又は総説   

   症例報告   

   その他   

 学会発表  国内学会 9  

   国際学会   

   その他   
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先端医学研究施設 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Yatabe K, Muroi R, Kumai T, Kotani T, Somemura S, Yui N, Murofushi Y, Terawaki F, Kobayashi 

H, Yudoh K, Sakurai H, Miyano H, Fujiya H. Effects of Different Exercise Conditions on 

Antioxidant Potential and Mental Assessment. Sports, 2021;9(3):36;e1-e8. 

 

    和文 英文 

 著  書     

 論  文  原著  1 

   解説又は総説   

   症例報告   

   その他   

 学会発表  国内学会   

   国際学会   

   その他   
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応用分子腫瘍学 

 

学術論文[和文] 

① 総説又は症例解説 

1) 太田智彦. 7. BRCA 変異診断、ゲノム診断. 乳腺腫瘍学, 2020;:157-160. 

2) 郷田敦史 , 呉文文 , 太田智彦 . BRCA 遺伝子変異による臓器特異的な発がん . 医学のあゆみ , 

2020;274(12):1194-1198. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Johmura Y, Harris A, Ohta T, Nakanishi M. FBXO22, an epigenetic multiplayer coordinating 

senescence, hormone signaling and metastasis. Cancer Science, 2020;111(8):2718-2725. 

2) Zhu M, Wu W, Togashi Y, Liang W, Miyoshi Y, Ohta T. HERC2 inactivation abrogates nucleolar 

localization of RecQ helicases BLM and WRN. Scientific Reports, 2021;11(1):-. 

3) Suzuki N, Joumura Y, Wang TW, Migita T, Wu W, Noguchi R, Yamaguchi K, Furukawa Y, 

Nakamura S, Miyoshi I, Yoshimori T, Ohta T, Nakanishi M. TP53/p53-FBXO22-TFEB controls 

basal autophagy to govern hormesis. Autophagy, 2021;:1-18. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) ◎太田智彦. DNA 修復脆弱性を標的としたがん治療. 第 79 回日本癌学会学術総会, 2020. 

2) ◎鈴木友菜, 豊澤大地, 呉文文, 丹羽俊文, 太田智彦, 林慎一. CDK4/6 阻害薬耐性細胞は DNA 修復

機構に異常をきたし PARP 阻害薬に反応する. 第 28 回日本乳癌学会学術総会, 2020. 

3) ◎中川紗紀, 宮下穣, 江幡明子, 佐藤章子, 原田成美, 濱中洋平, 甘利正和, 平川久, 大井恭代, 太田

智彦, 多田寛, 石田孝宣. エストロゲン受容体の発現を制御する Fbxo22 は浸潤性小葉癌の予後因子

となりうるか. 第 28 回日本乳癌学会学術総会, 2020. 

4) ◎太田智彦. BRCA1 N 末端の変異と PARP 阻害剤感受性: E3 リガーゼ活性についての再考. 第 18

回日本臨床腫瘍学会学術集会, 2021. 

② 国際学会 

1) ◎Tomohiko Ohta. Challenges to overcome PARPi resistance. Best of San Antonio Breast Cancer 

Symposium® Kyoto 2021, 2021. 

③ その他 

1) ◎太田智彦. PARP 阻害剤耐性とその克服戦略. Scientific Exchange Meeting -Basic Research for 

PARP Inhibitor-, 2020. 

2) ◎太田智彦. 乳がんの治療抵抗性獲得機序とその克服戦略. 第 24 回文京乳腺研究会, 2020. 

3) ◎太田智彦. PARP 阻害剤耐性とその克服戦略. Scientific Exchange Meeting ～Basic Research for 

PARP Inhibitor～, 2020. 

4) 太田智彦. エストロゲン受容体シグナル制御メカニズムの解明に基づく子宮内膜がん発がん機序の
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解明. 東京大学医科学研究所 2020 年度成果報告会, 2021. 

 

    和文 英文 

 著  書     

 論  文  原著  3 

   解説又は総説 2  

   症例報告   

   その他   

 学会発表  国内学会 4  

   国際学会  1 

   その他 4  
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難治性疾患病態制御学 

 

著書 

1) Kazuo Yudoh, Naoko Yui, Ko Terauchi, Hajime Kobayashi, Takanori Kumai, Shu Somemura. 

CHAPTER 21: Sirtuins in bone and cartilage biology SIRTUIN BIOLOGY IN MEDICINE 

2021;:341-351. 

 

学術論文[和文] 

① 総説又は症例解説 

1) 小松梨恵, 仁木久照, 遊道和雄, 藤井亮爾. SPACIA1/SAAL1 の遺伝子欠損. 整形外科, 2021;1(72):74. 

② その他 

1) 遊道和雄. 大学院に求められる事. 川崎市医師会会報, 2020;372:72-73. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Imuta H, Fujita D, Oba S, Kiyosue A, Nishimatsu H, Yudo K, Suzuki E. Histone methylation and 

demethylation are implicated in the transient and sustained activation of the interleukin‑1β gene 

in murine macrophages. Heart and Vessels, 2020;35:1746-1754. 

2) Iwata Teppei, Sedukhina S Anna, Kubota Manabu, Oonuma Shigeko, Maeda Ichiro, Yoshiike Miki, 

Usuba Wataru, Minagawa Kimino, Hames Eleina, Meguro Rei, Cho Sunny, Chien H H Stephen, 

Urabe Shiro, Pae Sookhee, Palanisamy Kishore, Kumai Toshio, Yudo Kazuo, Kikuchi Eiji, Sato 

Ko. A new bioinformatics approach identifies overexpression of GRB2 as a poor prognostic 

biomarker for prostate cancer. Scientific Reports, 2021;11(11):5696. 

3) Yatabe K, Muroi R, Kumai T, Kotani T, Somemura S, Yui N, Murofushi Y, Terawaki F, Kobayashi 

H, Yudoh K, Sakurai H, Miyano H, Fujiya H. Effects of Different Exercise Conditions on 

Antioxidant Potential and Mental Assessment. Sports, 2021;9(3):36;e1-e8. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) 藤井亮爾, 小松梨恵, 青野浩之, 仁木久照, 遊道和雄, 中島利博. 関節リウマチ滑膜細胞における

SPACIA1 と TNFαによる協調的細胞周期因子発現制御. 第 64 回日本リウマチ学会, 2020. 

2) 呉詩星, 吉森真由美, 立石萌, 大橋彩香, 清水則夫, 西尾美和子, 新井文子. 慢性活動性 EB ウイルス

感染症におけるウイルス由来 miRNA の標的の解明. 第 82 回日本血液学会学術集会, 2020. 

3) 立石萌, 吉森真由美, 大橋彩香, 呉詩星, 清水則夫, 西尾美和子, 新井文子. EBV陽性NK腫瘍細胞の

産生するサイトカインは単球の凝固活性を高め DIC を引き起こす. 第 82 回日本血液学会学術集会, 

2020. 

4) 吉森真由美, 立石萌, 大橋彩香, 呉詩星, 今留謙一, 清水則夫, 西尾美和子, 新井文子. EBV 陽性 NK

腫瘍細胞は単球からマクロファージへの分化を誘導し、HLH の原因となり得る. 第 82 回日本血液
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学会学術集会, 2020. 

5) ◎熊井隆智, 遊道和雄, 染村嵩, 谷田部かなか, 小谷貴史, 仁木久照, 藤谷博人. 骨芽細胞における光

感受応答機構の解明と光刺激による骨形成能の誘導. 第 35 回日本整形外科学会基礎学術集会, 2020. 

6) ◎小松梨恵, 仁木久照, 遊道和雄, 藤井亮爾. コラーゲン誘導関節炎モデルマウスにおける CDK6 阻

害剤の関節炎抑制効果. 第 35 回日本整形外科学会基礎学術集会, 2020. 

7) ◎藤井亮爾, 小松梨恵, 仁木久照, 遊道和雄. TNFα誘導性リウマチ滑膜線維芽細胞におけるサイク

リン D キナーゼの発現と細胞増殖に関する検討. 第 35 回日本整形外科学会基礎学術集会, 2020. 

8) ◎寺内昴, 遊道和雄, 仁木久照, 藤谷博人. 変形性関節症の軟骨細胞において NAD 依存性脱アセチ

ル化酵素 Sirtuin-1 は細胞エネルギー代謝調節因子および f 軟骨細胞活性を抑制する. 第 35 回日本

整形外科学会基礎学術集会, 2020. 

9) ◎染村嵩, 遊道和雄, 熊井隆智, 谷田部かなか, 佐々木千鶴子, 藤谷博人, 仁木久照. 三次元培養下に

おける骨芽細胞と軟骨細胞の力学的ストレス応答能の比較解析. 第 35 回日本整形外科学会基礎学術

集会, 2020. 

10) ◎染村嵩, 遊道和雄, 熊井隆智, 谷田部かなか, 佐々木千鶴子, 藤谷博人, 仁木久照. 骨芽細胞の力

学的ストレス応答と細胞エネルギー代謝調節機構との関連. 第 35 回日本整形外科学会基礎学術集会, 

2020. 

② 国際学会 

1) Yoshimori M, Tateishi M, Ohashi A, Wu S, Imadome K, Shimizu N, Nishio M, Arai A. Products of 

EBV-Positive Neoplastic NK-Cells Induce Differentiation into Macrophages and Procoagulant 

Activity of Monocytes, which Leads to HLH. 25th Annual Congress of EHA, 2020. 

 

    和文 英文 

 著  書    1 

 論  文  原著  3 

   解説又は総説 1  

   症例報告   

   その他 1  

 学会発表  国内学会 10  

   国際学会  1 

   その他   
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臨床再生組織工学 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 宮澤知行, 酒井寛貴, 木村祐之, 丸島秀樹, 小島宏司, 佐治久. 当科における胸腺上皮性腫瘍の治療

経験. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 2020;(48):43-47. 

② 総説又は症例解説 

1) 佐治久 , 丸島秀樹 , 宮澤知行 , 木村祐之 , 酒井寛貴 , 小島宏司 . 高齢者肺癌の外科治療 . 肺癌 , 

2020;60(4):298-304. 

③ 症例報告 

1) 加藤宗次郎, 宮澤知行, 酒井寛貴, 木村祐之, 丸島秀樹, 小島宏司, 佐治久, 土居正知, 小池淳樹, 高

木正之. 同時性多発肺腺癌における PD-L1 発現の検討. 肺癌, 2020;60(2):135-136. 

 

学術論文[英文] 

① 症例報告 

1) Furuya Naoki, Kojima Koji, Marushima Hideki, Kakinuma Kazutaka, Tsunoda Akihito, Koda 

Eriko, Tsuruoka Hajime, Nishida Kohei, Inoue Takeo, Saji Hisashi, Mineshita Masamichi. 

Successful treatment with nivolumab in a patient with lung adenocarcinoma complicated by 

pulmonary aspergilloma. Thoracic Cancer, 2020;Nov11(11):3391-3395. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) ◎酒井寛貴, 木村祐之, 宮澤知行, 丸島秀樹, 小島宏司, 奥田紘隆, 坂本三樹, 佐治久. 先天性肺動脈

欠損による肺低形成のため、代償的に拡大した健側肺の自然気胸手術の一例. 第 43 回日本呼吸器内

視鏡学会学術集会, 2020. 

2) ◎小島宏司, 丸島秀樹, 宮澤知行, 木村祐之, 酒井寛貴, 佐治久. PGA シートに犬軟骨細胞を播種し

て作製した気管チューブの実験的検討. 第 43 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会, 2020. 

3) ◎木村祐之, 小島宏司, 酒井寛貴, 宮澤知行, 丸島秀樹, 佐治久, 遠藤陽, 小池淳樹. 左肺下葉原発の

Ciliated Muconodular Papillary Tumor の一切除例. 第 174 回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会, 

2020. 

4) ◎梅澤早織, 丸島秀樹, 酒井寛貴, 木村祐之, 宮澤知行, 小島宏司, 小池淳樹, 佐治久. 上皮筋上皮癌

に対して気管環状切除術を施行した一例. 第 174 回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会, 2020. 

5) ◎小島宏司. 呼吸器外科領域における再生医療の最前線―PGAシートへの期待―. 第 37回日本呼吸

器外科学会学術集会, 2020. 

6) ◎酒井寛貴, 木村祐之, 宮澤知行, 丸島秀樹, 小島宏司, 佐治久. 肺腺癌における Mini-Chromosome 

Maintenance2 の臨床病理学的意義. 第 37 回日本呼吸器外科学会学術集会, 2020. 

7) ◎佐治久, 酒井寛貴, 木村祐之, 宮澤知行, 丸島秀樹, 小島宏司. 27 歳女性の右肺尖部胸壁遺残巨大

デスモモイド腫瘍の 1 手術例. 第 37 回日本呼吸器外科学会学術集会, 2020. 
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8) ◎小島宏司, 丸島秀樹, 宮澤知行, 木村祐之, 酒井寛貴, 佐治久. PGA シートにヒト気管支軟骨細胞

を播種して作製した再生気管の検討. 第 37 回日本呼吸器外科学会学術集会, 2020. 

9) ◎木村祐之, 酒井寛貴, 宮澤知行, 丸島秀樹, 小島宏司, 佐治久. 治療に難渋した術後肺瘻の 3 例. 第

37 回日本呼吸器外科学会学術集会, 2020. 

10) ◎丸島秀樹, 酒井寛貴, 木村祐之, 宮澤知行, 小島宏司, 小池淳樹, 佐治久. 当院における気管腫瘍

切除例の臨床病理学的特徴. 第 37 回日本呼吸器外科学会学術集会, 2020. 

11) ◎木村祐之, 酒井寛貴, 宮澤知行, 丸島秀樹, 小島宏司, 佐治久. 周術期管理に難渋した左肺原発性

巨大扁平上皮癌の 1 切除例. 第 184 回日本胸部外科学会関東甲信越地方会, 2020. 

12) ◎木村祐之, 丸島秀樹, 酒井寛貴, 宮澤知行, 小島宏司, 大林樹真, 有泉泰, 佐治久. 閉塞性肺炎に

対し右上葉切除術を行った気管支内異物の 1 例. 第 175 回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会, 2020. 

13) ◎増田哲之, 大坪莞爾, 酒井寛貴, 木村祐之, 宮澤知行, 丸島秀樹, 小島宏司, 成木佐瑛子, 小池淳

樹, 佐治久. 組織型が異なる異時性多発肺癌の 1 症例. 第 189 回日本肺癌学会関東支部学術集会, 

2021. 

14) ◎酒井寛貴, 木村祐之, 宮澤知行, 丸島秀樹, 小島宏司, 佐治久. デスモイド腫瘍の術後に食道胸腔

瘻を併発し難渋した一症例. 第 185 回日本胸部外科学会関東甲信越地方会, 2021. 

15) ◎木村祐之, 酒井寛貴, 宮澤知行, 丸島秀樹, 小島宏司, 佐治久. 術前導入療法後に Grunenwald 

transmaniburial osteomuschlar sparing approach により切除しえた肺尖部胸壁浸潤肺癌の 1 例. 

第 185 回日本胸部外科学会関東甲信越地方会, 2021. 

② 国際学会 

1) ◎Saji Hisashi, Marushima Hideki, Kimura Hiroyuki, Miyazawa Tomoyuki, Sakai Hiroki, Furuya 

Naoki, Kojima Koji, Nakamura Haruhiko. Adjuvant chemotherapy with modified Nab-paclitaxel 

and carboplatin for completely resected NSCLC:Survival analysis of FAST-Nab. 2020 World 

Conference on Lung Cancer Singapore, 2021. 

2) ◎Kori Reiko, Ookawa Junko, Sakai Hiroki, Kimura Hiroyuki, Miyazawa Tomoyuki, Marushima 

Hideki, Kojima Koji, Hara Masatoshi, Saji Hisashi. Current status of a smoking cessation 

supportive program based on nurses' interventions:A single institutional experience. 2020 World 

Conference on Lung Cancer Singapore, 2021. 
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 著  書     

 論  文  原著 1  

   解説又は総説 1  
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 学会発表  国内学会 15  

   国際学会  2 
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疾患バイオマーカー・標的分子制御学 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) Kazuki Omoteyama, Toshiyuki Sato, Masaaki Sato, Atsuhiro Tsutiya, Mitsumi Arito, Naoya 

Suematsu, Manae S. Kurokawa, Tomohiro Kato. Identification of novel substrates of a disintegrin 

and metalloprotease 17 by specific labeling of surface proteins. Heliyon, 2020;6(12): e05804. 

2) Shu Ushimaru, Mitsumi Arito, Atsuhiro Tsutiya, Toshiyuki Sato, Kazuki Omoteyama, Masaaki 

Sato, Naoya Suematsu, Manae S. Kurokawa, Atsuko Kamijo-Ikemori, Yugo Shibagaki, and 

Tomohiro Kato. Roles of Layilin in Regulation of Low-Density Lipoprotein Receptor in Malignant 

Glioma Cells. Journal of St. Marianna University, 2020;11:53-59. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) ◎佐藤利行, 佐藤政秋, 高桑由希子, 有戸光美, 大岡正道, 末松直也, 川畑仁人, 加藤智啓, 黒川真奈

絵. 再発性多発軟骨炎における血清ペプチドの網羅的解析. 第 64 回日本リウマチ学会総会・学術集

会, 2020. 

2) ◎黒川真奈絵, 佐藤政秋, 佐藤利行, 高桑由希子, 永渕裕子, 有戸光美, 末松直也, 大岡正道, 川畑仁

人, 加藤智啓. 顕微鏡的多発血管炎の新規血清バイオマーカー候補 AC13 定量系の開発. 第 64 回日

本リウマチ学会総会・学術集会, 2020. 

3) ◎佐藤利行, 佐藤政秋, 表山和樹, 土屋貴大, 有戸光美, 末松直也, 加藤智啓, 黒川真奈絵. 再発性多

発軟骨炎における血清ペプチドプロファイルの解析. 第 93 回日本生化学会大会, 2020. 

4) ◎黒川真奈絵, 佐藤利行, 佐藤政秋, 土屋貴大, 表山和樹, 有戸光美, 末松直也, 加藤智啓. 再発性多

発軟骨炎のバイオマーカー候補となる血清ペプチドの検出. 第 71 回日本電気泳動学会総会, 2020. 

5) ◎嶋崎孝輔, 有戸光美, 黒川真奈絵, 佐藤政秋, 表山和樹, 佐藤利行, 末松直也, 加藤智啓, 仁木久照. 

プロテオミクス法を用いたヒト滑膜線維芽細胞におけるライリンの機能解析. 第 35 回日本整形外科

学会基礎学術集会, 2020. 

 

    和文 英文 
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医療情報処理技術応用研究 

 

著書 

1) 小林泰之. 特別Column1 AI時代の放射線科医 医療AIとディープラーニングシリーズ 2020-2021

年版はじめての医用画像ディープラーニング-基礎・応用・事例- 2020;:248-251. 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 瀬上航平, 大岡正道, 山田浩史, 朝野隆之, 阿部宏志, 穐山雅代, 村弘子, 梶ヶ谷和子, 内川隆子, 橘

川薫, 小林泰之, 三村秀文, 安田宏, 峯下昌道, 大坪毅人. 放射線科読影レポート未確認に伴う

Diagnostic Error への対策. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 2020;48(3):61-66. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Atsuma Nishiwaki, Hitomi Kobayashi, Natsumi Ikumi, Yasuyuki Kobayashi, Isamu Yokoe, Kaita 

Sugiyama, Yoshihiro Matsukawa, Masami Takei, Noboru Kitamura. Salivary Gland Focus Score 

is Associated with Myocardial Fibrosis in Primary Sjögren's Syndrome Assessed by a Cardiac 

Magnetic Resonance Approach. The Journal of rheumatology, 2020;: DOI-10.3899/jrheum.200352. 

2) Isamu Yokoe, Hitomi Kobayashi, Yasuyuki Kobayashi, Atsuma Nishiwaki, Kaita Sugiyama, 

Yousuke Nagasawa, Natsumi Ikumi, Hiromi Karasawa, Yasuo Okumura, Noboru Kitamura, 

Masami Takei. Impact of biological treatment on left ventricular dysfunction determined by 

global circumferential, longitudinal and radial strain values using cardiac magnetic resonance 

imaging in patients with rheumatoid arthritis. International Journal of Rheumatic Diseases, 

2020;:DOI-10.1111/1756-185X.13942. 

3) Noboru Kitamura, Hitomi Kobayashi, Masami Takei, Yasuyuki Kobayashi. Unique Cardiac 

Magnetic Resonance Imaging Findings of Progressing Myocardial Damage in a Patient With 

Polymyositis. The Archives of Rheumatology, 2020;: DOI-10.46497/ArchRheumatol.2021.8439. 

4) Tomita Hayato, Yamashiro Tsuneo, Heianna Joichi, Nakasone Toshiyuki, Kobayashi Tatsuaki, 

Mishiro Sono, Hirahara Daisuke, Takaya Eichi, Mimura Hidefumi, Murayama Sadayuki, 

Kobayashi Yasuyuki. Deep Learning for the Preoperative Diagnosis of Metastatic Cervical Lymph 

Nodes on Contrast-Enhanced Computed ToMography in Patients with Oral Squamous Cell 

Carcinoma. Cancers (Basel), 2021;13(4):600-600. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) ◎小林泰之. 全身疾患における心血管病変の合併：膠原病における新病変. 第 79 回日本医学放射線

学会総会, 2020. 

2) ◎小林泰之. ポストコロナ時代の新たな次世代医療：人工知能はあなたに代われるか？. 第 23 回日
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本臨床脳神経外科学会ランチョンセミナー, 2020. 

3) ◎小林泰之. 診療における人工知能活用の最前線. 第 40 回日本画像医学会, 2021. 

② 国際学会 

1) Masaki Haraoka, Hitomi Kobayashi, Eichi Takaya, Isamu Yokoe, Yasuyuki Kobayashi. Prediction 

of myocardial abnormalities in systemic sclerosis, assessed in cardiac magnetic resonance 

imaging, by using artificial neural networks models. Asia Pacific League of Associations for 

Rheumatology (APLAR) 2020 Kyoto, Japan, 2020. 

③ その他 

1) ◎小林泰之. 医療における AI/ICT 概論（Ⅰ）. 第 1 回医療 AI セミナー, 2020. 

2) ◎小林泰之. 医療・ヘルスケアへの AI/ICT 活用と 10-20 年後の未来考察 ～アルターコロナ時代の

AI/ICT を活用したビジネス戦略と考え方～. シルバー＆ヘルスケア戦略特別セミナー, 2020. 

3) ◎小林泰之. 医療における AI/ICT 概論（Ⅱ）. 第 2 回医療 AI セミナー, 2020. 

4) ◎小林泰之. AI の課題～AI 活用で知っておくべき知識. 第 4 回医療 AI セミナー, 2020. 

5) ◎小林泰之. 医療における AI 活用を促進するための人材育成を考える. 第 40 回医療情報学連合大

会, 2020. 

6) ◎小林泰之. 医療における AI 活用. 第 5 回医療 AI セミナー, 2020. 

7) ◎小林泰之. 医療 AI の現状と未来：これから求められる人材とは？. 中分子創薬に関わる次世代産

業研究会第 2 回基礎講座, 2020. 

8) ◎小林泰之／原口貴史. 医療における AI 活用. 第 6 回医療 AI セミナー, 2020. 

9) ◎小林泰之／原口貴史. 医療系以外の領域における AI 活用. 第 8 回医療 AI セミナー, 2021. 

10) ◎小林泰之. 放射線医学における AI の進歩：画像診断. 第 34 回 JCR ミッドウィンターセミナー仙

台, 2021. 

11) ◎小林泰之. 医療における AI ビジネス戦略. 第 9 回医療 AI セミナー, 2021. 

12) ◎小林泰之/植田琢也. TOPICS（国の施策など）. 第 10 回医療 AI セミナー, 2021. 

13) ◎小林泰之. AI/ICT を活用して未来の医療を創る人材の育成を考える. 医学会第 79 回学術集会, 

2021. 

14) ◎小林泰之. 総括. 第 13 回医療 AI セミナー, 2021. 
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分子神経科学 

 

著書 

1) 北岡康史. 神経保護を意識した緑内障点眼薬の使い分け 眼科スゴ技 緑内障の診断・治療・手術 

2020;:141-144. 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) Kitaoka Y, Sase K, Tsukahara C, Fujita N, Tokuda N, Kogo J, Takagi H. Axonal protection by a 

small molecule SIRT1 activator, SRT2104, with alteration of autophagy in TNF-induced optic 

nerve degeneration. Japanese Journal of Ophthalmology, 2020;64(3):298-303. 

2) Kitaoka Y, Sase K, Tsukahara C, Fujita N, Arizono I, Takagi H. Axonal Protection by Nicotinamide 

Riboside via SIRT1-Autophagy Pathway in TNF-Induced Optic Nerve Degeneration. Molecular 

Neurobiology, 2020;57(12):4952-4960. 

3) Sase K, Tsukahara C, Fujita N, Arizono I, Takagi H, Kitaoka Y. Akebia Saponin D prevents axonal 

loss against TNF-induced optic nerve damage with autophagy modulation. Molecular Biology 

Reports, 2020;47(12):9733-9738. 

4) JuJo T, Kogo J, Sasaki H, Sekine R, Sato K, Ebisutani S, Toyoda Y, Kitaoka Y, Takagi H. 27-gauge 

trocar-assisted sutureless intraocular lens fixation. BMC Ophtalmology, 2021;21(1):doi.org-

10.1186/s12886-020-01758-6. 

5) Fujita N, Sase K, Tsukahara C, Arizono I, Takagi H, Kitaoka Y. Pemafibrate prevents retinal 

neuronal cell death in NMDA-induced excitotoxicity via inhibition of p-c-Jun expression. 

Molecular Biology Reports, 2021;48(1):195-202. 

② 総説又は症例解説 

1) Klionsky DJ, Kitaoka Y (1218th)/total member2925. Guidelines for the use and interpretation of 

assays for monitoring autophagy (4th edition)1. Autophagy, 2021;17(1):1-382. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) ◎吉村雅弘, 徳田直人, 塚本彩香, 豊田泰大, 山田雄介, 塚原千広, 佐瀬佳奈, 北岡康史, 高木均. ア

イケア ic200 手持眼圧計による異なる体位での眼圧測定. 第 124 回日本眼科学会総会, 2020. 

2) ◎豊田泰大, 徳田直人, 山田雄介, 塚本彩香, 藤田直輝, 塚原千広, 佐瀬佳奈, 北岡康史, 高木均. 内

方線維柱帯切開術時の線維柱帯除去の効果について（術後中期成績）. 第 31 回日本緑内障学会, 2020. 

3) ◎山田雄介, 徳田直人, 豊田泰大, 塚本彩香, 藤田直輝, 塚原千広, 佐瀬佳奈, 北岡康史, 高木均. 緑

内障チューブシャント術（プレートのあるもの）の長期成績. 第 31 回日本緑内障学会, 2020. 

4) ◎北岡康史. オートファジーと網膜神経節細胞死. 第 31 回日本緑内障学会 シンポジウム 5, 2020. 

5) ◎藤田直輝, 塚原千広, 佐瀬佳奈, 北岡康史. NMDA 障害モデルラットにおけるぺマフィブラート内

服によるアポトーシス抑制効果. 第 26 回日本糖尿病眼学会総会, 2020. 
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6) ◎有薗生吹, 渡邊昂大, 佐藤圭司, 藤田直輝, 重城達哉, 向後二郎, 高木均. 中心窩硬性白斑に対し網

膜下洗浄を施行した症例の 10 年後経過について. 第 26 回日本糖尿病眼学会総会, 2020. 

7) ◎渡邊昂大, 徳田直人, 山田雄介, 藤田直輝, 豊田泰大, 塚本彩香, 塚原千広, 佐瀬佳奈, 中村芽衣子, 

北岡康史, 高木均. 糖尿病網膜症続発血管新生緑内障に対する緑内障チューブシャント手術再建術. 

第 26 回日本糖尿病眼学会総会, 2020. 

8) ◎豊田泰大, 徳田直人, 山田雄介, 藤田直輝, 塚本彩香, 塚原千広, 佐瀬佳奈, 金成真由, 北岡康史, 

高木均. 血管新生緑内障に対する緑内障チューブシャント術（プレートのあるもの）の長期成績. 第

26 回日本糖尿病眼学会総会, 2020. 

9) ◎佐藤圭司, 重城達哉, 藤田直輝, 渡邊昂大, 向後二郎, 高木均. 増殖性糖尿病網膜症の重症度と血

小板機能との関連についての院内検討. 第 26 回日本糖尿病眼学会総会, 2020. 

10) ◎北岡康史. 興奮毒性による網膜神経細胞死の分子機構. 第 26 回日本糖尿病眼学会総会 シンポ

ジウム 3, 2020. 

11) ◎北岡康史. オートファジーと視神経軸索. 第 40 回日本眼薬理学会学会 シンポジウム 3, 2021. 

12) ◎佐瀬佳奈, 塚原千広, 藤田直輝, 有薗生吹, 高木均, 北岡康史. TNF 誘発視神経障害モデルにおけ

る p38 阻害剤の視神経軸索保護作用. 第 40 回日本眼薬理学会, 2021. 
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形成外科・再生医療学寄附講座 

 

学術論文[和文] 

① 原著 

1) 岩本承豪, 井上肇,田邊雅祥. 当科で手術を行った粉瘤症例の検討. 日本形成外科学会誌, 2021;41(3)：

117-121. 

 

学術論文[英文] 

① 原著 

1) Mio Ichida, Chiharu Fujita, Rena Sumie, Ryotaro Miyano, Hajime Inoue. 

Simultaneous determination of minoxidil and minoxidil sulfate by high-performance liquid 

chromatography with UV-detection and its applications. Medicine in Drug Discovery, 2020;: DOI-

100050. 

2) Fumito Sugaya, Rena Sumie, Ryota Nabeshima, Ryotaro Miyano, Takayuki Takeuchi,Nagaoki 

Wakisaka, Kazuhiro Kobayashi, Hajime Inoue, Akiyoshi Kajikawa. Influence of Human Placenta 

Extracts on Prostanoids Production in Cultured Hair Follicle-Derived Keratinocytes: The 

Possibility of Pharmaceutical Regenerative Medicine. Journal of St.Marianna University, 

2020;11:21-29. 

3) Tilman Pfeffer, Ettore Lignelli, Hajime Inoue, Ivana Mižíková, David E. Surate Solaligue, Heiko 

Steenbock, Despoina Myti, István Vadász, Susanne Herold, Werner Seeger, Jürgen Brinckmann 

and Rory E. Morty. Minoxidil Cannot Be Used To Target Lysyl Hydroxylases during Postnatal 

Mouse Lung Development: A Cautionary Note. Journal of pharmacology and Expermental 

Therapeutics, 2020;375(5):478-487. 

 

学会発表 

① 国内学会 

1) ◎友近真世, 梶川明義, 鍋島諒大, 宮野竜太朗, 菅谷文人, 住江玲奈, 脇坂長興, 小林一広, 井上肇. 

培養毛乳頭細胞と毛包由来表皮細胞のクロストークに関する基礎検討. 第 29 回日本形成外科学会基

礎学術集会, 2020. 

2) ◎宮野竜太朗, 住江玲奈, 鍋島諒大, 友近真世, 小林一広, 脇坂長興, 梶川明義, 井上肇. ミノキシジ

ルによる毛包内脱硫酸酵素誘導とその阻害－より効果的な発毛治療への一考察－. 第 29 回日本形成

外科学会基礎学術集会, 2020. 

3) ◎井上肇, 菅谷文人, 相原正記, 梶川明義, 島田賢一, 柳下幹男, 牧野輝彦, 清水忠道, 中西健史, 峯

岸芳樹, 中井國博, 玉木毅. 多血小板血漿を用いた難治性皮膚潰瘍の治療－先進医療技術Bからの保

険収載－. 第 29 回日本形成外科学会基礎学術集会, 2020. 

4) ◎井上肇, 菅谷文人, 相原正記, 梶川明義, 島田賢一, 柳下幹男, 牧野輝彦, 清水忠道, 中西健史, 峯

岸芳樹, 中井國博, 玉木毅. 再生医療技術の保険収載－多血小板血漿を用いた難治性皮膚潰瘍の治療

－. 第 50 回日本創傷治癒学会, 2020. 
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5) ◎井上肇. 多血小板血漿を用いた難治性皮膚潰瘍の治療ー先進医療技術Bからの保険収載－. 第 126

回関西形成外科学会学術集会, 2020. 

6) ◎井上肇. 多血小板血漿療法の先進医療技術Bからの保険収載への挑戦. 第12回多血小板血漿（PRP）

療法研究会, 2020. 

7) ◎廣瀬嘉恵, 藤田千春, 鈴木みゆき, 巣瀬忠之, 青木晃, 井上肇. クリニック内 CPC による自己完結

型再生医療の試み‐自家培養表皮を始めとする各種細胞加工物の院内調製‐. 第 20 回日本再生医療

学会総会, 2021. 

8) ◎井上肇, 増山達也, 宮野竜太朗. 多血小板血漿を用いた毛髪再生への新たな展望. 第 20 回日本再

生医療学会総会, 2021. 

9) ◎藤田千春, 廣瀬嘉恵, 須永敏行, 市田美緒, 鈴木みゆき, 井上肇. 細胞加工物の簡易輸送技術の開

発‐市中再生医療の普及へ‐. 第 20 回日本再生医療学会総会, 2021. 

10) ◎住江玲奈, 藤田千春, 鍋島諒大, 友近真世, 井上肇, 梶川明義. 整容的応用を視野に入れた再生医

療技術の開発. 第 20 回日本再生医療学会総会, 2021. 

11) ◎鍋島諒大, 梶川明義, 住江玲奈, 友近真世, 井上肇. 整容的応用を視野に入れた再生医療技術の開

発 2- 色素細胞含有培養表皮の生着性について -. 第 20 回日本再生医療学会総会, 2021. 
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